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平成１平成１平成１平成１９９９９年第年第年第年第１１１１回回回回    

美唄市議会定例会会議録美唄市議会定例会会議録美唄市議会定例会会議録美唄市議会定例会会議録    

平成１平成１平成１平成１９９９９年年年年３３３３月月月月８８８８日（日（日（日（木木木木曜日）曜日）曜日）曜日）    

午前１午前１午前１午前１００００時時時時００００００００分分分分    開議開議開議開議    

    

◎◎◎◎議事日程議事日程議事日程議事日程    

    第１第１第１第１    会議録署名議員の指名会議録署名議員の指名会議録署名議員の指名会議録署名議員の指名    

    第第第第２２２２    一般質問一般質問一般質問一般質問    

    

◎◎◎◎出席議員（出席議員（出席議員（出席議員（２０２０２０２０名）名）名）名）    

        議議議議    長長長長        長長長長    岡岡岡岡    正正正正    勝勝勝勝    君君君君    

        副議長副議長副議長副議長        吉吉吉吉    田田田田            栄栄栄栄    君君君君    

            １番１番１番１番        吉吉吉吉    岡岡岡岡    文文文文    子子子子    君君君君    

            ２番２番２番２番        広広広広    島島島島    雄雄雄雄    偉偉偉偉    君君君君    

            ３３３３番番番番        五十嵐五十嵐五十嵐五十嵐            聡聡聡聡    君君君君    

            ４番４番４番４番        白白白白    木木木木    優優優優    志志志志    君君君君    

            ５番５番５番５番        小小小小    関関関関    勝勝勝勝    教教教教    君君君君    

            ７７７７番番番番        土土土土    井井井井    敏敏敏敏    興興興興    君君君君    

            ８８８８番番番番        谷谷谷谷    内内内内    八重子八重子八重子八重子    君君君君    

            ９９９９番番番番        長谷川長谷川長谷川長谷川    吉吉吉吉    春春春春    君君君君    

        １０１０１０１０番番番番        米米米米    田田田田    良良良良    克克克克    君君君君    

        １１１１１１１１番番番番        古古古古    関関関関    充充充充    康康康康    君君君君    

        １２１２１２１２番番番番        矢矢矢矢    部部部部    正正正正    義義義義    君君君君    

        １３番１３番１３番１３番        谷谷谷谷    村村村村    孝孝孝孝    一一一一    君君君君    

        １５番１５番１５番１５番        内馬場内馬場内馬場内馬場    克克克克    康康康康    君君君君    

        １６番１６番１６番１６番        本本本本    郷郷郷郷    幸幸幸幸    治治治治    君君君君    

        １８番１８番１８番１８番        紫紫紫紫    藤藤藤藤    政政政政    則則則則    君君君君    

        １９番１９番１９番１９番        荘荘荘荘    司司司司    光光光光    雄雄雄雄    君君君君    

        ２０番２０番２０番２０番        林林林林            国国国国    夫夫夫夫    君君君君    

        ２１番２１番２１番２１番        中中中中    西西西西    勇勇勇勇    夫夫夫夫    君君君君    

    

◎◎◎◎出席説明員出席説明員出席説明員出席説明員    

    市市市市                    長長長長        桜桜桜桜    井井井井    道道道道    夫夫夫夫    君君君君    

    助助助助                    役役役役        佐佐佐佐    藤藤藤藤    昭昭昭昭    雄雄雄雄    君君君君    

    総総総総    務務務務    部部部部    長長長長        板板板板    東東東東    知知知知    文文文文    君君君君    

    市市市市    民民民民    部部部部    長長長長        吉吉吉吉    田田田田            譲譲譲譲    君君君君    

    保健福祉部長兼福祉事務所保健福祉部長兼福祉事務所保健福祉部長兼福祉事務所保健福祉部長兼福祉事務所長長長長        安安安安    田田田田    昌昌昌昌    彰彰彰彰    君君君君    

    商工交流部商工交流部商工交流部商工交流部長長長長        酒酒酒酒    巻巻巻巻            進進進進    君君君君    

    農農農農    政政政政    部部部部    長長長長        林林林林            信信信信    孝孝孝孝    君君君君    

    都市整備部都市整備部都市整備部都市整備部長長長長        加加加加    藤藤藤藤            誠誠誠誠    君君君君    

    市立美唄病院事務局市立美唄病院事務局市立美唄病院事務局市立美唄病院事務局長長長長        三三三三    谷谷谷谷    純純純純    一一一一    君君君君    

    消消消消        防防防防        長長長長        佐佐佐佐    藤藤藤藤    賢賢賢賢    治治治治    君君君君    

    総務部総務課長総務部総務課長総務部総務課長総務部総務課長        市市市市    川川川川    厚厚厚厚    記記記記    君君君君    

    総務部総務課総務係総務部総務課総務係総務部総務課総務係総務部総務課総務係長長長長        村村村村    上上上上    孝孝孝孝    徳徳徳徳    君君君君    

    

    教育委員会委員教育委員会委員教育委員会委員教育委員会委員長長長長        阿阿阿阿    部部部部            稔稔稔稔    君君君君    

    教育委員会教育教育委員会教育教育委員会教育教育委員会教育長長長長        村村村村    上上上上    忠忠忠忠    雄雄雄雄    君君君君    

    教育委員会教育部長教育委員会教育部長教育委員会教育部長教育委員会教育部長        天天天天    野野野野    修修修修    二二二二    君君君君    

    

    選挙管理委員会選挙管理委員会選挙管理委員会選挙管理委員会委員委員委員委員長長長長        熊熊熊熊    野野野野    宗宗宗宗    男男男男    君君君君    

    選挙管理委員会事務局選挙管理委員会事務局選挙管理委員会事務局選挙管理委員会事務局長長長長        大大大大    道道道道    良良良良    裕裕裕裕    君君君君    

    

    農業委員会会長農業委員会会長農業委員会会長農業委員会会長        佐佐佐佐    藤藤藤藤    博博博博    道道道道    君君君君    

    農業委員会事務局農業委員会事務局農業委員会事務局農業委員会事務局長長長長        秋秋秋秋    場場場場    勝勝勝勝    義義義義    君君君君    

    

    監監監監    査査査査    委委委委    員員員員        川川川川    村村村村    英英英英    昭昭昭昭    君君君君    

    監査事務局監査事務局監査事務局監査事務局長長長長        嵯嵯嵯嵯    峨峨峨峨    和和和和    樹樹樹樹    君君君君    

    

◎◎◎◎事務局事務局事務局事務局職員職員職員職員出席者出席者出席者出席者    

    事事事事    務務務務    局局局局    長長長長        谷谷谷谷    津津津津    敬敬敬敬    一一一一    君君君君    

    次次次次                    長長長長        和和和和    田田田田    友友友友    子子子子    君君君君    

    総総総総    務務務務    係係係係    長長長長        濱濱濱濱    砂砂砂砂    邦邦邦邦    昭昭昭昭    君君君君    

    

午前１午前１午前１午前１００００時時時時００分００分００分００分    開開開開議議議議    

●●●●議長長岡正勝君議長長岡正勝君議長長岡正勝君議長長岡正勝君    これより本日の会議を開これより本日の会議を開これより本日の会議を開これより本日の会議を開

きますきますきますきます。。。。    

    

●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君    日程の第１、会議録署日程の第１、会議録署日程の第１、会議録署日程の第１、会議録署名名名名
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議員を指名いたします。議員を指名いたします。議員を指名いたします。議員を指名いたします。    

15151515 番番番番    内馬場克康議員内馬場克康議員内馬場克康議員内馬場克康議員    

16161616 番番番番    本郷本郷本郷本郷    幸治議員幸治議員幸治議員幸治議員    

を指名いたします。を指名いたします。を指名いたします。を指名いたします。    

    

●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君    次に日程の第２次に日程の第２次に日程の第２次に日程の第２、一般質、一般質、一般質、一般質

問に入ります。問に入ります。問に入ります。問に入ります。    

    発言通告により、順次発言を許します。発言通告により、順次発言を許します。発言通告により、順次発言を許します。発言通告により、順次発言を許します。    

    ３番五十嵐聡議員。３番五十嵐聡議員。３番五十嵐聡議員。３番五十嵐聡議員。    

●●●●３番五十嵐聡議員３番五十嵐聡議員３番五十嵐聡議員３番五十嵐聡議員（登壇）（登壇）（登壇）（登壇）    平成平成平成平成 19191919 年第１年第１年第１年第１

回定例会に当たり、大綱回定例会に当たり、大綱回定例会に当たり、大綱回定例会に当たり、大綱３３３３点について市長点について市長点について市長点について市長、、、、

教育長に教育長に教育長に教育長にお伺いいたしますお伺いいたしますお伺いいたしますお伺いいたします。。。。    

    大綱１点目は、平成大綱１点目は、平成大綱１点目は、平成大綱１点目は、平成 19191919 年度年度年度年度市政執行方針に市政執行方針に市政執行方針に市政執行方針に

ついてついてついてついて、１点目に、、１点目に、、１点目に、、１点目に、市政執行の基本姿勢につ市政執行の基本姿勢につ市政執行の基本姿勢につ市政執行の基本姿勢につ

いていていていて。。。。    

    本市の財政は、極めて深刻な状況で、あら本市の財政は、極めて深刻な状況で、あら本市の財政は、極めて深刻な状況で、あら本市の財政は、極めて深刻な状況で、あら

ゆる手段を講じて危機を乗り越えていかなけゆる手段を講じて危機を乗り越えていかなけゆる手段を講じて危機を乗り越えていかなけゆる手段を講じて危機を乗り越えていかなけ

ればならない状況ればならない状況ればならない状況ればならない状況で、これからもさらに厳しで、これからもさらに厳しで、これからもさらに厳しで、これからもさらに厳し

さが予想される中で、自立とさが予想される中で、自立とさが予想される中で、自立とさが予想される中で、自立と協働協働協働協働のまちづくのまちづくのまちづくのまちづく

りを推進し、徹底した行政の改革、財政の建りを推進し、徹底した行政の改革、財政の建りを推進し、徹底した行政の改革、財政の建りを推進し、徹底した行政の改革、財政の建

て直しが必要であるとのことでありますが、て直しが必要であるとのことでありますが、て直しが必要であるとのことでありますが、て直しが必要であるとのことでありますが、

どのような形でどのような形でどのような形でどのような形で、、、、平成平成平成平成 19191919 年度において市政に年度において市政に年度において市政に年度において市政に

反映されていくのかお伺いいたします。反映されていくのかお伺いいたします。反映されていくのかお伺いいたします。反映されていくのかお伺いいたします。    

    ２点目、２点目、２点目、２点目、重点施策及び財政の健全化につい重点施策及び財政の健全化につい重点施策及び財政の健全化につい重点施策及び財政の健全化につい

てててて。。。。    

    １１１１、、、、このような状況の中で、平成このような状況の中で、平成このような状況の中で、平成このような状況の中で、平成 18181818 年度に年度に年度に年度に

作成した美唄２１世紀まちづくりプラン後期作成した美唄２１世紀まちづくりプラン後期作成した美唄２１世紀まちづくりプラン後期作成した美唄２１世紀まちづくりプラン後期

計画を計画を計画を計画を「「「「選択と集中選択と集中選択と集中選択と集中」」」」で着実に推進したいとで着実に推進したいとで着実に推進したいとで着実に推進したいと

のことですが、どのような方法で事業の選択、のことですが、どのような方法で事業の選択、のことですが、どのような方法で事業の選択、のことですが、どのような方法で事業の選択、

集中を行うのかお伺いいたします。集中を行うのかお伺いいたします。集中を行うのかお伺いいたします。集中を行うのかお伺いいたします。    

    ２、平成２、平成２、平成２、平成 19191919 年度予算編成作業も厳しかった年度予算編成作業も厳しかった年度予算編成作業も厳しかった年度予算編成作業も厳しかった

とととと聞いております。人件費の削減や行政サー聞いております。人件費の削減や行政サー聞いております。人件費の削減や行政サー聞いております。人件費の削減や行政サー

ビスの見直しをはじめ、徹底した行政のスリビスの見直しをはじめ、徹底した行政のスリビスの見直しをはじめ、徹底した行政のスリビスの見直しをはじめ、徹底した行政のスリ

ム化や公債費抑制のため、ム化や公債費抑制のため、ム化や公債費抑制のため、ム化や公債費抑制のため、公債費適正化計画公債費適正化計画公債費適正化計画公債費適正化計画

を実行するとのことですが、計画の趣旨と内を実行するとのことですが、計画の趣旨と内を実行するとのことですが、計画の趣旨と内を実行するとのことですが、計画の趣旨と内

容についてお伺いいたします。容についてお伺いいたします。容についてお伺いいたします。容についてお伺いいたします。    

    ３、農業関連施策においても、厳しい財政３、農業関連施策においても、厳しい財政３、農業関連施策においても、厳しい財政３、農業関連施策においても、厳しい財政

状況を踏まえて市長の考え、公約への意欲、状況を踏まえて市長の考え、公約への意欲、状況を踏まえて市長の考え、公約への意欲、状況を踏まえて市長の考え、公約への意欲、

その達成見込みについてお伺いいたします。その達成見込みについてお伺いいたします。その達成見込みについてお伺いいたします。その達成見込みについてお伺いいたします。

3,0003,0003,0003,000 ヘクタールを超える農地の整備、国営、ヘクタールを超える農地の整備、国営、ヘクタールを超える農地の整備、国営、ヘクタールを超える農地の整備、国営、

道営、道営、道営、道営、ほ場整備事業ほ場整備事業ほ場整備事業ほ場整備事業の取り組み、地域の要望の取り組み、地域の要望の取り組み、地域の要望の取り組み、地域の要望

に対する市の対応について。に対する市の対応について。に対する市の対応について。に対する市の対応について。    

    ４、４、４、４、「食の駅」「食の駅」「食の駅」「食の駅」平成平成平成平成 19191919 年度に年度に年度に年度に基本構想策定基本構想策定基本構想策定基本構想策定、、、、

それそれそれそれ以降の予定以降の予定以降の予定以降の予定をあわせてお伺いいたします。をあわせてお伺いいたします。をあわせてお伺いいたします。をあわせてお伺いいたします。    

    大綱２点目は、大綱２点目は、大綱２点目は、大綱２点目は、農業行政について農業行政について農業行政について農業行政について。。。。    

    平成平成平成平成 18181818 年第２回と第４回の定例会でも取年第２回と第４回の定例会でも取年第２回と第４回の定例会でも取年第２回と第４回の定例会でも取

り上げました。り上げました。り上げました。り上げました。今年今年今年今年から始まる農政改革の３から始まる農政改革の３から始まる農政改革の３から始まる農政改革の３

本柱の１つであり、品目横断的経営安定対策本柱の１つであり、品目横断的経営安定対策本柱の１つであり、品目横断的経営安定対策本柱の１つであり、品目横断的経営安定対策

と車の両輪と言われております農地・水・環と車の両輪と言われております農地・水・環と車の両輪と言われております農地・水・環と車の両輪と言われております農地・水・環

境保全向上対策について。境保全向上対策について。境保全向上対策について。境保全向上対策について。    

    １、農地・水・環境保全向上対策の１、農地・水・環境保全向上対策の１、農地・水・環境保全向上対策の１、農地・水・環境保全向上対策の基本的基本的基本的基本的

な考え方についてな考え方についてな考え方についてな考え方について。。。。    

    ２、活動組織の状況、組織と市のかかわり２、活動組織の状況、組織と市のかかわり２、活動組織の状況、組織と市のかかわり２、活動組織の状況、組織と市のかかわり

について。について。について。について。    

    ３、総務省が同事業に伴う地方自治体の負３、総務省が同事業に伴う地方自治体の負３、総務省が同事業に伴う地方自治体の負３、総務省が同事業に伴う地方自治体の負

担額を軽減するため、地方交付税措置を講じ担額を軽減するため、地方交付税措置を講じ担額を軽減するため、地方交付税措置を講じ担額を軽減するため、地方交付税措置を講じ

ることを決定されました。平成ることを決定されました。平成ることを決定されました。平成ることを決定されました。平成 19191919 年度予算で年度予算で年度予算で年度予算で

の取り組みについての取り組みについての取り組みについての取り組みについてお伺いいたします。お伺いいたします。お伺いいたします。お伺いいたします。    

    大綱３点目は、大綱３点目は、大綱３点目は、大綱３点目は、教育教育教育教育行政について行政について行政について行政について。。。。    

    １、１、１、１、学校配置計画の学校配置計画の学校配置計画の学校配置計画の教育委員会の教育委員会の教育委員会の教育委員会の基本的な基本的な基本的な基本的な

考え方と考え方と考え方と考え方と統合に向けての具体的な行程。茶志統合に向けての具体的な行程。茶志統合に向けての具体的な行程。茶志統合に向けての具体的な行程。茶志

内内内内・・・・西美唄それぞれの地域や保護者との合意西美唄それぞれの地域や保護者との合意西美唄それぞれの地域や保護者との合意西美唄それぞれの地域や保護者との合意

形成の状況と今後の予定について、あわせて形成の状況と今後の予定について、あわせて形成の状況と今後の予定について、あわせて形成の状況と今後の予定について、あわせて

お伺いいたします。お伺いいたします。お伺いいたします。お伺いいたします。    

    ２、昨年２、昨年２、昨年２、昨年 12121212 月に道教委から月に道教委から月に道教委から月に道教委から「いじめに関す「いじめに関す「いじめに関す「いじめに関す

る実態調査」る実態調査」る実態調査」る実態調査」がががが実施実施実施実施されました。各学校でのされました。各学校でのされました。各学校でのされました。各学校での

調査の状況と分析結果をお伺いいたします。調査の状況と分析結果をお伺いいたします。調査の状況と分析結果をお伺いいたします。調査の状況と分析結果をお伺いいたします。    

    ３、３、３、３、学校給食費未納について学校給食費未納について学校給食費未納について学校給食費未納についてでありますが、でありますが、でありますが、でありますが、
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昨日同僚議員も昨日同僚議員も昨日同僚議員も昨日同僚議員も取り上取り上取り上取り上げ、重複する部分もあげ、重複する部分もあげ、重複する部分もあげ、重複する部分もあ

りますので、割愛させていただきます。りますので、割愛させていただきます。りますので、割愛させていただきます。りますので、割愛させていただきます。    

    議長の方で取り計らいをよろしくお願いい議長の方で取り計らいをよろしくお願いい議長の方で取り計らいをよろしくお願いい議長の方で取り計らいをよろしくお願いい

たします。たします。たします。たします。    

●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君    市市市市長。長。長。長。    

●市長桜井道夫君（登壇）●市長桜井道夫君（登壇）●市長桜井道夫君（登壇）●市長桜井道夫君（登壇）    五十嵐議員の質五十嵐議員の質五十嵐議員の質五十嵐議員の質

問にお答えします。問にお答えします。問にお答えします。問にお答えします。    

    初めに、市政執行方針の基本姿勢について初めに、市政執行方針の基本姿勢について初めに、市政執行方針の基本姿勢について初めに、市政執行方針の基本姿勢について

でありますが、私は平成でありますが、私は平成でありますが、私は平成でありますが、私は平成 19191919 年度の市政執行に年度の市政執行に年度の市政執行に年度の市政執行に

当たり、本市がいま地域医療、経済当たり、本市がいま地域医療、経済当たり、本市がいま地域医療、経済当たり、本市がいま地域医療、経済・・・・雇用、雇用、雇用、雇用、

財政など財政など財政など財政など、かつて経験したことのない試練の、かつて経験したことのない試練の、かつて経験したことのない試練の、かつて経験したことのない試練の

時代を迎えているという認識のもと、これら時代を迎えているという認識のもと、これら時代を迎えているという認識のもと、これら時代を迎えているという認識のもと、これら

の課題解決に向け全力で取り組んでいくこと、の課題解決に向け全力で取り組んでいくこと、の課題解決に向け全力で取り組んでいくこと、の課題解決に向け全力で取り組んでいくこと、

またこのような状況の中でまたこのような状況の中でまたこのような状況の中でまたこのような状況の中で、、、、「「「「自立と協働のま自立と協働のま自立と協働のま自立と協働のま

ちづくりちづくりちづくりちづくり」」」」をををを確確確確かかかかなものとしなければならななものとしなければならななものとしなければならななものとしなければならな

いこと、そしてそのためには市民の皆さんといこと、そしてそのためには市民の皆さんといこと、そしてそのためには市民の皆さんといこと、そしてそのためには市民の皆さんと

危機意識を共有し、知恵と力を結集すること危機意識を共有し、知恵と力を結集すること危機意識を共有し、知恵と力を結集すること危機意識を共有し、知恵と力を結集すること

が何よりも大切であると考えております。が何よりも大切であると考えております。が何よりも大切であると考えております。が何よりも大切であると考えております。    

    今日、社会行政が目まぐるしく変化を続け今日、社会行政が目まぐるしく変化を続け今日、社会行政が目まぐるしく変化を続け今日、社会行政が目まぐるしく変化を続け

てててていくいくいくいく中、市民の皆さんが不安を感じること中、市民の皆さんが不安を感じること中、市民の皆さんが不安を感じること中、市民の皆さんが不安を感じること

のないよう、安全で安心して暮らせるまちをのないよう、安全で安心して暮らせるまちをのないよう、安全で安心して暮らせるまちをのないよう、安全で安心して暮らせるまちを

つくることが私のつくることが私のつくることが私のつくることが私の使命使命使命使命と責任でありますので、と責任でありますので、と責任でありますので、と責任でありますので、

地域医療体制の構築、財政の健全化、市政の地域医療体制の構築、財政の健全化、市政の地域医療体制の構築、財政の健全化、市政の地域医療体制の構築、財政の健全化、市政の

信頼回復に向け不退転の決意をもって取り組信頼回復に向け不退転の決意をもって取り組信頼回復に向け不退転の決意をもって取り組信頼回復に向け不退転の決意をもって取り組

んでまいります。んでまいります。んでまいります。んでまいります。    

    次に、事業の選択と集中についてでありま次に、事業の選択と集中についてでありま次に、事業の選択と集中についてでありま次に、事業の選択と集中についてでありま

すが、平成すが、平成すが、平成すが、平成 19191919 年度予算編成に当たっては、厳年度予算編成に当たっては、厳年度予算編成に当たっては、厳年度予算編成に当たっては、厳

しい財政状況の中、美唄しい財政状況の中、美唄しい財政状況の中、美唄しい財政状況の中、美唄 21212121 世紀まちづくりプ世紀まちづくりプ世紀まちづくりプ世紀まちづくりプ

ラン後期基本計画における重点施策である、ラン後期基本計画における重点施策である、ラン後期基本計画における重点施策である、ラン後期基本計画における重点施策である、

「「「「福祉福祉福祉福祉」「」「」「」「環境環境環境環境」「」「」「」「交流交流交流交流」「」「」「」「経済振興経済振興経済振興経済振興」」」」の４分野の４分野の４分野の４分野

を基本に、市民生活に必要とされるものにつを基本に、市民生活に必要とされるものにつを基本に、市民生活に必要とされるものにつを基本に、市民生活に必要とされるものにつ

いていていていて予算措置をし、事業の選択と集中を図っ予算措置をし、事業の選択と集中を図っ予算措置をし、事業の選択と集中を図っ予算措置をし、事業の選択と集中を図っ

たところであります。たところであります。たところであります。たところであります。    

    「「「「福祉福祉福祉福祉」」」」の分野では、最重要課題である地の分野では、最重要課題である地の分野では、最重要課題である地の分野では、最重要課題である地

域医療体制の確立を最優先としたほか、子育域医療体制の確立を最優先としたほか、子育域医療体制の確立を最優先としたほか、子育域医療体制の確立を最優先としたほか、子育

て支援て支援て支援て支援、、、、高齢者福祉高齢者福祉高齢者福祉高齢者福祉、、、、地域福祉の充実などを、地域福祉の充実などを、地域福祉の充実などを、地域福祉の充実などを、

「「「「環境環境環境環境」の」の」の」の分野では宮島沼の保全と活用やご分野では宮島沼の保全と活用やご分野では宮島沼の保全と活用やご分野では宮島沼の保全と活用やご

みの減量化などを重点といたしました。みの減量化などを重点といたしました。みの減量化などを重点といたしました。みの減量化などを重点といたしました。    

    「「「「交流交流交流交流」」」」の分野では教育の分野では教育の分野では教育の分野では教育・・・・文化の振興や交文化の振興や交文化の振興や交文化の振興や交

流促進を、流促進を、流促進を、流促進を、「「「「経済振興経済振興経済振興経済振興」」」」の分野では農業の担いの分野では農業の担いの分野では農業の担いの分野では農業の担い

手や産地づくりのほか、賑わい創出事業など手や産地づくりのほか、賑わい創出事業など手や産地づくりのほか、賑わい創出事業など手や産地づくりのほか、賑わい創出事業など

を重点といたしました。を重点といたしました。を重点といたしました。を重点といたしました。    

    次に公債費適性化計画についてであります次に公債費適性化計画についてであります次に公債費適性化計画についてであります次に公債費適性化計画についてであります

が、実質公債費比率がが、実質公債費比率がが、実質公債費比率がが、実質公債費比率が 18181818％以上の団体に対し％以上の団体に対し％以上の団体に対し％以上の団体に対し

て、て、て、て、公債費公債費公債費公債費の適正な管理を行の適正な管理を行の適正な管理を行の適正な管理を行うための計画のうための計画のうための計画のうための計画の

策定が義務付けられ、今後の地方債発行の方策定が義務付けられ、今後の地方債発行の方策定が義務付けられ、今後の地方債発行の方策定が義務付けられ、今後の地方債発行の方

針、適性管理のための方策及び見通しなどに針、適性管理のための方策及び見通しなどに針、適性管理のための方策及び見通しなどに針、適性管理のための方策及び見通しなどに

ついて定めることとされたところであります。ついて定めることとされたところであります。ついて定めることとされたところであります。ついて定めることとされたところであります。    

    本市の計画につきましては、北海道と協議本市の計画につきましては、北海道と協議本市の計画につきましては、北海道と協議本市の計画につきましては、北海道と協議

を経て３月中にまとめる予定であり、確定次を経て３月中にまとめる予定であり、確定次を経て３月中にまとめる予定であり、確定次を経て３月中にまとめる予定であり、確定次

第公表するとともに、この計画第公表するとともに、この計画第公表するとともに、この計画第公表するとともに、この計画に基づき実質に基づき実質に基づき実質に基づき実質

公債公債公債公債費費費費比率の適正化に努めてまいります。比率の適正化に努めてまいります。比率の適正化に努めてまいります。比率の適正化に努めてまいります。    

    次に、ほ場整備事業についてでありますが、次に、ほ場整備事業についてでありますが、次に、ほ場整備事業についてでありますが、次に、ほ場整備事業についてでありますが、

市内においてほ場整備を目的とした茶志内地市内においてほ場整備を目的とした茶志内地市内においてほ場整備を目的とした茶志内地市内においてほ場整備を目的とした茶志内地

区区区区・・・・開発地区など５地区で国営農地再編整備開発地区など５地区で国営農地再編整備開発地区など５地区で国営農地再編整備開発地区など５地区で国営農地再編整備

事業促進期成会が設立されており事業促進期成会が設立されており事業促進期成会が設立されており事業促進期成会が設立されており、また、沼、また、沼、また、沼、また、沼

の内の内の内の内・・・・中美唄中美唄中美唄中美唄・・・・峰岩の３地区においては道営峰岩の３地区においては道営峰岩の３地区においては道営峰岩の３地区においては道営

経営体育成基経営体育成基経営体育成基経営体育成基盤整備事業促進期成会が設立さ盤整備事業促進期成会が設立さ盤整備事業促進期成会が設立さ盤整備事業促進期成会が設立さ

れ、これまで国営れ、これまで国営れ、これまで国営れ、これまで国営・・・・道営事業に対する意向調道営事業に対する意向調道営事業に対する意向調道営事業に対する意向調

査や説明会などの取り組みが進められており査や説明会などの取り組みが進められており査や説明会などの取り組みが進められており査や説明会などの取り組みが進められており

ます。市といたしましては、これらのことをます。市といたしましては、これらのことをます。市といたしましては、これらのことをます。市といたしましては、これらのことを

踏まえて、生産基盤の確立に努めてまいりた踏まえて、生産基盤の確立に努めてまいりた踏まえて、生産基盤の確立に努めてまいりた踏まえて、生産基盤の確立に努めてまいりた

いと考えております。いと考えております。いと考えております。いと考えております。    

    次に、次に、次に、次に、「「「「食の駅食の駅食の駅食の駅」」」」についてでありますが、平についてでありますが、平についてでありますが、平についてでありますが、平

成成成成 19191919 年度においては市内関係機関年度においては市内関係機関年度においては市内関係機関年度においては市内関係機関・・・・団体、団体、団体、団体、庁庁庁庁

内組織、新たに設置する市民組織等における内組織、新たに設置する市民組織等における内組織、新たに設置する市民組織等における内組織、新たに設置する市民組織等における

議論を踏まえ、施設の目的、概要及び効果を議論を踏まえ、施設の目的、概要及び効果を議論を踏まえ、施設の目的、概要及び効果を議論を踏まえ、施設の目的、概要及び効果を

明らかにし基本構想を策定してまいります。明らかにし基本構想を策定してまいります。明らかにし基本構想を策定してまいります。明らかにし基本構想を策定してまいります。    
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    なお、事業推進に当たっては、平成なお、事業推進に当たっては、平成なお、事業推進に当たっては、平成なお、事業推進に当たっては、平成 22222222 年度年度年度年度

供用開始を目処に進めることとし、コスト縮供用開始を目処に進めることとし、コスト縮供用開始を目処に進めることとし、コスト縮供用開始を目処に進めることとし、コスト縮

減減減減ははははもとより、もとより、もとより、もとより、段階的な整備などを視野に入段階的な整備などを視野に入段階的な整備などを視野に入段階的な整備などを視野に入

れ取り組んでまいりたいと考えております。れ取り組んでまいりたいと考えております。れ取り組んでまいりたいと考えております。れ取り組んでまいりたいと考えております。    

    次に、農業行政について、農地・水・環境次に、農業行政について、農地・水・環境次に、農業行政について、農地・水・環境次に、農業行政について、農地・水・環境

保全向上対策についてでありますが、道にお保全向上対策についてでありますが、道にお保全向上対策についてでありますが、道にお保全向上対策についてでありますが、道にお

いては全道の要望額の約半分を当初予算に計いては全道の要望額の約半分を当初予算に計いては全道の要望額の約半分を当初予算に計いては全道の要望額の約半分を当初予算に計

上しておりますが、残りについては確定して上しておりますが、残りについては確定して上しておりますが、残りについては確定して上しておりますが、残りについては確定して

いないことから、市といたしましては、道のいないことから、市といたしましては、道のいないことから、市といたしましては、道のいないことから、市といたしましては、道の

予算の動向を見極め対応することとしており予算の動向を見極め対応することとしており予算の動向を見極め対応することとしており予算の動向を見極め対応することとしており

ます。ます。ます。ます。    

    次に、この対策は、本市農業の継続的な経次に、この対策は、本市農業の継続的な経次に、この対策は、本市農業の継続的な経次に、この対策は、本市農業の継続的な経

営安定と農業営安定と農業営安定と農業営安定と農業・・・・農村の発展のほか、農業者だ農村の発展のほか、農業者だ農村の発展のほか、農業者だ農村の発展のほか、農業者だ

けでなく地域住民等が一体となって農村の景けでなく地域住民等が一体となって農村の景けでなく地域住民等が一体となって農村の景けでなく地域住民等が一体となって農村の景

観形成や自然環境などを守る観形成や自然環境などを守る観形成や自然環境などを守る観形成や自然環境などを守る、、、、地域協働活動地域協働活動地域協働活動地域協働活動

が促進されるものと考えております。が促進されるものと考えております。が促進されるものと考えております。が促進されるものと考えております。    

    次に、活動組織につきましては、すでに市次に、活動組織につきましては、すでに市次に、活動組織につきましては、すでに市次に、活動組織につきましては、すでに市

内全域をカバーする内全域をカバーする内全域をカバーする内全域をカバーする 19191919 地域において設立さ地域において設立さ地域において設立さ地域において設立さ

れており、先般円滑な事業推進を図るため、れており、先般円滑な事業推進を図るため、れており、先般円滑な事業推進を図るため、れており、先般円滑な事業推進を図るため、

全市的な連絡協議会全市的な連絡協議会全市的な連絡協議会全市的な連絡協議会が発足されたところであが発足されたところであが発足されたところであが発足されたところであ

ります。市としましては、今後連絡協議会等ります。市としましては、今後連絡協議会等ります。市としましては、今後連絡協議会等ります。市としましては、今後連絡協議会等

と連携を図り、活動の内容などについて指導と連携を図り、活動の内容などについて指導と連携を図り、活動の内容などについて指導と連携を図り、活動の内容などについて指導

してまいりたいと考えております。してまいりたいと考えております。してまいりたいと考えております。してまいりたいと考えております。    

    次に、地方財政措置につきましては、本市次に、地方財政措置につきましては、本市次に、地方財政措置につきましては、本市次に、地方財政措置につきましては、本市

における全体事業費の４分の１が市の負担分における全体事業費の４分の１が市の負担分における全体事業費の４分の１が市の負担分における全体事業費の４分の１が市の負担分

となり、その２分の１については普通交付税、となり、その２分の１については普通交付税、となり、その２分の１については普通交付税、となり、その２分の１については普通交付税、

残り２分の１の７割については特別交付税で残り２分の１の７割については特別交付税で残り２分の１の７割については特別交付税で残り２分の１の７割については特別交付税で

支援措置が講じられることとなっております。支援措置が講じられることとなっております。支援措置が講じられることとなっております。支援措置が講じられることとなっております。    

●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君    教育長。教育長。教育長。教育長。    

●教●教●教●教育長村上忠雄君（登壇）育長村上忠雄君（登壇）育長村上忠雄君（登壇）育長村上忠雄君（登壇）    五十嵐議員の五十嵐議員の五十嵐議員の五十嵐議員の

ご質問にお答えいたします。ご質問にお答えいたします。ご質問にお答えいたします。ご質問にお答えいたします。    

    初めに、学校配置計画の基本的な考え方等初めに、学校配置計画の基本的な考え方等初めに、学校配置計画の基本的な考え方等初めに、学校配置計画の基本的な考え方等

についてでありますが、教育委員会では子どについてでありますが、教育委員会では子どについてでありますが、教育委員会では子どについてでありますが、教育委員会では子ど

もたちにとってよりよい教育環境を整える観もたちにとってよりよい教育環境を整える観もたちにとってよりよい教育環境を整える観もたちにとってよりよい教育環境を整える観

点から、点から、点から、点から、「「「「生徒の少人数化が進む茶志内中学校生徒の少人数化が進む茶志内中学校生徒の少人数化が進む茶志内中学校生徒の少人数化が進む茶志内中学校

及び西美唄中学校及び西美唄中学校及び西美唄中学校及び西美唄中学校」」」」の通学区域を、の通学区域を、の通学区域を、の通学区域を、「「「「美唄中学美唄中学美唄中学美唄中学

校校校校」」」」の通学区域に、平成の通学区域に、平成の通学区域に、平成の通学区域に、平成 20202020 年４月に編入する年４月に編入する年４月に編入する年４月に編入する

ことことことこととしとしとしとし、保護者や地域の皆さんとの話し合、保護者や地域の皆さんとの話し合、保護者や地域の皆さんとの話し合、保護者や地域の皆さんとの話し合

いを行い、これからの子どもたちの学習環境いを行い、これからの子どもたちの学習環境いを行い、これからの子どもたちの学習環境いを行い、これからの子どもたちの学習環境

について共通理解を求めてきたところでござについて共通理解を求めてきたところでござについて共通理解を求めてきたところでござについて共通理解を求めてきたところでござ

います。います。います。います。    

    これまでの話し合いの中では、統合によるこれまでの話し合いの中では、統合によるこれまでの話し合いの中では、統合によるこれまでの話し合いの中では、統合による

学習環境の大きな変化に対する不安学習環境の大きな変化に対する不安学習環境の大きな変化に対する不安学習環境の大きな変化に対する不安や部活後や部活後や部活後や部活後

のスクールバスの運行など、さまざまな意見のスクールバスの運行など、さまざまな意見のスクールバスの運行など、さまざまな意見のスクールバスの運行など、さまざまな意見

がありました。これらのご意見をしっかり受がありました。これらのご意見をしっかり受がありました。これらのご意見をしっかり受がありました。これらのご意見をしっかり受

け止め、子どもたちがスムーズに合流ができ、け止め、子どもたちがスムーズに合流ができ、け止め、子どもたちがスムーズに合流ができ、け止め、子どもたちがスムーズに合流ができ、

また保護者の不安の解消を図るための取り組また保護者の不安の解消を図るための取り組また保護者の不安の解消を図るための取り組また保護者の不安の解消を図るための取り組

みなどを行うため、３学校の教職員と、教育みなどを行うため、３学校の教職員と、教育みなどを行うため、３学校の教職員と、教育みなどを行うため、３学校の教職員と、教育

委員会事務局による委員会事務局による委員会事務局による委員会事務局による「「「「統合準備委員会統合準備委員会統合準備委員会統合準備委員会」」」」やややや、、、、

市の関係所属長とで構成する市の関係所属長とで構成する市の関係所属長とで構成する市の関係所属長とで構成する「「「「庁内検討委員庁内検討委員庁内検討委員庁内検討委員

会会会会」」」」を設立したところであります。を設立したところであります。を設立したところであります。を設立したところであります。    

    「「「「統合準備委員会統合準備委員会統合準備委員会統合準備委員会」」」」では、統合時の修学旅では、統合時の修学旅では、統合時の修学旅では、統合時の修学旅

行に向けた２年生の３校合同宿泊研修、学年行に向けた２年生の３校合同宿泊研修、学年行に向けた２年生の３校合同宿泊研修、学年行に向けた２年生の３校合同宿泊研修、学年

単位などによる学校間の事前交流、生徒指導単位などによる学校間の事前交流、生徒指導単位などによる学校間の事前交流、生徒指導単位などによる学校間の事前交流、生徒指導

に配慮したクラス編成や継続した進路指導なに配慮したクラス編成や継続した進路指導なに配慮したクラス編成や継続した進路指導なに配慮したクラス編成や継続した進路指導な

ど、具体的な取り組みについてど、具体的な取り組みについてど、具体的な取り組みについてど、具体的な取り組みについて協議を行って協議を行って協議を行って協議を行って

おります。また、おります。また、おります。また、おります。また、「「「「庁内検討委員会庁内検討委員会庁内検討委員会庁内検討委員会」」」」では統合では統合では統合では統合

に伴う通学の足の確保など、環境の整備や学に伴う通学の足の確保など、環境の整備や学に伴う通学の足の確保など、環境の整備や学に伴う通学の足の確保など、環境の整備や学

校校校校跡跡跡跡利用などについて検討を行うこととして利用などについて検討を行うこととして利用などについて検討を行うこととして利用などについて検討を行うこととして

おります。おります。おります。おります。    

    今後につきましては、学校間の事前交流な今後につきましては、学校間の事前交流な今後につきましては、学校間の事前交流な今後につきましては、学校間の事前交流な

ど、不安解消に向けた具体的な取り組みや、ど、不安解消に向けた具体的な取り組みや、ど、不安解消に向けた具体的な取り組みや、ど、不安解消に向けた具体的な取り組みや、

今後のスケジュールなどお示しをし、今後のスケジュールなどお示しをし、今後のスケジュールなどお示しをし、今後のスケジュールなどお示しをし、保護者保護者保護者保護者

や地域の方々からの配置、見直しに向けたごや地域の方々からの配置、見直しに向けたごや地域の方々からの配置、見直しに向けたごや地域の方々からの配置、見直しに向けたご

意見意見意見意見・・・・ご要望が反映されるよう、とり進めてご要望が反映されるよう、とり進めてご要望が反映されるよう、とり進めてご要望が反映されるよう、とり進めて

まいります。まいります。まいります。まいります。    

    いずれにいたしましても、平成いずれにいたしましても、平成いずれにいたしましても、平成いずれにいたしましても、平成 20202020 年４月の年４月の年４月の年４月の

配置見直しに向けて、教育委員会といたしま配置見直しに向けて、教育委員会といたしま配置見直しに向けて、教育委員会といたしま配置見直しに向けて、教育委員会といたしま
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しては、子どもたちが新しい環境にスムーズしては、子どもたちが新しい環境にスムーズしては、子どもたちが新しい環境にスムーズしては、子どもたちが新しい環境にスムーズ

に溶け込め、安心して学校生活がに溶け込め、安心して学校生活がに溶け込め、安心して学校生活がに溶け込め、安心して学校生活が送れるよう、送れるよう、送れるよう、送れるよう、

学校学校学校学校、、、、保護者そして地域の方々との連携を図保護者そして地域の方々との連携を図保護者そして地域の方々との連携を図保護者そして地域の方々との連携を図

りながら進めてまいります。りながら進めてまいります。りながら進めてまいります。りながら進めてまいります。    

    次に、いじめに関する実態調査についてで次に、いじめに関する実態調査についてで次に、いじめに関する実態調査についてで次に、いじめに関する実態調査についてで

ありますが、これは昨年ありますが、これは昨年ありますが、これは昨年ありますが、これは昨年 12121212 月道教委により月道教委により月道教委により月道教委により

「「「「いじめの実態や児童生徒及び教職員のいじいじめの実態や児童生徒及び教職員のいじいじめの実態や児童生徒及び教職員のいじいじめの実態や児童生徒及び教職員のいじ

めに対する考え方等を把握し、今後のいじめめに対する考え方等を把握し、今後のいじめめに対する考え方等を把握し、今後のいじめめに対する考え方等を把握し、今後のいじめ

の防止、早期発見の防止、早期発見の防止、早期発見の防止、早期発見・・・・早期対応等の指導に役立早期対応等の指導に役立早期対応等の指導に役立早期対応等の指導に役立

てることてることてることてること」」」」を目的として実施されたものでごを目的として実施されたものでごを目的として実施されたものでごを目的として実施されたものでご

ざいます。ざいます。ざいます。ざいます。    

    そのうち、児童生徒に対する調査項目の中そのうち、児童生徒に対する調査項目の中そのうち、児童生徒に対する調査項目の中そのうち、児童生徒に対する調査項目の中

で、で、で、で、「「「「現在いじめられているかどうか現在いじめられているかどうか現在いじめられているかどうか現在いじめられているかどうか」」」」をたずをたずをたずをたず

ねる項目については、早急に対応が求められねる項目については、早急に対応が求められねる項目については、早急に対応が求められねる項目については、早急に対応が求められ

ることから、１月に該当する各学校へ情報提ることから、１月に該当する各学校へ情報提ることから、１月に該当する各学校へ情報提ることから、１月に該当する各学校へ情報提

供されたところでご供されたところでご供されたところでご供されたところでございます。ざいます。ざいます。ざいます。    

    その内容につきましては「その内容につきましては「その内容につきましては「その内容につきましては「悪口を言われた悪口を言われた悪口を言われた悪口を言われた」」」」

「「「「仲間はずれにされた仲間はずれにされた仲間はずれにされた仲間はずれにされた」」」」などの内容が多く、などの内容が多く、などの内容が多く、などの内容が多く、

各学校ではこれらの調査結果を踏まえ、緊張各学校ではこれらの調査結果を踏まえ、緊張各学校ではこれらの調査結果を踏まえ、緊張各学校ではこれらの調査結果を踏まえ、緊張

感を持った指導が行われているところでござ感を持った指導が行われているところでござ感を持った指導が行われているところでござ感を持った指導が行われているところでござ

います。います。います。います。    

    なお、現段階では全道的な数値は公表されなお、現段階では全道的な数値は公表されなお、現段階では全道的な数値は公表されなお、現段階では全道的な数値は公表され

ておりますが、管内別、市町村別並びに学校ておりますが、管内別、市町村別並びに学校ておりますが、管内別、市町村別並びに学校ておりますが、管内別、市町村別並びに学校

別の数値は公表されておりません。今後につ別の数値は公表されておりません。今後につ別の数値は公表されておりません。今後につ別の数値は公表されておりません。今後につ

きましては、その他の項目にかかわる調査結きましては、その他の項目にかかわる調査結きましては、その他の項目にかかわる調査結きましては、その他の項目にかかわる調査結

果及び分析等が道教委より示されることとな果及び分析等が道教委より示されることとな果及び分析等が道教委より示されることとな果及び分析等が道教委より示されることとな

っております。っております。っております。っております。    

●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君    ３番五十嵐聡議員。３番五十嵐聡議員。３番五十嵐聡議員。３番五十嵐聡議員。    

●３番五十嵐聡議員●３番五十嵐聡議員●３番五十嵐聡議員●３番五十嵐聡議員    この場から何点かこの場から何点かこの場から何点かこの場から何点か再質再質再質再質

問問問問させていただきます。させていただきます。させていただきます。させていただきます。    

    初めに、初めに、初めに、初めに、財政健全化について、本市の財政健全化について、本市の財政健全化について、本市の財政健全化について、本市の実質実質実質実質

公債費比率公債費比率公債費比率公債費比率はははは 23.523.523.523.5％、公債費適性化計画が実％、公債費適性化計画が実％、公債費適性化計画が実％、公債費適性化計画が実

行されますと今後の市民サービス、市民負担行されますと今後の市民サービス、市民負担行されますと今後の市民サービス、市民負担行されますと今後の市民サービス、市民負担

にどのような影響が出るのかお伺いいたしまにどのような影響が出るのかお伺いいたしまにどのような影響が出るのかお伺いいたしまにどのような影響が出るのかお伺いいたしま

す。す。す。す。    

    次に、農業行政について、農地・水・環境次に、農業行政について、農地・水・環境次に、農業行政について、農地・水・環境次に、農業行政について、農地・水・環境

保全向上対策、現段階で想定される支援費、保全向上対策、現段階で想定される支援費、保全向上対策、現段階で想定される支援費、保全向上対策、現段階で想定される支援費、

市の負担額、農振市の負担額、農振市の負担額、農振市の負担額、農振白地白地白地白地の地域の考え方、このの地域の考え方、このの地域の考え方、このの地域の考え方、この

対策の市民への周知対策の市民への周知対策の市民への周知対策の市民への周知・・・・理解はどのように行わ理解はどのように行わ理解はどのように行わ理解はどのように行わ

れるのか。れるのか。れるのか。れるのか。    

    次に、次に、次に、次に、教育行政について、学校配置計画、教育行政について、学校配置計画、教育行政について、学校配置計画、教育行政について、学校配置計画、

教育委員会と保護者および地域との話し合い教育委員会と保護者および地域との話し合い教育委員会と保護者および地域との話し合い教育委員会と保護者および地域との話し合い

を行っているところでございますが、保護者を行っているところでございますが、保護者を行っているところでございますが、保護者を行っているところでございますが、保護者

の中には具体的な取り組みが見えず、不安もの中には具体的な取り組みが見えず、不安もの中には具体的な取り組みが見えず、不安もの中には具体的な取り組みが見えず、不安も

多く、平成多く、平成多く、平成多く、平成 20202020 年４月年４月年４月年４月の見直しには無理があるの見直しには無理があるの見直しには無理があるの見直しには無理がある

のではないかという声も聞かれます。今後、のではないかという声も聞かれます。今後、のではないかという声も聞かれます。今後、のではないかという声も聞かれます。今後、

合意形成に向けてどのように進められるのか合意形成に向けてどのように進められるのか合意形成に向けてどのように進められるのか合意形成に向けてどのように進められるのか

お伺いいたします。お伺いいたします。お伺いいたします。お伺いいたします。    

    次に、道教委が昨年次に、道教委が昨年次に、道教委が昨年次に、道教委が昨年 12121212 月に行った、いじめ月に行った、いじめ月に行った、いじめ月に行った、いじめ

に関する実態調査。調査結果の分析が示されに関する実態調査。調査結果の分析が示されに関する実態調査。調査結果の分析が示されに関する実態調査。調査結果の分析が示され

ていないとのことですが、５日の中間報告でていないとのことですが、５日の中間報告でていないとのことですが、５日の中間報告でていないとのことですが、５日の中間報告で

いじめられたことがあると答えた児童生徒がいじめられたことがあると答えた児童生徒がいじめられたことがあると答えた児童生徒がいじめられたことがあると答えた児童生徒が

ほぼ５人に１人にのぼり、校内でいじめがあほぼ５人に１人にのぼり、校内でいじめがあほぼ５人に１人にのぼり、校内でいじめがあほぼ５人に１人にのぼり、校内でいじめがあ

ることを認識していた教員のうち、１割以上ることを認識していた教員のうち、１割以上ることを認識していた教員のうち、１割以上ることを認識していた教員のうち、１割以上

が何もしなかった。いかに学校が子どものこが何もしなかった。いかに学校が子どものこが何もしなかった。いかに学校が子どものこが何もしなかった。いかに学校が子どものこ

とを把握していなかったかということが、コとを把握していなかったかということが、コとを把握していなかったかということが、コとを把握していなかったかということが、コ

メントもありました。メントもありました。メントもありました。メントもありました。    

    教員、教育委員会の意識改革も必要であり、教員、教育委員会の意識改革も必要であり、教員、教育委員会の意識改革も必要であり、教員、教育委員会の意識改革も必要であり、

いじいじいじいじめを感じている子どもたちが想像していめを感じている子どもたちが想像していめを感じている子どもたちが想像していめを感じている子どもたちが想像してい

た以上に多いわけであります。この中でも、た以上に多いわけであります。この中でも、た以上に多いわけであります。この中でも、た以上に多いわけであります。この中でも、

緊急に対応が必要な事例もあると考えます。緊急に対応が必要な事例もあると考えます。緊急に対応が必要な事例もあると考えます。緊急に対応が必要な事例もあると考えます。

学校、教育委員会は、学校、教育委員会は、学校、教育委員会は、学校、教育委員会は、どのように対応されてどのように対応されてどのように対応されてどのように対応されて

いるのかお伺いいたします。いるのかお伺いいたします。いるのかお伺いいたします。いるのかお伺いいたします。    

●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君    市長。市長。市長。市長。    

●市長桜井道夫君●市長桜井道夫君●市長桜井道夫君●市長桜井道夫君    五十嵐議員の質問にお答五十嵐議員の質問にお答五十嵐議員の質問にお答五十嵐議員の質問にお答

えします。えします。えします。えします。    

    初めに、公債費適性化計画についてであり初めに、公債費適性化計画についてであり初めに、公債費適性化計画についてであり初めに、公債費適性化計画についてであり

ますが、この計画は実質公債費比率をますが、この計画は実質公債費比率をますが、この計画は実質公債費比率をますが、この計画は実質公債費比率を 18181818％以％以％以％以
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下に抑制し、下に抑制し、下に抑制し、下に抑制し、公債公債公債公債費負担の適正化を図ること費負担の適正化を図ること費負担の適正化を図ること費負担の適正化を図ること

を目的としておりまして、計画の推進に当たを目的としておりまして、計画の推進に当たを目的としておりまして、計画の推進に当たを目的としておりまして、計画の推進に当た

りましては地方債の発行が伴う事業の重点化りましては地方債の発行が伴う事業の重点化りましては地方債の発行が伴う事業の重点化りましては地方債の発行が伴う事業の重点化

が基本となるものでございます。なお、料金が基本となるものでございます。なお、料金が基本となるものでございます。なお、料金が基本となるものでございます。なお、料金

改定など改定など改定など改定など、市民負担につきましては、自立推、市民負担につきましては、自立推、市民負担につきましては、自立推、市民負担につきましては、自立推

進計画などに基づき取り組むこととしており進計画などに基づき取り組むこととしており進計画などに基づき取り組むこととしており進計画などに基づき取り組むこととしており

ます。ます。ます。ます。    

    次に、農地・水・環境保全向上対策につい次に、農地・水・環境保全向上対策につい次に、農地・水・環境保全向上対策につい次に、農地・水・環境保全向上対策につい

てでありますが、市の全体事業費は約２億てでありますが、市の全体事業費は約２億てでありますが、市の全体事業費は約２億てでありますが、市の全体事業費は約２億

9,0009,0009,0009,000 万円で、そのうち市の負担は約万円で、そのうち市の負担は約万円で、そのうち市の負担は約万円で、そのうち市の負担は約 7,3007,3007,3007,300

万円と試算しております。市の負担のうち、万円と試算しております。市の負担のうち、万円と試算しております。市の負担のうち、万円と試算しております。市の負担のうち、

普通交付税で普通交付税で普通交付税で普通交付税で3,6503,6503,6503,650万円万円万円万円・・・・特別交付税で特別交付税で特別交付税で特別交付税で2,5502,5502,5502,550

万円が万円が万円が万円が算算算算入されるものと試算しております。入されるものと試算しております。入されるものと試算しております。入されるものと試算しております。    

    次に、農業振興地域内の次に、農業振興地域内の次に、農業振興地域内の次に、農業振興地域内の農用農用農用農用地区域外の農地区域外の農地区域外の農地区域外の農

用地については、交付金算定の対象農地とな用地については、交付金算定の対象農地とな用地については、交付金算定の対象農地とな用地については、交付金算定の対象農地とな

りませんが、りませんが、りませんが、りませんが、農振白地地域も基幹産業である農振白地地域も基幹産業である農振白地地域も基幹産業である農振白地地域も基幹産業である

農業の一端を担っていることから、近隣の各農業の一端を担っていることから、近隣の各農業の一端を担っていることから、近隣の各農業の一端を担っていることから、近隣の各

共同活動組織に共同活動組織に共同活動組織に共同活動組織に構成員として取り組んでもら構成員として取り組んでもら構成員として取り組んでもら構成員として取り組んでもら

うよう働きかけを行ってまいりたいと考えてうよう働きかけを行ってまいりたいと考えてうよう働きかけを行ってまいりたいと考えてうよう働きかけを行ってまいりたいと考えて

おります。おります。おります。おります。    

    次に、市民に対する説明については広報メ次に、市民に対する説明については広報メ次に、市民に対する説明については広報メ次に、市民に対する説明については広報メ

ロディなどでお知らせしてまいりたいと考えロディなどでお知らせしてまいりたいと考えロディなどでお知らせしてまいりたいと考えロディなどでお知らせしてまいりたいと考え

ております。ております。ております。ております。    

●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君    教育長。教育長。教育長。教育長。    

●教育長村上忠雄君●教育長村上忠雄君●教育長村上忠雄君●教育長村上忠雄君    五十嵐議員のご質問に五十嵐議員のご質問に五十嵐議員のご質問に五十嵐議員のご質問に

お答え申し上げます。お答え申し上げます。お答え申し上げます。お答え申し上げます。    

    初めに、学校の配置の関係でございますが、初めに、学校の配置の関係でございますが、初めに、学校の配置の関係でございますが、初めに、学校の配置の関係でございますが、

教育委員会といたしましては、平成教育委員会といたしましては、平成教育委員会といたしましては、平成教育委員会といたしましては、平成 20202020 年４月年４月年４月年４月

には子どもたちが安心して合流できる環境をには子どもたちが安心して合流できる環境をには子どもたちが安心して合流できる環境をには子どもたちが安心して合流できる環境を

つくり上げるという強い意志のもとに、それつくり上げるという強い意志のもとに、それつくり上げるという強い意志のもとに、それつくり上げるという強い意志のもとに、それ

ぞれの学校とも連携を図りながら、学校間でぞれの学校とも連携を図りながら、学校間でぞれの学校とも連携を図りながら、学校間でぞれの学校とも連携を図りながら、学校間で

の事前交流など具体的なの事前交流など具体的なの事前交流など具体的なの事前交流など具体的な取り進取り進取り進取り進めを行ってまめを行ってまめを行ってまめを行ってま

いりまいりまいりまいります。す。す。す。    

    また、そういったことのほかに、私どもはまた、そういったことのほかに、私どもはまた、そういったことのほかに、私どもはまた、そういったことのほかに、私どもは

昨年に現在昨年に現在昨年に現在昨年に現在西西西西美唄中学校、それから茶志内中美唄中学校、それから茶志内中美唄中学校、それから茶志内中美唄中学校、それから茶志内中

学校の教員の方に、平成学校の教員の方に、平成学校の教員の方に、平成学校の教員の方に、平成 19191919 年度にはこの学校年度にはこの学校年度にはこの学校年度にはこの学校

の最後の仕上げをしていただくということで、の最後の仕上げをしていただくということで、の最後の仕上げをしていただくということで、の最後の仕上げをしていただくということで、

実際、それぞれの学校の先生方の人事の凍結実際、それぞれの学校の先生方の人事の凍結実際、それぞれの学校の先生方の人事の凍結実際、それぞれの学校の先生方の人事の凍結

もお願いしてきたところでございます。もお願いしてきたところでございます。もお願いしてきたところでございます。もお願いしてきたところでございます。    

    20202020 年４月に向けて、美唄年４月に向けて、美唄年４月に向けて、美唄年４月に向けて、美唄中学校中学校中学校中学校も含めて、も含めて、も含めて、も含めて、

そういった子どもたちの学ぶ環境についてもそういった子どもたちの学ぶ環境についてもそういった子どもたちの学ぶ環境についてもそういった子どもたちの学ぶ環境についても

私どもは最善の努力を尽くしているところで私どもは最善の努力を尽くしているところで私どもは最善の努力を尽くしているところで私どもは最善の努力を尽くしているところで

ございまして、あわせてこれらの保護者のございまして、あわせてこれらの保護者のございまして、あわせてこれらの保護者のございまして、あわせてこれらの保護者の

方々の理解を求めるとともに、地域の方々に方々の理解を求めるとともに、地域の方々に方々の理解を求めるとともに、地域の方々に方々の理解を求めるとともに、地域の方々に

も、持つ不安、そういったものを払拭するよも、持つ不安、そういったものを払拭するよも、持つ不安、そういったものを払拭するよも、持つ不安、そういったものを払拭するよ

うに、うに、うに、うに、最善を尽最善を尽最善を尽最善を尽くしくしくしくしているているているているところでございまところでございまところでございまところでございま

す。す。す。す。    

    来週来週来週来週 15151515 日には美唄中学校において、授業参日には美唄中学校において、授業参日には美唄中学校において、授業参日には美唄中学校において、授業参

観、保護者の方が美唄中学では一体どんな授観、保護者の方が美唄中学では一体どんな授観、保護者の方が美唄中学では一体どんな授観、保護者の方が美唄中学では一体どんな授

業をしてい業をしてい業をしてい業をしているるるるかということで、授業参観を行かということで、授業参観を行かということで、授業参観を行かということで、授業参観を行

うような機会も、これは初めうような機会も、これは初めうような機会も、これは初めうような機会も、これは初めててててでございますでございますでございますでございます

けれども設けました。けれども設けました。けれども設けました。けれども設けました。    

    これからはそういった機会を設けながら、これからはそういった機会を設けながら、これからはそういった機会を設けながら、これからはそういった機会を設けながら、

西美唄、茶志内のお父さんやお母さんが安心西美唄、茶志内のお父さんやお母さんが安心西美唄、茶志内のお父さんやお母さんが安心西美唄、茶志内のお父さんやお母さんが安心

いただけるような、そういったことを提供しいただけるような、そういったことを提供しいただけるような、そういったことを提供しいただけるような、そういったことを提供し

ながらとりながらとりながらとりながらとり進進進進めてまいりたいと強く考えていめてまいりたいと強く考えていめてまいりたいと強く考えていめてまいりたいと強く考えてい

るところでございます。るところでございます。るところでございます。るところでございます。    

    次にいじめの調査についてでございますけ次にいじめの調査についてでございますけ次にいじめの調査についてでございますけ次にいじめの調査についてでございますけ

れども、１月に学校へ提供された早急に対応れども、１月に学校へ提供された早急に対応れども、１月に学校へ提供された早急に対応れども、１月に学校へ提供された早急に対応

が必要な情報のが必要な情報のが必要な情報のが必要な情報の取り扱い取り扱い取り扱い取り扱いについてでございまについてでございまについてでございまについてでございま

すすすすけれども、これは児童生徒が特定できるもけれども、これは児童生徒が特定できるもけれども、これは児童生徒が特定できるもけれども、これは児童生徒が特定できるも

のにつきましては、プライバシーに配慮しなのにつきましては、プライバシーに配慮しなのにつきましては、プライバシーに配慮しなのにつきましては、プライバシーに配慮しな

がら、当該児童生徒の保護者とも十分に相談がら、当該児童生徒の保護者とも十分に相談がら、当該児童生徒の保護者とも十分に相談がら、当該児童生徒の保護者とも十分に相談

をし、対応を進めているところでございます。をし、対応を進めているところでございます。をし、対応を進めているところでございます。をし、対応を進めているところでございます。    

    また、特定が難しい児童生徒につきましてまた、特定が難しい児童生徒につきましてまた、特定が難しい児童生徒につきましてまた、特定が難しい児童生徒につきまして

は、いじめられていると感じている児童生徒は、いじめられていると感じている児童生徒は、いじめられていると感じている児童生徒は、いじめられていると感じている児童生徒

がいるという認識のもとに、学級担任を中心がいるという認識のもとに、学級担任を中心がいるという認識のもとに、学級担任を中心がいるという認識のもとに、学級担任を中心

とした複数の目できめ細かく日常生活を観察とした複数の目できめ細かく日常生活を観察とした複数の目できめ細かく日常生活を観察とした複数の目できめ細かく日常生活を観察
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していくとともに、保護者へも情報提供し、していくとともに、保護者へも情報提供し、していくとともに、保護者へも情報提供し、していくとともに、保護者へも情報提供し、

早期発見に向けた取り組みの徹底を図ってい早期発見に向けた取り組みの徹底を図ってい早期発見に向けた取り組みの徹底を図ってい早期発見に向けた取り組みの徹底を図ってい

るところでございます。るところでございます。るところでございます。るところでございます。    

    いずれにいたしましても、本調査がいじめいずれにいたしましても、本調査がいじめいずれにいたしましても、本調査がいじめいずれにいたしましても、本調査がいじめ

の未然防止、早期発見の未然防止、早期発見の未然防止、早期発見の未然防止、早期発見・・・・早期対応等の指導に早期対応等の指導に早期対応等の指導に早期対応等の指導に

役立て役立て役立て役立てることを目的としたものであることをることを目的としたものであることをることを目的としたものであることをることを目的としたものであることを

踏まえまして、今後公表される分析結果等が踏まえまして、今後公表される分析結果等が踏まえまして、今後公表される分析結果等が踏まえまして、今後公表される分析結果等が

効果的に活用効果的に活用効果的に活用効果的に活用されるよう努めてまいりたい、されるよう努めてまいりたい、されるよう努めてまいりたい、されるよう努めてまいりたい、

このように考えています。このように考えています。このように考えています。このように考えています。    

●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君    次に移ります。次に移ります。次に移ります。次に移ります。    

    18181818 番紫藤政則議員。番紫藤政則議員。番紫藤政則議員。番紫藤政則議員。    

●●●●18181818 番紫藤政則議員（登壇）番紫藤政則議員（登壇）番紫藤政則議員（登壇）番紫藤政則議員（登壇）    私は任期最後私は任期最後私は任期最後私は任期最後

の一般質問ということでいままでの、この４の一般質問ということでいままでの、この４の一般質問ということでいままでの、この４の一般質問ということでいままでの、この４

年間の議会における課題を整理をして、そし年間の議会における課題を整理をして、そし年間の議会における課題を整理をして、そし年間の議会における課題を整理をして、そし

てあとに禍根が残らないような質問をしたいてあとに禍根が残らないような質問をしたいてあとに禍根が残らないような質問をしたいてあとに禍根が残らないような質問をしたい

ということでということでということでということで、、、、準備をしてまいりましたが、準備をしてまいりましたが、準備をしてまいりましたが、準備をしてまいりましたが、

極めて準備不足でございまして、大きく私が極めて準備不足でございまして、大きく私が極めて準備不足でございまして、大きく私が極めて準備不足でございまして、大きく私が

従来から申し上げてきました従来から申し上げてきました従来から申し上げてきました従来から申し上げてきました、、、、美唄市の財政美唄市の財政美唄市の財政美唄市の財政

が今後市長がが今後市長がが今後市長がが今後市長が言言言言われる選択と集中にわれる選択と集中にわれる選択と集中にわれる選択と集中による事業よる事業よる事業よる事業

を行いながら、持続可能なこの行政サービスを行いながら、持続可能なこの行政サービスを行いながら、持続可能なこの行政サービスを行いながら、持続可能なこの行政サービス

が、市政運営ができ得る、そういう行財政運が、市政運営ができ得る、そういう行財政運が、市政運営ができ得る、そういう行財政運が、市政運営ができ得る、そういう行財政運

営ができるんだろうかと、以前からこの財政営ができるんだろうかと、以前からこの財政営ができるんだろうかと、以前からこの財政営ができるんだろうかと、以前からこの財政

問題については市長にも警告もしまた提言を問題については市長にも警告もしまた提言を問題については市長にも警告もしまた提言を問題については市長にも警告もしまた提言を

させてもらってきた経緯ございまして、そんさせてもらってきた経緯ございまして、そんさせてもらってきた経緯ございまして、そんさせてもらってきた経緯ございまして、そん

な意味でそれらの思いも含めてお尋ねをしたな意味でそれらの思いも含めてお尋ねをしたな意味でそれらの思いも含めてお尋ねをしたな意味でそれらの思いも含めてお尋ねをした

いのが、行財政運営にかかわる問題でございいのが、行財政運営にかかわる問題でございいのが、行財政運営にかかわる問題でございいのが、行財政運営にかかわる問題でござい

ます。ます。ます。ます。    

    あわせてもう１つ大きな問題は、まさに昨あわせてもう１つ大きな問題は、まさに昨あわせてもう１つ大きな問題は、まさに昨あわせてもう１つ大きな問題は、まさに昨

日の同僚議員の質問にもありましたけれども、日の同僚議員の質問にもありましたけれども、日の同僚議員の質問にもありましたけれども、日の同僚議員の質問にもありましたけれども、

美唄のこの雇用の状況というのが、日々の生美唄のこの雇用の状況というのが、日々の生美唄のこの雇用の状況というのが、日々の生美唄のこの雇用の状況というのが、日々の生

活にも事欠く、特に歯を食いしばって生活を活にも事欠く、特に歯を食いしばって生活を活にも事欠く、特に歯を食いしばって生活を活にも事欠く、特に歯を食いしばって生活を

している働く仲間の皆さん方の生活が、顕著している働く仲間の皆さん方の生活が、顕著している働く仲間の皆さん方の生活が、顕著している働く仲間の皆さん方の生活が、顕著

な例でな例でな例でな例でいいいいきますきますきますきますと、季節労働者に対する特例と、季節労働者に対する特例と、季節労働者に対する特例と、季節労働者に対する特例

一時金の大幅な切り下げ、さらに全体の雇用一時金の大幅な切り下げ、さらに全体の雇用一時金の大幅な切り下げ、さらに全体の雇用一時金の大幅な切り下げ、さらに全体の雇用

情勢の回復がこの美唄の地に下りてきていな情勢の回復がこの美唄の地に下りてきていな情勢の回復がこの美唄の地に下りてきていな情勢の回復がこの美唄の地に下りてきていな

い、極めて深刻な事態。明日の生活の不安、い、極めて深刻な事態。明日の生活の不安、い、極めて深刻な事態。明日の生活の不安、い、極めて深刻な事態。明日の生活の不安、

こういうような、身近にそういう状況を見て、こういうような、身近にそういう状況を見て、こういうような、身近にそういう状況を見て、こういうような、身近にそういう状況を見て、

美唄市として一体何ができるんだろうかと、美唄市として一体何ができるんだろうかと、美唄市として一体何ができるんだろうかと、美唄市として一体何ができるんだろうかと、

こんな思いで、失業・雇用対策とこの大きなこんな思いで、失業・雇用対策とこの大きなこんな思いで、失業・雇用対策とこの大きなこんな思いで、失業・雇用対策とこの大きな

２点について率直にお伺いをしたいというふ２点について率直にお伺いをしたいというふ２点について率直にお伺いをしたいというふ２点について率直にお伺いをしたいというふ

うに思います。うに思います。うに思います。うに思います。    

    最初に、最初に、最初に、最初に、行財政運営に行財政運営に行財政運営に行財政運営に関してでございます関してでございます関してでございます関してでございます

が、中項目の１つが、中項目の１つが、中項目の１つが、中項目の１つ目目目目は、は、は、は、新たな財政再建法制新たな財政再建法制新たな財政再建法制新たな財政再建法制

案について案について案について案についてでございます。でございます。でございます。でございます。    

    この質問をどうしようかということで、議この質問をどうしようかということで、議この質問をどうしようかということで、議この質問をどうしようかということで、議

論をし、論をし、論をし、論をし、またまたまたまた検討を加えている段階では、こ検討を加えている段階では、こ検討を加えている段階では、こ検討を加えている段階では、こ

のののの新しい財政再生法の概要がつかめませんで新しい財政再生法の概要がつかめませんで新しい財政再生法の概要がつかめませんで新しい財政再生法の概要がつかめませんで

した。議会の事務局にお願いをしまして、こした。議会の事務局にお願いをしまして、こした。議会の事務局にお願いをしまして、こした。議会の事務局にお願いをしまして、こ

れらの内容について、法案内容についてホーれらの内容について、法案内容についてホーれらの内容について、法案内容についてホーれらの内容について、法案内容についてホー

ムページ等、インターネット等で検索をしてムページ等、インターネット等で検索をしてムページ等、インターネット等で検索をしてムページ等、インターネット等で検索をして

いただきましたがつかめませんでした。いただきましたがつかめませんでした。いただきましたがつかめませんでした。いただきましたがつかめませんでした。    

    けさ、その概要が知らされたわけでございけさ、その概要が知らされたわけでございけさ、その概要が知らされたわけでございけさ、その概要が知らされたわけでござい

ます。詳細については内容がわからないわけます。詳細については内容がわからないわけます。詳細については内容がわからないわけます。詳細については内容がわからないわけ

でございまして、お尋ねをするしかないわけでございまして、お尋ねをするしかないわけでございまして、お尋ねをするしかないわけでございまして、お尋ねをするしかないわけ

でありますが、幸いにも昨年のでありますが、幸いにも昨年のでありますが、幸いにも昨年のでありますが、幸いにも昨年の 12121212 月８日に北月８日に北月８日に北月８日に北

大の宮脇先生が座長になりまして、５人の委大の宮脇先生が座長になりまして、５人の委大の宮脇先生が座長になりまして、５人の委大の宮脇先生が座長になりまして、５人の委

員の皆さんによる、員の皆さんによる、員の皆さんによる、員の皆さんによる、この地方財政に関する、この地方財政に関する、この地方財政に関する、この地方財政に関する、

どのように再生をすべきなのかという検討会どのように再生をすべきなのかという検討会どのように再生をすべきなのかという検討会どのように再生をすべきなのかという検討会

の報告書が、これが手に入りまして、の報告書が、これが手に入りまして、の報告書が、これが手に入りまして、の報告書が、これが手に入りまして、これをこれをこれをこれを

もとに新しい法律が、いま準備されようとしもとに新しい法律が、いま準備されようとしもとに新しい法律が、いま準備されようとしもとに新しい法律が、いま準備されようとし

ていると、この報告書の内容を精査をして、ていると、この報告書の内容を精査をして、ていると、この報告書の内容を精査をして、ていると、この報告書の内容を精査をして、

この法制案についての概要を、把握を、類推この法制案についての概要を、把握を、類推この法制案についての概要を、把握を、類推この法制案についての概要を、把握を、類推

をしたということであります。をしたということであります。をしたということであります。をしたということであります。    

    この研究報告書は、昭和この研究報告書は、昭和この研究報告書は、昭和この研究報告書は、昭和 29292929 年にできました年にできました年にできました年にできました

現行の地方財政再建にかかわる措置法、この現行の地方財政再建にかかわる措置法、この現行の地方財政再建にかかわる措置法、この現行の地方財政再建にかかわる措置法、この

昭和昭和昭和昭和 29292929 年の法律、それを重要視してこの制度年の法律、それを重要視してこの制度年の法律、それを重要視してこの制度年の法律、それを重要視してこの制度

がいま半世紀余り経過をしてきているわけでがいま半世紀余り経過をしてきているわけでがいま半世紀余り経過をしてきているわけでがいま半世紀余り経過をしてきているわけで

あります。あります。あります。あります。    
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    その現行の財政再建というものが、この実その現行の財政再建というものが、この実その現行の財政再建というものが、この実その現行の財政再建というものが、この実

態にあわなくなってきていると、こんなよう態にあわなくなってきていると、こんなよう態にあわなくなってきていると、こんなよう態にあわなくなってきていると、こんなよう

なことで、この制度の課題を整理をして、なことで、この制度の課題を整理をして、なことで、この制度の課題を整理をして、なことで、この制度の課題を整理をして、そそそそ

してしてしてして今後どうしていくかということをまとめ今後どうしていくかということをまとめ今後どうしていくかということをまとめ今後どうしていくかということをまとめ

たものでございますがたものでございますがたものでございますがたものでございますが、大きくは破たんの前、大きくは破たんの前、大きくは破たんの前、大きくは破たんの前

に早期に是正措置を講じる。それでもだめでに早期に是正措置を講じる。それでもだめでに早期に是正措置を講じる。それでもだめでに早期に是正措置を講じる。それでもだめで

あれば、再生のために国が大きく関与をして、あれば、再生のために国が大きく関与をして、あれば、再生のために国が大きく関与をして、あれば、再生のために国が大きく関与をして、

いま夕張が、まさに４月からスタートをしていま夕張が、まさに４月からスタートをしていま夕張が、まさに４月からスタートをしていま夕張が、まさに４月からスタートをして

いるようないるようないるようないるような状況にいくという、いわば２段階状況にいくという、いわば２段階状況にいくという、いわば２段階状況にいくという、いわば２段階

での財政の再建ということが骨子になっていでの財政の再建ということが骨子になっていでの財政の再建ということが骨子になっていでの財政の再建ということが骨子になってい

るというふうに承知をしております。るというふうに承知をしております。るというふうに承知をしております。るというふうに承知をしております。    

    そして最も大事なのは、もう１つの柱であそして最も大事なのは、もう１つの柱であそして最も大事なのは、もう１つの柱であそして最も大事なのは、もう１つの柱であ

ります、いかに私ども議会、そして市民の皆ります、いかに私ども議会、そして市民の皆ります、いかに私ども議会、そして市民の皆ります、いかに私ども議会、そして市民の皆

さん方が、美唄のこの財政の実態、状況といさん方が、美唄のこの財政の実態、状況といさん方が、美唄のこの財政の実態、状況といさん方が、美唄のこの財政の実態、状況とい

うものをどれだけその内容をうものをどれだけその内容をうものをどれだけその内容をうものをどれだけその内容を、、、、共有をしてい共有をしてい共有をしてい共有をしてい

るのかという反省の上に立って、この情報のるのかという反省の上に立って、この情報のるのかという反省の上に立って、この情報のるのかという反省の上に立って、この情報の

開示についてもルール化しようとする、大き開示についてもルール化しようとする、大き開示についてもルール化しようとする、大き開示についてもルール化しようとする、大き

くこの３つが柱くこの３つが柱くこの３つが柱くこの３つが柱になって組み立てられるといになって組み立てられるといになって組み立てられるといになって組み立てられるとい

う、そういうふうに承知をしているわけであう、そういうふうに承知をしているわけであう、そういうふうに承知をしているわけであう、そういうふうに承知をしているわけであ

ります。ります。ります。ります。    

    さらに、このことによってこの美唄市の総さらに、このことによってこの美唄市の総さらに、このことによってこの美唄市の総さらに、このことによってこの美唄市の総

額額額額 543543543543 億円という負債額、これらを抱えてこ億円という負債額、これらを抱えてこ億円という負債額、これらを抱えてこ億円という負債額、これらを抱えてこ

の美唄市が、この早期是正団体、そういうもの美唄市が、この早期是正団体、そういうもの美唄市が、この早期是正団体、そういうもの美唄市が、この早期是正団体、そういうも

のに指定をされる、そういった可能性が強いのに指定をされる、そういった可能性が強いのに指定をされる、そういった可能性が強いのに指定をされる、そういった可能性が強い

というふうに感じるわけですけれども、そのというふうに感じるわけですけれども、そのというふうに感じるわけですけれども、そのというふうに感じるわけですけれども、その

辺を少しく究明をさせていただきたいと思う辺を少しく究明をさせていただきたいと思う辺を少しく究明をさせていただきたいと思う辺を少しく究明をさせていただきたいと思う

んです。んです。んです。んです。    

    そこで、小項目１でありますけれども、こそこで、小項目１でありますけれども、こそこで、小項目１でありますけれども、こそこで、小項目１でありますけれども、こ

の新しい法制度、情報等つかんでおられるとの新しい法制度、情報等つかんでおられるとの新しい法制度、情報等つかんでおられるとの新しい法制度、情報等つかんでおられると

思いますけれども、この制度が、いまほど申思いますけれども、この制度が、いまほど申思いますけれども、この制度が、いまほど申思いますけれども、この制度が、いまほど申

し上げました、現行制度の課題をどのようにし上げました、現行制度の課題をどのようにし上げました、現行制度の課題をどのようにし上げました、現行制度の課題をどのように

整理をして、そして具体的整理をして、そして具体的整理をして、そして具体的整理をして、そして具体的にいつから、内容にいつから、内容にいつから、内容にいつから、内容

がどのように変わろうとしているのか、このがどのように変わろうとしているのか、このがどのように変わろうとしているのか、このがどのように変わろうとしているのか、この

辺市長として中央の辺市長として中央の辺市長として中央の辺市長として中央の情勢情勢情勢情勢、情報等もつかむ機、情報等もつかむ機、情報等もつかむ機、情報等もつかむ機

会も多いでしょうから、この辺についてのお会も多いでしょうから、この辺についてのお会も多いでしょうから、この辺についてのお会も多いでしょうから、この辺についてのお

考えをお示しをいただきたい。考えをお示しをいただきたい。考えをお示しをいただきたい。考えをお示しをいただきたい。    

    それから、小項目の２つ目ですが、前段少それから、小項目の２つ目ですが、前段少それから、小項目の２つ目ですが、前段少それから、小項目の２つ目ですが、前段少

しく触れましたけれども、宮脇先生の研究報しく触れましたけれども、宮脇先生の研究報しく触れましたけれども、宮脇先生の研究報しく触れましたけれども、宮脇先生の研究報

告書では、新しい、新たな財政指標というこ告書では、新しい、新たな財政指標というこ告書では、新しい、新たな財政指標というこ告書では、新しい、新たな財政指標というこ

とで、１つには赤字比率。実質赤字比率。ことで、１つには赤字比率。実質赤字比率。ことで、１つには赤字比率。実質赤字比率。ことで、１つには赤字比率。実質赤字比率。こ

れは従来の実質収支比率、単年度の赤字の資れは従来の実質収支比率、単年度の赤字の資れは従来の実質収支比率、単年度の赤字の資れは従来の実質収支比率、単年度の赤字の資

金繰りはどうなるかということでの普通会計金繰りはどうなるかということでの普通会計金繰りはどうなるかということでの普通会計金繰りはどうなるかということでの普通会計

を前提にしたものでありますが、この表現はを前提にしたものでありますが、この表現はを前提にしたものでありますが、この表現はを前提にしたものでありますが、この表現は

実質赤字比率となるようであります。この指実質赤字比率となるようであります。この指実質赤字比率となるようであります。この指実質赤字比率となるようであります。この指

数。まず１つ目。数。まず１つ目。数。まず１つ目。数。まず１つ目。    

    ２つ目２つ目２つ目２つ目は、いわば各会計、これをカバーをは、いわば各会計、これをカバーをは、いわば各会計、これをカバーをは、いわば各会計、これをカバーを

するというふうに言われておりますけれども、するというふうに言われておりますけれども、するというふうに言われておりますけれども、するというふうに言われておりますけれども、

全体をカバーをする内容での指数であります、全体をカバーをする内容での指数であります、全体をカバーをする内容での指数であります、全体をカバーをする内容での指数であります、

実質的な連結赤字比率と、こういう表現にな実質的な連結赤字比率と、こういう表現にな実質的な連結赤字比率と、こういう表現にな実質的な連結赤字比率と、こういう表現にな

ろうかと思いますが、各会計の状況、赤字のろうかと思いますが、各会計の状況、赤字のろうかと思いますが、各会計の状況、赤字のろうかと思いますが、各会計の状況、赤字の

状況を全体でフォローする、そういう指数が状況を全体でフォローする、そういう指数が状況を全体でフォローする、そういう指数が状況を全体でフォローする、そういう指数が

２つ目であります。２つ目であります。２つ目であります。２つ目であります。    

    ３つ目が、実質公債費比率。これは先ほど３つ目が、実質公債費比率。これは先ほど３つ目が、実質公債費比率。これは先ほど３つ目が、実質公債費比率。これは先ほど

の質疑にもありましたけれども、美唄が現在、の質疑にもありましたけれども、美唄が現在、の質疑にもありましたけれども、美唄が現在、の質疑にもありましたけれども、美唄が現在、

昨年新たに出された数値でありますけれども、昨年新たに出された数値でありますけれども、昨年新たに出された数値でありますけれども、昨年新たに出された数値でありますけれども、

23.623.623.623.6 というふうに出されました。これは、起というふうに出されました。これは、起というふうに出されました。これは、起というふうに出されました。これは、起

債制限比率というものに、他会計、下水道会債制限比率というものに、他会計、下水道会債制限比率というものに、他会計、下水道会債制限比率というものに、他会計、下水道会

計等の公債費の今後の支出、これらが一般会計等の公債費の今後の支出、これらが一般会計等の公債費の今後の支出、これらが一般会計等の公債費の今後の支出、これらが一般会

計でどれ計でどれ計でどれ計でどれだけだけだけだけ背負うのかということを含めた背負うのかということを含めた背負うのかということを含めた背負うのかということを含めた

実質公債費比率。実質公債費比率。実質公債費比率。実質公債費比率。    

    先ほどもありましたように先ほどもありましたように先ほどもありましたように先ほどもありましたように 18181818％を超えま％を超えま％を超えま％を超えま

すと、公債費負担の適正化計画をつくらなけすと、公債費負担の適正化計画をつくらなけすと、公債費負担の適正化計画をつくらなけすと、公債費負担の適正化計画をつくらなけ

ればならない。起債の許可制度が継続をしてればならない。起債の許可制度が継続をしてればならない。起債の許可制度が継続をしてればならない。起債の許可制度が継続をして

いく。国に伺いを立てながらやらなければないく。国に伺いを立てながらやらなければないく。国に伺いを立てながらやらなければないく。国に伺いを立てながらやらなければな

らない。美唄はこのらない。美唄はこのらない。美唄はこのらない。美唄はこの 18181818％を超えているわけで％を超えているわけで％を超えているわけで％を超えているわけで

ありまして、ありまして、ありまして、ありまして、23.623.623.623.6 と、これがどのようになっと、これがどのようになっと、これがどのようになっと、これがどのようになっ

ていくか。これが、３つ目が実質公債費比率ていくか。これが、３つ目が実質公債費比率ていくか。これが、３つ目が実質公債費比率ていくか。これが、３つ目が実質公債費比率

であります。であります。であります。であります。    



- 91 - 

    ４つ目が、これはストック部分であります４つ目が、これはストック部分であります４つ目が、これはストック部分であります４つ目が、これはストック部分であります

が、地方の公社、土地開発公社やら第３セクが、地方の公社、土地開発公社やら第３セクが、地方の公社、土地開発公社やら第３セクが、地方の公社、土地開発公社やら第３セク

ター、ＨＣＣ等の第３セクター、これらの従ター、ＨＣＣ等の第３セクター、これらの従ター、ＨＣＣ等の第３セクター、これらの従ター、ＨＣＣ等の第３セクター、これらの従

来ですと潜在をして見えない、ストックされ来ですと潜在をして見えない、ストックされ来ですと潜在をして見えない、ストックされ来ですと潜在をして見えない、ストックされ

てててている赤字、これらを含めた表現として将来いる赤字、これらを含めた表現として将来いる赤字、これらを含めた表現として将来いる赤字、これらを含めた表現として将来

負担比率、こういうふうに承知をしています負担比率、こういうふうに承知をしています負担比率、こういうふうに承知をしています負担比率、こういうふうに承知をしています

が、この４つの財政指標というのが具体的にが、この４つの財政指標というのが具体的にが、この４つの財政指標というのが具体的にが、この４つの財政指標というのが具体的に

どの比率になれば、早期健全化団体になるとどの比率になれば、早期健全化団体になるとどの比率になれば、早期健全化団体になるとどの比率になれば、早期健全化団体になると

いうふうに押えておられるのか。いうふうに押えておられるのか。いうふうに押えておられるのか。いうふうに押えておられるのか。    

    ささささららららにそれが改善できなければ、再生団体にそれが改善できなければ、再生団体にそれが改善できなければ、再生団体にそれが改善できなければ、再生団体

として実質的に国の監視下に入る、管理下にとして実質的に国の監視下に入る、管理下にとして実質的に国の監視下に入る、管理下にとして実質的に国の監視下に入る、管理下に

入る、これらの判断比率というものがどのよ入る、これらの判断比率というものがどのよ入る、これらの判断比率というものがどのよ入る、これらの判断比率というものがどのよ

うになると想定されるのか。あわせて美唄市うになると想定されるのか。あわせて美唄市うになると想定されるのか。あわせて美唄市うになると想定されるのか。あわせて美唄市

の数値、これは何年時点でこの数値を見るかの数値、これは何年時点でこの数値を見るかの数値、これは何年時点でこの数値を見るかの数値、これは何年時点でこの数値を見るか

で変わりますけれども、この美唄の数値見通で変わりますけれども、この美唄の数値見通で変わりますけれども、この美唄の数値見通で変わりますけれども、この美唄の数値見通

しというものが、この４つの財政指標についしというものが、この４つの財政指標についしというものが、この４つの財政指標についしというものが、この４つの財政指標につい

て、どのような見通しを持っておられるのか、て、どのような見通しを持っておられるのか、て、どのような見通しを持っておられるのか、て、どのような見通しを持っておられるのか、

この辺をお示しをいただきたいと思います。この辺をお示しをいただきたいと思います。この辺をお示しをいただきたいと思います。この辺をお示しをいただきたいと思います。    

    中項目の２つ目は、中項目の２つ目は、中項目の２つ目は、中項目の２つ目は、06060606 年度、平成年度、平成年度、平成年度、平成 18181818 年度年度年度年度

のののの年度収支見通しと財務実態について年度収支見通しと財務実態について年度収支見通しと財務実態について年度収支見通しと財務実態についてでありでありでありであり

ます。ます。ます。ます。    

    １つ目は、これは私は昨年の１つ目は、これは私は昨年の１つ目は、これは私は昨年の１つ目は、これは私は昨年の 12121212 月の一般質月の一般質月の一般質月の一般質

問でも同様の趣旨で質問を問でも同様の趣旨で質問を問でも同様の趣旨で質問を問でも同様の趣旨で質問をしておりますが、しておりますが、しておりますが、しておりますが、

市長は市長は市長は市長は 18181818 年度の一般会計の収支見通しは、厳年度の一般会計の収支見通しは、厳年度の一般会計の収支見通しは、厳年度の一般会計の収支見通しは、厳

しいが収支均衡と、赤字にはしないというごしいが収支均衡と、赤字にはしないというごしいが収支均衡と、赤字にはしないというごしいが収支均衡と、赤字にはしないというご

答弁でございました。それから答弁でございました。それから答弁でございました。それから答弁でございました。それからおおむねおおむねおおむねおおむね３カ３カ３カ３カ

月余り、現状です月余り、現状です月余り、現状です月余り、現状です。。。。    

    私は赤字をしっかりと出して、このことを私は赤字をしっかりと出して、このことを私は赤字をしっかりと出して、このことを私は赤字をしっかりと出して、このことを

明らかにしてわかりやすい再生、再建をして明らかにしてわかりやすい再生、再建をして明らかにしてわかりやすい再生、再建をして明らかにしてわかりやすい再生、再建をして

いくべきだということを申し上げましたが、いくべきだということを申し上げましたが、いくべきだということを申し上げましたが、いくべきだということを申し上げましたが、

市長は法律の範囲内で、しっかりと節減市長は法律の範囲内で、しっかりと節減市長は法律の範囲内で、しっかりと節減市長は法律の範囲内で、しっかりと節減をしをしをしをし

て、収支均衡の決算をしたいというお話でして、収支均衡の決算をしたいというお話でして、収支均衡の決算をしたいというお話でして、収支均衡の決算をしたいというお話でし

た。現時点での、この一般会計の実質収支のた。現時点での、この一般会計の実質収支のた。現時点での、この一般会計の実質収支のた。現時点での、この一般会計の実質収支の

見通しがどうなっているか、お答え下さい。見通しがどうなっているか、お答え下さい。見通しがどうなっているか、お答え下さい。見通しがどうなっているか、お答え下さい。    

    あわせまして、先ほども触れましたが、昨あわせまして、先ほども触れましたが、昨あわせまして、先ほども触れましたが、昨あわせまして、先ほども触れましたが、昨

年の夏の吉田栄議員が委員長になりまして、年の夏の吉田栄議員が委員長になりまして、年の夏の吉田栄議員が委員長になりまして、年の夏の吉田栄議員が委員長になりまして、

美唄市の美唄市の美唄市の美唄市の財務財務財務財務実態等調査特別委員会の中で議実態等調査特別委員会の中で議実態等調査特別委員会の中で議実態等調査特別委員会の中で議

論をいたしました。その中で出た、その時点論をいたしました。その中で出た、その時点論をいたしました。その中で出た、その時点論をいたしました。その中で出た、その時点

での平成での平成での平成での平成17171717年、年、年、年、05050505年度の決算概要から見て、年度の決算概要から見て、年度の決算概要から見て、年度の決算概要から見て、

美唄市の財務の実態、これらが議論をしたわ美唄市の財務の実態、これらが議論をしたわ美唄市の財務の実態、これらが議論をしたわ美唄市の財務の実態、これらが議論をしたわ

けであります。けであります。けであります。けであります。    

    市長は合計は言わなかった。総額は言わな市長は合計は言わなかった。総額は言わな市長は合計は言わなかった。総額は言わな市長は合計は言わなかった。総額は言わな

かったが、足していくとかったが、足していくとかったが、足していくとかったが、足していくと 543543543543 億円の負債を美億円の負債を美億円の負債を美億円の負債を美

唄は抱えているという、そういう実態が明ら唄は抱えているという、そういう実態が明ら唄は抱えているという、そういう実態が明ら唄は抱えているという、そういう実態が明ら

かにかにかにかになったわけであります。なったわけであります。なったわけであります。なったわけであります。    

    これらの負債、表面に見えるもの見えないこれらの負債、表面に見えるもの見えないこれらの負債、表面に見えるもの見えないこれらの負債、表面に見えるもの見えない

もの含めて、これらの負債がこのもの含めて、これらの負債がこのもの含めて、これらの負債がこのもの含めて、これらの負債がこの 18181818 年度の収年度の収年度の収年度の収

支の見通しの中でどのようになるのか。ふえ支の見通しの中でどのようになるのか。ふえ支の見通しの中でどのようになるのか。ふえ支の見通しの中でどのようになるのか。ふえ

るのか減るのか、この辺の実質負債状況につるのか減るのか、この辺の実質負債状況につるのか減るのか、この辺の実質負債状況につるのか減るのか、この辺の実質負債状況につ

いてお示しをいただきたいと思います。いてお示しをいただきたいと思います。いてお示しをいただきたいと思います。いてお示しをいただきたいと思います。    

    小項目の２つ目でありますが、これは昨日小項目の２つ目でありますが、これは昨日小項目の２つ目でありますが、これは昨日小項目の２つ目でありますが、これは昨日

らいから議論がありまして、病院にらいから議論がありまして、病院にらいから議論がありまして、病院にらいから議論がありまして、病院につつつついてのいてのいてのいての

不良債務、累積不良債務の残高見込み、不良債務、累積不良債務の残高見込み、不良債務、累積不良債務の残高見込み、不良債務、累積不良債務の残高見込み、20202020 億億億億

2,0002,0002,0002,000 万円、こういうことできのうご答弁が万円、こういうことできのうご答弁が万円、こういうことできのうご答弁が万円、こういうことできのうご答弁が

ありました。ありました。ありました。ありました。    

    このことについて、少しく重複しますが、このことについて、少しく重複しますが、このことについて、少しく重複しますが、このことについて、少しく重複しますが、

改めてこの残高見込みと、昨年に比して２億改めてこの残高見込みと、昨年に比して２億改めてこの残高見込みと、昨年に比して２億改めてこの残高見込みと、昨年に比して２億

円余りふえたわけでありますが円余りふえたわけでありますが円余りふえたわけでありますが円余りふえたわけでありますが、この市立美、この市立美、この市立美、この市立美

唄病院の新たな不良債務が、なぜ発生をした唄病院の新たな不良債務が、なぜ発生をした唄病院の新たな不良債務が、なぜ発生をした唄病院の新たな不良債務が、なぜ発生をした

のか、この発生の要因について。あわせてのか、この発生の要因について。あわせてのか、この発生の要因について。あわせてのか、この発生の要因について。あわせて、、、、

これらは最終的にどのように決算処理をするこれらは最終的にどのように決算処理をするこれらは最終的にどのように決算処理をするこれらは最終的にどのように決算処理をする

かということになりますと、過去の例からいかということになりますと、過去の例からいかということになりますと、過去の例からいかということになりますと、過去の例からい

けば、民間の金融機関一けば、民間の金融機関一けば、民間の金融機関一けば、民間の金融機関一時時時時借入金でこの累積借入金でこの累積借入金でこの累積借入金でこの累積

不良債務の穴埋めをすると、こういうことで不良債務の穴埋めをすると、こういうことで不良債務の穴埋めをすると、こういうことで不良債務の穴埋めをすると、こういうことで

ありますから、金利が上昇している、あわせありますから、金利が上昇している、あわせありますから、金利が上昇している、あわせありますから、金利が上昇している、あわせ

てこのてこのてこのてこの一時一時一時一時借入金の措置等が現時点で支障が借入金の措置等が現時点で支障が借入金の措置等が現時点で支障が借入金の措置等が現時点で支障が

なくスムーズにいくのかどうか、この辺の決なくスムーズにいくのかどうか、この辺の決なくスムーズにいくのかどうか、この辺の決なくスムーズにいくのかどうか、この辺の決

算処理方法、この辺についてお答えをいただ算処理方法、この辺についてお答えをいただ算処理方法、この辺についてお答えをいただ算処理方法、この辺についてお答えをいただ
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きたいと思います。きたいと思います。きたいと思います。きたいと思います。    

    それから、小項目の３つ目ですが、５次健、それから、小項目の３つ目ですが、５次健、それから、小項目の３つ目ですが、５次健、それから、小項目の３つ目ですが、５次健、

平成平成平成平成 13131313 年度の年度の年度の年度の 15151515 億円余りの累積不良債億円余りの累積不良債億円余りの累積不良債億円余りの累積不良債務を務を務を務を

平成平成平成平成 14141414 年以降７年かけて一般会計が年以降７年かけて一般会計が年以降７年かけて一般会計が年以降７年かけて一般会計が 15151515 億円億円億円億円

のうちのうちのうちのうち 14141414 億円を背負い込むと、２億円ずつ７億円を背負い込むと、２億円ずつ７億円を背負い込むと、２億円ずつ７億円を背負い込むと、２億円ずつ７

年かけて解消しようと。病院の年かけて解消しようと。病院の年かけて解消しようと。病院の年かけて解消しようと。病院の自助自助自助自助努力も含努力も含努力も含努力も含

めて解消しようという計画であります。めて解消しようという計画であります。めて解消しようという計画であります。めて解消しようという計画であります。    

    この、この、この、この、第５次病院健全化計画第５次病院健全化計画第５次病院健全化計画第５次病院健全化計画に関しては、に関しては、に関しては、に関しては、

国も特別交付税という措置をしまして、年間国も特別交付税という措置をしまして、年間国も特別交付税という措置をしまして、年間国も特別交付税という措置をしまして、年間

7,5007,5007,5007,500 万円特交で措置をするということにな万円特交で措置をするということにな万円特交で措置をするということにな万円特交で措置をするということにな

って、平成って、平成って、平成って、平成 17171717 年までそのことが実行されてき年までそのことが実行されてき年までそのことが実行されてき年までそのことが実行されてき

たわけであります。たわけであります。たわけであります。たわけであります。    

    この第５次経営健全化計画につきましては、この第５次経営健全化計画につきましては、この第５次経営健全化計画につきましては、この第５次経営健全化計画につきましては、

昨日もお話がありました。医療問題等の調査昨日もお話がありました。医療問題等の調査昨日もお話がありました。医療問題等の調査昨日もお話がありました。医療問題等の調査

特別委員会でも、市長がご努力をされ、副知特別委員会でも、市長がご努力をされ、副知特別委員会でも、市長がご努力をされ、副知特別委員会でも、市長がご努力をされ、副知

事にもお会いして、不可能を可能にするよ事にもお会いして、不可能を可能にするよ事にもお会いして、不可能を可能にするよ事にもお会いして、不可能を可能にするようううう

な、この平成な、この平成な、この平成な、この平成 18181818 年度についても引き続き国の年度についても引き続き国の年度についても引き続き国の年度についても引き続き国の

財政支援措置がとられるという、そういう見財政支援措置がとられるという、そういう見財政支援措置がとられるという、そういう見財政支援措置がとられるという、そういう見

通しがついたというふうに承知をしておりま通しがついたというふうに承知をしておりま通しがついたというふうに承知をしておりま通しがついたというふうに承知をしておりま

すが、改めてこの病院健全化計画、すが、改めてこの病院健全化計画、すが、改めてこの病院健全化計画、すが、改めてこの病院健全化計画、14141414、、、、15151515、、、、

16161616、、、、17171717、、、、18181818 と５カ年を経過をしようとするわと５カ年を経過をしようとするわと５カ年を経過をしようとするわと５カ年を経過をしようとするわ

けであります。順調に行けばけであります。順調に行けばけであります。順調に行けばけであります。順調に行けば 19191919、、、、20202020 で終了をで終了をで終了をで終了を

するという内容でありますが、この現時点でするという内容でありますが、この現時点でするという内容でありますが、この現時点でするという内容でありますが、この現時点で

の健全化計画の中間総括的な意味合いもありの健全化計画の中間総括的な意味合いもありの健全化計画の中間総括的な意味合いもありの健全化計画の中間総括的な意味合いもあり

ますので、この計画ますので、この計画ますので、この計画ますので、この計画と実績と実績と実績と実績がどのように乖離がどのように乖離がどのように乖離がどのように乖離

しているのか、この比較をお願いしたいことしているのか、この比較をお願いしたいことしているのか、この比較をお願いしたいことしているのか、この比較をお願いしたいこと

とあわせまして、今後このとあわせまして、今後このとあわせまして、今後このとあわせまして、今後この 20202020 億億億億 2,0002,0002,0002,000 万円の万円の万円の万円の

不良債務、赤字をどのように解消しようとし不良債務、赤字をどのように解消しようとし不良債務、赤字をどのように解消しようとし不良債務、赤字をどのように解消しようとし

ているのているのているのているのか、この解消計画についてもあわせか、この解消計画についてもあわせか、この解消計画についてもあわせか、この解消計画についてもあわせ

てお答えをいただきたいと思います。てお答えをいただきたいと思います。てお答えをいただきたいと思います。てお答えをいただきたいと思います。    

    財政運営財政運営財政運営財政運営のののの、中項目の３つ目は、平成、中項目の３つ目は、平成、中項目の３つ目は、平成、中項目の３つ目は、平成 17171717

年度、年度、年度、年度、07070707 年度の財政運営についてお伺いをい年度の財政運営についてお伺いをい年度の財政運営についてお伺いをい年度の財政運営についてお伺いをい

たします。たします。たします。たします。    

    04040404 年ショックと言われまして、国は地方交年ショックと言われまして、国は地方交年ショックと言われまして、国は地方交年ショックと言われまして、国は地方交

付税を大幅に削減をいたしました。しかし一付税を大幅に削減をいたしました。しかし一付税を大幅に削減をいたしました。しかし一付税を大幅に削減をいたしました。しかし一

方でこのことは、地方交付税の縮小とあわせ方でこのことは、地方交付税の縮小とあわせ方でこのことは、地方交付税の縮小とあわせ方でこのことは、地方交付税の縮小とあわせ

まして、財源の移譲、そして国庫補助金の縮まして、財源の移譲、そして国庫補助金の縮まして、財源の移譲、そして国庫補助金の縮まして、財源の移譲、そして国庫補助金の縮

減、国から地方へ権限、財源を移譲していく減、国から地方へ権限、財源を移譲していく減、国から地方へ権限、財源を移譲していく減、国から地方へ権限、財源を移譲していく

という、そういったうたい文句も一方でありという、そういったうたい文句も一方でありという、そういったうたい文句も一方でありという、そういったうたい文句も一方であり

ました。このことを三位一体改革と称したわました。このことを三位一体改革と称したわました。このことを三位一体改革と称したわました。このことを三位一体改革と称したわ

けであります。けであります。けであります。けであります。    

    この三位一体改革につきましては、当初のこの三位一体改革につきましては、当初のこの三位一体改革につきましては、当初のこの三位一体改革につきましては、当初の

計画は、平成計画は、平成計画は、平成計画は、平成 17171717 年度で一定の区切りができて、年度で一定の区切りができて、年度で一定の区切りができて、年度で一定の区切りができて、

18181818 年度はまさに所得税から住民税への税源年度はまさに所得税から住民税への税源年度はまさに所得税から住民税への税源年度はまさに所得税から住民税への税源

移譲、こういった中に移譲、こういった中に移譲、こういった中に移譲、こういった中にスイッチをしてきていスイッチをしてきていスイッチをしてきていスイッチをしてきてい

るわけでありますけれども、改めまして今日るわけでありますけれども、改めまして今日るわけでありますけれども、改めまして今日るわけでありますけれども、改めまして今日

まで国が措置をしてきた地方交付税の縮減とまで国が措置をしてきた地方交付税の縮減とまで国が措置をしてきた地方交付税の縮減とまで国が措置をしてきた地方交付税の縮減と

補助金の縮減と、あわせて税源の移譲、これ補助金の縮減と、あわせて税源の移譲、これ補助金の縮減と、あわせて税源の移譲、これ補助金の縮減と、あわせて税源の移譲、これ

らのものがどのような経過で、どういうようらのものがどのような経過で、どういうようらのものがどのような経過で、どういうようらのものがどのような経過で、どういうよう

な中間的な総括ができるのか。あわせて美唄な中間的な総括ができるのか。あわせて美唄な中間的な総括ができるのか。あわせて美唄な中間的な総括ができるのか。あわせて美唄

市にとってどのようなマイナスがあったのか。市にとってどのようなマイナスがあったのか。市にとってどのようなマイナスがあったのか。市にとってどのようなマイナスがあったのか。

この辺について、ひとつお答えをいただきたこの辺について、ひとつお答えをいただきたこの辺について、ひとつお答えをいただきたこの辺について、ひとつお答えをいただきた

いと思います。いと思います。いと思います。いと思います。    

    それから、平成それから、平成それから、平成それから、平成 19191919 年度の交付税についての年度の交付税についての年度の交付税についての年度の交付税についての

制度がどのように変わるかという部分であり制度がどのように変わるかという部分であり制度がどのように変わるかという部分であり制度がどのように変わるかという部分であり

ますが、その中で特にますが、その中で特にますが、その中で特にますが、その中で特に新型交付税の制度概要新型交付税の制度概要新型交付税の制度概要新型交付税の制度概要

とととと美唄市に及ぼす美唄市に及ぼす美唄市に及ぼす美唄市に及ぼす影響影響影響影響についてお尋ねをいたについてお尋ねをいたについてお尋ねをいたについてお尋ねをいた

したいと思います。したいと思います。したいと思います。したいと思います。    

    新型交付税というのは、私は承知をしてお新型交付税というのは、私は承知をしてお新型交付税というのは、私は承知をしてお新型交付税というのは、私は承知をしてお

りますのが、現在の交付税の基準財政需要額りますのが、現在の交付税の基準財政需要額りますのが、現在の交付税の基準財政需要額りますのが、現在の交付税の基準財政需要額

の算定が極めて複雑であると、それを簡略化の算定が極めて複雑であると、それを簡略化の算定が極めて複雑であると、それを簡略化の算定が極めて複雑であると、それを簡略化

して人口とか面積とか、わかりやすい内容でして人口とか面積とか、わかりやすい内容でして人口とか面積とか、わかりやすい内容でして人口とか面積とか、わかりやすい内容で

交付税の算定をすると、こういうことがうた交付税の算定をすると、こういうことがうた交付税の算定をすると、こういうことがうた交付税の算定をすると、こういうことがうた

い文句であります。い文句であります。い文句であります。い文句であります。    

    しかし一方で学者は、このことについて批しかし一方で学者は、このことについて批しかし一方で学者は、このことについて批しかし一方で学者は、このことについて批

判をしています。この交付税の、新型交付税判をしています。この交付税の、新型交付税判をしています。この交付税の、新型交付税判をしています。この交付税の、新型交付税

によりまして、地方は交付税が減額になる。によりまして、地方は交付税が減額になる。によりまして、地方は交付税が減額になる。によりまして、地方は交付税が減額になる。

あわせて逆に交付税の積算内容に不透明さがあわせて逆に交付税の積算内容に不透明さがあわせて逆に交付税の積算内容に不透明さがあわせて逆に交付税の積算内容に不透明さが
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出てくると、こういう指摘をする学者もおり出てくると、こういう指摘をする学者もおり出てくると、こういう指摘をする学者もおり出てくると、こういう指摘をする学者もおり

ます。ます。ます。ます。    

    ここここの新型交付税制度、新年度から新たに制の新型交付税制度、新年度から新たに制の新型交付税制度、新年度から新たに制の新型交付税制度、新年度から新たに制

度として登場する制度についての概要と、美度として登場する制度についての概要と、美度として登場する制度についての概要と、美度として登場する制度についての概要と、美

唄市が平成唄市が平成唄市が平成唄市が平成 19191919 年度の交付税の年度の交付税の年度の交付税の年度の交付税の試算試算試算試算の段階で、の段階で、の段階で、の段階で、

どのような影響が出るというふうに押えておどのような影響が出るというふうに押えておどのような影響が出るというふうに押えておどのような影響が出るというふうに押えてお

られるかお答えをいただきたいと思います。られるかお答えをいただきたいと思います。られるかお答えをいただきたいと思います。られるかお答えをいただきたいと思います。    

    小項目の３つ目、小項目の３つ目、小項目の３つ目、小項目の３つ目、新たな借換債制度の発行新たな借換債制度の発行新たな借換債制度の発行新たな借換債制度の発行

条件と発行済借換債との相違点条件と発行済借換債との相違点条件と発行済借換債との相違点条件と発行済借換債との相違点であります。であります。であります。であります。    

    平成平成平成平成 17171717 年、年、年、年、05050505 年度末に議会でも議論があ年度末に議会でも議論があ年度末に議会でも議論があ年度末に議会でも議論があ

りましたが、当初はりましたが、当初はりましたが、当初はりましたが、当初は 70707070 億円からの政府資金を億円からの政府資金を億円からの政府資金を億円からの政府資金を

民間にスイッチをする。そしてこの多額の地民間にスイッチをする。そしてこの多額の地民間にスイッチをする。そしてこの多額の地民間にスイッチをする。そしてこの多額の地

方債のスイッチによって、各年度間ばらつき方債のスイッチによって、各年度間ばらつき方債のスイッチによって、各年度間ばらつき方債のスイッチによって、各年度間ばらつき

があった公債費の償還の平準化を図る、そしがあった公債費の償還の平準化を図る、そしがあった公債費の償還の平準化を図る、そしがあった公債費の償還の平準化を図る、そし

て世代間の負担て世代間の負担て世代間の負担て世代間の負担公正公正公正公正、こうい、こうい、こうい、こういうことでうことでうことでうことでこのこのこのこの考考考考

え方が示され、結果としてえ方が示され、結果としてえ方が示され、結果としてえ方が示され、結果として 57575757 億円余りの政府億円余りの政府億円余りの政府億円余りの政府

資金が民間資金に切り替わったというふうに資金が民間資金に切り替わったというふうに資金が民間資金に切り替わったというふうに資金が民間資金に切り替わったというふうに

承知をしています。承知をしています。承知をしています。承知をしています。    

    金利もいろいろ幅がありましたが、今度の金利もいろいろ幅がありましたが、今度の金利もいろいろ幅がありましたが、今度の金利もいろいろ幅がありましたが、今度の

自治省自治省自治省自治省の財政課の財政課の財政課の財政課長長長長内内内内簡簡簡簡、これはおそらく地方、これはおそらく地方、これはおそらく地方、これはおそらく地方

債制度、地方債計画、この中にも示されてく債制度、地方債計画、この中にも示されてく債制度、地方債計画、この中にも示されてく債制度、地方債計画、この中にも示されてく

ると思いますけれども、このると思いますけれども、このると思いますけれども、このると思いますけれども、この最終的に最終的に最終的に最終的に 57575757 億円億円億円億円

余りの借換債の実行では、国に対して当初は余りの借換債の実行では、国に対して当初は余りの借換債の実行では、国に対して当初は余りの借換債の実行では、国に対して当初は

約３億円の賠償金、保証金を払うと、これで約３億円の賠償金、保証金を払うと、これで約３億円の賠償金、保証金を払うと、これで約３億円の賠償金、保証金を払うと、これで

は全然意味がないということで手を上げる自は全然意味がないということで手を上げる自は全然意味がないということで手を上げる自は全然意味がないということで手を上げる自

治体が少なかったわけであります。今度、私治体が少なかったわけであります。今度、私治体が少なかったわけであります。今度、私治体が少なかったわけであります。今度、私

が承知をしていますのは、このいわば国へのが承知をしていますのは、このいわば国へのが承知をしていますのは、このいわば国へのが承知をしていますのは、このいわば国への

繰上償還に伴う保証金がなくても結構繰上償還に伴う保証金がなくても結構繰上償還に伴う保証金がなくても結構繰上償還に伴う保証金がなくても結構と、こと、こと、こと、こ

ういうふうに内容が改められた。ういうふうに内容が改められた。ういうふうに内容が改められた。ういうふうに内容が改められた。    

    しかし一方で金利が５％、それから行政改しかし一方で金利が５％、それから行政改しかし一方で金利が５％、それから行政改しかし一方で金利が５％、それから行政改

革がどう行われているか。市民いじめ、職員革がどう行われているか。市民いじめ、職員革がどう行われているか。市民いじめ、職員革がどう行われているか。市民いじめ、職員

いじめがどう行われているかというようなこいじめがどう行われているかというようなこいじめがどう行われているかというようなこいじめがどう行われているかというようなこ

とも判断材料になるようでありますけれども、とも判断材料になるようでありますけれども、とも判断材料になるようでありますけれども、とも判断材料になるようでありますけれども、

これらの借換債、新たな公債費をどうしていこれらの借換債、新たな公債費をどうしていこれらの借換債、新たな公債費をどうしていこれらの借換債、新たな公債費をどうしてい

くかという公債費対策としての借換債の相違くかという公債費対策としての借換債の相違くかという公債費対策としての借換債の相違くかという公債費対策としての借換債の相違

点。申し上げました、私は少し点。申し上げました、私は少し点。申し上げました、私は少し点。申し上げました、私は少し早まったんじ早まったんじ早まったんじ早まったんじ

ゃないかというようなことも頭にあって、こゃないかというようなことも頭にあって、こゃないかというようなことも頭にあって、こゃないかというようなことも頭にあって、こ

のことをお尋ねするんですが、さまざまな前のことをお尋ねするんですが、さまざまな前のことをお尋ねするんですが、さまざまな前のことをお尋ねするんですが、さまざまな前

提条件があるでしょう。これらの相違点につ提条件があるでしょう。これらの相違点につ提条件があるでしょう。これらの相違点につ提条件があるでしょう。これらの相違点につ

いてお答えをいただきたいと思います。いてお答えをいただきたいと思います。いてお答えをいただきたいと思います。いてお答えをいただきたいと思います。    

    それから小項目の４つ目。新年度のそれから小項目の４つ目。新年度のそれから小項目の４つ目。新年度のそれから小項目の４つ目。新年度の平成平成平成平成 19191919

年度の予算編成に当たりまして、市長は予算年度の予算編成に当たりまして、市長は予算年度の予算編成に当たりまして、市長は予算年度の予算編成に当たりまして、市長は予算

編成方針の中で、６億編成方針の中で、６億編成方針の中で、６億編成方針の中で、６億 7,0007,0007,0007,000 万円万円万円万円のののの財源不足財源不足財源不足財源不足

を生ずると。そこで、歳入の確保と歳出の削を生ずると。そこで、歳入の確保と歳出の削を生ずると。そこで、歳入の確保と歳出の削を生ずると。そこで、歳入の確保と歳出の削

減と、こういうことを予算編成方針で示され減と、こういうことを予算編成方針で示され減と、こういうことを予算編成方針で示され減と、こういうことを予算編成方針で示され

たわけであります。たわけであります。たわけであります。たわけであります。    

    私は、この私は、この私は、この私は、この 12121212 月の定例会でもこのことに触月の定例会でもこのことに触月の定例会でもこのことに触月の定例会でもこのことに触

れておりますが、この予算編成を終えて、それておりますが、この予算編成を終えて、それておりますが、この予算編成を終えて、それておりますが、この予算編成を終えて、そ

して議会に予算案が上程をされた、この経過して議会に予算案が上程をされた、この経過して議会に予算案が上程をされた、この経過して議会に予算案が上程をされた、この経過

の中でこの財源不足をどのように操作をされの中でこの財源不足をどのように操作をされの中でこの財源不足をどのように操作をされの中でこの財源不足をどのように操作をされ

たか。操作という言葉が悪いとすれば、対応たか。操作という言葉が悪いとすれば、対応たか。操作という言葉が悪いとすれば、対応たか。操作という言葉が悪いとすれば、対応

されたかです。この内容について教えてくだされたかです。この内容について教えてくだされたかです。この内容について教えてくだされたかです。この内容について教えてくだ

さい。さい。さい。さい。    

    それから小項目の５つ目。この予算が市民それから小項目の５つ目。この予算が市民それから小項目の５つ目。この予算が市民それから小項目の５つ目。この予算が市民

への行政サービス、行政サービスへの行政サービス、行政サービスへの行政サービス、行政サービスへの行政サービス、行政サービスは向上もあは向上もあは向上もあは向上もあ

れば低下もある。事前の説明では低下の要素れば低下もある。事前の説明では低下の要素れば低下もある。事前の説明では低下の要素れば低下もある。事前の説明では低下の要素

が多かったと思いますが、市民への行政サーが多かったと思いますが、市民への行政サーが多かったと思いますが、市民への行政サーが多かったと思いますが、市民への行政サー

ビスがどうなるのか。負担がどうなるのか。ビスがどうなるのか。負担がどうなるのか。ビスがどうなるのか。負担がどうなるのか。ビスがどうなるのか。負担がどうなるのか。

このこのこのこの変更内容変更内容変更内容変更内容です。昨年度に比してどうなるです。昨年度に比してどうなるです。昨年度に比してどうなるです。昨年度に比してどうなる

かという変更内容。かという変更内容。かという変更内容。かという変更内容。    

    これは予算上に盛られたものとあわせて、これは予算上に盛られたものとあわせて、これは予算上に盛られたものとあわせて、これは予算上に盛られたものとあわせて、

本来ですと総計予算主義の原則がありますが、本来ですと総計予算主義の原則がありますが、本来ですと総計予算主義の原則がありますが、本来ですと総計予算主義の原則がありますが、

その年度中に盛られる予算はすべて盛る、こその年度中に盛られる予算はすべて盛る、こその年度中に盛られる予算はすべて盛る、こその年度中に盛られる予算はすべて盛る、こ

れが基本ですが、すでに市民の皆さんにもごれが基本ですが、すでに市民の皆さんにもごれが基本ですが、すでに市民の皆さんにもごれが基本ですが、すでに市民の皆さんにもご

説明されている家庭ごみの有料化の問題があ説明されている家庭ごみの有料化の問題があ説明されている家庭ごみの有料化の問題があ説明されている家庭ごみの有料化の問題があ

るわけであります。あわせてそれ以外にも、るわけであります。あわせてそれ以外にも、るわけであります。あわせてそれ以外にも、るわけであります。あわせてそれ以外にも、

この年度中、新しい年度中にこの年度中、新しい年度中にこの年度中、新しい年度中にこの年度中、新しい年度中に見見見見込まれる要素込まれる要素込まれる要素込まれる要素

もももも含めて含めて含めて含めて、これらの内容についてどのように、これらの内容についてどのように、これらの内容についてどのように、これらの内容についてどのように
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考えておられるのか、お答えをいただきたい考えておられるのか、お答えをいただきたい考えておられるのか、お答えをいただきたい考えておられるのか、お答えをいただきたい

と思います。と思います。と思います。と思います。    

    小項目の６つ目、小項目の６つ目、小項目の６つ目、小項目の６つ目、普通建設事業の状況とま普通建設事業の状況とま普通建設事業の状況とま普通建設事業の状況とま

ちづくりプラン後期基本計画との整合性ちづくりプラン後期基本計画との整合性ちづくりプラン後期基本計画との整合性ちづくりプラン後期基本計画との整合性であであであであ

ります。ります。ります。ります。    

    普通建設事業は、すでに東雲のアンダーパ普通建設事業は、すでに東雲のアンダーパ普通建設事業は、すでに東雲のアンダーパ普通建設事業は、すでに東雲のアンダーパ

ス、あれだけでス、あれだけでス、あれだけでス、あれだけで 19191919 億億億億 5,0005,0005,0005,000 万円。そして最終万円。そして最終万円。そして最終万円。そして最終

処分場、処分場、処分場、処分場、23232323 億円余りの最終処分場の建設、こ億円余りの最終処分場の建設、こ億円余りの最終処分場の建設、こ億円余りの最終処分場の建設、こ

れらもれらもれらもれらも 06060606 年、平成年、平成年、平成年、平成 18181818 年度でその事業が最終年度でその事業が最終年度でその事業が最終年度でその事業が最終

的に的に的に的に終了をするわけであります。これらの大終了をするわけであります。これらの大終了をするわけであります。これらの大終了をするわけであります。これらの大

きな事業が終了して、そして新しい年度ですきな事業が終了して、そして新しい年度ですきな事業が終了して、そして新しい年度ですきな事業が終了して、そして新しい年度です

から、当然大幅な建設事業のダウンとから、当然大幅な建設事業のダウンとから、当然大幅な建設事業のダウンとから、当然大幅な建設事業のダウンというこいうこいうこいうこ

とが考えられるとが考えられるとが考えられるとが考えられる訳訳訳訳でありますけれども、このでありますけれども、このでありますけれども、このでありますけれども、この

示されている平成示されている平成示されている平成示されている平成 19191919 年度の普通建設事業年度の普通建設事業年度の普通建設事業年度の普通建設事業のののの

状況が、後期計画、平成状況が、後期計画、平成状況が、後期計画、平成状況が、後期計画、平成 18181818 年から年から年から年から 22222222 年まで年まで年まで年まで

のののの 21212121 世紀まちづくりプランの後期計画、これ世紀まちづくりプランの後期計画、これ世紀まちづくりプランの後期計画、これ世紀まちづくりプランの後期計画、これ

らとの整合性をどのように図られて、予算計らとの整合性をどのように図られて、予算計らとの整合性をどのように図られて、予算計らとの整合性をどのように図られて、予算計

上されたのか。あわせて、後期計画上盛られ上されたのか。あわせて、後期計画上盛られ上されたのか。あわせて、後期計画上盛られ上されたのか。あわせて、後期計画上盛られ

ていた事業の中で、どの事業がスクラップさていた事業の中で、どの事業がスクラップさていた事業の中で、どの事業がスクラップさていた事業の中で、どの事業がスクラップさ

れて、どの事業がれて、どの事業がれて、どの事業がれて、どの事業がビルドされたかビルドされたかビルドされたかビルドされたか。。。。    

    予算書等をちらちら見ますと、当初計画に予算書等をちらちら見ますと、当初計画に予算書等をちらちら見ますと、当初計画に予算書等をちらちら見ますと、当初計画に

ないものもあるようであります。しかし一方、ないものもあるようであります。しかし一方、ないものもあるようであります。しかし一方、ないものもあるようであります。しかし一方、

当初計画にあったものが、いつやるかという当初計画にあったものが、いつやるかという当初計画にあったものが、いつやるかという当初計画にあったものが、いつやるかという

のは私どもは承知をしのは私どもは承知をしのは私どもは承知をしのは私どもは承知をし得得得得ないわけであります。ないわけであります。ないわけであります。ないわけであります。

従来からずっと口を酸っぱく言ってきたわけ従来からずっと口を酸っぱく言ってきたわけ従来からずっと口を酸っぱく言ってきたわけ従来からずっと口を酸っぱく言ってきたわけ

でありますけれども、年度ごとの事業計画がでありますけれども、年度ごとの事業計画がでありますけれども、年度ごとの事業計画がでありますけれども、年度ごとの事業計画が

ない。あわせて事業量も示されない。あわせて事業量も示されない。あわせて事業量も示されない。あわせて事業量も示されない。こういない。こういない。こういない。こうい

う状況であるからチェックができない。このう状況であるからチェックができない。このう状況であるからチェックができない。このう状況であるからチェックができない。この

ことを指摘をしてきましたが、現在もそのよことを指摘をしてきましたが、現在もそのよことを指摘をしてきましたが、現在もそのよことを指摘をしてきましたが、現在もそのよ

うな状況で、後期計画との整合性が私どもがうな状況で、後期計画との整合性が私どもがうな状況で、後期計画との整合性が私どもがうな状況で、後期計画との整合性が私どもが

把握はできない実態であります。把握はできない実態であります。把握はできない実態であります。把握はできない実態であります。    

    この辺、これらの後期計画との整合性、普この辺、これらの後期計画との整合性、普この辺、これらの後期計画との整合性、普この辺、これらの後期計画との整合性、普

通建設事業ということに絞って結構ですから、通建設事業ということに絞って結構ですから、通建設事業ということに絞って結構ですから、通建設事業ということに絞って結構ですから、

ひとつどうなっているか、具体的に事業名をひとつどうなっているか、具体的に事業名をひとつどうなっているか、具体的に事業名をひとつどうなっているか、具体的に事業名を

示してお示しをいただきたいと思います。示してお示しをいただきたいと思います。示してお示しをいただきたいと思います。示してお示しをいただきたいと思います。    

    ７つ、７つ、７つ、７つ、事務事業評価結果事務事業評価結果事務事業評価結果事務事業評価結果であります。これであります。これであります。これであります。これ

は、事務事業評価システムというのがすでには、事務事業評価システムというのがすでには、事務事業評価システムというのがすでには、事務事業評価システムというのがすでに

実施をされて、かなりの年数経つわけであり実施をされて、かなりの年数経つわけであり実施をされて、かなりの年数経つわけであり実施をされて、かなりの年数経つわけであり

ますけれども、毎年ますけれども、毎年ますけれども、毎年ますけれども、毎年一一一一年の仕事を終えた後、年の仕事を終えた後、年の仕事を終えた後、年の仕事を終えた後、

事後評価をいたします。これ事後評価をいたします。これ事後評価をいたします。これ事後評価をいたします。これらの事後評価のらの事後評価のらの事後評価のらの事後評価の

結果がどうだったか。何本事後評価をして、結果がどうだったか。何本事後評価をして、結果がどうだったか。何本事後評価をして、結果がどうだったか。何本事後評価をして、

どういう結果が出たか。どういう結果が出たか。どういう結果が出たか。どういう結果が出たか。    

    そして予算の編成方針にも示されておりまそして予算の編成方針にも示されておりまそして予算の編成方針にも示されておりまそして予算の編成方針にも示されておりま

すとおり、新規事業については事前評価をなすとおり、新規事業については事前評価をなすとおり、新規事業については事前評価をなすとおり、新規事業については事前評価をな

さるということであります。その事前評価をさるということであります。その事前評価をさるということであります。その事前評価をさるということであります。その事前評価を

したのを予算に反映するということですから、したのを予算に反映するということですから、したのを予算に反映するということですから、したのを予算に反映するということですから、

この事前評価。どういう内容のものを、これこの事前評価。どういう内容のものを、これこの事前評価。どういう内容のものを、これこの事前評価。どういう内容のものを、これ

はここに議論をするのは予算委員会もありまはここに議論をするのは予算委員会もありまはここに議論をするのは予算委員会もありまはここに議論をするのは予算委員会もありま

すから、ひとつどのような内容のものが何件すから、ひとつどのような内容のものが何件すから、ひとつどのような内容のものが何件すから、ひとつどのような内容のものが何件

ほどあって、そしてそれらが予算反映されたほどあって、そしてそれらが予算反映されたほどあって、そしてそれらが予算反映されたほどあって、そしてそれらが予算反映された

のはどのぐらいあるのか。この辺の事務事業のはどのぐらいあるのか。この辺の事務事業のはどのぐらいあるのか。この辺の事務事業のはどのぐらいあるのか。この辺の事務事業

評価結果についてお示しを下さい。評価結果についてお示しを下さい。評価結果についてお示しを下さい。評価結果についてお示しを下さい。    

    それから８つ目、それから８つ目、それから８つ目、それから８つ目、財政収支見通しの見直財政収支見通しの見直財政収支見通しの見直財政収支見通しの見直しししし

状況状況状況状況であります。であります。であります。であります。    

    先ほど、同僚議員が公債費の負担の適正化先ほど、同僚議員が公債費の負担の適正化先ほど、同僚議員が公債費の負担の適正化先ほど、同僚議員が公債費の負担の適正化

計画の話をされました。現在策定中というこ計画の話をされました。現在策定中というこ計画の話をされました。現在策定中というこ計画の話をされました。現在策定中というこ

とであります。とであります。とであります。とであります。    

    これは単に公債費の負担をどうするかといこれは単に公債費の負担をどうするかといこれは単に公債費の負担をどうするかといこれは単に公債費の負担をどうするかとい

うことだけではなくて、当然歳入と歳出の整うことだけではなくて、当然歳入と歳出の整うことだけではなくて、当然歳入と歳出の整うことだけではなくて、当然歳入と歳出の整

合性を図って、事業をどのようにしていくこ合性を図って、事業をどのようにしていくこ合性を図って、事業をどのようにしていくこ合性を図って、事業をどのようにしていくこ

とによって公債費がとによって公債費がとによって公債費がとによって公債費が 18181818％を下回るものにし％を下回るものにし％を下回るものにし％を下回るものにし

ていくのか、実質公債費ていくのか、実質公債費ていくのか、実質公債費ていくのか、実質公債費が、そういう計画だが、そういう計画だが、そういう計画だが、そういう計画だ

というお答えも先ほど市長からあったわけでというお答えも先ほど市長からあったわけでというお答えも先ほど市長からあったわけでというお答えも先ほど市長からあったわけで

ありますが、私は後期基本計画、そして美唄ありますが、私は後期基本計画、そして美唄ありますが、私は後期基本計画、そして美唄ありますが、私は後期基本計画、そして美唄

市自立推進計画、これらの中にあります今後市自立推進計画、これらの中にあります今後市自立推進計画、これらの中にあります今後市自立推進計画、これらの中にあります今後

の財政収支見通し、このことについて実効性の財政収支見通し、このことについて実効性の財政収支見通し、このことについて実効性の財政収支見通し、このことについて実効性

のあるものにすべきだと、見直すべきだのあるものにすべきだと、見直すべきだのあるものにすべきだと、見直すべきだのあるものにすべきだと、見直すべきだといといといとい

うことを再三申し上げてきました。うことを再三申し上げてきました。うことを再三申し上げてきました。うことを再三申し上げてきました。    
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    12121212 月の第３定例会で市長は、月の第３定例会で市長は、月の第３定例会で市長は、月の第３定例会で市長は、19191919 年度の予算年度の予算年度の予算年度の予算

編成において、この財政推計の見直しをいた編成において、この財政推計の見直しをいた編成において、この財政推計の見直しをいた編成において、この財政推計の見直しをいた

しますと、そういうご答弁をしたわけでありしますと、そういうご答弁をしたわけでありしますと、そういうご答弁をしたわけでありしますと、そういうご答弁をしたわけであり

ます。この見直し状況、どのようになっています。この見直し状況、どのようになっています。この見直し状況、どのようになっています。この見直し状況、どのようになってい

るか。るか。るか。るか。    

    本来ですと、この財政推計、資料としてお本来ですと、この財政推計、資料としてお本来ですと、この財政推計、資料としてお本来ですと、この財政推計、資料としてお

示しいただかなければならない問題でありま示しいただかなければならない問題でありま示しいただかなければならない問題でありま示しいただかなければならない問題でありま

すけれども、予算委員会等もございますから、すけれども、予算委員会等もございますから、すけれども、予算委員会等もございますから、すけれども、予算委員会等もございますから、

その中でその中でその中でその中でも議論も議論も議論も議論ができますので、この場ではができますので、この場ではができますので、この場ではができますので、この場では

この見直しの状況どういうふうになっているこの見直しの状況どういうふうになっているこの見直しの状況どういうふうになっているこの見直しの状況どういうふうになっている

のかお答えをいただきたいと思います。のかお答えをいただきたいと思います。のかお答えをいただきたいと思います。のかお答えをいただきたいと思います。    

    それから、行財政運営の最後でありますが、それから、行財政運営の最後でありますが、それから、行財政運営の最後でありますが、それから、行財政運営の最後でありますが、

決算に連動する事業別決算に連動する事業別決算に連動する事業別決算に連動する事業別予算、市民に解りやす予算、市民に解りやす予算、市民に解りやす予算、市民に解りやす

い予算書づくりい予算書づくりい予算書づくりい予算書づくりについてであります。についてであります。についてであります。についてであります。    

    これも、口を酸っぱくして繰り返し指摘をこれも、口を酸っぱくして繰り返し指摘をこれも、口を酸っぱくして繰り返し指摘をこれも、口を酸っぱくして繰り返し指摘を

し、要望をしてまいりました。少しずつ、牛し、要望をしてまいりました。少しずつ、牛し、要望をしてまいりました。少しずつ、牛し、要望をしてまいりました。少しずつ、牛

の歩みではありますけれども、少しずつ改善の歩みではありますけれども、少しずつ改善の歩みではありますけれども、少しずつ改善の歩みではありますけれども、少しずつ改善

に向けて、形の見えるものになってきているに向けて、形の見えるものになってきているに向けて、形の見えるものになってきているに向けて、形の見えるものになってきている

ようであります。昨年は、人件費を行政目的ようであります。昨年は、人件費を行政目的ようであります。昨年は、人件費を行政目的ようであります。昨年は、人件費を行政目的

別に入れました。ことしも工夫の別に入れました。ことしも工夫の別に入れました。ことしも工夫の別に入れました。ことしも工夫の跡跡跡跡があるよがあるよがあるよがあるよ

うでありますが、よく分かりません。この辺うでありますが、よく分かりません。この辺うでありますが、よく分かりません。この辺うでありますが、よく分かりません。この辺

の決算にの決算にの決算にの決算に連動連動連動連動する事業別予算、市民にわかりする事業別予算、市民にわかりする事業別予算、市民にわかりする事業別予算、市民にわかり

やすい予算書づくりとして、どのような取りやすい予算書づくりとして、どのような取りやすい予算書づくりとして、どのような取りやすい予算書づくりとして、どのような取り

組みをされたのか。組みをされたのか。組みをされたのか。組みをされたのか。    

    このことは、新たな財政再生法の中の大きこのことは、新たな財政再生法の中の大きこのことは、新たな財政再生法の中の大きこのことは、新たな財政再生法の中の大き

な柱でありますな柱でありますな柱でありますな柱であります、、、、財政情報の積極開示、財政情報の積極開示、財政情報の積極開示、財政情報の積極開示、そしそしそしそし

て市民や議会のチェック機能、監視機能の強て市民や議会のチェック機能、監視機能の強て市民や議会のチェック機能、監視機能の強て市民や議会のチェック機能、監視機能の強

化、こういったこととも連動する要素が私は化、こういったこととも連動する要素が私は化、こういったこととも連動する要素が私は化、こういったこととも連動する要素が私は

あろうかと思います。あろうかと思います。あろうかと思います。あろうかと思います。    

    この後段の議論はまたする機会があろうかこの後段の議論はまたする機会があろうかこの後段の議論はまたする機会があろうかこの後段の議論はまたする機会があろうか

と思いますので、従来私が指摘をしてきましと思いますので、従来私が指摘をしてきましと思いますので、従来私が指摘をしてきましと思いますので、従来私が指摘をしてきまし

た、これらについてどのように取り組まれたた、これらについてどのように取り組まれたた、これらについてどのように取り組まれたた、これらについてどのように取り組まれた

か、その内容についてお示しください。か、その内容についてお示しください。か、その内容についてお示しください。か、その内容についてお示しください。    

    大綱２点目は、大綱２点目は、大綱２点目は、大綱２点目は、失業・雇用対策について失業・雇用対策について失業・雇用対策について失業・雇用対策についてでででで

あります。昨日も、同僚議員からこの雇用のあります。昨日も、同僚議員からこの雇用のあります。昨日も、同僚議員からこの雇用のあります。昨日も、同僚議員からこの雇用の

状況について、特に美唄市における有効求人状況について、特に美唄市における有効求人状況について、特に美唄市における有効求人状況について、特に美唄市における有効求人

倍率の推移についてお話がございました。倍率の推移についてお話がございました。倍率の推移についてお話がございました。倍率の推移についてお話がございました。    

    なるべく重複は避けたいと思いますけれどなるべく重複は避けたいと思いますけれどなるべく重複は避けたいと思いますけれどなるべく重複は避けたいと思いますけれど

も、私はこの失業・雇用指標、いろいろありも、私はこの失業・雇用指標、いろいろありも、私はこの失業・雇用指標、いろいろありも、私はこの失業・雇用指標、いろいろあり

ます。離ます。離ます。離ます。離職状況、失業率というのもあります職状況、失業率というのもあります職状況、失業率というのもあります職状況、失業率というのもあります

が、これは美唄では、この美唄の失業率といが、これは美唄では、この美唄の失業率といが、これは美唄では、この美唄の失業率といが、これは美唄では、この美唄の失業率とい

うのはカウントされません。ですから、有効うのはカウントされません。ですから、有効うのはカウントされません。ですから、有効うのはカウントされません。ですから、有効

求人倍率、求職者に対する求人倍率、求職者に対する求人倍率、求職者に対する求人倍率、求職者に対する求人の割合、これ求人の割合、これ求人の割合、これ求人の割合、これ

らが国、道そして美唄と比較してどのようにらが国、道そして美唄と比較してどのようにらが国、道そして美唄と比較してどのようにらが国、道そして美唄と比較してどのように

なっているのか。さらには離職票の交付等のなっているのか。さらには離職票の交付等のなっているのか。さらには離職票の交付等のなっているのか。さらには離職票の交付等の

離職者、失業者の状況がどうなっているか。離職者、失業者の状況がどうなっているか。離職者、失業者の状況がどうなっているか。離職者、失業者の状況がどうなっているか。

それから雇用の現状の中で、正規、非正規のそれから雇用の現状の中で、正規、非正規のそれから雇用の現状の中で、正規、非正規のそれから雇用の現状の中で、正規、非正規の

状況がどうなっているか。産業形態別のその状況がどうなっているか。産業形態別のその状況がどうなっているか。産業形態別のその状況がどうなっているか。産業形態別のその

辺の分析がどのようにされているのか。辺の分析がどのようにされているのか。辺の分析がどのようにされているのか。辺の分析がどのようにされているのか。    

    これらの失業・雇用指標、ひとつ前年比較これらの失業・雇用指標、ひとつ前年比較これらの失業・雇用指標、ひとつ前年比較これらの失業・雇用指標、ひとつ前年比較

で、ひとつお示しいただきたいということとで、ひとつお示しいただきたいということとで、ひとつお示しいただきたいということとで、ひとつお示しいただきたいということと

あわせまして、市長はどのようなこの美唄のあわせまして、市長はどのようなこの美唄のあわせまして、市長はどのようなこの美唄のあわせまして、市長はどのようなこの美唄の

状状状状況を認識をされているか、あわせて課題を況を認識をされているか、あわせて課題を況を認識をされているか、あわせて課題を況を認識をされているか、あわせて課題を

どのように整理をしているか、この辺を、おどのように整理をしているか、この辺を、おどのように整理をしているか、この辺を、おどのように整理をしているか、この辺を、お

考えをお示ししていただきたいと思います。考えをお示ししていただきたいと思います。考えをお示ししていただきたいと思います。考えをお示ししていただきたいと思います。    

    当然、それらの認識を持ち、そして課題を当然、それらの認識を持ち、そして課題を当然、それらの認識を持ち、そして課題を当然、それらの認識を持ち、そして課題を

整理したものを新しい年度に施策として反映整理したものを新しい年度に施策として反映整理したものを新しい年度に施策として反映整理したものを新しい年度に施策として反映

をしていくということでありますからをしていくということでありますからをしていくということでありますからをしていくということでありますから、この、この、この、この

新しい年度の新しい年度の新しい年度の新しい年度の失業・雇用失業・雇用失業・雇用失業・雇用はどのようにされよはどのようにされよはどのようにされよはどのようにされよ

うとしているのか。期待を込めて、ひとつおうとしているのか。期待を込めて、ひとつおうとしているのか。期待を込めて、ひとつおうとしているのか。期待を込めて、ひとつお

尋ねをしますので、お答えをいただきたいと尋ねをしますので、お答えをいただきたいと尋ねをしますので、お答えをいただきたいと尋ねをしますので、お答えをいただきたいと

思います。思います。思います。思います。    

●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君    市長。市長。市長。市長。    

●市長桜井道夫君（登壇）●市長桜井道夫君（登壇）●市長桜井道夫君（登壇）●市長桜井道夫君（登壇）    紫藤議員の質問紫藤議員の質問紫藤議員の質問紫藤議員の質問

にお答えします。にお答えします。にお答えします。にお答えします。    

    初めに、行財政運営について、新たな再生初めに、行財政運営について、新たな再生初めに、行財政運営について、新たな再生初めに、行財政運営について、新たな再生

法制案についてで法制案についてで法制案についてで法制案についてでありますが、これまでの経ありますが、これまでの経ありますが、これまでの経ありますが、これまでの経

過として、「骨太の方針過として、「骨太の方針過として、「骨太の方針過として、「骨太の方針 2006200620062006」において再建」において再建」において再建」において再建
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法制を適切に見直すと明記されたことから、法制を適切に見直すと明記されたことから、法制を適切に見直すと明記されたことから、法制を適切に見直すと明記されたことから、

新たな法制化に向けた具体的枠組みを検討す新たな法制化に向けた具体的枠組みを検討す新たな法制化に向けた具体的枠組みを検討す新たな法制化に向けた具体的枠組みを検討す

るため、るため、るため、るため、「「「「新しい地方財政制度研究会新しい地方財政制度研究会新しい地方財政制度研究会新しい地方財政制度研究会」」」」が昨年が昨年が昨年が昨年

12121212 月に最終報告書をまとめ、現行の再建制度月に最終報告書をまとめ、現行の再建制度月に最終報告書をまとめ、現行の再建制度月に最終報告書をまとめ、現行の再建制度

の課題として、再建団体の基準が赤字比率のの課題として、再建団体の基準が赤字比率のの課題として、再建団体の基準が赤字比率のの課題として、再建団体の基準が赤字比率の

みでみでみでみで公債費公債費公債費公債費比率負担やストック指標が反映さ比率負担やストック指標が反映さ比率負担やストック指標が反映さ比率負担やストック指標が反映さ

れていないこと。普通会計のみを対象としてれていないこと。普通会計のみを対象としてれていないこと。普通会計のみを対象としてれていないこと。普通会計のみを対象として

おり公営企業や地方公社等との関係が考慮さおり公営企業や地方公社等との関係が考慮さおり公営企業や地方公社等との関係が考慮さおり公営企業や地方公社等との関係が考慮さ

れていないこと。早期是正を促す機能がなくれていないこと。早期是正を促す機能がなくれていないこと。早期是正を促す機能がなくれていないこと。早期是正を促す機能がなく

再建を促進する仕組みが限定的であることな再建を促進する仕組みが限定的であることな再建を促進する仕組みが限定的であることな再建を促進する仕組みが限定的であることな

どが指摘され、新たな再生制度においては財どが指摘され、新たな再生制度においては財どが指摘され、新たな再生制度においては財どが指摘され、新たな再生制度においては財

政悪化の早い段階からの早期是正、情報開示政悪化の早い段階からの早期是正、情報開示政悪化の早い段階からの早期是正、情報開示政悪化の早い段階からの早期是正、情報開示

の徹底と住民自治の機能発揮による財政規律の徹底と住民自治の機能発揮による財政規律の徹底と住民自治の機能発揮による財政規律の徹底と住民自治の機能発揮による財政規律

の強化などを内容とする提言がなされたとこの強化などを内容とする提言がなされたとこの強化などを内容とする提言がなされたとこの強化などを内容とする提言がなされたとこ

ろであります。ろであります。ろであります。ろであります。    

    総務省は、提言などを踏まえて、地方公共総務省は、提言などを踏まえて、地方公共総務省は、提言などを踏まえて、地方公共総務省は、提言などを踏まえて、地方公共

団体の財政の健全化に関する法律案を今通常団体の財政の健全化に関する法律案を今通常団体の財政の健全化に関する法律案を今通常団体の財政の健全化に関する法律案を今通常

国会に提出し、成立を図ることとしておりま国会に提出し、成立を図ることとしておりま国会に提出し、成立を図ることとしておりま国会に提出し、成立を図ることとしておりま

す。す。す。す。    

    この法案の主な概要としましては、１点目この法案の主な概要としましては、１点目この法案の主な概要としましては、１点目この法案の主な概要としましては、１点目

としてすべての団体に健全化判断比率の公表としてすべての団体に健全化判断比率の公表としてすべての団体に健全化判断比率の公表としてすべての団体に健全化判断比率の公表

を義務付けることとし、比率については実質を義務付けることとし、比率については実質を義務付けることとし、比率については実質を義務付けることとし、比率については実質

赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比

率、将来負担比率の４種類が予定されており率、将来負担比率の４種類が予定されており率、将来負担比率の４種類が予定されており率、将来負担比率の４種類が予定されており

ます。ます。ます。ます。    

    ２つ目として、財政の早期健全化に関する２つ目として、財政の早期健全化に関する２つ目として、財政の早期健全化に関する２つ目として、財政の早期健全化に関する

規規規規定として、比率のいずれかが一定の基準以定として、比率のいずれかが一定の基準以定として、比率のいずれかが一定の基準以定として、比率のいずれかが一定の基準以

上となる場合、財政健全化計画の策定上となる場合、財政健全化計画の策定上となる場合、財政健全化計画の策定上となる場合、財政健全化計画の策定・・・・公表、公表、公表、公表、

国等への報告並びに勧告及び外部監査など。国等への報告並びに勧告及び外部監査など。国等への報告並びに勧告及び外部監査など。国等への報告並びに勧告及び外部監査など。    

    ３点目として財政の再生に関する規定とし３点目として財政の再生に関する規定とし３点目として財政の再生に関する規定とし３点目として財政の再生に関する規定とし

て、将来負担費比率をて、将来負担費比率をて、将来負担費比率をて、将来負担費比率を除く３つの比率のいず除く３つの比率のいず除く３つの比率のいず除く３つの比率のいず

れかがさらに悪化し一定の基準以上となる場れかがさらに悪化し一定の基準以上となる場れかがさらに悪化し一定の基準以上となる場れかがさらに悪化し一定の基準以上となる場

合、財政再生計画の策定合、財政再生計画の策定合、財政再生計画の策定合、財政再生計画の策定・・・・公表公表公表公表、、、、国の同意国の同意国の同意国の同意・・・・

調査調査調査調査・・・・勧告及び地方債の制限並びに再生振替勧告及び地方債の制限並びに再生振替勧告及び地方債の制限並びに再生振替勧告及び地方債の制限並びに再生振替

特例債の発行などが予定されております。特例債の発行などが予定されております。特例債の発行などが予定されております。特例債の発行などが予定されております。    

    また、また、また、また、適用適用適用適用時期については時期については時期については時期については、、、、健全化判断比健全化判断比健全化判断比健全化判断比

率の公表は交付後１年以内から、その他の義率の公表は交付後１年以内から、その他の義率の公表は交付後１年以内から、その他の義率の公表は交付後１年以内から、その他の義

務付け規定は平成務付け規定は平成務付け規定は平成務付け規定は平成 20202020 年度決算から適用され年度決算から適用され年度決算から適用され年度決算から適用され

る予定であります。る予定であります。る予定であります。る予定であります。    

    なお、早なお、早なお、早なお、早期健全化段階並びに再生段階にお期健全化段階並びに再生段階にお期健全化段階並びに再生段階にお期健全化段階並びに再生段階にお

ける各比率の基準については、現時点で明らける各比率の基準については、現時点で明らける各比率の基準については、現時点で明らける各比率の基準については、現時点で明ら

かでないことから、本市がどのような段階にかでないことから、本市がどのような段階にかでないことから、本市がどのような段階にかでないことから、本市がどのような段階に

位置付けられるかは不透明でありますが、市位置付けられるかは不透明でありますが、市位置付けられるかは不透明でありますが、市位置付けられるかは不透明でありますが、市

立病院会計の不良債務の解消や公債費の適正立病院会計の不良債務の解消や公債費の適正立病院会計の不良債務の解消や公債費の適正立病院会計の不良債務の解消や公債費の適正

化などが重要課題であると考えております。化などが重要課題であると考えております。化などが重要課題であると考えております。化などが重要課題であると考えております。    

    次に、平成次に、平成次に、平成次に、平成 18181818 年度収支見通しでありますが、年度収支見通しでありますが、年度収支見通しでありますが、年度収支見通しでありますが、

一般会計につきましては普通交付税が予算を一般会計につきましては普通交付税が予算を一般会計につきましては普通交付税が予算を一般会計につきましては普通交付税が予算を

上回ったものの、厳しい見通しにありますが、上回ったものの、厳しい見通しにありますが、上回ったものの、厳しい見通しにありますが、上回ったものの、厳しい見通しにありますが、

市税の確保をはじめ、より一層の経費の節減市税の確保をはじめ、より一層の経費の節減市税の確保をはじめ、より一層の経費の節減市税の確保をはじめ、より一層の経費の節減

に努め、収支均衡に向けて努力してまいりたに努め、収支均衡に向けて努力してまいりたに努め、収支均衡に向けて努力してまいりたに努め、収支均衡に向けて努力してまいりた

いと考えております。いと考えております。いと考えております。いと考えております。    

    債務の状況につきましては、さきの財務実債務の状況につきましては、さきの財務実債務の状況につきましては、さきの財務実債務の状況につきましては、さきの財務実

態等調査特別態等調査特別態等調査特別態等調査特別委員会でお示ししました、平成委員会でお示ししました、平成委員会でお示ししました、平成委員会でお示ししました、平成

17171717 年度末年度末年度末年度末 543543543543 億円に対し、平成億円に対し、平成億円に対し、平成億円に対し、平成 18181818 年度末は年度末は年度末は年度末は

552552552552 億円と見込んでおります。億円と見込んでおります。億円と見込んでおります。億円と見込んでおります。    

    次に、市立病院の経営状況についてであり次に、市立病院の経営状況についてであり次に、市立病院の経営状況についてであり次に、市立病院の経営状況についてであり

ますが、平成ますが、平成ますが、平成ますが、平成 18181818 年度の決算見込については、年度の決算見込については、年度の決算見込については、年度の決算見込については、

診療報酬改定や医療制度改正などの影響によ診療報酬改定や医療制度改正などの影響によ診療報酬改定や医療制度改正などの影響によ診療報酬改定や医療制度改正などの影響によ

り診療報酬が減少し約２億円程度の新たな不り診療報酬が減少し約２億円程度の新たな不り診療報酬が減少し約２億円程度の新たな不り診療報酬が減少し約２億円程度の新たな不

良債務が生じる見込であり、年度末累積不良良債務が生じる見込であり、年度末累積不良良債務が生じる見込であり、年度末累積不良良債務が生じる見込であり、年度末累積不良

債務は約債務は約債務は約債務は約20202020億億億億2,0002,0002,0002,000万円となる見込でありま万円となる見込でありま万円となる見込でありま万円となる見込でありま

す。不良債務の決算処理につきましては、こす。不良債務の決算処理につきましては、こす。不良債務の決算処理につきましては、こす。不良債務の決算処理につきましては、こ

れまで同様１れまで同様１れまで同様１れまで同様１時時時時借入で対応してまいりたいと借入で対応してまいりたいと借入で対応してまいりたいと借入で対応してまいりたいと

考えております。考えております。考えております。考えております。    

    次に、第５次病院事業健全化計画と実績見次に、第５次病院事業健全化計画と実績見次に、第５次病院事業健全化計画と実績見次に、第５次病院事業健全化計画と実績見

込との比較では、今年度込との比較では、今年度込との比較では、今年度込との比較では、今年度３億３億３億３億 1,2001,2001,2001,200 万円の解万円の解万円の解万円の解

消となる計画に対し、新たな不良債務が発生消となる計画に対し、新たな不良債務が発生消となる計画に対し、新たな不良債務が発生消となる計画に対し、新たな不良債務が発生

することから、約５億することから、約５億することから、約５億することから、約５億 1,2001,2001,2001,200 万円の乖離を生万円の乖離を生万円の乖離を生万円の乖離を生
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じる見込であり、累積不良債務の扱いにつきじる見込であり、累積不良債務の扱いにつきじる見込であり、累積不良債務の扱いにつきじる見込であり、累積不良債務の扱いにつき

ましては、現在策定中の地域医療マスタープましては、現在策定中の地域医療マスタープましては、現在策定中の地域医療マスタープましては、現在策定中の地域医療マスタープ

ランに基づランに基づランに基づランに基づくくくく収支計画に含めることとなりま収支計画に含めることとなりま収支計画に含めることとなりま収支計画に含めることとなりま

すが、新しい病院すが、新しい病院すが、新しい病院すが、新しい病院の経営の経営の経営の経営の支障とならないよの支障とならないよの支障とならないよの支障とならないよ

ううううその対応を検討しているところでございまその対応を検討しているところでございまその対応を検討しているところでございまその対応を検討しているところでございま

す。す。す。す。    

    健全化団体の指定につきましては、北海道健全化団体の指定につきましては、北海道健全化団体の指定につきましては、北海道健全化団体の指定につきましては、北海道

に対し、今年度も極めて厳しい収支状況であに対し、今年度も極めて厳しい収支状況であに対し、今年度も極めて厳しい収支状況であに対し、今年度も極めて厳しい収支状況であ

りますが、現在進めている地域医療ビジョンりますが、現在進めている地域医療ビジョンりますが、現在進めている地域医療ビジョンりますが、現在進めている地域医療ビジョン

の推進がの推進がの推進がの推進が、、、、経営健全化の抜本的改善策である経営健全化の抜本的改善策である経営健全化の抜本的改善策である経営健全化の抜本的改善策である

ことことことこととととと地域医療の確保に向けた取り組みであ地域医療の確保に向けた取り組みであ地域医療の確保に向けた取り組みであ地域医療の確保に向けた取り組みであ

ることを説明し、平成ることを説明し、平成ることを説明し、平成ることを説明し、平成 18181818 年度の指定継続に向年度の指定継続に向年度の指定継続に向年度の指定継続に向

けて強く要請してきた結果、継続される見込けて強く要請してきた結果、継続される見込けて強く要請してきた結果、継続される見込けて強く要請してきた結果、継続される見込

みとなりました。みとなりました。みとなりました。みとなりました。    

    次に、平成次に、平成次に、平成次に、平成 19191919 年度の財政運営についてであ年度の財政運営についてであ年度の財政運営についてであ年度の財政運営についてであ

りますが、初めに三位一体の改革につきましりますが、初めに三位一体の改革につきましりますが、初めに三位一体の改革につきましりますが、初めに三位一体の改革につきまし

ては、地方分権を推進するため、国庫補助負ては、地方分権を推進するため、国庫補助負ては、地方分権を推進するため、国庫補助負ては、地方分権を推進するため、国庫補助負

担金、地方交付税、税源移譲を一体的に改革担金、地方交付税、税源移譲を一体的に改革担金、地方交付税、税源移譲を一体的に改革担金、地方交付税、税源移譲を一体的に改革

する税財政改革として、平成する税財政改革として、平成する税財政改革として、平成する税財政改革として、平成 16161616 年度から年度から年度から年度から 18181818

年度の３年間で地方財政全体としては国庫補年度の３年間で地方財政全体としては国庫補年度の３年間で地方財政全体としては国庫補年度の３年間で地方財政全体としては国庫補

助負担金が助負担金が助負担金が助負担金が 4.74.74.74.7 兆円の減、税源移譲として３兆円の減、税源移譲として３兆円の減、税源移譲として３兆円の減、税源移譲として３

兆円の増、臨時財政対策債を含めた地方交付兆円の増、臨時財政対策債を含めた地方交付兆円の増、臨時財政対策債を含めた地方交付兆円の増、臨時財政対策債を含めた地方交付

税の税の税の税の 5.15.15.15.1 兆円の減で、差引兆円の減で、差引兆円の減で、差引兆円の減で、差引 6.86.86.86.8 兆円の減とな兆円の減とな兆円の減とな兆円の減とな

ったところであります。ったところであります。ったところであります。ったところであります。    

    これを本市に置きこれを本市に置きこれを本市に置きこれを本市に置き換えますと、３年間で国換えますと、３年間で国換えますと、３年間で国換えますと、３年間で国

庫補助負担金が３億円の減、所得譲与税が２庫補助負担金が３億円の減、所得譲与税が２庫補助負担金が３億円の減、所得譲与税が２庫補助負担金が３億円の減、所得譲与税が２

億円の増、臨時財政対策債を含めた地方交付億円の増、臨時財政対策債を含めた地方交付億円の増、臨時財政対策債を含めた地方交付億円の増、臨時財政対策債を含めた地方交付

税は、平成税は、平成税は、平成税は、平成 16161616 年度の大幅な削減を含めますと年度の大幅な削減を含めますと年度の大幅な削減を含めますと年度の大幅な削減を含めますと

７億７億７億７億 9,0009,0009,0009,000 万円の減で、差引８億万円の減で、差引８億万円の減で、差引８億万円の減で、差引８億 9,0009,0009,0009,000 万円万円万円万円

の減と見込んでおります。の減と見込んでおります。の減と見込んでおります。の減と見込んでおります。    

    次に、新型交付税につきましては、地方団次に、新型交付税につきましては、地方団次に、新型交付税につきましては、地方団次に、新型交付税につきましては、地方団

体の財政運営に支障が生じないよう、必要な体の財政運営に支障が生じないよう、必要な体の財政運営に支障が生じないよう、必要な体の財政運営に支障が生じないよう、必要な

措置を講じつつ、簡素な新しい基準による交措置を講じつつ、簡素な新しい基準による交措置を講じつつ、簡素な新しい基準による交措置を講じつつ、簡素な新しい基準による交

付税の算定を行うなど、見直しを図る観点か付税の算定を行うなど、見直しを図る観点か付税の算定を行うなど、見直しを図る観点か付税の算定を行うなど、見直しを図る観点か

ら、人口と面積を基本とした簡素な算定を行ら、人口と面積を基本とした簡素な算定を行ら、人口と面積を基本とした簡素な算定を行ら、人口と面積を基本とした簡素な算定を行

うものであり、平成うものであり、平成うものであり、平成うものであり、平成 19191919 年度については、基準年度については、基準年度については、基準年度については、基準

財政需要額の１割程度が導入され、総務省の財政需要額の１割程度が導入され、総務省の財政需要額の１割程度が導入され、総務省の財政需要額の１割程度が導入され、総務省の

試算によると試算によると試算によると試算によると、本市の影響額は、本市の影響額は、本市の影響額は、本市の影響額は 400400400400 万円程度万円程度万円程度万円程度

の減となります。の減となります。の減となります。の減となります。    

    次に、新たな借換債制度と発行済借換債に次に、新たな借換債制度と発行済借換債に次に、新たな借換債制度と発行済借換債に次に、新たな借換債制度と発行済借換債に

ついてでありますが、平成ついてでありますが、平成ついてでありますが、平成ついてでありますが、平成 17171717 年度の地方財政年度の地方財政年度の地方財政年度の地方財政

対策により発行した借換債については、対策により発行した借換債については、対策により発行した借換債については、対策により発行した借換債については、公債公債公債公債

費費費費負担の平準化を目的とし、収支不足への対負担の平準化を目的とし、収支不足への対負担の平準化を目的とし、収支不足への対負担の平準化を目的とし、収支不足への対

応という観点から、一定の成果があったもの応という観点から、一定の成果があったもの応という観点から、一定の成果があったもの応という観点から、一定の成果があったもの

と考えております。と考えております。と考えております。と考えております。    

    一方、平成一方、平成一方、平成一方、平成 19191919 年度地方財政対策で示された年度地方財政対策で示された年度地方財政対策で示された年度地方財政対策で示された

公債費公債費公債費公債費負担対策については、財政健全化計画負担対策については、財政健全化計画負担対策については、財政健全化計画負担対策については、財政健全化計画

または公営企業経営健全化計画または公営企業経営健全化計画または公営企業経営健全化計画または公営企業経営健全化計画を策定し、行を策定し、行を策定し、行を策定し、行

政改革政改革政改革政改革・・・・経営改革を行う地方団体を対象に、経営改革を行う地方団体を対象に、経営改革を行う地方団体を対象に、経営改革を行う地方団体を対象に、

平成平成平成平成 19191919 年度から平成年度から平成年度から平成年度から平成 21212121 年度までの臨時特例年度までの臨時特例年度までの臨時特例年度までの臨時特例

措置として、金利５％以上のもの一部につ措置として、金利５％以上のもの一部につ措置として、金利５％以上のもの一部につ措置として、金利５％以上のもの一部についいいい

て、財政力、て、財政力、て、財政力、て、財政力、公債費公債費公債費公債費の負担等の状況に応じ繰の負担等の状況に応じ繰の負担等の状況に応じ繰の負担等の状況に応じ繰

上償還を行い、上償還を行い、上償還を行い、上償還を行い、補償補償補償補償金を免除し、必要に応じ金を免除し、必要に応じ金を免除し、必要に応じ金を免除し、必要に応じ

民間資金による借換債が発行できるとされて民間資金による借換債が発行できるとされて民間資金による借換債が発行できるとされて民間資金による借換債が発行できるとされて

おります。おります。おります。おります。    

    現時点では、借換債の要件など、詳細は明現時点では、借換債の要件など、詳細は明現時点では、借換債の要件など、詳細は明現時点では、借換債の要件など、詳細は明

らかにされておりませんが、この度の対策はらかにされておりませんが、この度の対策はらかにされておりませんが、この度の対策はらかにされておりませんが、この度の対策は

公債費公債費公債費公債費負担の軽減を目的としているところで負担の軽減を目的としているところで負担の軽減を目的としているところで負担の軽減を目的としているところで

あります。あります。あります。あります。    

    次に、６億次に、６億次に、６億次に、６億 7,0007,0007,0007,000 万円の財源不足の対応で万円の財源不足の対応で万円の財源不足の対応で万円の財源不足の対応で

ありますが、歳出といたしまして、人件費独ありますが、歳出といたしまして、人件費独ありますが、歳出といたしまして、人件費独ありますが、歳出といたしまして、人件費独

自削減や事務事業見直しにより、４億自削減や事務事業見直しにより、４億自削減や事務事業見直しにより、４億自削減や事務事業見直しにより、４億 2,0002,0002,0002,000

万円の削減、一方歳入といたしましては市立万円の削減、一方歳入といたしましては市立万円の削減、一方歳入といたしましては市立万円の削減、一方歳入といたしましては市立

病院５次健分の特別交付税や基金処分金など病院５次健分の特別交付税や基金処分金など病院５次健分の特別交付税や基金処分金など病院５次健分の特別交付税や基金処分金など

２億２億２億２億 5,0005,0005,0005,000 万円の増により対応いたし万円の増により対応いたし万円の増により対応いたし万円の増により対応いたしました。ました。ました。ました。    

    次に、行政サービス等の変更についてであ次に、行政サービス等の変更についてであ次に、行政サービス等の変更についてであ次に、行政サービス等の変更についてであ

りますが、生活保護世帯における就学支援事りますが、生活保護世帯における就学支援事りますが、生活保護世帯における就学支援事りますが、生活保護世帯における就学支援事

業の廃止をはじめ、融雪施設設置資金業の廃止をはじめ、融雪施設設置資金業の廃止をはじめ、融雪施設設置資金業の廃止をはじめ、融雪施設設置資金利子補利子補利子補利子補
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給給給給事業の廃止、就学援助支給基準の見直し、事業の廃止、就学援助支給基準の見直し、事業の廃止、就学援助支給基準の見直し、事業の廃止、就学援助支給基準の見直し、

市民バス運行路線の一部見直し、間口除雪市民バス運行路線の一部見直し、間口除雪市民バス運行路線の一部見直し、間口除雪市民バス運行路線の一部見直し、間口除雪事事事事

業業業業の拡大との拡大との拡大との拡大と利用者負担金の見直しのほか、出利用者負担金の見直しのほか、出利用者負担金の見直しのほか、出利用者負担金の見直しのほか、出

産家庭の全戸訪問の実施などを予定しており産家庭の全戸訪問の実施などを予定しており産家庭の全戸訪問の実施などを予定しており産家庭の全戸訪問の実施などを予定しており

ます。ます。ます。ます。    

    なお、家庭ごみの有料化については平成なお、家庭ごみの有料化については平成なお、家庭ごみの有料化については平成なお、家庭ごみの有料化については平成 19191919

年秋を目処として取り組みを進めてまいりま年秋を目処として取り組みを進めてまいりま年秋を目処として取り組みを進めてまいりま年秋を目処として取り組みを進めてまいりま

す。す。す。す。    

    次に、普通建設事業の状況とまちづくりプ次に、普通建設事業の状況とまちづくりプ次に、普通建設事業の状況とまちづくりプ次に、普通建設事業の状況とまちづくりプ

ラン後期基本計画との整合性についてでありラン後期基本計画との整合性についてでありラン後期基本計画との整合性についてでありラン後期基本計画との整合性についてであり

ますが、計画に追加した新規事業は道路新設ますが、計画に追加した新規事業は道路新設ますが、計画に追加した新規事業は道路新設ますが、計画に追加した新規事業は道路新設

改良単改良単改良単改良単独事業のうち、東雲線整備、最終処分独事業のうち、東雲線整備、最終処分独事業のうち、東雲線整備、最終処分独事業のうち、東雲線整備、最終処分

場周辺道路整備の２路線など９事業あり、計場周辺道路整備の２路線など９事業あり、計場周辺道路整備の２路線など９事業あり、計場周辺道路整備の２路線など９事業あり、計

画予定年度を変更したものは画予定年度を変更したものは画予定年度を変更したものは画予定年度を変更したものは 14141414 事業となり事業となり事業となり事業となり

ました。ました。ました。ました。    

    なお、平成なお、平成なお、平成なお、平成 19191919 年度の普通建設事業について年度の普通建設事業について年度の普通建設事業について年度の普通建設事業について

は、普通会計では、普通会計では、普通会計では、普通会計で 12121212 億億億億 9,0009,0009,0009,000 万円程度となり、万円程度となり、万円程度となり、万円程度となり、

まちづくりプラン後期基本計画の財政推計とまちづくりプラン後期基本計画の財政推計とまちづくりプラン後期基本計画の財政推計とまちづくりプラン後期基本計画の財政推計と

比較比較比較比較ををををすると約８億円の減少となったところすると約８億円の減少となったところすると約８億円の減少となったところすると約８億円の減少となったところ

であります。であります。であります。であります。    

    その主な要因としては、事業の前倒しやその主な要因としては、事業の前倒しやその主な要因としては、事業の前倒しやその主な要因としては、事業の前倒しや

国・道の事業との関連などにより、土地区画国・道の事業との関連などにより、土地区画国・道の事業との関連などにより、土地区画国・道の事業との関連などにより、土地区画

整理事業や河川整備事業などが減額となった整理事業や河川整備事業などが減額となった整理事業や河川整備事業などが減額となった整理事業や河川整備事業などが減額となった

ことによるものであります。ことによるものであります。ことによるものであります。ことによるものであります。    

    次に、事務事業評価についてでありますが、次に、事務事業評価についてでありますが、次に、事務事業評価についてでありますが、次に、事務事業評価についてでありますが、

事務事業評価は行政事務事業評価は行政事務事業評価は行政事務事業評価は行政資源の効果的配分や市民資源の効果的配分や市民資源の効果的配分や市民資源の効果的配分や市民

サービスの質の向上などを目的として事後評サービスの質の向上などを目的として事後評サービスの質の向上などを目的として事後評サービスの質の向上などを目的として事後評

価及び事前評価価及び事前評価価及び事前評価価及び事前評価に分けて実施しております。に分けて実施しております。に分けて実施しております。に分けて実施しております。    

    事後評価につきましては、今年度、平成事後評価につきましては、今年度、平成事後評価につきましては、今年度、平成事後評価につきましては、今年度、平成 17171717

年度実施分の年度実施分の年度実施分の年度実施分の 467467467467 件を対象とし、うち件を対象とし、うち件を対象とし、うち件を対象とし、うち 33333333 件を件を件を件を

二次評価いたしました。評価に当たっては、二次評価いたしました。評価に当たっては、二次評価いたしました。評価に当たっては、二次評価いたしました。評価に当たっては、

市の関与の妥当性、効率性、有効性などの観市の関与の妥当性、効率性、有効性などの観市の関与の妥当性、効率性、有効性などの観市の関与の妥当性、効率性、有効性などの観

点から総合的に点検し、その結果を平成点から総合的に点検し、その結果を平成点から総合的に点検し、その結果を平成点から総合的に点検し、その結果を平成 19191919

年度年度年度年度予算編成において活用し、約予算編成において活用し、約予算編成において活用し、約予算編成において活用し、約 7,2007,2007,2007,200 万円万円万円万円

の節減効果を得ました。の節減効果を得ました。の節減効果を得ました。の節減効果を得ました。    

    また、事前評価については、新年度予算要また、事前評価については、新年度予算要また、事前評価については、新年度予算要また、事前評価については、新年度予算要

求があったものの中から新規事業と求があったものの中から新規事業と求があったものの中から新規事業と求があったものの中から新規事業と改修改修改修改修等の等の等の等の

大きな経費を伴う大きな経費を伴う大きな経費を伴う大きな経費を伴う既存既存既存既存事業を対象に事業を対象に事業を対象に事業を対象に 44444444 件行件行件行件行

い、このうち普い、このうち普い、このうち普い、このうち普通建設事業通建設事業通建設事業通建設事業 16161616 件、その他の事件、その他の事件、その他の事件、その他の事

業業業業 10101010 件、合計件、合計件、合計件、合計 26262626 件について予算措置いたし件について予算措置いたし件について予算措置いたし件について予算措置いたし

ました。ました。ました。ました。    

    次に、財政収支見通しの見直し状況につい次に、財政収支見通しの見直し状況につい次に、財政収支見通しの見直し状況につい次に、財政収支見通しの見直し状況につい

てでありますが、平成てでありますが、平成てでありますが、平成てでありますが、平成 19191919 年度予算案がまとま年度予算案がまとま年度予算案がまとま年度予算案がまとま

りましたことから、財政推計の見直しを進めりましたことから、財政推計の見直しを進めりましたことから、財政推計の見直しを進めりましたことから、財政推計の見直しを進め

てまいりたいと考えております。なお、見直てまいりたいと考えております。なお、見直てまいりたいと考えております。なお、見直てまいりたいと考えております。なお、見直

しに当たっては、公債費負担適性化計画や国しに当たっては、公債費負担適性化計画や国しに当たっては、公債費負担適性化計画や国しに当たっては、公債費負担適性化計画や国

の地方改革である再生法制などの動向を踏まの地方改革である再生法制などの動向を踏まの地方改革である再生法制などの動向を踏まの地方改革である再生法制などの動向を踏ま

えながら行うこととしております。えながら行うこととしております。えながら行うこととしております。えながら行うこととしております。    

    次に、事業別予算、市民にわかりやすい予次に、事業別予算、市民にわかりやすい予次に、事業別予算、市民にわかりやすい予次に、事業別予算、市民にわかりやすい予

算書づくりについてでありますが、予算書の算書づくりについてでありますが、予算書の算書づくりについてでありますが、予算書の算書づくりについてでありますが、予算書の

内容につきましてはさまざまな行政活動のト内容につきましてはさまざまな行政活動のト内容につきましてはさまざまな行政活動のト内容につきましてはさまざまな行政活動のト

ータルコストを把握できるよう、歳出のータルコストを把握できるよう、歳出のータルコストを把握できるよう、歳出のータルコストを把握できるよう、歳出の目ご目ご目ご目ご

とに事業費・人件費とあわせ、新たに施設整とに事業費・人件費とあわせ、新たに施設整とに事業費・人件費とあわせ、新たに施設整とに事業費・人件費とあわせ、新たに施設整

備に伴い発行した起債の元利償還金を掲載い備に伴い発行した起債の元利償還金を掲載い備に伴い発行した起債の元利償還金を掲載い備に伴い発行した起債の元利償還金を掲載い

たしました。今後においても、国の公会計制たしました。今後においても、国の公会計制たしました。今後においても、国の公会計制たしました。今後においても、国の公会計制

度改革や他市町村との動向などを踏まえ、さ度改革や他市町村との動向などを踏まえ、さ度改革や他市町村との動向などを踏まえ、さ度改革や他市町村との動向などを踏まえ、さ

らに工夫を加えながら改善に向けて検討してらに工夫を加えながら改善に向けて検討してらに工夫を加えながら改善に向けて検討してらに工夫を加えながら改善に向けて検討して

まいりたいと考えてまいります。まいりたいと考えてまいります。まいりたいと考えてまいります。まいりたいと考えてまいります。    

    次に、失業雇用対策についてでありますが、次に、失業雇用対策についてでありますが、次に、失業雇用対策についてでありますが、次に、失業雇用対策についてでありますが、

はじめに雇用指はじめに雇用指はじめに雇用指はじめに雇用指標標標標の状況につきましては、形の状況につきましては、形の状況につきましては、形の状況につきましては、形

態別雇用者では態別雇用者では態別雇用者では態別雇用者では平成平成平成平成 16161616 年の事業統計結果と年の事業統計結果と年の事業統計結果と年の事業統計結果と

13131313 年との比較で申し上げますと、雇用者総数年との比較で申し上げますと、雇用者総数年との比較で申し上げますと、雇用者総数年との比較で申し上げますと、雇用者総数

はははは7,5727,5727,5727,572人で人で人で人で3,0553,0553,0553,055人の減となっております。人の減となっております。人の減となっております。人の減となっております。

このうち、常用雇用者の正社員がこのうち、常用雇用者の正社員がこのうち、常用雇用者の正社員がこのうち、常用雇用者の正社員が 4,2594,2594,2594,259 人で人で人で人で

2,5342,5342,5342,534 人の減、人の減、人の減、人の減、非正社員が非正社員が非正社員が非正社員が 2,6812,6812,6812,681 人で人で人で人で 386386386386 人人人人

の減、臨時雇用者がの減、臨時雇用者がの減、臨時雇用者がの減、臨時雇用者が 632632632632 人で人で人で人で 135135135135 人の減とな人の減とな人の減とな人の減とな

っております。っております。っております。っております。    

    産業別では、第１次産業が総数産業別では、第１次産業が総数産業別では、第１次産業が総数産業別では、第１次産業が総数 23232323 人で１人人で１人人で１人人で１人
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の減となっており、このうち正社員がの減となっており、このうち正社員がの減となっており、このうち正社員がの減となっており、このうち正社員が 13131313 人で人で人で人で

１人の減、非正社員が１人で４人の減、臨時１人の減、非正社員が１人で４人の減、臨時１人の減、非正社員が１人で４人の減、臨時１人の減、非正社員が１人で４人の減、臨時

雇用者が９人で４人の増。第２次産業では総雇用者が９人で４人の増。第２次産業では総雇用者が９人で４人の増。第２次産業では総雇用者が９人で４人の増。第２次産業では総

数数数数 2,2992,2992,2992,299 人で人で人で人で 631631631631 人の減となっており、この人の減となっており、この人の減となっており、この人の減となっており、この

うち正社員がうち正社員がうち正社員がうち正社員が 1,4031,4031,4031,403 人で人で人で人で 460460460460 人の減、非正社人の減、非正社人の減、非正社人の減、非正社

員が員が員が員が 592592592592 人で人で人で人で 201201201201 人の減、臨時雇用者が人の減、臨時雇用者が人の減、臨時雇用者が人の減、臨時雇用者が 304304304304

人で人で人で人で 20202020 人の増。第３次産業では総数人の増。第３次産業では総数人の増。第３次産業では総数人の増。第３次産業では総数 5,2505,2505,2505,250

人で人で人で人で 2,412,412,412,413333 人の減となっており、このうち正人の減となっており、このうち正人の減となっており、このうち正人の減となっており、このうち正

社員が社員が社員が社員が 2,8432,8432,8432,843 人で人で人で人で 2,0732,0732,0732,073 人の減、非正社員が人の減、非正社員が人の減、非正社員が人の減、非正社員が

2,0882,0882,0882,088 人で人で人で人で 181181181181 人の減、臨時雇用者が人の減、臨時雇用者が人の減、臨時雇用者が人の減、臨時雇用者が 319319319319 人人人人

でででで 159159159159 人の減となっております。人の減となっております。人の減となっております。人の減となっております。    

    雇用保険受給者の月平均数は、平成雇用保険受給者の月平均数は、平成雇用保険受給者の月平均数は、平成雇用保険受給者の月平均数は、平成 17171717 年度年度年度年度

176176176176 人、人、人、人、18181818 年度の１月末で年度の１月末で年度の１月末で年度の１月末で 157157157157 人と前年比較人と前年比較人と前年比較人と前年比較

でででで 19191919 人減少しております。人減少しております。人減少しております。人減少しております。    

    離職票交付者の月平均数は、平成離職票交付者の月平均数は、平成離職票交付者の月平均数は、平成離職票交付者の月平均数は、平成 17171717 年度年度年度年度

66.166.166.166.1 人、人、人、人、18181818 年度年度年度年度 73737373 人で人で人で人で 6.96.96.96.9 人増加しており人増加しており人増加しており人増加しており

ます。ます。ます。ます。このうち、第２次産業では、このうち、第２次産業では、このうち、第２次産業では、このうち、第２次産業では、17171717 年度年度年度年度 18.418.418.418.4

人、人、人、人、18181818 年度年度年度年度 21.421.421.421.4 人で３人の増加。第３次産人で３人の増加。第３次産人で３人の増加。第３次産人で３人の増加。第３次産

業では業では業では業では 17171717 年度年度年度年度 47.747.747.747.7 人、人、人、人、18181818 年度年度年度年度 51.651.651.651.6 人で人で人で人で 3.93.93.93.9

人増加をしております。人増加をしております。人増加をしております。人増加をしております。    

    有効求人倍率の有効求人倍率の有効求人倍率の有効求人倍率の 12121212 月現在についてであり月現在についてであり月現在についてであり月現在についてであり

ますが、全国では平成ますが、全国では平成ますが、全国では平成ますが、全国では平成 17171717 年年年年 1.031.031.031.03 倍、倍、倍、倍、18181818 年年年年 1.11.11.11.1

倍。北海道では倍。北海道では倍。北海道では倍。北海道では 17171717 年年年年 0.540.540.540.54 倍、倍、倍、倍、18181818 年年年年 0.610.610.610.61 倍。倍。倍。倍。

岩見沢管内では岩見沢管内では岩見沢管内では岩見沢管内では 17171717 年年年年 0.390.390.390.39 倍、倍、倍、倍、18181818 年年年年 0.420.420.420.42 倍倍倍倍

で求職者で求職者で求職者で求職者 2,3342,3342,3342,334 人に対し、求人数は人に対し、求人数は人に対し、求人数は人に対し、求人数は 984984984984 人と人と人と人と

なっております。本市では、なっております。本市では、なっております。本市では、なっております。本市では、17171717 年年年年 0.360.360.360.36 倍、倍、倍、倍、

18181818 年年年年 0.410.410.410.41 倍で求職者数倍で求職者数倍で求職者数倍で求職者数 416416416416 人に対し、求人人に対し、求人人に対し、求人人に対し、求人

数は数は数は数は 172172172172 人となっております。人となっております。人となっております。人となっております。    

    学卒者の今年１月末現在の就職内定率につ学卒者の今年１月末現在の就職内定率につ学卒者の今年１月末現在の就職内定率につ学卒者の今年１月末現在の就職内定率につ

いては、高校ではいては、高校ではいては、高校ではいては、高校では 65.965.965.965.9％の内定率で、昨年同％の内定率で、昨年同％の内定率で、昨年同％の内定率で、昨年同

時期より時期より時期より時期より 4.74.74.74.7％の増％の増％の増％の増。。。。専修大学北海道短期大専修大学北海道短期大専修大学北海道短期大専修大学北海道短期大

学では学では学では学では 81.381.381.381.3％の内定率で、昨年同時期より％の内定率で、昨年同時期より％の内定率で、昨年同時期より％の内定率で、昨年同時期より

7.87.87.87.8％の増。北海道中央コン％の増。北海道中央コン％の増。北海道中央コン％の増。北海道中央コンピュータ・カレッピュータ・カレッピュータ・カレッピュータ・カレッ

ジではジではジではジでは 76.276.276.276.2％の内定率で昨年同時期より％の内定率で昨年同時期より％の内定率で昨年同時期より％の内定率で昨年同時期より

9.59.59.59.5％の減となっております。％の減となっております。％の減となっております。％の減となっております。    

    これらの数値から、全国的には景気が徐々これらの数値から、全国的には景気が徐々これらの数値から、全国的には景気が徐々これらの数値から、全国的には景気が徐々

に回復してきており、有効求人倍率も１を超に回復してきており、有効求人倍率も１を超に回復してきており、有効求人倍率も１を超に回復してきており、有効求人倍率も１を超

え、雇用状況の改善が進んでいることが伺ええ、雇用状況の改善が進んでいることが伺ええ、雇用状況の改善が進んでいることが伺ええ、雇用状況の改善が進んでいることが伺え

ますが、北海道や管内また本市では多少の回ますが、北海道や管内また本市では多少の回ますが、北海道や管内また本市では多少の回ますが、北海道や管内また本市では多少の回

復傾向にあるもの、非正規化が進むなど、依復傾向にあるもの、非正規化が進むなど、依復傾向にあるもの、非正規化が進むなど、依復傾向にあるもの、非正規化が進むなど、依

然として厳しい雇用状況が続いております。然として厳しい雇用状況が続いております。然として厳しい雇用状況が続いております。然として厳しい雇用状況が続いております。

このことから、雇用状況の改善に向けた取りこのことから、雇用状況の改善に向けた取りこのことから、雇用状況の改善に向けた取りこのことから、雇用状況の改善に向けた取り

組みを一層推進しなければならないと考えて組みを一層推進しなければならないと考えて組みを一層推進しなければならないと考えて組みを一層推進しなければならないと考えて

いるところでございます。いるところでございます。いるところでございます。いるところでございます。    

    次に、平成次に、平成次に、平成次に、平成 19191919 年度の雇用対策についてであ年度の雇用対策についてであ年度の雇用対策についてであ年度の雇用対策についてであ

りますが、雇用の創出に対しての助成制りますが、雇用の創出に対しての助成制りますが、雇用の創出に対しての助成制りますが、雇用の創出に対しての助成制度や度や度や度や

経営の安定・振興を図るための融資制度の実経営の安定・振興を図るための融資制度の実経営の安定・振興を図るための融資制度の実経営の安定・振興を図るための融資制度の実

施のほか、産業構造の高度化等に対応し得る施のほか、産業構造の高度化等に対応し得る施のほか、産業構造の高度化等に対応し得る施のほか、産業構造の高度化等に対応し得る

人材の養成を図るための人材の養成を図るための人材の養成を図るための人材の養成を図るための助成助成助成助成及び求職者や新及び求職者や新及び求職者や新及び求職者や新

規学卒者が就業の場を広げるための技能取得規学卒者が就業の場を広げるための技能取得規学卒者が就業の場を広げるための技能取得規学卒者が就業の場を広げるための技能取得

に対しての助成などを行ってまいります。に対しての助成などを行ってまいります。に対しての助成などを行ってまいります。に対しての助成などを行ってまいります。    

    また、新たな雇用創出に向け、企業誘致にまた、新たな雇用創出に向け、企業誘致にまた、新たな雇用創出に向け、企業誘致にまた、新たな雇用創出に向け、企業誘致に

積極的に取り組むとともに、今後は産業間の積極的に取り組むとともに、今後は産業間の積極的に取り組むとともに、今後は産業間の積極的に取り組むとともに、今後は産業間の

横断的な連携横断的な連携横断的な連携横断的な連携・・・・協力のもと、地域資源を活用協力のもと、地域資源を活用協力のもと、地域資源を活用協力のもと、地域資源を活用

した域内循環を高め、雇用興しにつなげてました域内循環を高め、雇用興しにつなげてました域内循環を高め、雇用興しにつなげてました域内循環を高め、雇用興しにつなげてま

いりたいと考えております。いりたいと考えております。いりたいと考えております。いりたいと考えております。    

●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君    18181818 番紫藤政則議員。番紫藤政則議員。番紫藤政則議員。番紫藤政則議員。    

●●●●18181818 番紫藤政則議員番紫藤政則議員番紫藤政則議員番紫藤政則議員    盛りだくさんの質問盛りだくさんの質問盛りだくさんの質問盛りだくさんの質問

項目がありまして、項目がありまして、項目がありまして、項目がありまして、1111 つひとつお答えをいたつひとつお答えをいたつひとつお答えをいたつひとつお答えをいた

だきました。ありがとうございました。だきました。ありがとうございました。だきました。ありがとうございました。だきました。ありがとうございました。    

    何点か重ねて質問をしたいと思います。何点か重ねて質問をしたいと思います。何点か重ねて質問をしたいと思います。何点か重ねて質問をしたいと思います。    

    新しい財政再生法の関係でありますが、市新しい財政再生法の関係でありますが、市新しい財政再生法の関係でありますが、市新しい財政再生法の関係でありますが、市

長はお答えでは、これは判断比率というのが長はお答えでは、これは判断比率というのが長はお答えでは、これは判断比率というのが長はお答えでは、これは判断比率というのが

示されていないし、その関係から美唄が今後示されていないし、その関係から美唄が今後示されていないし、その関係から美唄が今後示されていないし、その関係から美唄が今後

この早期是正団体にこの早期是正団体にこの早期是正団体にこの早期是正団体に指定されるのか、これに指定されるのか、これに指定されるのか、これに指定されるのか、これに

ついてはいまではわからないと。しかし、抱ついてはいまではわからないと。しかし、抱ついてはいまではわからないと。しかし、抱ついてはいまではわからないと。しかし、抱

えている美唄の、財政のいわばネック、これえている美唄の、財政のいわばネック、これえている美唄の、財政のいわばネック、これえている美唄の、財政のいわばネック、これ

は病院とそれから公債費の今後の負担、このは病院とそれから公債費の今後の負担、このは病院とそれから公債費の今後の負担、このは病院とそれから公債費の今後の負担、この
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問題ですということをお答えになったわけで問題ですということをお答えになったわけで問題ですということをお答えになったわけで問題ですということをお答えになったわけで

す。す。す。す。    

    そのことを考えますと、この４つの財政指そのことを考えますと、この４つの財政指そのことを考えますと、この４つの財政指そのことを考えますと、この４つの財政指

標、このうち４つ目の連結実質赤字比率です。標、このうち４つ目の連結実質赤字比率です。標、このうち４つ目の連結実質赤字比率です。標、このうち４つ目の連結実質赤字比率です。

これと実質公債費比率。こここれと実質公債費比率。こここれと実質公債費比率。こここれと実質公債費比率。ここがポイントにながポイントにながポイントにながポイントにな

ってくるのではないんだろうかと、私はそのってくるのではないんだろうかと、私はそのってくるのではないんだろうかと、私はそのってくるのではないんだろうかと、私はその

ように受け止めたんです。ように受け止めたんです。ように受け止めたんです。ように受け止めたんです。    

    この連結実質赤字比率は、考え方は従来のこの連結実質赤字比率は、考え方は従来のこの連結実質赤字比率は、考え方は従来のこの連結実質赤字比率は、考え方は従来の

普通会計を対象にしました、実質収支比率。普通会計を対象にしました、実質収支比率。普通会計を対象にしました、実質収支比率。普通会計を対象にしました、実質収支比率。

都道府県が５％、市町村が都道府県が５％、市町村が都道府県が５％、市町村が都道府県が５％、市町村が 20202020％と、これは標％と、これは標％と、これは標％と、これは標

準財政規模の赤字の割合ということで示され準財政規模の赤字の割合ということで示され準財政規模の赤字の割合ということで示され準財政規模の赤字の割合ということで示され

てきていますが、この赤字比率についても、てきていますが、この赤字比率についても、てきていますが、この赤字比率についても、てきていますが、この赤字比率についても、

標準財政規模を市町村標準財政規模を市町村標準財政規模を市町村標準財政規模を市町村 20202020％にくくるんじゃ％にくくるんじゃ％にくくるんじゃ％にくくるんじゃ

なくて、さらにそれを分けて、ひとつ実態になくて、さらにそれを分けて、ひとつ実態になくて、さらにそれを分けて、ひとつ実態になくて、さらにそれを分けて、ひとつ実態に

あうような、いわば赤字の額をさらに対象をあうような、いわば赤字の額をさらに対象をあうような、いわば赤字の額をさらに対象をあうような、いわば赤字の額をさらに対象を

下げて、下げて、下げて、下げて、18181818 億円で美唄は再建団体になるとい億円で美唄は再建団体になるとい億円で美唄は再建団体になるとい億円で美唄は再建団体になるとい

うことがうことがうことがうことが１つの目処、これしかなかったんで１つの目処、これしかなかったんで１つの目処、これしかなかったんで１つの目処、これしかなかったんで

すが、これを絞り込すが、これを絞り込すが、これを絞り込すが、これを絞り込もうというもうというもうというもうという動きも一方で動きも一方で動きも一方で動きも一方で

あるわけでありまして、この考え方に沿ってあるわけでありまして、この考え方に沿ってあるわけでありまして、この考え方に沿ってあるわけでありまして、この考え方に沿って

その連結赤字比率というのを考えますと、市その連結赤字比率というのを考えますと、市その連結赤字比率というのを考えますと、市その連結赤字比率というのを考えますと、市

立病院が背負い込む立病院が背負い込む立病院が背負い込む立病院が背負い込むこのこのこのこの 20202020 億億億億 2,0002,0002,0002,000 万円、こ万円、こ万円、こ万円、こ

れを一気に背負わされたら、これは現行のこれを一気に背負わされたら、これは現行のこれを一気に背負わされたら、これは現行のこれを一気に背負わされたら、これは現行のこ

の実質収支比率という考え方に立っても、いの実質収支比率という考え方に立っても、いの実質収支比率という考え方に立っても、いの実質収支比率という考え方に立っても、い

わゆる判断比率を上回るのではないだろうかわゆる判断比率を上回るのではないだろうかわゆる判断比率を上回るのではないだろうかわゆる判断比率を上回るのではないだろうか

というふうに、いわばこれは、私はそういうというふうに、いわばこれは、私はそういうというふうに、いわばこれは、私はそういうというふうに、いわばこれは、私はそういう

ふうに感じるんです。ふうに感じるんです。ふうに感じるんです。ふうに感じるんです。    

    それと、実質公債費比率です。これは公債それと、実質公債費比率です。これは公債それと、実質公債費比率です。これは公債それと、実質公債費比率です。これは公債

費比率、起債制限比率で当時は費比率、起債制限比率で当時は費比率、起債制限比率で当時は費比率、起債制限比率で当時は 14141414％を超えた％を超えた％を超えた％を超えた

ら適性化計画を出すと、美唄はら適性化計画を出すと、美唄はら適性化計画を出すと、美唄はら適性化計画を出すと、美唄は 17171717 年度の段階年度の段階年度の段階年度の段階

でででで 15151515％を超えている。これを置き換えたのが、％を超えている。これを置き換えたのが、％を超えている。これを置き換えたのが、％を超えている。これを置き換えたのが、

この実質公債費比率です。この実質公債費比率です。この実質公債費比率です。この実質公債費比率です。下水道が入ってき下水道が入ってき下水道が入ってき下水道が入ってき

ましたということで延びました。これは、全ましたということで延びました。これは、全ましたということで延びました。これは、全ましたということで延びました。これは、全

道的に見ても、かなりの高い比率ということ道的に見ても、かなりの高い比率ということ道的に見ても、かなりの高い比率ということ道的に見ても、かなりの高い比率ということ

が言えます。が言えます。が言えます。が言えます。25252525％を超えますと、単独事業債％を超えますと、単独事業債％を超えますと、単独事業債％を超えますと、単独事業債

の制限に入る。この美唄のの制限に入る。この美唄のの制限に入る。この美唄のの制限に入る。この美唄の 17171717 年度、これでい年度、これでい年度、これでい年度、これでい

きますときますときますときますと 23.623.623.623.6 だだだだ。これがさてどうなるのかと。これがさてどうなるのかと。これがさてどうなるのかと。これがさてどうなるのかと

いう部分。私はここの２つがポイントでないいう部分。私はここの２つがポイントでないいう部分。私はここの２つがポイントでないいう部分。私はここの２つがポイントでない

かと思うんです。かと思うんです。かと思うんです。かと思うんです。    

    それで、これは出てみなければ分からないそれで、これは出てみなければ分からないそれで、これは出てみなければ分からないそれで、これは出てみなければ分からない

と言えばそれまでだが、いまのようなことをと言えばそれまでだが、いまのようなことをと言えばそれまでだが、いまのようなことをと言えばそれまでだが、いまのようなことを

踏まえて、市長は４つの判断比率の中でどの踏まえて、市長は４つの判断比率の中でどの踏まえて、市長は４つの判断比率の中でどの踏まえて、市長は４つの判断比率の中でどの

比率が最も美唄にとって注目すべきもので、比率が最も美唄にとって注目すべきもので、比率が最も美唄にとって注目すべきもので、比率が最も美唄にとって注目すべきもので、

健全化団体に適用される、早期健全化団体に健全化団体に適用される、早期健全化団体に健全化団体に適用される、早期健全化団体に健全化団体に適用される、早期健全化団体に

適用される可能性、この適用される可能性、この適用される可能性、この適用される可能性、この 20202020 年度年度年度年度決算というこ決算というこ決算というこ決算というこ

とだけれども、いきなりとだけれども、いきなりとだけれども、いきなりとだけれども、いきなり 20202020 年度決算に早期健年度決算に早期健年度決算に早期健年度決算に早期健

全化団体の対象になり得る、こういう見通し全化団体の対象になり得る、こういう見通し全化団体の対象になり得る、こういう見通し全化団体の対象になり得る、こういう見通し

を持っておられるのか。を持っておられるのか。を持っておられるのか。を持っておられるのか。    

    何度も言います。ちょっと出口をふさぎま何度も言います。ちょっと出口をふさぎま何度も言います。ちょっと出口をふさぎま何度も言います。ちょっと出口をふさぎま

すけれども、さきのことだからわからないとすけれども、さきのことだからわからないとすけれども、さきのことだからわからないとすけれども、さきのことだからわからないと

言うのではなくて。言うのではなくて。言うのではなくて。言うのではなくて。    

    なぜならば、このなぜならば、このなぜならば、このなぜならば、この 19191919 年度の予算というのが、年度の予算というのが、年度の予算というのが、年度の予算というのが、

この財政のいわば、すでに国から示されていこの財政のいわば、すでに国から示されていこの財政のいわば、すでに国から示されていこの財政のいわば、すでに国から示されてい

るでしょう。情報開示しなさいと、従来のやるでしょう。情報開示しなさいと、従来のやるでしょう。情報開示しなさいと、従来のやるでしょう。情報開示しなさいと、従来のや

り方ではなくて、ストック・フォローも含めり方ではなくて、ストック・フォローも含めり方ではなくて、ストック・フォローも含めり方ではなくて、ストック・フォローも含め

た情報開示につながるような、情報開示の拡た情報開示につながるような、情報開示の拡た情報開示につながるような、情報開示の拡た情報開示につながるような、情報開示の拡

大をしなさいということを言ってきている。大をしなさいということを言ってきている。大をしなさいということを言ってきている。大をしなさいということを言ってきている。

それと、最近になって、この病院の問題で美それと、最近になって、この病院の問題で美それと、最近になって、この病院の問題で美それと、最近になって、この病院の問題で美

唄はもう立唄はもう立唄はもう立唄はもう立ち行かなくなるというお話もされち行かなくなるというお話もされち行かなくなるというお話もされち行かなくなるというお話もされ

ているよう。ているよう。ているよう。ているよう。    

    こんな状況を踏まえて、予算を審査するわこんな状況を踏まえて、予算を審査するわこんな状況を踏まえて、予算を審査するわこんな状況を踏まえて、予算を審査するわ

けですから。このけですから。このけですから。このけですから。この 19191919 年度のこの結果として出年度のこの結果として出年度のこの結果として出年度のこの結果として出

る、予算が終わって決算が出て、そしてさまる、予算が終わって決算が出て、そしてさまる、予算が終わって決算が出て、そしてさまる、予算が終わって決算が出て、そしてさま

ざまな財政指標が出て、これらがまず１つのざまな財政指標が出て、これらがまず１つのざまな財政指標が出て、これらがまず１つのざまな財政指標が出て、これらがまず１つの

まずポイントでしょう。ポイントをその決算、まずポイントでしょう。ポイントをその決算、まずポイントでしょう。ポイントをその決算、まずポイントでしょう。ポイントをその決算、

19191919 年度で出てくるさまざまな指標、これは先年度で出てくるさまざまな指標、これは先年度で出てくるさまざまな指標、これは先年度で出てくるさまざまな指標、これは先

ほどお答えになりましたけれども、いつからほどお答えになりましたけれども、いつからほどお答えになりましたけれども、いつからほどお答えになりましたけれども、いつから

適用になるんですかと言いましたら、交付か適用になるんですかと言いましたら、交付か適用になるんですかと言いましたら、交付か適用になるんですかと言いましたら、交付か

ら１年以内にやらなければならないのは、そら１年以内にやらなければならないのは、そら１年以内にやらなければならないのは、そら１年以内にやらなければならないのは、そ
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の財政実態の公表ですと、こういうお話されの財政実態の公表ですと、こういうお話されの財政実態の公表ですと、こういうお話されの財政実態の公表ですと、こういうお話され

た。た。た。た。    

    交付から１年以内ということは、対象にな交付から１年以内ということは、対象にな交付から１年以内ということは、対象にな交付から１年以内ということは、対象にな

る年度はどれかわる年度はどれかわる年度はどれかわる年度はどれかわかりませんけれども、少なかりませんけれども、少なかりませんけれども、少なかりませんけれども、少な

くともくともくともくとも 20202020 年度の決算を対象にするというわ年度の決算を対象にするというわ年度の決算を対象にするというわ年度の決算を対象にするというわ

けではなくて、その前の年の決算ということけではなくて、その前の年の決算ということけではなくて、その前の年の決算ということけではなくて、その前の年の決算ということ

になれば、になれば、になれば、になれば、18181818年度もしくは年度もしくは年度もしくは年度もしくは19191919年度でしょう。年度でしょう。年度でしょう。年度でしょう。

20202020 年度というのは、これは宮脇先生が報告を年度というのは、これは宮脇先生が報告を年度というのは、これは宮脇先生が報告を年度というのは、これは宮脇先生が報告を

まとめられたものを読みますと、やはり予算まとめられたものを読みますと、やはり予算まとめられたものを読みますと、やはり予算まとめられたものを読みますと、やはり予算

の段階で、決算につながる予算の段階で、その段階で、決算につながる予算の段階で、その段階で、決算につながる予算の段階で、その段階で、決算につながる予算の段階で、そ

の角度を決めた予算にしてもらわなければなの角度を決めた予算にしてもらわなければなの角度を決めた予算にしてもらわなければなの角度を決めた予算にしてもらわなければな

らないし、そういった見方で予算を見なけれらないし、そういった見方で予算を見なけれらないし、そういった見方で予算を見なけれらないし、そういった見方で予算を見なけれ

ばだめだということで、市民の見方も議会のばだめだということで、市民の見方も議会のばだめだということで、市民の見方も議会のばだめだということで、市民の見方も議会の

見方も従来と違う厳しい見方で見ていただく見方も従来と違う厳しい見方で見ていただく見方も従来と違う厳しい見方で見ていただく見方も従来と違う厳しい見方で見ていただく

ための猶予期間を持つから、平成ための猶予期間を持つから、平成ための猶予期間を持つから、平成ための猶予期間を持つから、平成 20202020 年度決算年度決算年度決算年度決算

からということにしたいということを書いてからということにしたいということを書いてからということにしたいということを書いてからということにしたいということを書いて

いるんです。いるんです。いるんです。いるんです。    

    ですからこの辺、ひとつ忌憚のないところですからこの辺、ひとつ忌憚のないところですからこの辺、ひとつ忌憚のないところですからこの辺、ひとつ忌憚のないところ

で、狼が来るぞとで、狼が来るぞとで、狼が来るぞとで、狼が来るぞとあおる必要はありませんけあおる必要はありませんけあおる必要はありませんけあおる必要はありませんけ

れど、実態としてどのように、どの比率がポれど、実態としてどのように、どの比率がポれど、実態としてどのように、どの比率がポれど、実態としてどのように、どの比率がポ

イントになって、今後の早期是正団体、二段イントになって、今後の早期是正団体、二段イントになって、今後の早期是正団体、二段イントになって、今後の早期是正団体、二段

階方式の一段階目、これに美唄が対象になる階方式の一段階目、これに美唄が対象になる階方式の一段階目、これに美唄が対象になる階方式の一段階目、これに美唄が対象になる

可能性について、教えてください。可能性について、教えてください。可能性について、教えてください。可能性について、教えてください。    

    それから、財源不足６億それから、財源不足６億それから、財源不足６億それから、財源不足６億 7,0007,0007,0007,000 万円です。万円です。万円です。万円です。

これは先ほどのお話では、特定目的基金等のこれは先ほどのお話では、特定目的基金等のこれは先ほどのお話では、特定目的基金等のこれは先ほどのお話では、特定目的基金等の

処分、これは目的があって、そして積み立て処分、これは目的があって、そして積み立て処分、これは目的があって、そして積み立て処分、これは目的があって、そして積み立て

てきた。しかし、すべての基金、土地開発基てきた。しかし、すべての基金、土地開発基てきた。しかし、すべての基金、土地開発基てきた。しかし、すべての基金、土地開発基

金を含めて金を含めて金を含めて金を含めて 13131313 億円からの基金からの借金を億円からの基金からの借金を億円からの基金からの借金を億円からの基金からの借金を

一般会計しているわけですから、これ返す目一般会計しているわけですから、これ返す目一般会計しているわけですから、これ返す目一般会計しているわけですから、これ返す目

処が立たなくなったと処が立たなくなったと処が立たなくなったと処が立たなくなったということも要素だと思いうことも要素だと思いうことも要素だと思いうことも要素だと思

うんですけれども、これらの基金の廃止等のうんですけれども、これらの基金の廃止等のうんですけれども、これらの基金の廃止等のうんですけれども、これらの基金の廃止等の

処分、これらで２億処分、これらで２億処分、これらで２億処分、これらで２億 5,0005,0005,0005,000 万円やり繰りしま万円やり繰りしま万円やり繰りしま万円やり繰りしま

したというお話でした。それから、残り引けしたというお話でした。それから、残り引けしたというお話でした。それから、残り引けしたというお話でした。それから、残り引け

ば６億円から２億ば６億円から２億ば６億円から２億ば６億円から２億 5,0005,0005,0005,000 万円、６億円から引万円、６億円から引万円、６億円から引万円、６億円から引

けば４億けば４億けば４億けば４億 2,0002,0002,0002,000 万円になるんですか。これに万円になるんですか。これに万円になるんですか。これに万円になるんですか。これに

ついては事務事業の見直し、これと人件費とついては事務事業の見直し、これと人件費とついては事務事業の見直し、これと人件費とついては事務事業の見直し、これと人件費と

いうことです。いうことです。いうことです。いうことです。    

    この大層は、職員に対する人件費の見直しこの大層は、職員に対する人件費の見直しこの大層は、職員に対する人件費の見直しこの大層は、職員に対する人件費の見直し

と称する圧縮で、やり繰りしたと、こういうと称する圧縮で、やり繰りしたと、こういうと称する圧縮で、やり繰りしたと、こういうと称する圧縮で、やり繰りしたと、こういう

ことでしょう。人件費にしわ寄せをさせたとことでしょう。人件費にしわ寄せをさせたとことでしょう。人件費にしわ寄せをさせたとことでしょう。人件費にしわ寄せをさせたと

いうこというこというこということですね。この４億ですね。この４億ですね。この４億ですね。この４億 2,0002,0002,0002,000 万円のうち、万円のうち、万円のうち、万円のうち、

どの程度になるんですか。そしてこれは、過どの程度になるんですか。そしてこれは、過どの程度になるんですか。そしてこれは、過どの程度になるんですか。そしてこれは、過

去、過去といっても去、過去といっても去、過去といっても去、過去といってもいつからさかのぼればいいつからさかのぼればいいつからさかのぼればいいつからさかのぼればい

いかわかりませんけれども、余り経験のないいかわかりませんけれども、余り経験のないいかわかりませんけれども、余り経験のないいかわかりませんけれども、余り経験のない

額だというふうに私思うんです。額だというふうに私思うんです。額だというふうに私思うんです。額だというふうに私思うんです。    

    この辺、人件費にターゲットを絞らざるをこの辺、人件費にターゲットを絞らざるをこの辺、人件費にターゲットを絞らざるをこの辺、人件費にターゲットを絞らざるを

得なかったということでしょうけれども、そ得なかったということでしょうけれども、そ得なかったということでしょうけれども、そ得なかったということでしょうけれども、そ

の辺のひとつご認識です。具体的にどういうの辺のひとつご認識です。具体的にどういうの辺のひとつご認識です。具体的にどういうの辺のひとつご認識です。具体的にどういう

額が今後反映されるのか、そこを教えてくだ額が今後反映されるのか、そこを教えてくだ額が今後反映されるのか、そこを教えてくだ額が今後反映されるのか、そこを教えてくだ

さい。これが２つ目です。さい。これが２つ目です。さい。これが２つ目です。さい。これが２つ目です。    

    ３つ目。この財政の今後の収支見通しです。３つ目。この財政の今後の収支見通しです。３つ目。この財政の今後の収支見通しです。３つ目。この財政の今後の収支見通しです。

財政推計。これは、先ほど私壇上でも申し上財政推計。これは、先ほど私壇上でも申し上財政推計。これは、先ほど私壇上でも申し上財政推計。これは、先ほど私壇上でも申し上

げましたが、財政推計を見直しなさいというげましたが、財政推計を見直しなさいというげましたが、財政推計を見直しなさいというげましたが、財政推計を見直しなさいという

ことは、自立推進計画のさまざまな施策、特ことは、自立推進計画のさまざまな施策、特ことは、自立推進計画のさまざまな施策、特ことは、自立推進計画のさまざまな施策、特

にこれはいわば行政改革と称する部分が多いにこれはいわば行政改革と称する部分が多いにこれはいわば行政改革と称する部分が多いにこれはいわば行政改革と称する部分が多い

わけです。そして、後期基本計画わけです。そして、後期基本計画わけです。そして、後期基本計画わけです。そして、後期基本計画のこれからのこれからのこれからのこれから

のまちづくり、こういったものを見直すといのまちづくり、こういったものを見直すといのまちづくり、こういったものを見直すといのまちづくり、こういったものを見直すとい

う根っこがあってはじめて財政推計になるとう根っこがあってはじめて財政推計になるとう根っこがあってはじめて財政推計になるとう根っこがあってはじめて財政推計になると

いうお話を私はずっとさせていただいている。いうお話を私はずっとさせていただいている。いうお話を私はずっとさせていただいている。いうお話を私はずっとさせていただいている。    

    その上に立って、予算がある。計画というその上に立って、予算がある。計画というその上に立って、予算がある。計画というその上に立って、予算がある。計画という

ものはそういうものだと思う。計画行政といものはそういうものだと思う。計画行政といものはそういうものだと思う。計画行政といものはそういうものだと思う。計画行政とい

うものはそういうものだ。予算ができたから、うものはそういうものだ。予算ができたから、うものはそういうものだ。予算ができたから、うものはそういうものだ。予算ができたから、

推計見直すというものではない。これは問題推計見直すというものではない。これは問題推計見直すというものではない。これは問題推計見直すというものではない。これは問題

意識のある皆さんであれば、よくわかる。意識のある皆さんであれば、よくわかる。意識のある皆さんであれば、よくわかる。意識のある皆さんであれば、よくわかる。    

    なぜ今後の中期の見通しの上に立って、予なぜ今後の中期の見通しの上に立って、予なぜ今後の中期の見通しの上に立って、予なぜ今後の中期の見通しの上に立って、予

算編成という視点に入らなかったんですか。算編成という視点に入らなかったんですか。算編成という視点に入らなかったんですか。算編成という視点に入らなかったんですか。

何度も申し上げている、このことについては。何度も申し上げている、このことについては。何度も申し上げている、このことについては。何度も申し上げている、このことについては。    

    その年、その年をどうやり繰りするかといその年、その年をどうやり繰りするかといその年、その年をどうやり繰りするかといその年、その年をどうやり繰りするかとい
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うこと。これうこと。これうこと。これうこと。これは私いまの財政状況を、これどは私いまの財政状況を、これどは私いまの財政状況を、これどは私いまの財政状況を、これど

なたが市長になっても、大変難問を抱えて、なたが市長になっても、大変難問を抱えて、なたが市長になっても、大変難問を抱えて、なたが市長になっても、大変難問を抱えて、

辛い選択をしなければならないお立場です。辛い選択をしなければならないお立場です。辛い選択をしなければならないお立場です。辛い選択をしなければならないお立場です。

お１人で解決できるものはないんです。市長お１人で解決できるものはないんです。市長お１人で解決できるものはないんです。市長お１人で解決できるものはないんです。市長

がもし仮に変わったとしても、すべてうまくがもし仮に変わったとしても、すべてうまくがもし仮に変わったとしても、すべてうまくがもし仮に変わったとしても、すべてうまく

いくなんてものではない。もっと大変になるいくなんてものではない。もっと大変になるいくなんてものではない。もっと大変になるいくなんてものではない。もっと大変になる

かもしれない。そのかもしれない。そのかもしれない。そのかもしれない。その前前前前面に立って頑張ってお面に立って頑張ってお面に立って頑張ってお面に立って頑張ってお

られる市長、これを私は否定しません。られる市長、これを私は否定しません。られる市長、これを私は否定しません。られる市長、これを私は否定しません。    

    しかし、私どもも議論をして、後期計画としかし、私どもも議論をして、後期計画としかし、私どもも議論をして、後期計画としかし、私どもも議論をして、後期計画と

いうものを組み立て、自立推進計画というもいうものを組み立て、自立推進計画というもいうものを組み立て、自立推進計画というもいうものを組み立て、自立推進計画というも

のの議論もさせていただいて、市民説明までのの議論もさせていただいて、市民説明までのの議論もさせていただいて、市民説明までのの議論もさせていただいて、市民説明まで

したものですから、こういったものをベースしたものですから、こういったものをベースしたものですから、こういったものをベースしたものですから、こういったものをベース

を見直した上で財政推計を見直すというふうを見直した上で財政推計を見直すというふうを見直した上で財政推計を見直すというふうを見直した上で財政推計を見直すというふう

に私はに私はに私はに私は受け止めていたんですが、予算ができ受け止めていたんですが、予算ができ受け止めていたんですが、予算ができ受け止めていたんですが、予算ができ

たからよっこらしょと財政推計を見直す。こたからよっこらしょと財政推計を見直す。こたからよっこらしょと財政推計を見直す。こたからよっこらしょと財政推計を見直す。こ

れではいかがですか。れではいかがですか。れではいかがですか。れではいかがですか。    

    なぜそういうことをいうかと言いますと、なぜそういうことをいうかと言いますと、なぜそういうことをいうかと言いますと、なぜそういうことをいうかと言いますと、

いま夕張、全国の最低の行政サービスと、全いま夕張、全国の最低の行政サービスと、全いま夕張、全国の最低の行政サービスと、全いま夕張、全国の最低の行政サービスと、全

国最高の住民負担ということを基準にして、国最高の住民負担ということを基準にして、国最高の住民負担ということを基準にして、国最高の住民負担ということを基準にして、

今後の財政の再生計画なるものができ上がっ今後の財政の再生計画なるものができ上がっ今後の財政の再生計画なるものができ上がっ今後の財政の再生計画なるものができ上がっ

たと、こう書いてあります。たと、こう書いてあります。たと、こう書いてあります。たと、こう書いてあります。    

    今後、この美唄がどういうふうになってい今後、この美唄がどういうふうになってい今後、この美唄がどういうふうになってい今後、この美唄がどういうふうになってい

くのか。これはいま現時点ではわかりませんくのか。これはいま現時点ではわかりませんくのか。これはいま現時点ではわかりませんくのか。これはいま現時点ではわかりません

けれども、ゆくゆくは、ゆくゆくはと言うよけれども、ゆくゆくは、ゆくゆくはと言うよけれども、ゆくゆくは、ゆくゆくはと言うよけれども、ゆくゆくは、ゆくゆくはと言うよ

りも、もう直近の課題です。課題として、いりも、もう直近の課題です。課題として、いりも、もう直近の課題です。課題として、いりも、もう直近の課題です。課題として、い

わば行政サービス。わば行政サービス。わば行政サービス。わば行政サービス。    

    私は若いころ松下圭一さんの本を読んだん私は若いころ松下圭一さんの本を読んだん私は若いころ松下圭一さんの本を読んだん私は若いころ松下圭一さんの本を読んだん

ですけれですけれですけれですけれども、ども、ども、ども、1956195619561956かかかか57575757年ごろでしょうか。年ごろでしょうか。年ごろでしょうか。年ごろでしょうか。

松下圭一さんが、和製英語で「松下圭一さんが、和製英語で「松下圭一さんが、和製英語で「松下圭一さんが、和製英語で「シビル・ミニシビル・ミニシビル・ミニシビル・ミニ

マムマムマムマム」という言葉を使いました。ナショナル・」という言葉を使いました。ナショナル・」という言葉を使いました。ナショナル・」という言葉を使いました。ナショナル・

ミニマムというのは、これは一般的な言葉とミニマムというのは、これは一般的な言葉とミニマムというのは、これは一般的な言葉とミニマムというのは、これは一般的な言葉と

してあったようです。してあったようです。してあったようです。してあったようです。    

    市民生活をおくる上で、どれだけの、いわ市民生活をおくる上で、どれだけの、いわ市民生活をおくる上で、どれだけの、いわ市民生活をおくる上で、どれだけの、いわ

ば地域、ここでの支える最低基準というのはば地域、ここでの支える最低基準というのはば地域、ここでの支える最低基準というのはば地域、ここでの支える最低基準というのは

どういうものかと、私はどういうものかと、私はどういうものかと、私はどういうものかと、私は行政サービス行政サービス行政サービス行政サービスというというというという

ものの最低基準、健康で暮らしていくためのものの最低基準、健康で暮らしていくためのものの最低基準、健康で暮らしていくためのものの最低基準、健康で暮らしていくための

最低基準、これがミニマム、シビル・ミニマ最低基準、これがミニマム、シビル・ミニマ最低基準、これがミニマム、シビル・ミニマ最低基準、これがミニマム、シビル・ミニマ

ムという、ここが問われていると思うんです。ムという、ここが問われていると思うんです。ムという、ここが問われていると思うんです。ムという、ここが問われていると思うんです。    

    共同浴場の回数を減らすとか、学校を統合共同浴場の回数を減らすとか、学校を統合共同浴場の回数を減らすとか、学校を統合共同浴場の回数を減らすとか、学校を統合

するとか、それからさまざまな負担が出てきするとか、それからさまざまな負担が出てきするとか、それからさまざまな負担が出てきするとか、それからさまざまな負担が出てき

ているているているている。図書館も辞めてしまうというんです。図書館も辞めてしまうというんです。図書館も辞めてしまうというんです。図書館も辞めてしまうというんです

から。美唄から。美唄から。美唄から。美唄ももももこれから、例えば除雪、夕張はこれから、例えば除雪、夕張はこれから、例えば除雪、夕張はこれから、例えば除雪、夕張は

10101010 センチ、センチ、センチ、センチ、15151515 センチにするわけでしょう。センチにするわけでしょう。センチにするわけでしょう。センチにするわけでしょう。雪雪雪雪

積もったら出動する基準を。積もったら出動する基準を。積もったら出動する基準を。積もったら出動する基準を。    

    こういった、シビル・ミニマム議論を行政こういった、シビル・ミニマム議論を行政こういった、シビル・ミニマム議論を行政こういった、シビル・ミニマム議論を行政

サービスの役割分担とあわせてやっていかなサービスの役割分担とあわせてやっていかなサービスの役割分担とあわせてやっていかなサービスの役割分担とあわせてやっていかな

ければならない。これ以上突っ込まれたらまければならない。これ以上突っ込まれたらまければならない。これ以上突っ込まれたらまければならない。これ以上突っ込まれたらま

ちじゃない、自治体ではない。どんなことがちじゃない、自治体ではない。どんなことがちじゃない、自治体ではない。どんなことがちじゃない、自治体ではない。どんなことが

あってもこれは守らなければならない。このあってもこれは守らなければならない。このあってもこれは守らなければならない。このあってもこれは守らなければならない。この

議論しなければいけません。そういうことか議論しなければいけません。そういうことか議論しなければいけません。そういうことか議論しなければいけません。そういうことか

らして、この財政推計についての考え方。らして、この財政推計についての考え方。らして、この財政推計についての考え方。らして、この財政推計についての考え方。    

    ぜひ、私の指摘が間違えているということぜひ、私の指摘が間違えているということぜひ、私の指摘が間違えているということぜひ、私の指摘が間違えているということ

であれば、おかしいとこう言ってもらって結であれば、おかしいとこう言ってもらって結であれば、おかしいとこう言ってもらって結であれば、おかしいとこう言ってもらって結

構です構です構です構ですから、ひとつお答えください。から、ひとつお答えください。から、ひとつお答えください。から、ひとつお答えください。    

    それから４つ目です。それから４つ目です。それから４つ目です。それから４つ目です。この局面に至って、この局面に至って、この局面に至って、この局面に至って、

この美唄というまちこの美唄というまちこの美唄というまちこの美唄というまちにかかわる４つのまちづにかかわる４つのまちづにかかわる４つのまちづにかかわる４つのまちづ

くくくくりりりり主体。市民の皆さん、市の職員の皆さん、主体。市民の皆さん、市の職員の皆さん、主体。市民の皆さん、市の職員の皆さん、主体。市民の皆さん、市の職員の皆さん、

そして私ども議会、議員、そして首長。そして私ども議会、議員、そして首長。そして私ども議会、議員、そして首長。そして私ども議会、議員、そして首長。    

    私ども議会、そして首長は、有権者市民か私ども議会、そして首長は、有権者市民か私ども議会、そして首長は、有権者市民か私ども議会、そして首長は、有権者市民か

ら委任されているわけです。仕事を任されてら委任されているわけです。仕事を任されてら委任されているわけです。仕事を任されてら委任されているわけです。仕事を任されて

いる。委託労働者かもしれません。その委任いる。委託労働者かもしれません。その委任いる。委託労働者かもしれません。その委任いる。委託労働者かもしれません。その委任

を受けて仕事をしているわけです。職員の皆を受けて仕事をしているわけです。職員の皆を受けて仕事をしているわけです。職員の皆を受けて仕事をしているわけです。職員の皆

さん方は、長の方針を受けて、専門的な知識さん方は、長の方針を受けて、専門的な知識さん方は、長の方針を受けて、専門的な知識さん方は、長の方針を受けて、専門的な知識

を駆使して、日々の生活に市民とを駆使して、日々の生活に市民とを駆使して、日々の生活に市民とを駆使して、日々の生活に市民と対峙対峙対峙対峙していしていしていしてい

る。向き合って仕事をしている。る。向き合って仕事をしている。る。向き合って仕事をしている。る。向き合って仕事をしている。市民の皆さ市民の皆さ市民の皆さ市民の皆さ

ん方は、私どもや市長に選挙を通じてその権ん方は、私どもや市長に選挙を通じてその権ん方は、私どもや市長に選挙を通じてその権ん方は、私どもや市長に選挙を通じてその権

限限限限を、委任を受けたのを見守り、そしてチェを、委任を受けたのを見守り、そしてチェを、委任を受けたのを見守り、そしてチェを、委任を受けたのを見守り、そしてチェ

ックをする立場。ックをする立場。ックをする立場。ックをする立場。    
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    私はそれぞれ４者、まちづくり主体の４者私はそれぞれ４者、まちづくり主体の４者私はそれぞれ４者、まちづくり主体の４者私はそれぞれ４者、まちづくり主体の４者

というのは役割が明確に違うと思う。協働とというのは役割が明確に違うと思う。協働とというのは役割が明確に違うと思う。協働とというのは役割が明確に違うと思う。協働と

かかかか共共共共にとかという言葉を使いますけれども、にとかという言葉を使いますけれども、にとかという言葉を使いますけれども、にとかという言葉を使いますけれども、

この辺の役割をしっかり認識した上でなけれこの辺の役割をしっかり認識した上でなけれこの辺の役割をしっかり認識した上でなけれこの辺の役割をしっかり認識した上でなけれ

ば、市民の皆さんば、市民の皆さんば、市民の皆さんば、市民の皆さん共共共共に考えてくださいに考えてくださいに考えてくださいに考えてくださいなんなんなんなんてててて

いえないと思う。ある意味では責任放棄についえないと思う。ある意味では責任放棄についえないと思う。ある意味では責任放棄についえないと思う。ある意味では責任放棄につ

ながるというふうに、私は思っているんです。ながるというふうに、私は思っているんです。ながるというふうに、私は思っているんです。ながるというふうに、私は思っているんです。    

    それで、こういった意味でいま、市長は何それで、こういった意味でいま、市長は何それで、こういった意味でいま、市長は何それで、こういった意味でいま、市長は何

をしなければならないか。市長はどのようなをしなければならないか。市長はどのようなをしなければならないか。市長はどのようなをしなければならないか。市長はどのような

ことをしなければならないかということで私ことをしなければならないかということで私ことをしなければならないかということで私ことをしなければならないかということで私

の思いをちょっとお話したいと思うんです。の思いをちょっとお話したいと思うんです。の思いをちょっとお話したいと思うんです。の思いをちょっとお話したいと思うんです。    

    １つは、１つは、１つは、１つは、基本方向を示すということです。基本方向を示すということです。基本方向を示すということです。基本方向を示すということです。

私はいまでもあなたが選挙に出たときの公約、私はいまでもあなたが選挙に出たときの公約、私はいまでもあなたが選挙に出たときの公約、私はいまでもあなたが選挙に出たときの公約、

資料要求をして、選挙に出られてすぐのこの資料要求をして、選挙に出られてすぐのこの資料要求をして、選挙に出られてすぐのこの資料要求をして、選挙に出られてすぐのこの

議会、当選後の議会、マニフェストをお示し議会、当選後の議会、マニフェストをお示し議会、当選後の議会、マニフェストをお示し議会、当選後の議会、マニフェストをお示し

しなさいと、検証できないからしなさいといしなさいと、検証できないからしなさいといしなさいと、検証できないからしなさいといしなさいと、検証できないからしなさいとい

うことで公約の一覧表をいただいて、あれもうことで公約の一覧表をいただいて、あれもうことで公約の一覧表をいただいて、あれもうことで公約の一覧表をいただいて、あれも

これもという時代から、あれかこれかの選択これもという時代から、あれかこれかの選択これもという時代から、あれかこれかの選択これもという時代から、あれかこれかの選択

の時代ですということもお話申し上げた。の時代ですということもお話申し上げた。の時代ですということもお話申し上げた。の時代ですということもお話申し上げた。    

    みずからお示ししなさることは、あなたのみずからお示ししなさることは、あなたのみずからお示ししなさることは、あなたのみずからお示ししなさることは、あなたの

これから進められるであろう、この特に後年これから進められるであろう、この特に後年これから進められるであろう、この特に後年これから進められるであろう、この特に後年

度負担の伴う、あわせてランニングコスト等度負担の伴う、あわせてランニングコスト等度負担の伴う、あわせてランニングコスト等度負担の伴う、あわせてランニングコスト等

が不透明、実施主体が不透明、こういった公が不透明、実施主体が不透明、こういった公が不透明、実施主体が不透明、こういった公が不透明、実施主体が不透明、こういった公

約の柱でもあるべき事業そのものを廃止も含約の柱でもあるべき事業そのものを廃止も含約の柱でもあるべき事業そのものを廃止も含約の柱でもあるべき事業そのものを廃止も含

め、凍結も含めた大幅な見直し、おめ、凍結も含めた大幅な見直し、おめ、凍結も含めた大幅な見直し、おめ、凍結も含めた大幅な見直し、おややややめになめになめになめにな

るということも含めて、これをまず宣言をするということも含めて、これをまず宣言をするということも含めて、これをまず宣言をするということも含めて、これをまず宣言をす

るということです。厳しさを示すということるということです。厳しさを示すということるということです。厳しさを示すということるということです。厳しさを示すということ

の。あなたがおやりできることはそれが１つ。の。あなたがおやりできることはそれが１つ。の。あなたがおやりできることはそれが１つ。の。あなたがおやりできることはそれが１つ。    

    それと、職員に対して、使用者として、こそれと、職員に対して、使用者として、こそれと、職員に対して、使用者として、こそれと、職員に対して、使用者として、こ

の現状の危機をともに夢を持って乗り切ろうの現状の危機をともに夢を持って乗り切ろうの現状の危機をともに夢を持って乗り切ろうの現状の危機をともに夢を持って乗り切ろう

と、心で訴えることです、まず。あしたから、と、心で訴えることです、まず。あしたから、と、心で訴えることです、まず。あしたから、と、心で訴えることです、まず。あしたから、

子どもの教育のローンどうしようかとか、住子どもの教育のローンどうしようかとか、住子どもの教育のローンどうしようかとか、住子どもの教育のローンどうしようかとか、住

宅の返済どうしようかとか、生活狂ってしま宅の返済どうしようかとか、生活狂ってしま宅の返済どうしようかとか、生活狂ってしま宅の返済どうしようかとか、生活狂ってしま

うんです。今回の職員に対する大幅な給与減うんです。今回の職員に対する大幅な給与減うんです。今回の職員に対する大幅な給与減うんです。今回の職員に対する大幅な給与減

額。額。額。額。    

    このようなしぼみ時代、しぼんでしまうんこのようなしぼみ時代、しぼんでしまうんこのようなしぼみ時代、しぼんでしまうんこのようなしぼみ時代、しぼんでしまうん

です。しぼんでしまう状況の中で、です。しぼんでしまう状況の中で、です。しぼんでしまう状況の中で、です。しぼんでしまう状況の中で、共共共共にやっにやっにやっにやっ

ていこうということをていこうということをていこうということをていこうということを市長が心からそのこと市長が心からそのこと市長が心からそのこと市長が心からそのこと

を訴えて、ひとつの軍団にしなければならなを訴えて、ひとつの軍団にしなければならなを訴えて、ひとつの軍団にしなければならなを訴えて、ひとつの軍団にしなければならな

い。これはあなたがやれることです。い。これはあなたがやれることです。い。これはあなたがやれることです。い。これはあなたがやれることです。    

    そのためには、職員に対する示した痛み、そのためには、職員に対する示した痛み、そのためには、職員に対する示した痛み、そのためには、職員に対する示した痛み、

そして市民の皆さんにこれから強いるであろそして市民の皆さんにこれから強いるであろそして市民の皆さんにこれから強いるであろそして市民の皆さんにこれから強いるであろ

うさまざまな問題。私もこれだけ痛むといううさまざまな問題。私もこれだけ痛むといううさまざまな問題。私もこれだけ痛むといううさまざまな問題。私もこれだけ痛むという

ことを示さなければならないでしょう。あわことを示さなければならないでしょう。あわことを示さなければならないでしょう。あわことを示さなければならないでしょう。あわ

せて、私ども議会も、受けて我々議会もこうせて、私ども議会も、受けて我々議会もこうせて、私ども議会も、受けて我々議会もこうせて、私ども議会も、受けて我々議会もこう

いう努力をいう努力をいう努力をいう努力をすすすするということやらなければだめるということやらなければだめるということやらなければだめるということやらなければだめ

でしょう。でしょう。でしょう。でしょう。    

    見えてないんですけれど。この辺、どうい見えてないんですけれど。この辺、どうい見えてないんですけれど。この辺、どうい見えてないんですけれど。この辺、どうい

うご認識とあわせてうご認識とあわせてうご認識とあわせてうご認識とあわせて方向を出そうとしている方向を出そうとしている方向を出そうとしている方向を出そうとしている

のか。財政のか。財政のか。財政のか。財政何何何何とかなるから心配ないと、こうとかなるから心配ないと、こうとかなるから心配ないと、こうとかなるから心配ないと、こう

いうことであればそう言ってください。そういうことであればそう言ってください。そういうことであればそう言ってください。そういうことであればそう言ってください。そう

でなでなでなでなければ私はあなたがおやりになれる、やければ私はあなたがおやりになれる、やければ私はあなたがおやりになれる、やければ私はあなたがおやりになれる、や

るべきことだろうと。そして、やらなければるべきことだろうと。そして、やらなければるべきことだろうと。そして、やらなければるべきことだろうと。そして、やらなければ

だめだと思うんです。だめだと思うんです。だめだと思うんです。だめだと思うんです。    

    それから、病院ですけれども、私は職員のそれから、病院ですけれども、私は職員のそれから、病院ですけれども、私は職員のそれから、病院ですけれども、私は職員の

労働組合の仕事を随分長くやってきました。労働組合の仕事を随分長くやってきました。労働組合の仕事を随分長くやってきました。労働組合の仕事を随分長くやってきました。

働く職員の視点でものを言おうと。しかし一働く職員の視点でものを言おうと。しかし一働く職員の視点でものを言おうと。しかし一働く職員の視点でものを言おうと。しかし一

方で、自治体職員、市民に対して責任がある。方で、自治体職員、市民に対して責任がある。方で、自治体職員、市民に対して責任がある。方で、自治体職員、市民に対して責任がある。

このまちづくりに対する責任がある、こういこのまちづくりに対する責任がある、こういこのまちづくりに対する責任がある、こういこのまちづくりに対する責任がある、こうい

うことも学びながら今日きたつもりでおりまうことも学びながら今日きたつもりでおりまうことも学びながら今日きたつもりでおりまうことも学びながら今日きたつもりでおりま

す。す。す。す。    

    いまこの市立病院の抱えている課題といういまこの市立病院の抱えている課題といういまこの市立病院の抱えている課題といういまこの市立病院の抱えている課題という

のは、先ほどもありましたように、すでに黒のは、先ほどもありましたように、すでに黒のは、先ほどもありましたように、すでに黒のは、先ほどもありましたように、すでに黒

字基調に入っていなければならないこの市立字基調に入っていなければならないこの市立字基調に入っていなければならないこの市立字基調に入っていなければならないこの市立

病院の状況というのが、現実まさに破たんし病院の状況というのが、現実まさに破たんし病院の状況というのが、現実まさに破たんし病院の状況というのが、現実まさに破たんし

ているているているている。。。。20202020 億からの借財億からの借財億からの借財億からの借財を背負って、これもを背負って、これもを背負って、これもを背負って、これも

いままでの議論でいきますと、新しい病院にいままでの議論でいきますと、新しい病院にいままでの議論でいきますと、新しい病院にいままでの議論でいきますと、新しい病院に

背負い込ます背負い込ます背負い込ます背負い込ます、、、、こういう考え方のようでありこういう考え方のようでありこういう考え方のようでありこういう考え方のようであり
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ます。ます。ます。ます。    

    前段として、市立と労災がくっつくと前段として、市立と労災がくっつくと前段として、市立と労災がくっつくと前段として、市立と労災がくっつくと、、、、仮仮仮仮

にこれを想定した場合、病院の職員、正規、にこれを想定した場合、病院の職員、正規、にこれを想定した場合、病院の職員、正規、にこれを想定した場合、病院の職員、正規、

非正規含めて、医者からです。非正規含めて、医者からです。非正規含めて、医者からです。非正規含めて、医者からです。180180180180 人程度と人程度と人程度と人程度と

いうふうに承知をしていますけれど、この雇いうふうに承知をしていますけれど、この雇いうふうに承知をしていますけれど、この雇いうふうに承知をしていますけれど、この雇

用はどうなりますか。用はどうなりますか。用はどうなりますか。用はどうなりますか。    

    いままでどうなるかわからないから示せないままでどうなるかわからないから示せないままでどうなるかわからないから示せないままでどうなるかわからないから示せな

いとこうきているわけです。どうなるかわかいとこうきているわけです。どうなるかわかいとこうきているわけです。どうなるかわかいとこうきているわけです。どうなるかわか

らない。今回この３月、私どもの任期は４月らない。今回この３月、私どもの任期は４月らない。今回この３月、私どもの任期は４月らない。今回この３月、私どもの任期は４月

一杯ですが、４月には過日の地域医療問題等一杯ですが、４月には過日の地域医療問題等一杯ですが、４月には過日の地域医療問題等一杯ですが、４月には過日の地域医療問題等

調査特別委員会です。４月には市長と機構と調査特別委員会です。４月には市長と機構と調査特別委員会です。４月には市長と機構と調査特別委員会です。４月には市長と機構と

で協で協で協で協定書、ペーパーで確認をするということ定書、ペーパーで確認をするということ定書、ペーパーで確認をするということ定書、ペーパーで確認をするということ

まで踏み込まれた。確認をしてから診療科目まで踏み込まれた。確認をしてから診療科目まで踏み込まれた。確認をしてから診療科目まで踏み込まれた。確認をしてから診療科目

等の規模を目論む。その前にこの地域医療マ等の規模を目論む。その前にこの地域医療マ等の規模を目論む。その前にこの地域医療マ等の規模を目論む。その前にこの地域医療マ

スタープランの中でお示しになるんだろうけスタープランの中でお示しになるんだろうけスタープランの中でお示しになるんだろうけスタープランの中でお示しになるんだろうけ

れど。それでさて、職員の配置どうなるかとれど。それでさて、職員の配置どうなるかとれど。それでさて、職員の配置どうなるかとれど。それでさて、職員の配置どうなるかと

いうことでしょう。いうことでしょう。いうことでしょう。いうことでしょう。    

    私どもがこの議論にかかわれるのは極めて私どもがこの議論にかかわれるのは極めて私どもがこの議論にかかわれるのは極めて私どもがこの議論にかかわれるのは極めて

限定していまして、地域医療問題限定していまして、地域医療問題限定していまして、地域医療問題限定していまして、地域医療問題等等等等調査特別調査特別調査特別調査特別

委員会もこの議会の中で委員長がどういう裁委員会もこの議会の中で委員長がどういう裁委員会もこの議会の中で委員長がどういう裁委員会もこの議会の中で委員長がどういう裁

量をふるうかわからないですけれども、みん量をふるうかわからないですけれども、みん量をふるうかわからないですけれども、みん量をふるうかわからないですけれども、みん

な後ろ髪惹かれる思いでこの議会にいるとはな後ろ髪惹かれる思いでこの議会にいるとはな後ろ髪惹かれる思いでこの議会にいるとはな後ろ髪惹かれる思いでこの議会にいるとは

思いませんけれども、その後の日程もこれあ思いませんけれども、その後の日程もこれあ思いませんけれども、その後の日程もこれあ思いませんけれども、その後の日程もこれあ

りで、しかし最も大事な局面をりで、しかし最も大事な局面をりで、しかし最も大事な局面をりで、しかし最も大事な局面を迎迎迎迎えているとえているとえているとえていると

いうことになるんいうことになるんいうことになるんいうことになるんです。私、お話しするのがです。私、お話しするのがです。私、お話しするのがです。私、お話しするのが

これが最後かもしれない。二度とこの場でおこれが最後かもしれない。二度とこの場でおこれが最後かもしれない。二度とこの場でおこれが最後かもしれない。二度とこの場でお

話できないかもしれないんです。話できないかもしれないんです。話できないかもしれないんです。話できないかもしれないんです。    

    そんな思いも込めて、市立病院の職員の声そんな思いも込めて、市立病院の職員の声そんな思いも込めて、市立病院の職員の声そんな思いも込めて、市立病院の職員の声

を、使用者として最大限の努力とかではなくを、使用者として最大限の努力とかではなくを、使用者として最大限の努力とかではなくを、使用者として最大限の努力とかではなく

て、最近危ないんです。分限なんていうことて、最近危ないんです。分限なんていうことて、最近危ないんです。分限なんていうことて、最近危ないんです。分限なんていうこと

がぼろぼろで出しまして、分限免職。市長はがぼろぼろで出しまして、分限免職。市長はがぼろぼろで出しまして、分限免職。市長はがぼろぼろで出しまして、分限免職。市長は

そういう方でないから、私は疑心暗鬼にはなそういう方でないから、私は疑心暗鬼にはなそういう方でないから、私は疑心暗鬼にはなそういう方でないから、私は疑心暗鬼にはな

りませんけれども、職場りませんけれども、職場りませんけれども、職場りませんけれども、職場の雇用不安、生活不の雇用不安、生活不の雇用不安、生活不の雇用不安、生活不

安安安安、、、、あわせて４月からのこの給与の大幅減あわせて４月からのこの給与の大幅減あわせて４月からのこの給与の大幅減あわせて４月からのこの給与の大幅減、、、、

こういったことから本当に日々しっかりと患こういったことから本当に日々しっかりと患こういったことから本当に日々しっかりと患こういったことから本当に日々しっかりと患

者さんに向き合える体制ができているのかど者さんに向き合える体制ができているのかど者さんに向き合える体制ができているのかど者さんに向き合える体制ができているのかど

うか、心配でならない。私自身も。これらのうか、心配でならない。私自身も。これらのうか、心配でならない。私自身も。これらのうか、心配でならない。私自身も。これらの

病院職員の雇用に病院職員の雇用に病院職員の雇用に病院職員の雇用について、しっかりと守る。ついて、しっかりと守る。ついて、しっかりと守る。ついて、しっかりと守る。

答えてください。答えてください。答えてください。答えてください。    

    それと、大綱２つ目の失業・雇用対策であそれと、大綱２つ目の失業・雇用対策であそれと、大綱２つ目の失業・雇用対策であそれと、大綱２つ目の失業・雇用対策であ

ります。この先ほど係数をいただきました。ります。この先ほど係数をいただきました。ります。この先ほど係数をいただきました。ります。この先ほど係数をいただきました。

いずれもまさに美唄が取り残されているといいずれもまさに美唄が取り残されているといいずれもまさに美唄が取り残されているといいずれもまさに美唄が取り残されているとい

う現状で、深刻な雇用う現状で、深刻な雇用う現状で、深刻な雇用う現状で、深刻な雇用、失業の状況というの、失業の状況というの、失業の状況というの、失業の状況というの

が、この美唄にあるということが数字でわかが、この美唄にあるということが数字でわかが、この美唄にあるということが数字でわかが、この美唄にあるということが数字でわか

るわけです。るわけです。るわけです。るわけです。    

    この就業者数の推移を見ましても、人口減この就業者数の推移を見ましても、人口減この就業者数の推移を見ましても、人口減この就業者数の推移を見ましても、人口減

に匹敵する就業者の減ということですから、に匹敵する就業者の減ということですから、に匹敵する就業者の減ということですから、に匹敵する就業者の減ということですから、

期間によっては人口減に匹敵するという減と期間によっては人口減に匹敵するという減と期間によっては人口減に匹敵するという減と期間によっては人口減に匹敵するという減と

いうことだから、そのまま職場がなくなっていうことだから、そのまま職場がなくなっていうことだから、そのまま職場がなくなっていうことだから、そのまま職場がなくなって

いるというふうに見えるんだけれども、一方いるというふうに見えるんだけれども、一方いるというふうに見えるんだけれども、一方いるというふうに見えるんだけれども、一方

で、この当初カウントされていませんでしたで、この当初カウントされていませんでしたで、この当初カウントされていませんでしたで、この当初カウントされていませんでした

けれど、福祉・教けれど、福祉・教けれど、福祉・教けれど、福祉・教育ジャンルです。これは延育ジャンルです。これは延育ジャンルです。これは延育ジャンルです。これは延

びています。びています。びています。びています。沢田沢田沢田沢田元市長から始まって、元市長から始まって、元市長から始まって、元市長から始まって、菅菅菅菅ささささ

んから入るんでしょう。教育・福祉というこんから入るんでしょう。教育・福祉というこんから入るんでしょう。教育・福祉というこんから入るんでしょう。教育・福祉というこ

と、特にと、特にと、特にと、特に沢田沢田沢田沢田さんが来られて、北海道の民生さんが来られて、北海道の民生さんが来られて、北海道の民生さんが来られて、北海道の民生

部長から来られて、施設等の整備もされて、部長から来られて、施設等の整備もされて、部長から来られて、施設等の整備もされて、部長から来られて、施設等の整備もされて、

福祉の滝さんから福祉の滝さんから福祉の滝さんから福祉の滝さんから福祉の井坂さんとこうきた。福祉の井坂さんとこうきた。福祉の井坂さんとこうきた。福祉の井坂さんとこうきた。

こういった１つひとつの積み重ねが、私はあこういった１つひとつの積み重ねが、私はあこういった１つひとつの積み重ねが、私はあこういった１つひとつの積み重ねが、私はあ

るからできていると思うんです。るからできていると思うんです。るからできていると思うんです。るからできていると思うんです。    

    桜井市長になられてから、この福祉という、桜井市長になられてから、この福祉という、桜井市長になられてから、この福祉という、桜井市長になられてから、この福祉という、

福祉と雇用という部分では、余り言及がなさ福祉と雇用という部分では、余り言及がなさ福祉と雇用という部分では、余り言及がなさ福祉と雇用という部分では、余り言及がなさ

れないわけですが、係数、数字的にはこの福れないわけですが、係数、数字的にはこの福れないわけですが、係数、数字的にはこの福れないわけですが、係数、数字的にはこの福

祉・職場これが美唄のやはり大きな産業に占祉・職場これが美唄のやはり大きな産業に占祉・職場これが美唄のやはり大きな産業に占祉・職場これが美唄のやはり大きな産業に占

めるウエートが大きくなっていると、現実はめるウエートが大きくなっていると、現実はめるウエートが大きくなっていると、現実はめるウエートが大きくなっていると、現実は

まさにあるとまさにあるとまさにあるとまさにあると。。。。    

    これらの現実を見定めた、雇用対策。これこれらの現実を見定めた、雇用対策。これこれらの現実を見定めた、雇用対策。これこれらの現実を見定めた、雇用対策。これ

は各セクションの行政課題別の事業展開とあは各セクションの行政課題別の事業展開とあは各セクションの行政課題別の事業展開とあは各セクションの行政課題別の事業展開とあ

わせて、常に雇用がどうなっていくかというわせて、常に雇用がどうなっていくかというわせて、常に雇用がどうなっていくかというわせて、常に雇用がどうなっていくかという
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ことを見定めた、整合性を図って行政全体とことを見定めた、整合性を図って行政全体とことを見定めた、整合性を図って行政全体とことを見定めた、整合性を図って行政全体と

して取り組まなければならない問題です。私して取り組まなければならない問題です。私して取り組まなければならない問題です。私して取り組まなければならない問題です。私

は決して悲観しないで、財産があるという立は決して悲観しないで、財産があるという立は決して悲観しないで、財産があるという立は決して悲観しないで、財産があるという立

場でこれからお取り組みいただきたいと思う場でこれからお取り組みいただきたいと思う場でこれからお取り組みいただきたいと思う場でこれからお取り組みいただきたいと思う

んです。んです。んです。んです。    

    そこでお聞きしたいのは、制度が随分変わそこでお聞きしたいのは、制度が随分変わそこでお聞きしたいのは、制度が随分変わそこでお聞きしたいのは、制度が随分変わ

ってしまいまして、冬季に離職を余儀なくさってしまいまして、冬季に離職を余儀なくさってしまいまして、冬季に離職を余儀なくさってしまいまして、冬季に離職を余儀なくさ

れる、いわゆる季節労働者、これは通年雇用れる、いわゆる季節労働者、これは通年雇用れる、いわゆる季節労働者、これは通年雇用れる、いわゆる季節労働者、これは通年雇用

ができればいいんですけれど、積雪寒冷地のができればいいんですけれど、積雪寒冷地のができればいいんですけれど、積雪寒冷地のができればいいんですけれど、積雪寒冷地の

特殊要素で、冬場は仕事がなくて失業する。特殊要素で、冬場は仕事がなくて失業する。特殊要素で、冬場は仕事がなくて失業する。特殊要素で、冬場は仕事がなくて失業する。

そのために、冬季そのために、冬季そのために、冬季そのために、冬季援援援援護護護護制度制度制度制度。具体的には賃金。具体的には賃金。具体的には賃金。具体的には賃金

等につながる冬季援護のための技能講習です。等につながる冬季援護のための技能講習です。等につながる冬季援護のための技能講習です。等につながる冬季援護のための技能講習です。

それから特例一時金それから特例一時金それから特例一時金それから特例一時金 50505050 日給付。日給付。日給付。日給付。    

    こういうものが制度としてあったんですが、こういうものが制度としてあったんですが、こういうものが制度としてあったんですが、こういうものが制度としてあったんですが、

この冬季援護制度の１つの技能習得と、このこの冬季援護制度の１つの技能習得と、このこの冬季援護制度の１つの技能習得と、このこの冬季援護制度の１つの技能習得と、この

ための講習制度は、このための講習制度は、このための講習制度は、このための講習制度は、この 18181818 年度をもって終了年度をもって終了年度をもって終了年度をもって終了

と、こうなったわけです。と、こうなったわけです。と、こうなったわけです。と、こうなったわけです。    

    それから、頼みの綱の特例一時金それから、頼みの綱の特例一時金それから、頼みの綱の特例一時金それから、頼みの綱の特例一時金 50505050 日給付日給付日給付日給付

です。です。です。です。おおむねおおむねおおむねおおむね美唄では美唄では美唄では美唄では 1,0001,0001,0001,000 人ぐらいの方人ぐらいの方人ぐらいの方人ぐらいの方

がいらして、総額でがいらして、総額でがいらして、総額でがいらして、総額で 25252525 億円の支給総額になる億円の支給総額になる億円の支給総額になる億円の支給総額になる

わけです。１人わけです。１人わけです。１人わけです。１人 25252525 万円ぐらい。これは単純に万円ぐらい。これは単純に万円ぐらい。これは単純に万円ぐらい。これは単純に

平均すると平均すると平均すると平均すると 5,0005,0005,0005,000 円かける円かける円かける円かける 50505050 日で、日で、日で、日で、25252525 万円。万円。万円。万円。

1,0001,0001,0001,000 人かければ２億人かければ２億人かければ２億人かければ２億 5,0005,0005,0005,000 万円です。万円です。万円です。万円です。25252525 万万万万

円ならよかったですね。円ならよかったですね。円ならよかったですね。円ならよかったですね。    

    それで、これらの制度が圧縮かかる。それで、これらの制度が圧縮かかる。それで、これらの制度が圧縮かかる。それで、これらの制度が圧縮かかる。50505050 日日日日

給付が給付が給付が給付が 30303030 日になる。しかし１年だけは日になる。しかし１年だけは日になる。しかし１年だけは日になる。しかし１年だけは 40404040 日日日日

でひとつ激減緩和しようと、これもう決まっでひとつ激減緩和しようと、これもう決まっでひとつ激減緩和しようと、これもう決まっでひとつ激減緩和しようと、これもう決まっ

てしまった。てしまった。てしまった。てしまった。    

    積雪寒冷地帯で、離職を余儀なくされる、積雪寒冷地帯で、離職を余儀なくされる、積雪寒冷地帯で、離職を余儀なくされる、積雪寒冷地帯で、離職を余儀なくされる、

こういった特例一時金受給対象者、こういった特例一時金受給対象者、こういった特例一時金受給対象者、こういった特例一時金受給対象者、おおむねおおむねおおむねおおむね

1,0001,0001,0001,000 人余り。この方々がこれからの生活不人余り。この方々がこれからの生活不人余り。この方々がこれからの生活不人余り。この方々がこれからの生活不

安におびえているという状況があるんです。安におびえているという状況があるんです。安におびえているという状況があるんです。安におびえているという状況があるんです。    

    議会でも、私どもが中心になって出しまし議会でも、私どもが中心になって出しまし議会でも、私どもが中心になって出しまし議会でも、私どもが中心になって出しまし

た意見書等でも、これも国に訴えた。しかした意見書等でも、これも国に訴えた。しかした意見書等でも、これも国に訴えた。しかした意見書等でも、これも国に訴えた。しかし

こうなってしまった。国の政治ってこうなってしまった。国の政治ってこうなってしまった。国の政治ってこうなってしまった。国の政治って何何何何だろうだろうだろうだろう

かとつくづく思うんです。なぜ弱いところにかとつくづく思うんです。なぜ弱いところにかとつくづく思うんです。なぜ弱いところにかとつくづく思うんです。なぜ弱いところに

しわ寄せいくんだろうとしわ寄せいくんだろうとしわ寄せいくんだろうとしわ寄せいくんだろうと。怒りさえ感じます。。怒りさえ感じます。。怒りさえ感じます。。怒りさえ感じます。

しかし現実にそうなってしまった。で、美唄しかし現実にそうなってしまった。で、美唄しかし現実にそうなってしまった。で、美唄しかし現実にそうなってしまった。で、美唄

としてどうするかです。としてどうするかです。としてどうするかです。としてどうするかです。    

    私は２つのことをご提言したいんです。１私は２つのことをご提言したいんです。１私は２つのことをご提言したいんです。１私は２つのことをご提言したいんです。１

つは、先ほどの一般質問でもありました、農つは、先ほどの一般質問でもありました、農つは、先ほどの一般質問でもありました、農つは、先ほどの一般質問でもありました、農

地・水・環境保全向上対策事業。総額で２億地・水・環境保全向上対策事業。総額で２億地・水・環境保全向上対策事業。総額で２億地・水・環境保全向上対策事業。総額で２億

9,1009,1009,1009,100 万円。市の持ち出しが万円。市の持ち出しが万円。市の持ち出しが万円。市の持ち出しが 7,3007,3007,3007,300 万円。内万円。内万円。内万円。内

容は、農村の環境をどう保持をして、農地を容は、農村の環境をどう保持をして、農地を容は、農村の環境をどう保持をして、農地を容は、農村の環境をどう保持をして、農地を

守っていくのか。景観をどう維持するのか。守っていくのか。景観をどう維持するのか。守っていくのか。景観をどう維持するのか。守っていくのか。景観をどう維持するのか。

大変、非常に高邁な視点でやろうとしている。大変、非常に高邁な視点でやろうとしている。大変、非常に高邁な視点でやろうとしている。大変、非常に高邁な視点でやろうとしている。

５年続くということです、これは。５年続くということです、これは。５年続くということです、これは。５年続くということです、これは。で、で、で、で、先ほ先ほ先ほ先ほ

どのご答弁では、交付税制度も盤石だとどのご答弁では、交付税制度も盤石だとどのご答弁では、交付税制度も盤石だとどのご答弁では、交付税制度も盤石だとこうこうこうこう

いうことです。普通交付税措置と特別交付税いうことです。普通交付税措置と特別交付税いうことです。普通交付税措置と特別交付税いうことです。普通交付税措置と特別交付税

措置。おやりになる措置。おやりになる措置。おやりになる措置。おやりになるんでしょう。んでしょう。んでしょう。んでしょう。    

    この事業そのもののこの事業そのもののこの事業そのもののこの事業そのものの是非是非是非是非論は別にしても、論は別にしても、論は別にしても、論は別にしても、

ここには、これは吉田先輩からお借りした、ここには、これは吉田先輩からお借りした、ここには、これは吉田先輩からお借りした、ここには、これは吉田先輩からお借りした、

「農地・水・環境保全の向上のために「農地・水・環境保全の向上のために「農地・水・環境保全の向上のために「農地・水・環境保全の向上のために」」」」といといといとい

う、農林水産省農林振興局。これ早めに出たう、農林水産省農林振興局。これ早めに出たう、農林水産省農林振興局。これ早めに出たう、農林水産省農林振興局。これ早めに出た

資料を見ますと、この市町村と活動組織と地資料を見ますと、この市町村と活動組織と地資料を見ますと、この市町村と活動組織と地資料を見ますと、この市町村と活動組織と地

域協議会とのかかわりがありまして、事業の域協議会とのかかわりがありまして、事業の域協議会とのかかわりがありまして、事業の域協議会とのかかわりがありまして、事業の

手続ということがあります。市町村と活動組手続ということがあります。市町村と活動組手続ということがあります。市町村と活動組手続ということがあります。市町村と活動組

織との協定締結と、こういう市町村のかかわ織との協定締結と、こういう市町村のかかわ織との協定締結と、こういう市町村のかかわ織との協定締結と、こういう市町村のかかわ

りが大きいです。地域協議会というのは、こりが大きいです。地域協議会というのは、こりが大きいです。地域協議会というのは、こりが大きいです。地域協議会というのは、こ

れは府県レベルの問題でしょうけれども、これは府県レベルの問題でしょうけれども、これは府県レベルの問題でしょうけれども、これは府県レベルの問題でしょうけれども、こ

の活動組織は規約をつくったり、活動計画をの活動組織は規約をつくったり、活動計画をの活動組織は規約をつくったり、活動計画をの活動組織は規約をつくったり、活動計画を

策定したりということであります。策定したりということであります。策定したりということであります。策定したりということであります。    

    ここで、活動組織の参加ここで、活動組織の参加ここで、活動組織の参加ここで、活動組織の参加者を募りますとい者を募りますとい者を募りますとい者を募りますとい

う、ひとつのＱ＆Ａの中に、この活動組織にう、ひとつのＱ＆Ａの中に、この活動組織にう、ひとつのＱ＆Ａの中に、この活動組織にう、ひとつのＱ＆Ａの中に、この活動組織に

は非農業者もかかわるとこう書いているわけは非農業者もかかわるとこう書いているわけは非農業者もかかわるとこう書いているわけは非農業者もかかわるとこう書いているわけ

で、なぜ非農業者もかかわるのかということで、なぜ非農業者もかかわるのかということで、なぜ非農業者もかかわるのかということで、なぜ非農業者もかかわるのかということ

を書いていますが、この地域外の人でもいいを書いていますが、この地域外の人でもいいを書いていますが、この地域外の人でもいいを書いていますが、この地域外の人でもいい

んですかと、こういう問いに対しまして、こんですかと、こういう問いに対しまして、こんですかと、こういう問いに対しまして、こんですかと、こういう問いに対しまして、こ
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の答えている人は、農業者の方はの答えている人は、農業者の方はの答えている人は、農業者の方はの答えている人は、農業者の方は原則原則原則原則としてとしてとしてとして

対象地域の中で農業を営んでいる方（所有者、対象地域の中で農業を営んでいる方（所有者、対象地域の中で農業を営んでいる方（所有者、対象地域の中で農業を営んでいる方（所有者、

耕耕耕耕作者のどちらでも構いません）を構成員と作者のどちらでも構いません）を構成員と作者のどちらでも構いません）を構成員と作者のどちらでも構いません）を構成員と

しますしますしますします。農業者以外の構成員は、地域の内外。農業者以外の構成員は、地域の内外。農業者以外の構成員は、地域の内外。農業者以外の構成員は、地域の内外

は問いません。いずれにしても何らかの形では問いません。いずれにしても何らかの形では問いません。いずれにしても何らかの形では問いません。いずれにしても何らかの形で

地域の資源を守る地域の資源を守る地域の資源を守る地域の資源を守る共共共共同同同同活動に参加していただ活動に参加していただ活動に参加していただ活動に参加していただ

くことが条件ですとこういう文があるんです。くことが条件ですとこういう文があるんです。くことが条件ですとこういう文があるんです。くことが条件ですとこういう文があるんです。    

    これは、これは、これは、これは、いつぞやもお話しましたが、民主いつぞやもお話しましたが、民主いつぞやもお話しましたが、民主いつぞやもお話しましたが、民主

党の道民連合が、毎年行われております党の道民連合が、毎年行われております党の道民連合が、毎年行われております党の道民連合が、毎年行われております移動移動移動移動

政審、岩見沢で行われたときに私も参加をい政審、岩見沢で行われたときに私も参加をい政審、岩見沢で行われたときに私も参加をい政審、岩見沢で行われたときに私も参加をい

たしましたが、たしましたが、たしましたが、たしましたが、岩見沢岩見沢岩見沢岩見沢市の各首長、昨年の夏市の各首長、昨年の夏市の各首長、昨年の夏市の各首長、昨年の夏

場でしたけれども、この農地・水・環境保全場でしたけれども、この農地・水・環境保全場でしたけれども、この農地・水・環境保全場でしたけれども、この農地・水・環境保全

向上対策事業について、どう非農家の理解を向上対策事業について、どう非農家の理解を向上対策事業について、どう非農家の理解を向上対策事業について、どう非農家の理解を

得るのかということ、これがポイントですと得るのかということ、これがポイントですと得るのかということ、これがポイントですと得るのかということ、これがポイントですと

いう話をされていました。いう話をされていました。いう話をされていました。いう話をされていました。財源の財源の財源の財源の問題問題問題問題、こう、こう、こう、こう

話していました。話していました。話していました。話していました。    

    私は、この現下のこの冬季に就労を余儀な私は、この現下のこの冬季に就労を余儀な私は、この現下のこの冬季に就労を余儀な私は、この現下のこの冬季に就労を余儀な

くされ、さらに国の１つの支援対策が後退をくされ、さらに国の１つの支援対策が後退をくされ、さらに国の１つの支援対策が後退をくされ、さらに国の１つの支援対策が後退を

すると、こういう状況の中で、これは通年雇すると、こういう状況の中で、これは通年雇すると、こういう状況の中で、これは通年雇すると、こういう状況の中で、これは通年雇

用支援事業とのかかわりもあります用支援事業とのかかわりもあります用支援事業とのかかわりもあります用支援事業とのかかわりもあります、、、、ありまありまありまありま

すけれども、この２億すけれども、この２億すけれども、この２億すけれども、この２億 9,9,9,9,100100100100 万円のこの大き万円のこの大き万円のこの大き万円のこの大き

な事業。な事業。な事業。な事業。ぜひぜひぜひぜひ、、、、知知知知らないらないらないらない人人人人がががが多い。私だって多い。私だって多い。私だって多い。私だって

これ、こうやって調べるからわかるんです。これ、こうやって調べるからわかるんです。これ、こうやって調べるからわかるんです。これ、こうやって調べるからわかるんです。

私農家の問題だと思っていたんです。よく考私農家の問題だと思っていたんです。よく考私農家の問題だと思っていたんです。よく考私農家の問題だと思っていたんです。よく考

えたら違う、書いていることも違う。えたら違う、書いていることも違う。えたら違う、書いていることも違う。えたら違う、書いていることも違う。    

    ぜひこのことを、非農家に知らせる努力と、ぜひこのことを、非農家に知らせる努力と、ぜひこのことを、非農家に知らせる努力と、ぜひこのことを、非農家に知らせる努力と、

それから積極的に取り込む指導性を行政が発それから積極的に取り込む指導性を行政が発それから積極的に取り込む指導性を行政が発それから積極的に取り込む指導性を行政が発

揮をしていただきたいと思います。結果とし揮をしていただきたいと思います。結果とし揮をしていただきたいと思います。結果とし揮をしていただきたいと思います。結果とし

て、それが雇用につながることになれば一番て、それが雇用につながることになれば一番て、それが雇用につながることになれば一番て、それが雇用につながることになれば一番

いいんです。どうでしょうか。いいんです。どうでしょうか。いいんです。どうでしょうか。いいんです。どうでしょうか。    

    それからもう１つは、調査なくして、行政それからもう１つは、調査なくして、行政それからもう１つは、調査なくして、行政それからもう１つは、調査なくして、行政

施策なしと、こうよく言われます。この労働施策なしと、こうよく言われます。この労働施策なしと、こうよく言われます。この労働施策なしと、こうよく言われます。この労働

行政にかかわる調査というのは、これ随分な行政にかかわる調査というのは、これ随分な行政にかかわる調査というのは、これ随分な行政にかかわる調査というのは、これ随分な

りますけれども、３年に１りますけれども、３年に１りますけれども、３年に１りますけれども、３年に１辺のスパンで労働辺のスパンで労働辺のスパンで労働辺のスパンで労働

基本調査というのをやってきています。基本調査というのをやってきています。基本調査というのをやってきています。基本調査というのをやってきています。    

    これは、回収率等の状況がどうなっているこれは、回収率等の状況がどうなっているこれは、回収率等の状況がどうなっているこれは、回収率等の状況がどうなっている

か、ちょっとお尋ねしたいのとあわせまして、か、ちょっとお尋ねしたいのとあわせまして、か、ちょっとお尋ねしたいのとあわせまして、か、ちょっとお尋ねしたいのとあわせまして、

私が承知をしていたころというのは平成８年私が承知をしていたころというのは平成８年私が承知をしていたころというのは平成８年私が承知をしていたころというのは平成８年

ぐらいでした。回収率がぐらいでした。回収率がぐらいでした。回収率がぐらいでした。回収率が 30303030％切っていました。％切っていました。％切っていました。％切っていました。

切っていて、少ない切っていて、少ない切っていて、少ない切っていて、少ない業態からすれば１社しか業態からすれば１社しか業態からすれば１社しか業態からすれば１社しか

回答がなくて、１社のやつ調査に出したらこ回答がなくて、１社のやつ調査に出したらこ回答がなくて、１社のやつ調査に出したらこ回答がなくて、１社のやつ調査に出したらこ

れどこだとわかってしまうから、そういうのれどこだとわかってしまうから、そういうのれどこだとわかってしまうから、そういうのれどこだとわかってしまうから、そういうの

は報告でまとめられない状況もあったんです。は報告でまとめられない状況もあったんです。は報告でまとめられない状況もあったんです。は報告でまとめられない状況もあったんです。    

    この労働基本調査というのは、美唄市オリこの労働基本調査というのは、美唄市オリこの労働基本調査というのは、美唄市オリこの労働基本調査というのは、美唄市オリ

ジナルのものですから、議論した経過もありジナルのものですから、議論した経過もありジナルのものですから、議論した経過もありジナルのものですから、議論した経過もあり

ますけれども、当然そのときの労働状況、環ますけれども、当然そのときの労働状況、環ますけれども、当然そのときの労働状況、環ますけれども、当然そのときの労働状況、環

境に応じ境に応じ境に応じ境に応じて調査項目等も工夫されていると思て調査項目等も工夫されていると思て調査項目等も工夫されていると思て調査項目等も工夫されていると思

いますけれど。いますけれど。いますけれど。いますけれど。実施時期やら調査項目やら、実施時期やら調査項目やら、実施時期やら調査項目やら、実施時期やら調査項目やら、

こういったものも含めて、この労働基本調査こういったものも含めて、この労働基本調査こういったものも含めて、この労働基本調査こういったものも含めて、この労働基本調査

の充実を取り組んでいただきたいと思うんでの充実を取り組んでいただきたいと思うんでの充実を取り組んでいただきたいと思うんでの充実を取り組んでいただきたいと思うんで

す。す。す。す。    

    個別の平成個別の平成個別の平成個別の平成 19191919 年度の労働政策、これは先ほ年度の労働政策、これは先ほ年度の労働政策、これは先ほ年度の労働政策、これは先ほ

どお答えになったけれども実態はえらく違っどお答えになったけれども実態はえらく違っどお答えになったけれども実態はえらく違っどお答えになったけれども実態はえらく違っ

ていて、健康診断やめようとか、季節労働者ていて、健康診断やめようとか、季節労働者ていて、健康診断やめようとか、季節労働者ていて、健康診断やめようとか、季節労働者

もやめようとかでしょう。それから冬季の支もやめようとかでしょう。それから冬季の支もやめようとかでしょう。それから冬季の支もやめようとかでしょう。それから冬季の支

援としての除雪にかかわるこれも、縮小しよ援としての除雪にかかわるこれも、縮小しよ援としての除雪にかかわるこれも、縮小しよ援としての除雪にかかわるこれも、縮小しよ

うということでしょう。大幅な後退です。市うということでしょう。大幅な後退です。市うということでしょう。大幅な後退です。市うということでしょう。大幅な後退です。市

の独自の施策は。予算書の独自の施策は。予算書の独自の施策は。予算書の独自の施策は。予算書を見ると。を見ると。を見ると。を見ると。私はその私はその私はその私はその

ことは、この際言いません。それは予算委員ことは、この際言いません。それは予算委員ことは、この際言いません。それは予算委員ことは、この際言いません。それは予算委員

会等がありますから。会等がありますから。会等がありますから。会等がありますから。    

    ただ、こただ、こただ、こただ、これらの先ほど言った、農業施策とれらの先ほど言った、農業施策とれらの先ほど言った、農業施策とれらの先ほど言った、農業施策と

して称された、農地・水・環境保全向上対策して称された、農地・水・環境保全向上対策して称された、農地・水・環境保全向上対策して称された、農地・水・環境保全向上対策

事業のかかわりやら、それから新たに国が事業のかかわりやら、それから新たに国が事業のかかわりやら、それから新たに国が事業のかかわりやら、それから新たに国が

800800800800 万円出すと言われております、通年雇用万円出すと言われております、通年雇用万円出すと言われております、通年雇用万円出すと言われております、通年雇用

促進支援事業。美唄でもこれを１つの団体と促進支援事業。美唄でもこれを１つの団体と促進支援事業。美唄でもこれを１つの団体と促進支援事業。美唄でもこれを１つの団体と

して取り組もうという、そういう経過があるして取り組もうという、そういう経過があるして取り組もうという、そういう経過があるして取り組もうという、そういう経過がある

わけですから、ぜひ能動的に、したたかにこわけですから、ぜひ能動的に、したたかにこわけですから、ぜひ能動的に、したたかにこわけですから、ぜひ能動的に、したたかにこ

ういった国の制度等は活用して、少しでもこういった国の制度等は活用して、少しでもこういった国の制度等は活用して、少しでもこういった国の制度等は活用して、少しでもこ
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の雇用にかかわる、辛い人方の雇用にかかわの雇用にかかわる、辛い人方の雇用にかかわの雇用にかかわる、辛い人方の雇用にかかわの雇用にかかわる、辛い人方の雇用にかかわ

るような前向きな、積極的な対応をお願いをるような前向きな、積極的な対応をお願いをるような前向きな、積極的な対応をお願いをるような前向きな、積極的な対応をお願いを

したいと思うんです。この辺、重ねてお尋ねしたいと思うんです。この辺、重ねてお尋ねしたいと思うんです。この辺、重ねてお尋ねしたいと思うんです。この辺、重ねてお尋ね

をしたいと思います。をしたいと思います。をしたいと思います。をしたいと思います。    

●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君    午後１時まで休憩いたし午後１時まで休憩いたし午後１時まで休憩いたし午後１時まで休憩いたし

ます。ます。ます。ます。    

    

午前午前午前午前１１１１１１１１時時時時５３５３５３５３分分分分    休憩休憩休憩休憩    

午後午後午後午後    １１１１    時時時時２３２３２３２３分分分分    開議開議開議開議    

    

●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君    休憩前に引き続き会議を休憩前に引き続き会議を休憩前に引き続き会議を休憩前に引き続き会議を

開きます。開きます。開きます。開きます。    

    一般質問を続けます。一般質問を続けます。一般質問を続けます。一般質問を続けます。    

    紫藤議員の２回目の質問に対する理事者の紫藤議員の２回目の質問に対する理事者の紫藤議員の２回目の質問に対する理事者の紫藤議員の２回目の質問に対する理事者の

答弁から入ります。答弁から入ります。答弁から入ります。答弁から入ります。    

    市長。市長。市長。市長。    

●市長桜井道夫君●市長桜井道夫君●市長桜井道夫君●市長桜井道夫君    紫藤議員の質問にお答え紫藤議員の質問にお答え紫藤議員の質問にお答え紫藤議員の質問にお答え

します。します。します。します。    

    初めに、指標の見通しと今後の考え方であ初めに、指標の見通しと今後の考え方であ初めに、指標の見通しと今後の考え方であ初めに、指標の見通しと今後の考え方であ

りますが、りますが、りますが、りますが、実質公債費比率については、公債実質公債費比率については、公債実質公債費比率については、公債実質公債費比率については、公債

費負担適性化計画を策定し、費負担適性化計画を策定し、費負担適性化計画を策定し、費負担適性化計画を策定し、公債費公債費公債費公債費負担の抑負担の抑負担の抑負担の抑

制を図り、適切に対応をしてまいりたいと、制を図り、適切に対応をしてまいりたいと、制を図り、適切に対応をしてまいりたいと、制を図り、適切に対応をしてまいりたいと、

このように考えてございます。このように考えてございます。このように考えてございます。このように考えてございます。    

    また、市立病院の不良債務が多額であるこまた、市立病院の不良債務が多額であるこまた、市立病院の不良債務が多額であるこまた、市立病院の不良債務が多額であるこ

とから、特に連結実質赤字比率の基準が対象とから、特に連結実質赤字比率の基準が対象とから、特に連結実質赤字比率の基準が対象とから、特に連結実質赤字比率の基準が対象

となると懸念されるため、どのような数字ととなると懸念されるため、どのような数字ととなると懸念されるため、どのような数字ととなると懸念されるため、どのような数字と

なるか十分に注視しなければならないと考えなるか十分に注視しなければならないと考えなるか十分に注視しなければならないと考えなるか十分に注視しなければならないと考え

ております。ております。ております。ております。    

    いずれにいたしましても、早期健全化段階いずれにいたしましても、早期健全化段階いずれにいたしましても、早期健全化段階いずれにいたしましても、早期健全化段階

並びに再生段階の並びに再生段階の並びに再生段階の並びに再生段階の２２２２段階の基準について、今段階の基準について、今段階の基準について、今段階の基準について、今

後情報収集に努めてまいりたいと考えており後情報収集に努めてまいりたいと考えており後情報収集に努めてまいりたいと考えており後情報収集に努めてまいりたいと考えており

ます。ます。ます。ます。    

    次に、平成次に、平成次に、平成次に、平成 19191919 年度予算編成における人件費年度予算編成における人件費年度予算編成における人件費年度予算編成における人件費

削減についてでありますが、６億削減についてでありますが、６億削減についてでありますが、６億削減についてでありますが、６億 7,0007,0007,0007,000 万円万円万円万円

の収支不足に対応するため、歳入の財源確保、の収支不足に対応するため、歳入の財源確保、の収支不足に対応するため、歳入の財源確保、の収支不足に対応するため、歳入の財源確保、

事務事業の見直しや基金処分、建設事業の削事務事業の見直しや基金処分、建設事業の削事務事業の見直しや基金処分、建設事業の削事務事業の見直しや基金処分、建設事業の削

減など最大限に努めたところでございますが、減など最大限に努めたところでございますが、減など最大限に努めたところでございますが、減など最大限に努めたところでございますが、

財源不足額が大きく、職員給与の削減に頼ら財源不足額が大きく、職員給与の削減に頼ら財源不足額が大きく、職員給与の削減に頼ら財源不足額が大きく、職員給与の削減に頼ら

ざるを得ない状況となったものであり、全会ざるを得ない状況となったものであり、全会ざるを得ない状況となったものであり、全会ざるを得ない状況となったものであり、全会

計で約３億計で約３億計で約３億計で約３億 5,5005,5005,5005,500 万円の削減をしようとする万円の削減をしようとする万円の削減をしようとする万円の削減をしようとする

ものでございます。ものでございます。ものでございます。ものでございます。    

    職員には、大きな負担を強いることとなり、職員には、大きな負担を強いることとなり、職員には、大きな負担を強いることとなり、職員には、大きな負担を強いることとなり、

大変厳しい選択となりましたが、病院統合問大変厳しい選択となりましたが、病院統合問大変厳しい選択となりましたが、病院統合問大変厳しい選択となりましたが、病院統合問

題などを抱え、将来に向けて財政健全化が急題などを抱え、将来に向けて財政健全化が急題などを抱え、将来に向けて財政健全化が急題などを抱え、将来に向けて財政健全化が急

務となっていることから、緊急の措置として務となっていることから、緊急の措置として務となっていることから、緊急の措置として務となっていることから、緊急の措置として

給与構造の改革とあわせ、独自削減を行うこ給与構造の改革とあわせ、独自削減を行うこ給与構造の改革とあわせ、独自削減を行うこ給与構造の改革とあわせ、独自削減を行うこ

ととしたものでございます。ととしたものでございます。ととしたものでございます。ととしたものでございます。    

    美唄市のおかれている状況は大変厳しく、美唄市のおかれている状況は大変厳しく、美唄市のおかれている状況は大変厳しく、美唄市のおかれている状況は大変厳しく、

職員には危機意識を持ってこの試練の時代に職員には危機意識を持ってこの試練の時代に職員には危機意識を持ってこの試練の時代に職員には危機意識を持ってこの試練の時代に

向かわなければならないことにつきまして、向かわなければならないことにつきまして、向かわなければならないことにつきまして、向かわなければならないことにつきまして、

理解を求めていきたいと考えております。理解を求めていきたいと考えております。理解を求めていきたいと考えております。理解を求めていきたいと考えております。    

    次に、計画行政についてでありますが、本次に、計画行政についてでありますが、本次に、計画行政についてでありますが、本次に、計画行政についてでありますが、本

市の財政構造は約７市の財政構造は約７市の財政構造は約７市の財政構造は約７割が依存財源となってお割が依存財源となってお割が依存財源となってお割が依存財源となってお

り、予算の編成に当たっては、国の地方財政り、予算の編成に当たっては、国の地方財政り、予算の編成に当たっては、国の地方財政り、予算の編成に当たっては、国の地方財政

対策により、大きく左右されやすいものとな対策により、大きく左右されやすいものとな対策により、大きく左右されやすいものとな対策により、大きく左右されやすいものとな

っております。っております。っております。っております。    

    今後、まちづくりプラン後期基本計画につ今後、まちづくりプラン後期基本計画につ今後、まちづくりプラン後期基本計画につ今後、まちづくりプラン後期基本計画につ

いては、公債費適性化計画との整合性を図りいては、公債費適性化計画との整合性を図りいては、公債費適性化計画との整合性を図りいては、公債費適性化計画との整合性を図り

ながら、自立推進計画とあわせてながら、自立推進計画とあわせてながら、自立推進計画とあわせてながら、自立推進計画とあわせてシビル・ミシビル・ミシビル・ミシビル・ミ

ニマムニマムニマムニマムの視点からも必要な見直しをはかっての視点からも必要な見直しをはかっての視点からも必要な見直しをはかっての視点からも必要な見直しをはかって

まいりたいと考えております。まいりたいと考えております。まいりたいと考えております。まいりたいと考えております。    

    次に、私の公約などについてでありますが、次に、私の公約などについてでありますが、次に、私の公約などについてでありますが、次に、私の公約などについてでありますが、

私は本市の活性化を私は本市の活性化を私は本市の活性化を私は本市の活性化を第一第一第一第一に考え、公約を掲げに考え、公約を掲げに考え、公約を掲げに考え、公約を掲げ

たところであり、現状の厳しい財政状況を踏たところであり、現状の厳しい財政状況を踏たところであり、現状の厳しい財政状況を踏たところであり、現状の厳しい財政状況を踏

まえ、必要なものは実現させ、見直すべきもまえ、必要なものは実現させ、見直すべきもまえ、必要なものは実現させ、見直すべきもまえ、必要なものは実現させ、見直すべきも

のは見直していきたいと考えております。のは見直していきたいと考えております。のは見直していきたいと考えております。のは見直していきたいと考えております。    

    職員との危機意識の共有に関しては、職員職員との危機意識の共有に関しては、職員職員との危機意識の共有に関しては、職員職員との危機意識の共有に関しては、職員

と心をひとつにし、一丸となってこの難局をと心をひとつにし、一丸となってこの難局をと心をひとつにし、一丸となってこの難局をと心をひとつにし、一丸となってこの難局を
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乗り越えていかなければならないと考えてお乗り越えていかなければならないと考えてお乗り越えていかなければならないと考えてお乗り越えていかなければならないと考えてお

り、一層の意識の徹底を図ってまいります。り、一層の意識の徹底を図ってまいります。り、一層の意識の徹底を図ってまいります。り、一層の意識の徹底を図ってまいります。    

    また、私自身のまた、私自身のまた、私自身のまた、私自身の姿勢姿勢姿勢姿勢に関しましては、今年に関しましては、今年に関しましては、今年に関しましては、今年

度から報酬額が減額改定となり、さらに来年度から報酬額が減額改定となり、さらに来年度から報酬額が減額改定となり、さらに来年度から報酬額が減額改定となり、さらに来年

度において期末手当の独自削減を提案してい度において期末手当の独自削減を提案してい度において期末手当の独自削減を提案してい度において期末手当の独自削減を提案してい

るところでございます。るところでございます。るところでございます。るところでございます。    

    次に、新病院移行に伴う職員配置について次に、新病院移行に伴う職員配置について次に、新病院移行に伴う職員配置について次に、新病院移行に伴う職員配置について

でありますが、職員配置は健全経営を行う上でありますが、職員配置は健全経営を行う上でありますが、職員配置は健全経営を行う上でありますが、職員配置は健全経営を行う上

でもその規模や診療体制に応じた配置が基本でもその規模や診療体制に応じた配置が基本でもその規模や診療体制に応じた配置が基本でもその規模や診療体制に応じた配置が基本

であると考えております。今後、労働者健康であると考えております。今後、労働者健康であると考えております。今後、労働者健康であると考えております。今後、労働者健康

福祉機構と具体的な協議を進めることとなり福祉機構と具体的な協議を進めることとなり福祉機構と具体的な協議を進めることとなり福祉機構と具体的な協議を進めることとなり

ますが、ますが、ますが、ますが、市立病院職員の雇用の場の確保につ市立病院職員の雇用の場の確保につ市立病院職員の雇用の場の確保につ市立病院職員の雇用の場の確保につ

いては、最大の努力をしてまいりたいと考えいては、最大の努力をしてまいりたいと考えいては、最大の努力をしてまいりたいと考えいては、最大の努力をしてまいりたいと考え

ております。ております。ております。ております。    

    次に、雇用対策についてでありますが、次に、雇用対策についてでありますが、次に、雇用対策についてでありますが、次に、雇用対策についてでありますが、初初初初

めに、今後予定しておりますめに、今後予定しておりますめに、今後予定しておりますめに、今後予定しております「「「「農地・水・環農地・水・環農地・水・環農地・水・環

境保全向上対策境保全向上対策境保全向上対策境保全向上対策」」」」におけるにおけるにおけるにおける非農家の参画のあ非農家の参画のあ非農家の参画のあ非農家の参画のあ

り方については、り方については、り方については、り方については、共同共同共同共同活動連絡協議会等と協活動連絡協議会等と協活動連絡協議会等と協活動連絡協議会等と協

議をしてまいりたいと考えております。議をしてまいりたいと考えております。議をしてまいりたいと考えております。議をしてまいりたいと考えております。    

    次に、労働基本調査についてでありますが、次に、労働基本調査についてでありますが、次に、労働基本調査についてでありますが、次に、労働基本調査についてでありますが、

この調査は３年ごとに実施しており、回収率この調査は３年ごとに実施しており、回収率この調査は３年ごとに実施しており、回収率この調査は３年ごとに実施しており、回収率

は平成は平成は平成は平成 11111111 年は年は年は年は 29.729.729.729.7％、％、％、％、14141414 年は年は年は年は 62626262％、％、％、％、17171717 年は年は年は年は

41.341.341.341.3％となっております。市内における従業％となっております。市内における従業％となっております。市内における従業％となっております。市内における従業

員の労働条件や雇用実態を把握する唯一の手員の労働条件や雇用実態を把握する唯一の手員の労働条件や雇用実態を把握する唯一の手員の労働条件や雇用実態を把握する唯一の手

段であること段であること段であること段であることから、今後も実施時期や調査内から、今後も実施時期や調査内から、今後も実施時期や調査内から、今後も実施時期や調査内

容を検討しながら実施してまいりたいと考え容を検討しながら実施してまいりたいと考え容を検討しながら実施してまいりたいと考え容を検討しながら実施してまいりたいと考え

ております。ております。ております。ております。    

    次に、季節労働者の通年雇用対策について次に、季節労働者の通年雇用対策について次に、季節労働者の通年雇用対策について次に、季節労働者の通年雇用対策について

でありますが、国では新たな補助メニューとでありますが、国では新たな補助メニューとでありますが、国では新たな補助メニューとでありますが、国では新たな補助メニューと

して新年度からして新年度からして新年度からして新年度から「「「「通年雇用促進支援事業（仮通年雇用促進支援事業（仮通年雇用促進支援事業（仮通年雇用促進支援事業（仮

称）称）称）称）」」」」を実施することとしており、過日本事業を実施することとしており、過日本事業を実施することとしており、過日本事業を実施することとしており、過日本事業

の概要についての説明会が行われたところでの概要についての説明会が行われたところでの概要についての説明会が行われたところでの概要についての説明会が行われたところで

すが、今後示される具体的内容を見ながら取すが、今後示される具体的内容を見ながら取すが、今後示される具体的内容を見ながら取すが、今後示される具体的内容を見ながら取

り組みについて検討してまいりたいと考えてり組みについて検討してまいりたいと考えてり組みについて検討してまいりたいと考えてり組みについて検討してまいりたいと考えて

おります。おります。おります。おります。    

●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君    18181818 番紫藤政則議員。番紫藤政則議員。番紫藤政則議員。番紫藤政則議員。    

●●●●18181818 番紫藤政則議員番紫藤政則議員番紫藤政則議員番紫藤政則議員    重ねての質問に対す重ねての質問に対す重ねての質問に対す重ねての質問に対す

るご答弁がありました。るご答弁がありました。るご答弁がありました。るご答弁がありました。    

    １つ目の、どの比率が注目すべき１つ目の、どの比率が注目すべき１つ目の、どの比率が注目すべき１つ目の、どの比率が注目すべきもので、もので、もので、もので、

そしてこの早期是正団体に適応される可能性そしてこの早期是正団体に適応される可能性そしてこの早期是正団体に適応される可能性そしてこの早期是正団体に適応される可能性

ということをお尋ねしましたら、情報収集しということをお尋ねしましたら、情報収集しということをお尋ねしましたら、情報収集しということをお尋ねしましたら、情報収集し

ますと。いわばこの判断比率というものがどますと。いわばこの判断比率というものがどますと。いわばこの判断比率というものがどますと。いわばこの判断比率というものがど

うなるかわからないから、情報収集しますとうなるかわからないから、情報収集しますとうなるかわからないから、情報収集しますとうなるかわからないから、情報収集しますと

いうことですけれども。いうことですけれども。いうことですけれども。いうことですけれども。    

    私再質問でも申し上げましたけれども、基私再質問でも申し上げましたけれども、基私再質問でも申し上げましたけれども、基私再質問でも申し上げましたけれども、基

本的に法律がどう変わろうが、基礎自治体が本的に法律がどう変わろうが、基礎自治体が本的に法律がどう変わろうが、基礎自治体が本的に法律がどう変わろうが、基礎自治体が

行財政運営していく上において、１番財務の行財政運営していく上において、１番財務の行財政運営していく上において、１番財務の行財政運営していく上において、１番財務の

実態なりを承知をしている、市長をはじめ、実態なりを承知をしている、市長をはじめ、実態なりを承知をしている、市長をはじめ、実態なりを承知をしている、市長をはじめ、

執行側の皆さん方が、この財政の健全化に向執行側の皆さん方が、この財政の健全化に向執行側の皆さん方が、この財政の健全化に向執行側の皆さん方が、この財政の健全化に向

けて、常にその問題を意識してけて、常にその問題を意識してけて、常にその問題を意識してけて、常にその問題を意識していっている、いっている、いっている、いっている、

日常的な仕事の中で取り組まなければならな日常的な仕事の中で取り組まなければならな日常的な仕事の中で取り組まなければならな日常的な仕事の中で取り組まなければならな

いことです。これいまさらの話ではなくていことです。これいまさらの話ではなくていことです。これいまさらの話ではなくていことです。これいまさらの話ではなくて。。。。    

    ただ国が今度縛りをかけて、そしていわばただ国が今度縛りをかけて、そしていわばただ国が今度縛りをかけて、そしていわばただ国が今度縛りをかけて、そしていわば

先送りをしようとする体質やら、潜在的にひ先送りをしようとする体質やら、潜在的にひ先送りをしようとする体質やら、潜在的にひ先送りをしようとする体質やら、潜在的にひ

とつ隠そうとする、そういった体質を、このとつ隠そうとする、そういった体質を、このとつ隠そうとする、そういった体質を、このとつ隠そうとする、そういった体質を、この

際容認できないと。全国一律のそういうルー際容認できないと。全国一律のそういうルー際容認できないと。全国一律のそういうルー際容認できないと。全国一律のそういうルー

ルをつくることによって、地方の財務の状況ルをつくることによって、地方の財務の状況ルをつくることによって、地方の財務の状況ルをつくることによって、地方の財務の状況、、、、

これをやはり住民に知らしめると、そういうこれをやはり住民に知らしめると、そういうこれをやはり住民に知らしめると、そういうこれをやはり住民に知らしめると、そういう

ことをいわば上から、本来私どもがやらなけことをいわば上から、本来私どもがやらなけことをいわば上から、本来私どもがやらなけことをいわば上から、本来私どもがやらなけ

ればならないことを、上からそうせざるればならないことを、上からそうせざるればならないことを、上からそうせざるればならないことを、上からそうせざるをををを得得得得

なくなった。要因つくったのは、国が大きななくなった。要因つくったのは、国が大きななくなった。要因つくったのは、国が大きななくなった。要因つくったのは、国が大きな

要素があるので要素があるので要素があるので要素があるので、、、、なんだという気持ちはありなんだという気持ちはありなんだという気持ちはありなんだという気持ちはあり

ます。気持ちはありますけれど、そこで情報ます。気持ちはありますけれど、そこで情報ます。気持ちはありますけれど、そこで情報ます。気持ちはありますけれど、そこで情報

収集するというようなことだけで、私は済ま収集するというようなことだけで、私は済ま収集するというようなことだけで、私は済ま収集するというようなことだけで、私は済ま

ないと。先ほど言ったとおり、ないと。先ほど言ったとおり、ないと。先ほど言ったとおり、ないと。先ほど言ったとおり、このこのこのこの 19191919 年度の年度の年度の年度の

予算を審査するに当たって、どうなっていく予算を審査するに当たって、どうなっていく予算を審査するに当たって、どうなっていく予算を審査するに当たって、どうなっていく

かということを見通した上で審査するのと、かということを見通した上で審査するのと、かということを見通した上で審査するのと、かということを見通した上で審査するのと、

これ全然違います。市民の皆さんの市政に対これ全然違います。市民の皆さんの市政に対これ全然違います。市民の皆さんの市政に対これ全然違います。市民の皆さんの市政に対



- 109 - 

する要望なりの扱いの仕方も含めてです。だする要望なりの扱いの仕方も含めてです。だする要望なりの扱いの仕方も含めてです。だする要望なりの扱いの仕方も含めてです。だ

から私具体的に申し上げたでしょう。連結実から私具体的に申し上げたでしょう。連結実から私具体的に申し上げたでしょう。連結実から私具体的に申し上げたでしょう。連結実

質赤字比率ということが大きな要素になって、質赤字比率ということが大きな要素になって、質赤字比率ということが大きな要素になって、質赤字比率ということが大きな要素になって、

要因がかぶれば、これ要因がかぶれば、これ要因がかぶれば、これ要因がかぶれば、これ 19191919 年度の全国的にこの年度の全国的にこの年度の全国的にこの年度の全国的にこの

比率が明らかにされる、ここに入っていくで比率が明らかにされる、ここに入っていくで比率が明らかにされる、ここに入っていくで比率が明らかにされる、ここに入っていくで

しょうと。美唄の場合も。最大現行の、これしょうと。美唄の場合も。最大現行の、これしょうと。美唄の場合も。最大現行の、これしょうと。美唄の場合も。最大現行の、これ

標準財政規模の捉え方もあるのかもしれませ標準財政規模の捉え方もあるのかもしれませ標準財政規模の捉え方もあるのかもしれませ標準財政規模の捉え方もあるのかもしれませ

んけれども。んけれども。んけれども。んけれども。    

    だから、健全化団体の早期健全化団体になだから、健全化団体の早期健全化団体になだから、健全化団体の早期健全化団体になだから、健全化団体の早期健全化団体にな

るという前提で取り組む予算なのかどうかとるという前提で取り組む予算なのかどうかとるという前提で取り組む予算なのかどうかとるという前提で取り組む予算なのかどうかと

いう、その心構えが必要だということです。いう、その心構えが必要だということです。いう、その心構えが必要だということです。いう、その心構えが必要だということです。

ここのところ率直にどう思われますか。ここのところ率直にどう思われますか。ここのところ率直にどう思われますか。ここのところ率直にどう思われますか。    

    私はそういう、本当に厳しい、だからこの私はそういう、本当に厳しい、だからこの私はそういう、本当に厳しい、だからこの私はそういう、本当に厳しい、だからこの

19191919 年度予算の過去考えられなかった人件費年度予算の過去考えられなかった人件費年度予算の過去考えられなかった人件費年度予算の過去考えられなかった人件費

の、先ほどの収支不足の対応でもありましたの、先ほどの収支不足の対応でもありましたの、先ほどの収支不足の対応でもありましたの、先ほどの収支不足の対応でもありました

けれど、結果になったんでしょう。けれど、結果になったんでしょう。けれど、結果になったんでしょう。けれど、結果になったんでしょう。    

    この辺を、ひとつ心が伝わるようなご答弁この辺を、ひとつ心が伝わるようなご答弁この辺を、ひとつ心が伝わるようなご答弁この辺を、ひとつ心が伝わるようなご答弁

いただきたいと思うんです。いただきたいと思うんです。いただきたいと思うんです。いただきたいと思うんです。    

    それと、計画行政のかかわりですが、私はそれと、計画行政のかかわりですが、私はそれと、計画行政のかかわりですが、私はそれと、計画行政のかかわりですが、私は

計画の前にどういう市にしていこう、まちに計画の前にどういう市にしていこう、まちに計画の前にどういう市にしていこう、まちに計画の前にどういう市にしていこう、まちに

していこうと、どういう仕事をこれからしてしていこうと、どういう仕事をこれからしてしていこうと、どういう仕事をこれからしてしていこうと、どういう仕事をこれからして

いこうと、こういう後期計画をこの現状にあいこうと、こういう後期計画をこの現状にあいこうと、こういう後期計画をこの現状にあいこうと、こういう後期計画をこの現状にあ

わせて、しっかり見直して計画に反映すべきわせて、しっかり見直して計画に反映すべきわせて、しっかり見直して計画に反映すべきわせて、しっかり見直して計画に反映すべき

だから、予算だから、予算だから、予算だから、予算できて計画をさあこれからつくできて計画をさあこれからつくできて計画をさあこれからつくできて計画をさあこれからつく

りますなんてことは、まさに順序が逆で、そりますなんてことは、まさに順序が逆で、そりますなんてことは、まさに順序が逆で、そりますなんてことは、まさに順序が逆で、そ

の辺の認識しっかり持っておられるかどうか、の辺の認識しっかり持っておられるかどうか、の辺の認識しっかり持っておられるかどうか、の辺の認識しっかり持っておられるかどうか、

このこともお尋ねをしたつもりです。このこともお尋ねをしたつもりです。このこともお尋ねをしたつもりです。このこともお尋ねをしたつもりです。    

    それで、やはりこれからの計画行政、当面それで、やはりこれからの計画行政、当面それで、やはりこれからの計画行政、当面それで、やはりこれからの計画行政、当面

後期計画は後期計画は後期計画は後期計画は18181818年から年から年から年から22222222年で終わるわけです。年で終わるわけです。年で終わるわけです。年で終わるわけです。

しかし一方、自立推進計画というのは、合併しかし一方、自立推進計画というのは、合併しかし一方、自立推進計画というのは、合併しかし一方、自立推進計画というのは、合併

か、それから自立かとこういう経過の中で、か、それから自立かとこういう経過の中で、か、それから自立かとこういう経過の中で、か、それから自立かとこういう経過の中で、

平成平成平成平成 32323232 年まで、年まで、年まで、年まで、15151515 年間のスパンで、収支計年間のスパンで、収支計年間のスパンで、収支計年間のスパンで、収支計

画をつくった経過があるんです。画をつくった経過があるんです。画をつくった経過があるんです。画をつくった経過があるんです。    

    到達する段階での美唄の状況というのがど到達する段階での美唄の状況というのがど到達する段階での美唄の状況というのがど到達する段階での美唄の状況というのがど

うなっているか、これにシビル・ミニマムのうなっているか、これにシビル・ミニマムのうなっているか、これにシビル・ミニマムのうなっているか、これにシビル・ミニマムの

発想というのが、こういう考え方も取り入れ発想というのが、こういう考え方も取り入れ発想というのが、こういう考え方も取り入れ発想というのが、こういう考え方も取り入れ

るというるというるというるということです。ことです。ことです。ことです。    

    ぜひ、来年、再来年退職なさる方とか、私ぜひ、来年、再来年退職なさる方とか、私ぜひ、来年、再来年退職なさる方とか、私ぜひ、来年、再来年退職なさる方とか、私

どもの任期はこれ来月一杯ですから、市の中どもの任期はこれ来月一杯ですから、市の中どもの任期はこれ来月一杯ですから、市の中どもの任期はこれ来月一杯ですから、市の中

の、今後少なくとも継続して勤務される若いの、今後少なくとも継続して勤務される若いの、今後少なくとも継続して勤務される若いの、今後少なくとも継続して勤務される若い

中堅層、これを取り込んで、この計画を見届中堅層、これを取り込んで、この計画を見届中堅層、これを取り込んで、この計画を見届中堅層、これを取り込んで、この計画を見届

ける人を含めた計画づくりやっていただけなける人を含めた計画づくりやっていただけなける人を含めた計画づくりやっていただけなける人を含めた計画づくりやっていただけな

いでしょうか。そこにお座りの皆さん方が適いでしょうか。そこにお座りの皆さん方が適いでしょうか。そこにお座りの皆さん方が適いでしょうか。そこにお座りの皆さん方が適

任でないということを言っているわけではな任でないということを言っているわけではな任でないということを言っているわけではな任でないということを言っているわけではな

いです。いです。いです。いです。    

    やはり、自分がこの美唄をどうしていくかやはり、自分がこの美唄をどうしていくかやはり、自分がこの美唄をどうしていくかやはり、自分がこの美唄をどうしていくか

という、そういった仕事をしながら、生活をという、そういった仕事をしながら、生活をという、そういった仕事をしながら、生活をという、そういった仕事をしながら、生活を

しながらやっていくかというそういった意味しながらやっていくかというそういった意味しながらやっていくかというそういった意味しながらやっていくかというそういった意味

でのある意味別な責任を取れるような、そうでのある意味別な責任を取れるような、そうでのある意味別な責任を取れるような、そうでのある意味別な責任を取れるような、そう

いう人方が実際に組み立てる計画づくり、やいう人方が実際に組み立てる計画づくり、やいう人方が実際に組み立てる計画づくり、やいう人方が実際に組み立てる計画づくり、や

っていただっていただっていただっていただけないでしょうか。けないでしょうか。けないでしょうか。けないでしょうか。    

    私は市の最高の意思決定機関であります私は市の最高の意思決定機関であります私は市の最高の意思決定機関であります私は市の最高の意思決定機関であります庁庁庁庁

議の公開ということを、前の市長から申し上議の公開ということを、前の市長から申し上議の公開ということを、前の市長から申し上議の公開ということを、前の市長から申し上

げてきました。示される方向がどれだけ部長げてきました。示される方向がどれだけ部長げてきました。示される方向がどれだけ部長げてきました。示される方向がどれだけ部長

が受けて、それを課に流れ、課から係全体のが受けて、それを課に流れ、課から係全体のが受けて、それを課に流れ、課から係全体のが受けて、それを課に流れ、課から係全体の

ものになっているのだろうか。そしてあわせものになっているのだろうか。そしてあわせものになっているのだろうか。そしてあわせものになっているのだろうか。そしてあわせ

て、その中で双方向の議論が戦わされて、さて、その中で双方向の議論が戦わされて、さて、その中で双方向の議論が戦わされて、さて、その中で双方向の議論が戦わされて、さ

まざまな施策に生かされるような体制になっまざまな施策に生かされるような体制になっまざまな施策に生かされるような体制になっまざまな施策に生かされるような体制になっ

ているんだろうかと、そういった危惧の念かているんだろうかと、そういった危惧の念かているんだろうかと、そういった危惧の念かているんだろうかと、そういった危惧の念か

らまずはらまずはらまずはらまずは庁庁庁庁議を活発にすると。どなたでも見議を活発にすると。どなたでも見議を活発にすると。どなたでも見議を活発にすると。どなたでも見

らららられるようなしっかりとした意思機関として、れるようなしっかりとした意思機関として、れるようなしっかりとした意思機関として、れるようなしっかりとした意思機関として、

庁内の中の意思機関としての役割が、かかわ庁内の中の意思機関としての役割が、かかわ庁内の中の意思機関としての役割が、かかわ庁内の中の意思機関としての役割が、かかわ

る構成員の皆さん方が真剣な議論が戦わされる構成員の皆さん方が真剣な議論が戦わされる構成員の皆さん方が真剣な議論が戦わされる構成員の皆さん方が真剣な議論が戦わされ

るというよるというよるというよるというような、そういうものを期待をしてうな、そういうものを期待をしてうな、そういうものを期待をしてうな、そういうものを期待をして

庁庁庁庁議の公開ということを申し上げてきた。議の公開ということを申し上げてきた。議の公開ということを申し上げてきた。議の公開ということを申し上げてきた。    

    そのことが、やはり市政の課題をそのことが、やはり市政の課題をそのことが、やはり市政の課題をそのことが、やはり市政の課題を 1111 人ひと人ひと人ひと人ひと

りの職員の皆さんが共有をしていくというこりの職員の皆さんが共有をしていくというこりの職員の皆さんが共有をしていくというこりの職員の皆さんが共有をしていくというこ

とにつながるわけですから。とにつながるわけですから。とにつながるわけですから。とにつながるわけですから。    
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    そのことは検討されるというお話もありまそのことは検討されるというお話もありまそのことは検討されるというお話もありまそのことは検討されるというお話もありま

したけれども、実際には実行されていない。したけれども、実際には実行されていない。したけれども、実際には実行されていない。したけれども、実際には実行されていない。

こういうまさにこの美唄がどうなるという、こういうまさにこの美唄がどうなるという、こういうまさにこの美唄がどうなるという、こういうまさにこの美唄がどうなるという、

その計画づくりですから、ぜひ若手の、退職その計画づくりですから、ぜひ若手の、退職その計画づくりですから、ぜひ若手の、退職その計画づくりですから、ぜひ若手の、退職

まで責任をまで責任をまで責任をまで責任を持持持持って見届けられる、こういう人って見届けられる、こういう人って見届けられる、こういう人って見届けられる、こういう人

方を組み入れたものに方を組み入れたものに方を組み入れたものに方を組み入れたものに、ぜひしていただけな、ぜひしていただけな、ぜひしていただけな、ぜひしていただけな

いですか。この点、お答えをいただきたいといですか。この点、お答えをいただきたいといですか。この点、お答えをいただきたいといですか。この点、お答えをいただきたいと

思うんです。思うんです。思うんです。思うんです。    

    それから、先ほど市長はおっしゃいましたそれから、先ほど市長はおっしゃいましたそれから、先ほど市長はおっしゃいましたそれから、先ほど市長はおっしゃいました。。。。

10101010％本俸を落としたとか、それから期末手当、％本俸を落としたとか、それから期末手当、％本俸を落としたとか、それから期末手当、％本俸を落としたとか、それから期末手当、

１カ月の話をされましたけれども。１カ月の話をされましたけれども。１カ月の話をされましたけれども。１カ月の話をされましたけれども。    

    私はこれ言いたくなかったんですけれど、私はこれ言いたくなかったんですけれど、私はこれ言いたくなかったんですけれど、私はこれ言いたくなかったんですけれど、

井坂前市長のときに、これは平成井坂前市長のときに、これは平成井坂前市長のときに、これは平成井坂前市長のときに、これは平成 16161616 年４月か年４月か年４月か年４月か

らですけれど、らですけれど、らですけれど、らですけれど、90909090 万万万万 5,0005,0005,0005,000 円を２割、２カ年円を２割、２カ年円を２割、２カ年円を２割、２カ年

続けた。続けた。続けた。続けた。18181818 年に報酬そのものを、これは暫定年に報酬そのものを、これは暫定年に報酬そのものを、これは暫定年に報酬そのものを、これは暫定

的な措置ではなくて、恒久的な措置として、的な措置ではなくて、恒久的な措置として、的な措置ではなくて、恒久的な措置として、的な措置ではなくて、恒久的な措置として、

当然退職金等に跳ね返る部分ですけれども、当然退職金等に跳ね返る部分ですけれども、当然退職金等に跳ね返る部分ですけれども、当然退職金等に跳ね返る部分ですけれども、

10101010％戻して報酬を設定している。％戻して報酬を設定している。％戻して報酬を設定している。％戻して報酬を設定している。18181818 年の４月年の４月年の４月年の４月

１日以降です。１日以降です。１日以降です。１日以降です。18181818 年経過して年経過して年経過して年経過して 16161616 年とのそれ年とのそれ年とのそれ年とのそれ

を踏襲するということです。変わらない。を踏襲するということです。変わらない。を踏襲するということです。変わらない。を踏襲するということです。変わらない。16161616

年から見たら年から見たら年から見たら年から見たら 10101010％アップしているんです。％アップしているんです。％アップしているんです。％アップしているんです。    

    一時金、こ一時金、こ一時金、こ一時金、これは市の職員、去年も一時金一れは市の職員、去年も一時金一れは市の職員、去年も一時金一れは市の職員、去年も一時金一

律、これ係長以下律、これ係長以下律、これ係長以下律、これ係長以下 0.80.80.80.8、、、、課長補佐課長補佐課長補佐課長補佐以上以上以上以上 1.01.01.01.0。一。一。一。一

時金の削減実施。自主削減として取り組んだ。時金の削減実施。自主削減として取り組んだ。時金の削減実施。自主削減として取り組んだ。時金の削減実施。自主削減として取り組んだ。

これは、私どもこれは、私どもこれは、私どもこれは、私どもも然りも然りも然りも然りですし、特別職ですし、特別職ですし、特別職ですし、特別職のののの皆さ皆さ皆さ皆さ

んも連動してそのまま落としている。何も変んも連動してそのまま落としている。何も変んも連動してそのまま落としている。何も変んも連動してそのまま落としている。何も変

わらないんです。わらないんです。わらないんです。わらないんです。    

    ご自身のこの経営責任というのをどのようご自身のこの経営責任というのをどのようご自身のこの経営責任というのをどのようご自身のこの経営責任というのをどのよう

にお取りになるのかということに、にお取りになるのかということに、にお取りになるのかということに、にお取りになるのかということに、答答答答えていえていえていえてい

ないじゃないですか。みずからご判断なさるないじゃないですか。みずからご判断なさるないじゃないですか。みずからご判断なさるないじゃないですか。みずからご判断なさる

ことだから、私どもはこう言ってああ言ってことだから、私どもはこう言ってああ言ってことだから、私どもはこう言ってああ言ってことだから、私どもはこう言ってああ言って

ということではないんです。ということではないんです。ということではないんです。ということではないんです。    

    しかし、職員が受ける痛みということを考しかし、職員が受ける痛みということを考しかし、職員が受ける痛みということを考しかし、職員が受ける痛みということを考

えますと、やはりそこで経営者としてどうえますと、やはりそこで経営者としてどうえますと、やはりそこで経営者としてどうえますと、やはりそこで経営者としてどうなななな

んんんんだと、使用者として。当然私はだと、使用者として。当然私はだと、使用者として。当然私はだと、使用者として。当然私はついてくるついてくるついてくるついてくる

ものだと。ものだと。ものだと。ものだと。    

    再質問のときに申し上げましたけれども、再質問のときに申し上げましたけれども、再質問のときに申し上げましたけれども、再質問のときに申し上げましたけれども、

これはこの年度始まるときに、議会でも議長これはこの年度始まるときに、議会でも議長これはこの年度始まるときに、議会でも議長これはこの年度始まるときに、議会でも議長

を通じて議会費の圧縮についてご要請があっを通じて議会費の圧縮についてご要請があっを通じて議会費の圧縮についてご要請があっを通じて議会費の圧縮についてご要請があっ

たというふうに、議長から聞いております。たというふうに、議長から聞いております。たというふうに、議長から聞いております。たというふうに、議長から聞いております。    

    誤解のないように私どもこの際申し上げて誤解のないように私どもこの際申し上げて誤解のないように私どもこの際申し上げて誤解のないように私どもこの際申し上げて

おきたいんですけれども、私どもの議会とすおきたいんですけれども、私どもの議会とすおきたいんですけれども、私どもの議会とすおきたいんですけれども、私どもの議会とす

れば、みずから来年の４月に実施される市議れば、みずから来年の４月に実施される市議れば、みずから来年の４月に実施される市議れば、みずから来年の４月に実施される市議

選挙、選挙、選挙、選挙、22222222 名の定数を当時はまさに画期的、い名の定数を当時はまさに画期的、い名の定数を当時はまさに画期的、い名の定数を当時はまさに画期的、い

いか悪いか別にしましても、過去なかったよいか悪いか別にしましても、過去なかったよいか悪いか別にしましても、過去なかったよいか悪いか別にしましても、過去なかったよ

うな大幅な６名減ということうな大幅な６名減ということうな大幅な６名減ということうな大幅な６名減ということを取り組んだ。を取り組んだ。を取り組んだ。を取り組んだ。

そして、いわば行政視察等についても、回数そして、いわば行政視察等についても、回数そして、いわば行政視察等についても、回数そして、いわば行政視察等についても、回数

の制限、さらには日程の圧縮、これらに取りの制限、さらには日程の圧縮、これらに取りの制限、さらには日程の圧縮、これらに取りの制限、さらには日程の圧縮、これらに取り

組んだ組んだ組んだ組んだ。。。。みずからみずからみずからみずからやれることはみずから考えやれることはみずから考えやれることはみずから考えやれることはみずから考え

ようということで考えて示した。それは自立ようということで考えて示した。それは自立ようということで考えて示した。それは自立ようということで考えて示した。それは自立

か合併か。みずから検討して時間をかけてやか合併か。みずから検討して時間をかけてやか合併か。みずから検討して時間をかけてやか合併か。みずから検討して時間をかけてや

ったこと。ったこと。ったこと。ったこと。    

    それをそれをそれをそれを 12121212 月の年前に、金がないからという月の年前に、金がないからという月の年前に、金がないからという月の年前に、金がないからという

ことでの議会もどうだということ、これはいことでの議会もどうだということ、これはいことでの議会もどうだということ、これはいことでの議会もどうだということ、これはい

かがなのかと。みずから判断すべきことだ。かがなのかと。みずから判断すべきことだ。かがなのかと。みずから判断すべきことだ。かがなのかと。みずから判断すべきことだ。

そしてあわせて、いまの美唄の現状と、今後そしてあわせて、いまの美唄の現状と、今後そしてあわせて、いまの美唄の現状と、今後そしてあわせて、いまの美唄の現状と、今後

どうしていくかということをきちっと把握をどうしていくかということをきちっと把握をどうしていくかということをきちっと把握をどうしていくかということをきちっと把握を

した上で議論しようと、主体的に。こういうした上で議論しようと、主体的に。こういうした上で議論しようと、主体的に。こういうした上で議論しようと、主体的に。こういう

お話です。そういう議論です。お話です。そういう議論です。お話です。そういう議論です。お話です。そういう議論です。    

    ですから当然、過去の扱いからしまして、ですから当然、過去の扱いからしまして、ですから当然、過去の扱いからしまして、ですから当然、過去の扱いからしまして、

この市の職員の一時金も議会の一時金に連動この市の職員の一時金も議会の一時金に連動この市の職員の一時金も議会の一時金に連動この市の職員の一時金も議会の一時金に連動

してくる。それから基本給等の扱いにしてくる。それから基本給等の扱いにしてくる。それから基本給等の扱いにしてくる。それから基本給等の扱いについてついてついてついて

も、これだけの大幅なものがあったときに、も、これだけの大幅なものがあったときに、も、これだけの大幅なものがあったときに、も、これだけの大幅なものがあったときに、

黙っていられるかという問題になってくるん黙っていられるかという問題になってくるん黙っていられるかという問題になってくるん黙っていられるかという問題になってくるん

です。そうすると、議会費全体としてどうすです。そうすると、議会費全体としてどうすです。そうすると、議会費全体としてどうすです。そうすると、議会費全体としてどうす

るかということを改めて、これは時間がないるかということを改めて、これは時間がないるかということを改めて、これは時間がないるかということを改めて、これは時間がない

からおそらく新しく改選された皆さん方の議からおそらく新しく改選された皆さん方の議からおそらく新しく改選された皆さん方の議からおそらく新しく改選された皆さん方の議

論になる、つながっていく話だと思うんです。論になる、つながっていく話だと思うんです。論になる、つながっていく話だと思うんです。論になる、つながっていく話だと思うんです。    
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    物事は手順がかかるわけですが、情報をい物事は手順がかかるわけですが、情報をい物事は手順がかかるわけですが、情報をい物事は手順がかかるわけですが、情報をい

ち早く持ち、今後の見通しを持たれる経営者ち早く持ち、今後の見通しを持たれる経営者ち早く持ち、今後の見通しを持たれる経営者ち早く持ち、今後の見通しを持たれる経営者

として、使用者としてのみずから率先をしてとして、使用者としてのみずから率先をしてとして、使用者としてのみずから率先をしてとして、使用者としてのみずから率先をして

範を示すと。こういった姿が見えない。この範を示すと。こういった姿が見えない。この範を示すと。こういった姿が見えない。この範を示すと。こういった姿が見えない。この

ことについて、改めてお答えいただけませんことについて、改めてお答えいただけませんことについて、改めてお答えいただけませんことについて、改めてお答えいただけません

か。か。か。か。    

    それと病院のこの雇用のことですが、これそれと病院のこの雇用のことですが、これそれと病院のこの雇用のことですが、これそれと病院のこの雇用のことですが、これ

から全力で頑張らから全力で頑張らから全力で頑張らから全力で頑張られるということです。新たれるということです。新たれるということです。新たれるということです。新た

にそういうどういった病院規模になるかといにそういうどういった病院規模になるかといにそういうどういった病院規模になるかといにそういうどういった病院規模になるかとい

うのがありますから、そうでしょうけれども、うのがありますから、そうでしょうけれども、うのがありますから、そうでしょうけれども、うのがありますから、そうでしょうけれども、

すでに内定とか決定とか言っていないとすでに内定とか決定とか言っていないとすでに内定とか決定とか言っていないとすでに内定とか決定とか言っていないといいいいっっっっ

ても、もうすでにくっつく方向で詰めの議論ても、もうすでにくっつく方向で詰めの議論ても、もうすでにくっつく方向で詰めの議論ても、もうすでにくっつく方向で詰めの議論

をしていると。をしていると。をしていると。をしていると。20202020 年４月には新しい病院開設年４月には新しい病院開設年４月には新しい病院開設年４月には新しい病院開設

したいということまで言っているわけです。したいということまで言っているわけです。したいということまで言っているわけです。したいということまで言っているわけです。

ここ、やれることとやれないことあると思うここ、やれることとやれないことあると思うここ、やれることとやれないことあると思うここ、やれることとやれないことあると思う

んです、私は。んです、私は。んです、私は。んです、私は。    

    一応労災病院の皆さん方は全国展開をなさ一応労災病院の皆さん方は全国展開をなさ一応労災病院の皆さん方は全国展開をなさ一応労災病院の皆さん方は全国展開をなさ

っているということで、声の受け皿あるでしっているということで、声の受け皿あるでしっているということで、声の受け皿あるでしっているということで、声の受け皿あるでし

ょうけれども、この市立病院のスタッフの皆ょうけれども、この市立病院のスタッフの皆ょうけれども、この市立病院のスタッフの皆ょうけれども、この市立病院のスタッフの皆

さん方、では果たしてどういった縮減幅になさん方、では果たしてどういった縮減幅になさん方、では果たしてどういった縮減幅になさん方、では果たしてどういった縮減幅にな

ったら、どのような受け入れったら、どのような受け入れったら、どのような受け入れったら、どのような受け入れ体体体体制制制制ができるんができるんができるんができるん

だろうかという議論になってきます。だろうかという議論になってきます。だろうかという議論になってきます。だろうかという議論になってきます。    

    ここ、全部決まったあとぼんと出されるのここ、全部決まったあとぼんと出されるのここ、全部決まったあとぼんと出されるのここ、全部決まったあとぼんと出されるの

ではこれ、今後の生活なり、暮らしどう立てではこれ、今後の生活なり、暮らしどう立てではこれ、今後の生活なり、暮らしどう立てではこれ、今後の生活なり、暮らしどう立て

るかということ、すぐ考えなさいということるかということ、すぐ考えなさいということるかということ、すぐ考えなさいということるかということ、すぐ考えなさいということ

になってしまいます。になってしまいます。になってしまいます。になってしまいます。    

    いつ頃それは明らかにするつもりですか。いつ頃それは明らかにするつもりですか。いつ頃それは明らかにするつもりですか。いつ頃それは明らかにするつもりですか。

規模その他について。職員数どうしたいとい規模その他について。職員数どうしたいとい規模その他について。職員数どうしたいとい規模その他について。職員数どうしたいとい

うことも。それを教えてください。うことも。それを教えてください。うことも。それを教えてください。うことも。それを教えてください。    

●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君    市長。市長。市長。市長。    

●市長桜井道夫君●市長桜井道夫君●市長桜井道夫君●市長桜井道夫君    紫藤議員の質問にお答え紫藤議員の質問にお答え紫藤議員の質問にお答え紫藤議員の質問にお答え

します。します。します。します。    

    私、先ほどいろんな４つの基準の中で、数私、先ほどいろんな４つの基準の中で、数私、先ほどいろんな４つの基準の中で、数私、先ほどいろんな４つの基準の中で、数

値の部分、これは４つが示されておりまして、値の部分、これは４つが示されておりまして、値の部分、これは４つが示されておりまして、値の部分、これは４つが示されておりまして、

私どもこれ私どもこれ私どもこれ私どもこれはははは美唄にとって大変な問題ですか美唄にとって大変な問題ですか美唄にとって大変な問題ですか美唄にとって大変な問題ですか

ら、いろんな情報収集を行っております。ら、いろんな情報収集を行っております。ら、いろんな情報収集を行っております。ら、いろんな情報収集を行っております。    

    そんな中で総務省の方に出向きまして、いそんな中で総務省の方に出向きまして、いそんな中で総務省の方に出向きまして、いそんな中で総務省の方に出向きまして、い

ろんな方からも未定ろんな方からも未定ろんな方からも未定ろんな方からも未定稿稿稿稿の原稿はいただいておの原稿はいただいておの原稿はいただいておの原稿はいただいてお

ります。これが正式に発表されていないものります。これが正式に発表されていないものります。これが正式に発表されていないものります。これが正式に発表されていないもの

ですから、このことがまだ発表できないといですから、このことがまだ発表できないといですから、このことがまだ発表できないといですから、このことがまだ発表できないとい

うことで、このあたりは今後情報収集といううことで、このあたりは今後情報収集といううことで、このあたりは今後情報収集といううことで、このあたりは今後情報収集という

形で努めておりますけれども、段階的に数値形で努めておりますけれども、段階的に数値形で努めておりますけれども、段階的に数値形で努めておりますけれども、段階的に数値

を二段階等に決めまして、そこからは早期健を二段階等に決めまして、そこからは早期健を二段階等に決めまして、そこからは早期健を二段階等に決めまして、そこからは早期健

全化段階、それからそれ以上の数値になると、全化段階、それからそれ以上の数値になると、全化段階、それからそれ以上の数値になると、全化段階、それからそれ以上の数値になると、

再生段階と、こういうふうに示されると。再生段階と、こういうふうに示されると。再生段階と、こういうふうに示されると。再生段階と、こういうふうに示されると。    

    この区分されるんですけれど、この数値がこの区分されるんですけれど、この数値がこの区分されるんですけれど、この数値がこの区分されるんですけれど、この数値が

まだ示されていないと、そういうことのほかまだ示されていないと、そういうことのほかまだ示されていないと、そういうことのほかまだ示されていないと、そういうことのほか

にににに、病院に関してまた別な数字がありまして、、病院に関してまた別な数字がありまして、、病院に関してまた別な数字がありまして、、病院に関してまた別な数字がありまして、

資金不足比率という別な数値があります。こ資金不足比率という別な数値があります。こ資金不足比率という別な数値があります。こ資金不足比率という別な数値があります。こ

の比率も、それ以上になると、これは健全化の比率も、それ以上になると、これは健全化の比率も、それ以上になると、これは健全化の比率も、それ以上になると、これは健全化

をしなければいけないと、この３つの数字がをしなければいけないと、この３つの数字がをしなければいけないと、この３つの数字がをしなければいけないと、この３つの数字が

いろいろあるような状況です。いろいろあるような状況です。いろいろあるような状況です。いろいろあるような状況です。    

    ただ、これはまだ事務段階の、本当に未定ただ、これはまだ事務段階の、本当に未定ただ、これはまだ事務段階の、本当に未定ただ、これはまだ事務段階の、本当に未定

稿稿稿稿ということで、考え方を示しているものでということで、考え方を示しているものでということで、考え方を示しているものでということで、考え方を示しているもので

すから、最終決定していないということでおすから、最終決定していないということでおすから、最終決定していないということでおすから、最終決定していないということでお

示しできないんですけれども、そういう総務示しできないんですけれども、そういう総務示しできないんですけれども、そういう総務示しできないんですけれども、そういう総務

省とのいろんな情報のやりとり等を通じて、省とのいろんな情報のやりとり等を通じて、省とのいろんな情報のやりとり等を通じて、省とのいろんな情報のやりとり等を通じて、

美唄市のいまの病院経営、これに関してはど美唄市のいまの病院経営、これに関してはど美唄市のいまの病院経営、これに関してはど美唄市のいまの病院経営、これに関してはど

の数値を基準にしてもかなり危ないと、このの数値を基準にしてもかなり危ないと、このの数値を基準にしてもかなり危ないと、このの数値を基準にしてもかなり危ないと、この

いまの不良債務がいまの不良債務がいまの不良債務がいまの不良債務が 20202020 億円近い部分でいくと、億円近い部分でいくと、億円近い部分でいくと、億円近い部分でいくと、

これは本当にこの新しい法律に、対象になるこれは本当にこの新しい法律に、対象になるこれは本当にこの新しい法律に、対象になるこれは本当にこの新しい法律に、対象になる

となると、こんなこともいろいろアドバイスとなると、こんなこともいろいろアドバイスとなると、こんなこともいろいろアドバイスとなると、こんなこともいろいろアドバイス

受けながら、いまからこれについて全力を挙受けながら、いまからこれについて全力を挙受けながら、いまからこれについて全力を挙受けながら、いまからこれについて全力を挙

げていかなければいけないと、こんなことをげていかなければいけないと、こんなことをげていかなければいけないと、こんなことをげていかなければいけないと、こんなことを

いま努力している部分でございますので、ごいま努力している部分でございますので、ごいま努力している部分でございますので、ごいま努力している部分でございますので、ご

理解願いたいと思います。理解願いたいと思います。理解願いたいと思います。理解願いたいと思います。    

    それから２点目のこの計画づくりでございそれから２点目のこの計画づくりでございそれから２点目のこの計画づくりでございそれから２点目のこの計画づくりでござい

ますけれども、まさにこれからの計画づくりますけれども、まさにこれからの計画づくりますけれども、まさにこれからの計画づくりますけれども、まさにこれからの計画づくり
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に、これから行政を担う若い方々他の意見をに、これから行政を担う若い方々他の意見をに、これから行政を担う若い方々他の意見をに、これから行政を担う若い方々他の意見を

反映させると、このことは非常に重要なこと反映させると、このことは非常に重要なこと反映させると、このことは非常に重要なこと反映させると、このことは非常に重要なこと

だと思いますので、今後の見直しにつきましだと思いますので、今後の見直しにつきましだと思いますので、今後の見直しにつきましだと思いますので、今後の見直しにつきまし

て、こういう全職員の考え方、特に若い方のて、こういう全職員の考え方、特に若い方のて、こういう全職員の考え方、特に若い方のて、こういう全職員の考え方、特に若い方の

考えが反映されるよう、その組織づくりにひ考えが反映されるよう、その組織づくりにひ考えが反映されるよう、その組織づくりにひ考えが反映されるよう、その組織づくりにひ

とつ検とつ検とつ検とつ検討してまいりたいと思っております。討してまいりたいと思っております。討してまいりたいと思っております。討してまいりたいと思っております。    

    それから３点目につきましては、私の報酬それから３点目につきましては、私の報酬それから３点目につきましては、私の報酬それから３点目につきましては、私の報酬

という問題でございますけれども、これに関という問題でございますけれども、これに関という問題でございますけれども、これに関という問題でございますけれども、これに関

しましては、私は自主的にやるというのではしましては、私は自主的にやるというのではしましては、私は自主的にやるというのではしましては、私は自主的にやるというのでは

なくて、正式に条例できちっとした見直しをなくて、正式に条例できちっとした見直しをなくて、正式に条例できちっとした見直しをなくて、正式に条例できちっとした見直しを

するということで、報酬審議会でするということで、報酬審議会でするということで、報酬審議会でするということで、報酬審議会で議論議論議論議論していしていしていしてい

ただいて決定したと。そういう中で、この報ただいて決定したと。そういう中で、この報ただいて決定したと。そういう中で、この報ただいて決定したと。そういう中で、この報

酬の酬の酬の酬のカットカットカットカットがががが退職金退職金退職金退職金にもにもにもにも跳ね返跳ね返跳ね返跳ね返るとるとるとると減額につ減額につ減額につ減額につ

ながるというようなもので、昨年実施したもながるというようなもので、昨年実施したもながるというようなもので、昨年実施したもながるというようなもので、昨年実施したも

のでございますけれども、今後におきまして、のでございますけれども、今後におきまして、のでございますけれども、今後におきまして、のでございますけれども、今後におきまして、

美唄市の財政美唄市の財政美唄市の財政美唄市の財政状況いろん状況いろん状況いろん状況いろんな形で厳しいな形で厳しいな形で厳しいな形で厳しいものがものがものがものが

予想されますので、これについても今後また予想されますので、これについても今後また予想されますので、これについても今後また予想されますので、これについても今後また

再度、特別職の報再度、特別職の報再度、特別職の報再度、特別職の報等審議会等ご議論い等審議会等ご議論い等審議会等ご議論い等審議会等ご議論いただくただくただくただく

かどうか、このあたりも検討してまいりたいかどうか、このあたりも検討してまいりたいかどうか、このあたりも検討してまいりたいかどうか、このあたりも検討してまいりたい

と思っております。と思っております。と思っております。と思っております。    

    それから４点目の病院の問題でございますそれから４点目の病院の問題でございますそれから４点目の病院の問題でございますそれから４点目の病院の問題でございます

けれども、これはいま病床数がどれぐらいがけれども、これはいま病床数がどれぐらいがけれども、これはいま病床数がどれぐらいがけれども、これはいま病床数がどれぐらいが

適当なのかということをいろいろ適当なのかということをいろいろ適当なのかということをいろいろ適当なのかということをいろいろコンサルコンサルコンサルコンサルにににに

かけて、ある意味で決定したわけでございまかけて、ある意味で決定したわけでございまかけて、ある意味で決定したわけでございまかけて、ある意味で決定したわけでございま

すけれども、これについて、機構本部とこのすけれども、これについて、機構本部とこのすけれども、これについて、機構本部とこのすけれども、これについて、機構本部とこの

病床数をめぐって今後動く可能性もあると。病床数をめぐって今後動く可能性もあると。病床数をめぐって今後動く可能性もあると。病床数をめぐって今後動く可能性もあると。

もっとふやすべきだとか、もっと減らすべきもっとふやすべきだとか、もっと減らすべきもっとふやすべきだとか、もっと減らすべきもっとふやすべきだとか、もっと減らすべき

だと、このようなことから体制がまた動く可だと、このようなことから体制がまた動く可だと、このようなことから体制がまた動く可だと、このようなことから体制がまた動く可

能性もあります。能性もあります。能性もあります。能性もあります。    

    それから私どもは統合をお願いしている部それから私どもは統合をお願いしている部それから私どもは統合をお願いしている部それから私どもは統合をお願いしている部

分でございまして、これが決定しないうちに分でございまして、これが決定しないうちに分でございまして、これが決定しないうちに分でございまして、これが決定しないうちに

この職員に対してこのような内この職員に対してこのような内この職員に対してこのような内この職員に対してこのような内容の容の容の容の体制体制体制体制だとだとだとだと

いうことをお話しするのは、私は混乱を招くいうことをお話しするのは、私は混乱を招くいうことをお話しするのは、私は混乱を招くいうことをお話しするのは、私は混乱を招く

だけだと。それと、労災病院の体制、それかだけだと。それと、労災病院の体制、それかだけだと。それと、労災病院の体制、それかだけだと。それと、労災病院の体制、それか

ら市立病院の体制、これがどうかかわっていら市立病院の体制、これがどうかかわっていら市立病院の体制、これがどうかかわっていら市立病院の体制、これがどうかかわってい

くか。どの比率でなるかと、このあたりもこくか。どの比率でなるかと、このあたりもこくか。どの比率でなるかと、このあたりもこくか。どの比率でなるかと、このあたりもこ

れからきちっと協議しなければいけないといれからきちっと協議しなければいけないといれからきちっと協議しなければいけないといれからきちっと協議しなければいけないとい

う問題です。う問題です。う問題です。う問題です。    

    だからそのあたりがまだ詰まらない段階で、だからそのあたりがまだ詰まらない段階で、だからそのあたりがまだ詰まらない段階で、だからそのあたりがまだ詰まらない段階で、

職員の方にはまだお話しする段階ではないと職員の方にはまだお話しする段階ではないと職員の方にはまだお話しする段階ではないと職員の方にはまだお話しする段階ではないと

いうことで、この４月、最終的な決定をしていうことで、この４月、最終的な決定をしていうことで、この４月、最終的な決定をしていうことで、この４月、最終的な決定をして

いただいて、それから早急に話したいといういただいて、それから早急に話したいといういただいて、それから早急に話したいといういただいて、それから早急に話したいという

ことで、このあたりが非常に不確定なものでことで、このあたりが非常に不確定なものでことで、このあたりが非常に不確定なものでことで、このあたりが非常に不確定なもので

すから、いまお話できない状況でございますすから、いまお話できない状況でございますすから、いまお話できない状況でございますすから、いまお話できない状況でございます

けれども、いずれにしましても働いている人けれども、いずれにしましても働いている人けれども、いずれにしましても働いている人けれども、いずれにしましても働いている人

が職が職が職が職場の確保につけて、私どもは全力を挙げ場の確保につけて、私どもは全力を挙げ場の確保につけて、私どもは全力を挙げ場の確保につけて、私どもは全力を挙げ

てまいりたいと考えております。てまいりたいと考えております。てまいりたいと考えております。てまいりたいと考えております。    

    ただ、いまの状態でいきますと、この市立ただ、いまの状態でいきますと、この市立ただ、いまの状態でいきますと、この市立ただ、いまの状態でいきますと、この市立

病院が廃院になったり、病院が廃院になったり、病院が廃院になったり、病院が廃院になったり、新病院新病院新病院新病院になったり、になったり、になったり、になったり、

いろんな形が予想される。その中では、働いいろんな形が予想される。その中では、働いいろんな形が予想される。その中では、働いいろんな形が予想される。その中では、働い

ている人が職場が失う、こんなことも考えらている人が職場が失う、こんなことも考えらている人が職場が失う、こんなことも考えらている人が職場が失う、こんなことも考えら

れますので、私どもは２つの職場が何とか力れますので、私どもは２つの職場が何とか力れますので、私どもは２つの職場が何とか力れますので、私どもは２つの職場が何とか力

をあわせて残るため、私はこの雇用がそこでをあわせて残るため、私はこの雇用がそこでをあわせて残るため、私はこの雇用がそこでをあわせて残るため、私はこの雇用がそこで

一定程度確保されると、このような視点から一定程度確保されると、このような視点から一定程度確保されると、このような視点から一定程度確保されると、このような視点から

いま全力を挙げている部分でございますので、いま全力を挙げている部分でございますので、いま全力を挙げている部分でございますので、いま全力を挙げている部分でございますので、

ご理解願いたいと思います。ご理解願いたいと思います。ご理解願いたいと思います。ご理解願いたいと思います。    

●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君    紫藤委員の本件に関する紫藤委員の本件に関する紫藤委員の本件に関する紫藤委員の本件に関する

発言はすでに３回に及びましたが、会議規則発言はすでに３回に及びましたが、会議規則発言はすでに３回に及びましたが、会議規則発言はすでに３回に及びましたが、会議規則

第第第第 56565656 条条条条ただしただしただしただし書き書き書き書きの規定により、特に発言をの規定により、特に発言をの規定により、特に発言をの規定により、特に発言を

許します。許します。許します。許します。    

    18181818 番紫藤政則議員。番紫藤政則議員。番紫藤政則議員。番紫藤政則議員。    

●●●●18181818 番紫藤政則議員番紫藤政則議員番紫藤政則議員番紫藤政則議員    発言を許していただ発言を許していただ発言を許していただ発言を許していただ

きまして、ありがとうございます。きまして、ありがとうございます。きまして、ありがとうございます。きまして、ありがとうございます。    

    これが最後の発言ということになると思うこれが最後の発言ということになると思うこれが最後の発言ということになると思うこれが最後の発言ということになると思う

んですが、市長ご自身の、いわば何をどうすんですが、市長ご自身の、いわば何をどうすんですが、市長ご自身の、いわば何をどうすんですが、市長ご自身の、いわば何をどうす

べきかと。長としての責任をどう果たすべきべきかと。長としての責任をどう果たすべきべきかと。長としての責任をどう果たすべきべきかと。長としての責任をどう果たすべき

なのかということはすでに申し上げましたのなのかということはすでに申し上げましたのなのかということはすでに申し上げましたのなのかということはすでに申し上げましたの

で、繰り返してなぜ私がこういうことを申しで、繰り返してなぜ私がこういうことを申しで、繰り返してなぜ私がこういうことを申しで、繰り返してなぜ私がこういうことを申し
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上げるかという、その言わんとしている趣旨上げるかという、その言わんとしている趣旨上げるかという、その言わんとしている趣旨上げるかという、その言わんとしている趣旨

については省きますけれど、具体的に最も必については省きますけれど、具体的に最も必については省きますけれど、具体的に最も必については省きますけれど、具体的に最も必

要なこと、この部分については先ほどお答え要なこと、この部分については先ほどお答え要なこと、この部分については先ほどお答え要なこと、この部分については先ほどお答え

になっていない部分があるんだけれども。になっていない部分があるんだけれども。になっていない部分があるんだけれども。になっていない部分があるんだけれども。    

    公約の部分、公約の部分、公約の部分、公約の部分、同僚議員のけさの出されまし同僚議員のけさの出されまし同僚議員のけさの出されまし同僚議員のけさの出されまし

た「食の駅」です。当初私が、求めてた「食の駅」です。当初私が、求めてた「食の駅」です。当初私が、求めてた「食の駅」です。当初私が、求めていただいただいただいただ

いたこのいたこのいたこのいたこの行程行程行程行程表です。これはマニュフェスト表です。これはマニュフェスト表です。これはマニュフェスト表です。これはマニュフェスト

をつくるべきだということで、お出しいただをつくるべきだということで、お出しいただをつくるべきだということで、お出しいただをつくるべきだということで、お出しいただ

いて、これいて、これいて、これいて、これ 17171717 年４月に年４月に年４月に年４月にいただいただいただいただいたやつですけいたやつですけいたやつですけいたやつですけ

れど、食の駅と美唄れど、食の駅と美唄れど、食の駅と美唄れど、食の駅と美唄ブブブブランドをつくりますとランドをつくりますとランドをつくりますとランドをつくりますと

いうことで、３つの内容がある。いうことで、３つの内容がある。いうことで、３つの内容がある。いうことで、３つの内容がある。「「「「農産物加工農産物加工農産物加工農産物加工

施設と販売施設の新設施設と販売施設の新設施設と販売施設の新設施設と販売施設の新設」「」「」「」「歩道橋による日本一歩道橋による日本一歩道橋による日本一歩道橋による日本一

の直線道路の活用の直線道路の活用の直線道路の活用の直線道路の活用」「」「」「」「美唄ブランドの開発とＰ美唄ブランドの開発とＰ美唄ブランドの開発とＰ美唄ブランドの開発とＰ

ＲＲＲＲ」」」」ということで平成ということで平成ということで平成ということで平成 17171717 年に調査・検討し、年に調査・検討し、年に調査・検討し、年に調査・検討し、

一部、食の駅農産物加工施設等については一部、食の駅農産物加工施設等については一部、食の駅農産物加工施設等については一部、食の駅農産物加工施設等については 18181818

年度に方針を決定し、年度に方針を決定し、年度に方針を決定し、年度に方針を決定し、19191919 年度に計画を決定し、年度に計画を決定し、年度に計画を決定し、年度に計画を決定し、

20202020 年度に実施と、こういういわ年度に実施と、こういういわ年度に実施と、こういういわ年度に実施と、こういういわばタイムスケばタイムスケばタイムスケばタイムスケ

ジュールですジュールですジュールですジュールです。。。。行程行程行程行程が示されていたわけであが示されていたわけであが示されていたわけであが示されていたわけであ

ります。ります。ります。ります。    

    過去２カ年過去２カ年過去２カ年過去２カ年、調査が継続をしたわけです。、調査が継続をしたわけです。、調査が継続をしたわけです。、調査が継続をしたわけです。

具体的に調査費は、これは具体的に調査費は、これは具体的に調査費は、これは具体的に調査費は、これは表表表表に出る部分は２に出る部分は２に出る部分は２に出る部分は２

年間で年間で年間で年間で 150150150150 万円。人件費等もありますでしょ万円。人件費等もありますでしょ万円。人件費等もありますでしょ万円。人件費等もありますでしょ

うから、やっぱりうから、やっぱりうから、やっぱりうから、やっぱり 200200200200 万円を超えているでし万円を超えているでし万円を超えているでし万円を超えているでし

ょう。この調査を受けて、ことしはいわゆるょう。この調査を受けて、ことしはいわゆるょう。この調査を受けて、ことしはいわゆるょう。この調査を受けて、ことしはいわゆる

基本構想をつくろうと。基本構想をつくろうと。基本構想をつくろうと。基本構想をつくろうと。100100100100 万円の予算計上万円の予算計上万円の予算計上万円の予算計上

がなされている。がなされている。がなされている。がなされている。    

    けさ方の質疑答弁の中では、けさ方の質疑答弁の中では、けさ方の質疑答弁の中では、けさ方の質疑答弁の中では、22222222 年というお年というお年というお年というお

話が出たというふうに記憶していたんですが、話が出たというふうに記憶していたんですが、話が出たというふうに記憶していたんですが、話が出たというふうに記憶していたんですが、

いわゆる建設完了なのか、着手なのかわかりいわゆる建設完了なのか、着手なのかわかりいわゆる建設完了なのか、着手なのかわかりいわゆる建設完了なのか、着手なのかわかり

ませんけれど、このませんけれど、このませんけれど、このませんけれど、この 17171717 年から年から年から年から 20202020 年までのこ年までのこ年までのこ年までのこ

の計画そのものは、すの計画そのものは、すの計画そのものは、すの計画そのものは、すでに当初でに当初でに当初でに当初なるはずのもなるはずのもなるはずのもなるはずのも

のがのがのがのがそうなっていないということです。しかそうなっていないということです。しかそうなっていないということです。しかそうなっていないということです。しか

し、この食の駅構想はし、この食の駅構想はし、この食の駅構想はし、この食の駅構想は捨て捨て捨て捨てない。引き続き、ない。引き続き、ない。引き続き、ない。引き続き、

市長はこの実現に向けて、頑張るとこういう市長はこの実現に向けて、頑張るとこういう市長はこの実現に向けて、頑張るとこういう市長はこの実現に向けて、頑張るとこういう

ことだと思うんです。ことだと思うんです。ことだと思うんです。ことだと思うんです。    

    しかし、さまざま要素がこれありで、しかし、さまざま要素がこれありで、しかし、さまざま要素がこれありで、しかし、さまざま要素がこれありで、１１１１期期期期

の任期中に日の目を見るということにはならの任期中に日の目を見るということにはならの任期中に日の目を見るということにはならの任期中に日の目を見るということにはなら

ないと。ということは、今後ないと。ということは、今後ないと。ということは、今後ないと。ということは、今後 19191919、、、、20202020 と調査とと調査とと調査とと調査と

いうものが続くという、こういうふうに推測いうものが続くという、こういうふうに推測いうものが続くという、こういうふうに推測いうものが続くという、こういうふうに推測

するんですけれど。するんですけれど。するんですけれど。するんですけれど。    

    私は過去２年間の中で、この構想というの私は過去２年間の中で、この構想というの私は過去２年間の中で、この構想というの私は過去２年間の中で、この構想というの

はははは、、、、発想はいいかもしれない。しかし具体的発想はいいかもしれない。しかし具体的発想はいいかもしれない。しかし具体的発想はいいかもしれない。しかし具体的

に実現をするとなると、実現の可能性、実施に実現をするとなると、実現の可能性、実施に実現をするとなると、実現の可能性、実施に実現をするとなると、実現の可能性、実施

主体、事業主体等とが明確でない問題、設置主体、事業主体等とが明確でない問題、設置主体、事業主体等とが明確でない問題、設置主体、事業主体等とが明確でない問題、設置

場所等場所等場所等場所等の問題、ランニングコストの問題、その問題、ランニングコストの問題、その問題、ランニングコストの問題、その問題、ランニングコストの問題、そ

して建設にかかわる事業費の問題。先進事例して建設にかかわる事業費の問題。先進事例して建設にかかわる事業費の問題。先進事例して建設にかかわる事業費の問題。先進事例

等も出して、このことはおやめなさいという等も出して、このことはおやめなさいという等も出して、このことはおやめなさいという等も出して、このことはおやめなさいという

ことをずっと言い続けてきました。ことをずっと言い続けてきました。ことをずっと言い続けてきました。ことをずっと言い続けてきました。    

    しかし、公約の柱中の柱でありますから、しかし、公約の柱中の柱でありますから、しかし、公約の柱中の柱でありますから、しかし、公約の柱中の柱でありますから、

市長はこれは引き続きやると、一貫して申し市長はこれは引き続きやると、一貫して申し市長はこれは引き続きやると、一貫して申し市長はこれは引き続きやると、一貫して申し

上げて、答弁をされてきている。上げて、答弁をされてきている。上げて、答弁をされてきている。上げて、答弁をされてきている。    

    今後若今後若今後若今後若い人を入れた、そういった組織をつい人を入れた、そういった組織をつい人を入れた、そういった組織をつい人を入れた、そういった組織をつ

くって、本当に実効性のある「くって、本当に実効性のある「くって、本当に実効性のある「くって、本当に実効性のある「シビル・ミニシビル・ミニシビル・ミニシビル・ミニ

マムマムマムマム」」」」こういうものを意識した計画をつくるこういうものを意識した計画をつくるこういうものを意識した計画をつくるこういうものを意識した計画をつくる

という段階では、長がこれからこの美唄をどという段階では、長がこれからこの美唄をどという段階では、長がこれからこの美唄をどという段階では、長がこれからこの美唄をど

うしてうしてうしてうしていいいいくべきかという中の、生き活き美唄くべきかという中の、生き活き美唄くべきかという中の、生き活き美唄くべきかという中の、生き活き美唄

の中心になるこの部分をどうするかというこの中心になるこの部分をどうするかというこの中心になるこの部分をどうするかというこの中心になるこの部分をどうするかというこ

とを皆さん注とを皆さん注とを皆さん注とを皆さん注目しています。目しています。目しています。目しています。    

    市長も、公約に掲げたが、やはり現状を見市長も、公約に掲げたが、やはり現状を見市長も、公約に掲げたが、やはり現状を見市長も、公約に掲げたが、やはり現状を見

たときに、このことは断念をしたと。よし我々たときに、このことは断念をしたと。よし我々たときに、このことは断念をしたと。よし我々たときに、このことは断念をしたと。よし我々

も、すべての事業を見直しながら、本当にそも、すべての事業を見直しながら、本当にそも、すべての事業を見直しながら、本当にそも、すべての事業を見直しながら、本当にそ

の下から、現場を知っている下から実効性のの下から、現場を知っている下から実効性のの下から、現場を知っている下から実効性のの下から、現場を知っている下から実効性の

あるものをつくっていこうと、私はこういうあるものをつくっていこうと、私はこういうあるものをつくっていこうと、私はこういうあるものをつくっていこうと、私はこういう

危機をチャンスにできるものだと思います。危機をチャンスにできるものだと思います。危機をチャンスにできるものだと思います。危機をチャンスにできるものだと思います。

ぜひ、この点再考いただけませんか。ぜひ、この点再考いただけませんか。ぜひ、この点再考いただけませんか。ぜひ、この点再考いただけませんか。    

    この、私は前に構想をつくれということでこの、私は前に構想をつくれということでこの、私は前に構想をつくれということでこの、私は前に構想をつくれということで

申し上げた、できないだろうということで申申し上げた、できないだろうということで申申し上げた、できないだろうということで申申し上げた、できないだろうということで申

し上げたんですけれど、構想で予算が出て決し上げたんですけれど、構想で予算が出て決し上げたんですけれど、構想で予算が出て決し上げたんですけれど、構想で予算が出て決
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まってしまいまして、このことはやはり私どまってしまいまして、このことはやはり私どまってしまいまして、このことはやはり私どまってしまいまして、このことはやはり私ど

もが市民連合会派４名ですが、議論しておりもが市民連合会派４名ですが、議論しておりもが市民連合会派４名ですが、議論しておりもが市民連合会派４名ですが、議論しており

ますけれども、議会ますけれども、議会ますけれども、議会ますけれども、議会が夕張問題を契機にして、が夕張問題を契機にして、が夕張問題を契機にして、が夕張問題を契機にして、

一体どんなチェックをしてきたんだろうかと、一体どんなチェックをしてきたんだろうかと、一体どんなチェックをしてきたんだろうかと、一体どんなチェックをしてきたんだろうかと、

議会の役割を果たしてきたんだろうか、単な議会の役割を果たしてきたんだろうか、単な議会の役割を果たしてきたんだろうか、単な議会の役割を果たしてきたんだろうか、単な

る追認機関でなかったろうか、こういう批判る追認機関でなかったろうか、こういう批判る追認機関でなかったろうか、こういう批判る追認機関でなかったろうか、こういう批判

が起きていまして、あわせて今回の新しい財が起きていまして、あわせて今回の新しい財が起きていまして、あわせて今回の新しい財が起きていまして、あわせて今回の新しい財

政再生法制の中にも、果たしてチェック機能政再生法制の中にも、果たしてチェック機能政再生法制の中にも、果たしてチェック機能政再生法制の中にも、果たしてチェック機能

としての、監視機能としての役割を果たしてとしての、監視機能としての役割を果たしてとしての、監視機能としての役割を果たしてとしての、監視機能としての役割を果たして

きたんだろうかと、監査に対しても疑義をもきたんだろうかと、監査に対しても疑義をもきたんだろうかと、監査に対しても疑義をもきたんだろうかと、監査に対しても疑義をも

って、外部監査ということまで言ってきていって、外部監査ということまで言ってきていって、外部監査ということまで言ってきていって、外部監査ということまで言ってきてい

ます。この数値を決めるに当たって、外部監ます。この数値を決めるに当たって、外部監ます。この数値を決めるに当たって、外部監ます。この数値を決めるに当たって、外部監

査を、チェックをさせるということまで言っ査を、チェックをさせるということまで言っ査を、チェックをさせるということまで言っ査を、チェックをさせるということまで言っ

てきている。てきている。てきている。てきている。    

    我々の果たす役割、責任、我々の果たす役割、責任、我々の果たす役割、責任、我々の果たす役割、責任、非常に重く感じ非常に重く感じ非常に重く感じ非常に重く感じ

ながら、このながら、このながら、このながら、この 19191919 年度予算に対応す年度予算に対応す年度予算に対応す年度予算に対応するとしたら、るとしたら、るとしたら、るとしたら、

私どもは井坂市政下でしたが、私どもは井坂市政下でしたが、私どもは井坂市政下でしたが、私どもは井坂市政下でしたが、登り窯をやる登り窯をやる登り窯をやる登り窯をやる

べきでないという予算修正を出しましたべきでないという予算修正を出しましたべきでないという予算修正を出しましたべきでないという予算修正を出しました。。。。    

    この基本構想の調査費についても、予算修この基本構想の調査費についても、予算修この基本構想の調査費についても、予算修この基本構想の調査費についても、予算修

正も視野に入れて、しっかりと議論していこ正も視野に入れて、しっかりと議論していこ正も視野に入れて、しっかりと議論していこ正も視野に入れて、しっかりと議論していこ

うと。うと。うと。うと。意思意思意思意思を明確にしていく。それは議会のを明確にしていく。それは議会のを明確にしていく。それは議会のを明確にしていく。それは議会の

意思になるかどうかわかりません。しかし、意思になるかどうかわかりません。しかし、意思になるかどうかわかりません。しかし、意思になるかどうかわかりません。しかし、

議員としての、会派としての意思を明確にし議員としての、会派としての意思を明確にし議員としての、会派としての意思を明確にし議員としての、会派としての意思を明確にし

ていこうという議論をしております。願うこていこうという議論をしております。願うこていこうという議論をしております。願うこていこうという議論をしております。願うこ

とであれば、自主的にこのような状況を踏まとであれば、自主的にこのような状況を踏まとであれば、自主的にこのような状況を踏まとであれば、自主的にこのような状況を踏ま

えて、市長が決断をされることを期待をするえて、市長が決断をされることを期待をするえて、市長が決断をされることを期待をするえて、市長が決断をされることを期待をする

わけです。ご答弁をいただければと思います。わけです。ご答弁をいただければと思います。わけです。ご答弁をいただければと思います。わけです。ご答弁をいただければと思います。    

●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君    市長。市長。市長。市長。    

●市長桜井道夫君●市長桜井道夫君●市長桜井道夫君●市長桜井道夫君    紫藤議員の質紫藤議員の質紫藤議員の質紫藤議員の質問にお答え問にお答え問にお答え問にお答え

します。します。します。します。    

    食の駅についてでありますが、私は本市の食の駅についてでありますが、私は本市の食の駅についてでありますが、私は本市の食の駅についてでありますが、私は本市の

活性化を図るため、基幹産業である農業を中活性化を図るため、基幹産業である農業を中活性化を図るため、基幹産業である農業を中活性化を図るため、基幹産業である農業を中

心として商工業、観光などが連携する仕組み心として商工業、観光などが連携する仕組み心として商工業、観光などが連携する仕組み心として商工業、観光などが連携する仕組み

づくりを進めていくことが重要であると考えづくりを進めていくことが重要であると考えづくりを進めていくことが重要であると考えづくりを進めていくことが重要であると考え

ておりますので、食の駅を核として、その実ておりますので、食の駅を核として、その実ておりますので、食の駅を核として、その実ておりますので、食の駅を核として、その実

現に向けて努力してまいりたいと考えており現に向けて努力してまいりたいと考えており現に向けて努力してまいりたいと考えており現に向けて努力してまいりたいと考えており

ます。ます。ます。ます。    

    なお、本市の財政状況十分踏まえながら、なお、本市の財政状況十分踏まえながら、なお、本市の財政状況十分踏まえながら、なお、本市の財政状況十分踏まえながら、

ハード重視ではなく、ソフト重視ハード重視ではなく、ソフト重視ハード重視ではなく、ソフト重視ハード重視ではなく、ソフト重視ををををしたものしたものしたものしたもの

と考えております。と考えております。と考えております。と考えております。    

    いずれにいたしましても、私に与えられたいずれにいたしましても、私に与えられたいずれにいたしましても、私に与えられたいずれにいたしましても、私に与えられた

使命と責任は、厳しい現実を直視するととも使命と責任は、厳しい現実を直視するととも使命と責任は、厳しい現実を直視するととも使命と責任は、厳しい現実を直視するととも

に、本市のさまざまな可能性に果敢に挑戦し、に、本市のさまざまな可能性に果敢に挑戦し、に、本市のさまざまな可能性に果敢に挑戦し、に、本市のさまざまな可能性に果敢に挑戦し、

地域の自立に向けた持続地域の自立に向けた持続地域の自立に向けた持続地域の自立に向けた持続可能なまちづくりに可能なまちづくりに可能なまちづくりに可能なまちづくりに

取り組んでいくことであると思いますので、取り組んでいくことであると思いますので、取り組んでいくことであると思いますので、取り組んでいくことであると思いますので、

この点ご理解いただきたいと思います。この点ご理解いただきたいと思います。この点ご理解いただきたいと思います。この点ご理解いただきたいと思います。    

●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君    次に移ります。次に移ります。次に移ります。次に移ります。    

    13131313 番谷村孝一議員。番谷村孝一議員。番谷村孝一議員。番谷村孝一議員。    

●●●●13131313 番谷村孝一議員（登壇）番谷村孝一議員（登壇）番谷村孝一議員（登壇）番谷村孝一議員（登壇）    平成平成平成平成 19191919 年度年度年度年度

第１回定例会審議会に当たり、先に通告の第１回定例会審議会に当たり、先に通告の第１回定例会審議会に当たり、先に通告の第１回定例会審議会に当たり、先に通告のとととと

おりおりおりおり、私は大綱２点について市長にお伺いい、私は大綱２点について市長にお伺いい、私は大綱２点について市長にお伺いい、私は大綱２点について市長にお伺いい

たします。たします。たします。たします。    

    その１点目は、平成その１点目は、平成その１点目は、平成その１点目は、平成 19191919 年度予算編成につい年度予算編成につい年度予算編成につい年度予算編成につい

てであります。てであります。てであります。てであります。    

    近年、三位一体改革の名の下に補助金及び近年、三位一体改革の名の下に補助金及び近年、三位一体改革の名の下に補助金及び近年、三位一体改革の名の下に補助金及び

地方交付税の減額が続いており、全国どこの地方交付税の減額が続いており、全国どこの地方交付税の減額が続いており、全国どこの地方交付税の減額が続いており、全国どこの

自治体においても歳入不足により厳しい行財自治体においても歳入不足により厳しい行財自治体においても歳入不足により厳しい行財自治体においても歳入不足により厳しい行財

政運営が強いられております。加えて、今日政運営が強いられております。加えて、今日政運営が強いられております。加えて、今日政運営が強いられております。加えて、今日

までのまでのまでのまでの公債公債公債公債費費費費比率が、本市も含めて国の示す比率が、本市も含めて国の示す比率が、本市も含めて国の示す比率が、本市も含めて国の示す

上限比率に近づいている状況から、単年度収上限比率に近づいている状況から、単年度収上限比率に近づいている状況から、単年度収上限比率に近づいている状況から、単年度収

支均衡を図るために徹底した聖域なし行財政支均衡を図るために徹底した聖域なし行財政支均衡を図るために徹底した聖域なし行財政支均衡を図るために徹底した聖域なし行財政

改革を進めなくてはならず、市役所、議会、改革を進めなくてはならず、市役所、議会、改革を進めなくてはならず、市役所、議会、改革を進めなくてはならず、市役所、議会、

そして市民も痛みを分かちあって、この難局そして市民も痛みを分かちあって、この難局そして市民も痛みを分かちあって、この難局そして市民も痛みを分かちあって、この難局

を乗り切っていかなくてはならず、その意味を乗り切っていかなくてはならず、その意味を乗り切っていかなくてはならず、その意味を乗り切っていかなくてはならず、その意味

で今次提案ので今次提案ので今次提案ので今次提案の予算案は、事務事業の見直しや、予算案は、事務事業の見直しや、予算案は、事務事業の見直しや、予算案は、事務事業の見直しや、

市民の負担の変更、さらに給与の独自削減、市民の負担の変更、さらに給与の独自削減、市民の負担の変更、さらに給与の独自削減、市民の負担の変更、さらに給与の独自削減、

議員定数の減などまさに美唄版の三位一体改議員定数の減などまさに美唄版の三位一体改議員定数の減などまさに美唄版の三位一体改議員定数の減などまさに美唄版の三位一体改

革であります。加えて、普通建設事業の中で、革であります。加えて、普通建設事業の中で、革であります。加えて、普通建設事業の中で、革であります。加えて、普通建設事業の中で、
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大きな事業の完了に伴い、一般会計で前年対大きな事業の完了に伴い、一般会計で前年対大きな事業の完了に伴い、一般会計で前年対大きな事業の完了に伴い、一般会計で前年対

比比比比 9.49.49.49.4％減の％減の％減の％減の 169169169169 億億億億 3,8003,8003,8003,800 万円と緊縮予算と万円と緊縮予算と万円と緊縮予算と万円と緊縮予算と

なっております。なっております。なっております。なっております。    

    そのよそのよそのよそのような中にあっても、市政は川の流れうな中にあっても、市政は川の流れうな中にあっても、市政は川の流れうな中にあっても、市政は川の流れ

と同じで１日の停滞も許されず、市民福祉のと同じで１日の停滞も許されず、市民福祉のと同じで１日の停滞も許されず、市民福祉のと同じで１日の停滞も許されず、市民福祉の

向上のために市政運営に努めなければならず、向上のために市政運営に努めなければならず、向上のために市政運営に努めなければならず、向上のために市政運営に努めなければならず、

まさに市長のまさに市長のまさに市長のまさに市長の真価真価真価真価が問われていると思いますが問われていると思いますが問われていると思いますが問われていると思います

が、が、が、が、19191919 年度年度年度年度予算編成に当たっての予算編成に当たっての予算編成に当たっての予算編成に当たっての今日までの今日までの今日までの今日までの

努力はうかがい知れるわけですが、率直に努力はうかがい知れるわけですが、率直に努力はうかがい知れるわけですが、率直に努力はうかがい知れるわけですが、率直に市市市市

長の思い長の思い長の思い長の思いをお聞かせいただきたいと思います。をお聞かせいただきたいと思います。をお聞かせいただきたいと思います。をお聞かせいただきたいと思います。    

    そこで、地方交付税の関係でありますが、そこで、地方交付税の関係でありますが、そこで、地方交付税の関係でありますが、そこで、地方交付税の関係でありますが、

先ほども同僚議員が触れておりますが、重複先ほども同僚議員が触れておりますが、重複先ほども同僚議員が触れておりますが、重複先ほども同僚議員が触れておりますが、重複

を避ける意味で質問を続けさせていただきたを避ける意味で質問を続けさせていただきたを避ける意味で質問を続けさせていただきたを避ける意味で質問を続けさせていただきた

いと思います。いと思います。いと思います。いと思います。    

    従来の交付税算定に、人口と面積を中心に従来の交付税算定に、人口と面積を中心に従来の交付税算定に、人口と面積を中心に従来の交付税算定に、人口と面積を中心に

した算定方法による、いわゆる新型交付税がした算定方法による、いわゆる新型交付税がした算定方法による、いわゆる新型交付税がした算定方法による、いわゆる新型交付税が

１割程度加味され１割程度加味され１割程度加味され１割程度加味されるとるとるとると言言言言われており、本市のわれており、本市のわれており、本市のわれており、本市の

今年度の地方交付税歳入の見込みで今年度の地方交付税歳入の見込みで今年度の地方交付税歳入の見込みで今年度の地方交付税歳入の見込みで 0.30.30.30.3％増％増％増％増

のののの 2,3002,3002,3002,300 万円が見込まれておりますが、万円が見込まれておりますが、万円が見込まれておりますが、万円が見込まれておりますが、今年今年今年今年

度の交付税の度の交付税の度の交付税の度の交付税のふえるふえるふえるふえる要因要因要因要因内容内容内容内容についてについてについてについてお聞かお聞かお聞かお聞か

せをいただきたいと思います。せをいただきたいと思います。せをいただきたいと思います。せをいただきたいと思います。    

    また、全体でまた、全体でまた、全体でまた、全体で 3,0003,0003,0003,000 億円の割り増し配分を億円の割り増し配分を億円の割り増し配分を億円の割り増し配分を

するするするする「「「「頑張る地方応援プログラム頑張る地方応援プログラム頑張る地方応援プログラム頑張る地方応援プログラム」」」」で、９つで、９つで、９つで、９つ

の指標で成果の上がった市町村に上乗せを決の指標で成果の上がった市町村に上乗せを決の指標で成果の上がった市町村に上乗せを決の指標で成果の上がった市町村に上乗せを決

めておりますが、９つの指標内容と本市の施めておりますが、９つの指標内容と本市の施めておりますが、９つの指標内容と本市の施めておりますが、９つの指標内容と本市の施

策の中で、これに該当する事業があればお伺策の中で、これに該当する事業があればお伺策の中で、これに該当する事業があればお伺策の中で、これに該当する事業があればお伺

いいたします。いいたします。いいたします。いいたします。    

    さらに、地方分権を進めていくために、三さらに、地方分権を進めていくために、三さらに、地方分権を進めていくために、三さらに、地方分権を進めていくために、三

位一体改革の一環として行われる、全体で３位一体改革の一環として行われる、全体で３位一体改革の一環として行われる、全体で３位一体改革の一環として行われる、全体で３

兆円規模の国からの地方への税源移兆円規模の国からの地方への税源移兆円規模の国からの地方への税源移兆円規模の国からの地方への税源移譲であり譲であり譲であり譲であり

ます。ます。ます。ます。    

    所得税を今年１月から、住民税を６月から所得税を今年１月から、住民税を６月から所得税を今年１月から、住民税を６月から所得税を今年１月から、住民税を６月から

税率を変え、地方にできることは地方にとい税率を変え、地方にできることは地方にとい税率を変え、地方にできることは地方にとい税率を変え、地方にできることは地方にとい

う理念で、税制が改定され動き出しておりまう理念で、税制が改定され動き出しておりまう理念で、税制が改定され動き出しておりまう理念で、税制が改定され動き出しておりま

す。国は、税源の差し替えと言っておりますす。国は、税源の差し替えと言っておりますす。国は、税源の差し替えと言っておりますす。国は、税源の差し替えと言っております

が、しかし今年からはが、しかし今年からはが、しかし今年からはが、しかし今年からは定率定率定率定率減税の廃止によっ減税の廃止によっ減税の廃止によっ減税の廃止によっ

て、実質増税になるわけでございます。て、実質増税になるわけでございます。て、実質増税になるわけでございます。て、実質増税になるわけでございます。    

    本市の市税歳入見込みも本市の市税歳入見込みも本市の市税歳入見込みも本市の市税歳入見込みも 10.410.410.410.4％増の２億％増の２億％増の２億％増の２億

2,9002,9002,9002,900 万円となっておりますが、所得税率、万円となっておりますが、所得税率、万円となっておりますが、所得税率、万円となっておりますが、所得税率、

住民税率がどのように変わるのか。そして美住民税率がどのように変わるのか。そして美住民税率がどのように変わるのか。そして美住民税率がどのように変わるのか。そして美

唄市民１人当たりでどのぐらいの増税になる唄市民１人当たりでどのぐらいの増税になる唄市民１人当たりでどのぐらいの増税になる唄市民１人当たりでどのぐらいの増税になる

のか。特に年金受給者、サラリーマンについのか。特に年金受給者、サラリーマンについのか。特に年金受給者、サラリーマンについのか。特に年金受給者、サラリーマンについ

てお伺いをいたします。てお伺いをいたします。てお伺いをいたします。てお伺いをいたします。    

    次に、大綱の２点目は、次に、大綱の２点目は、次に、大綱の２点目は、次に、大綱の２点目は、鳥イ鳥イ鳥イ鳥インフルエンザンフルエンザンフルエンザンフルエンザ

についてについてについてについてであります。であります。であります。であります。    

    アジア、中東を中心に流行している抗病原アジア、中東を中心に流行している抗病原アジア、中東を中心に流行している抗病原アジア、中東を中心に流行している抗病原

性性性性鳥インフルエンザが宮崎、岡山両県で発生、鳥インフルエンザが宮崎、岡山両県で発生、鳥インフルエンザが宮崎、岡山両県で発生、鳥インフルエンザが宮崎、岡山両県で発生、

大量の鳥を処分し、感染を止めるための防疫大量の鳥を処分し、感染を止めるための防疫大量の鳥を処分し、感染を止めるための防疫大量の鳥を処分し、感染を止めるための防疫

対策を講じ、ようやくにして鶏肉の移動制限対策を講じ、ようやくにして鶏肉の移動制限対策を講じ、ようやくにして鶏肉の移動制限対策を講じ、ようやくにして鶏肉の移動制限

解除が１カ月ぶりに行われ、通常の流通に戻解除が１カ月ぶりに行われ、通常の流通に戻解除が１カ月ぶりに行われ、通常の流通に戻解除が１カ月ぶりに行われ、通常の流通に戻

り、終息が宣言されたわけでありますが、しり、終息が宣言されたわけでありますが、しり、終息が宣言されたわけでありますが、しり、終息が宣言されたわけでありますが、し

かしいまだインフルエンザ進入経路がはっきかしいまだインフルエンザ進入経路がはっきかしいまだインフルエンザ進入経路がはっきかしいまだインフルエンザ進入経路がはっき

りしない中で、有力とされているのが渡り鳥りしない中で、有力とされているのが渡り鳥りしない中で、有力とされているのが渡り鳥りしない中で、有力とされているのが渡り鳥

説であります。説であります。説であります。説であります。    

    今年に入って、国内で発生したウイルスは今年に入って、国内で発生したウイルスは今年に入って、国内で発生したウイルスは今年に入って、国内で発生したウイルスは

遺伝子分析の結果、中国の青海湖で鳥の大量遺伝子分析の結果、中国の青海湖で鳥の大量遺伝子分析の結果、中国の青海湖で鳥の大量遺伝子分析の結果、中国の青海湖で鳥の大量

死をもたらしたウイルスと近縁だということ死をもたらしたウイルスと近縁だということ死をもたらしたウイルスと近縁だということ死をもたらしたウイルスと近縁だということ

がわかり、チベットのがわかり、チベットのがわかり、チベットのがわかり、チベットの湖と日本が渡り鳥でど湖と日本が渡り鳥でど湖と日本が渡り鳥でど湖と日本が渡り鳥でど

のようにつながっているのか解明されていなのようにつながっているのか解明されていなのようにつながっているのか解明されていなのようにつながっているのか解明されていな

いが、環境省の渡り鳥解明事業でわかったのいが、環境省の渡り鳥解明事業でわかったのいが、環境省の渡り鳥解明事業でわかったのいが、環境省の渡り鳥解明事業でわかったの

は、１東北・北海道経てシベリアへ渡る。２は、１東北・北海道経てシベリアへ渡る。２は、１東北・北海道経てシベリアへ渡る。２は、１東北・北海道経てシベリアへ渡る。２

日本海を横断してシベリアへ。３日本海へ出日本海を横断してシベリアへ。３日本海へ出日本海を横断してシベリアへ。３日本海へ出日本海を横断してシベリアへ。３日本海へ出

てから琵琶湖に戻り、その後シベリアへ。まてから琵琶湖に戻り、その後シベリアへ。まてから琵琶湖に戻り、その後シベリアへ。まてから琵琶湖に戻り、その後シベリアへ。ま

ちまちであったが日本でもちまちであったが日本でもちまちであったが日本でもちまちであったが日本でも 04040404 年から野鳥の年から野鳥の年から野鳥の年から野鳥の

モニタリング調査を行っているが、渡り鳥にモニタリング調査を行っているが、渡り鳥にモニタリング調査を行っているが、渡り鳥にモニタリング調査を行っているが、渡り鳥に

よる媒介の危険性が高まる可能性が心配されよる媒介の危険性が高まる可能性が心配されよる媒介の危険性が高まる可能性が心配されよる媒介の危険性が高まる可能性が心配され

ておりますが、本市の場合も、毎年数万羽のておりますが、本市の場合も、毎年数万羽のておりますが、本市の場合も、毎年数万羽のておりますが、本市の場合も、毎年数万羽の

水鳥が飛来するわけで、今年３月にも水鳥湿水鳥が飛来するわけで、今年３月にも水鳥湿水鳥が飛来するわけで、今年３月にも水鳥湿水鳥が飛来するわけで、今年３月にも水鳥湿
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地センターが開設されていることになってお地センターが開設されていることになってお地センターが開設されていることになってお地センターが開設されていることになってお

りますが、水鳥のりますが、水鳥のりますが、水鳥のりますが、水鳥のモニタリング調査モニタリング調査モニタリング調査モニタリング調査の見学がの見学がの見学がの見学が

あるのかお伺あるのかお伺あるのかお伺あるのかお伺いをいたします。いをいたします。いをいたします。いをいたします。    

    最近の報道で出されているとおり、鳥イン最近の報道で出されているとおり、鳥イン最近の報道で出されているとおり、鳥イン最近の報道で出されているとおり、鳥イン

フルエンザが新型のインフルエンザに変異し、フルエンザが新型のインフルエンザに変異し、フルエンザが新型のインフルエンザに変異し、フルエンザが新型のインフルエンザに変異し、

これが流行すると道内でもこれが流行すると道内でもこれが流行すると道内でもこれが流行すると道内でも 100100100100 万人以上が病万人以上が病万人以上が病万人以上が病

院にかかり、院にかかり、院にかかり、院にかかり、7,0007,0007,0007,000 人以上が死亡と推計され人以上が死亡と推計され人以上が死亡と推計され人以上が死亡と推計され

ているが、入院先の確保、物流の停滞によるているが、入院先の確保、物流の停滞によるているが、入院先の確保、物流の停滞によるているが、入院先の確保、物流の停滞による

食糧不足、感染を食糧不足、感染を食糧不足、感染を食糧不足、感染をおそれおそれおそれおそれた人々は家にこもり、た人々は家にこもり、た人々は家にこもり、た人々は家にこもり、

まちは静まりかえりゴースト化されることがまちは静まりかえりゴースト化されることがまちは静まりかえりゴースト化されることがまちは静まりかえりゴースト化されることが

予測されております。人は、新型に対する免予測されております。人は、新型に対する免予測されております。人は、新型に対する免予測されております。人は、新型に対する免

疫を持たないため、ひとたび発生すると短期疫を持たないため、ひとたび発生すると短期疫を持たないため、ひとたび発生すると短期疫を持たないため、ひとたび発生すると短期

的に世界にまん延すると言われております。的に世界にまん延すると言われております。的に世界にまん延すると言われております。的に世界にまん延すると言われております。    

    そのため、本市としても市民の安全を図るそのため、本市としても市民の安全を図るそのため、本市としても市民の安全を図るそのため、本市としても市民の安全を図る

意味で、検疫所や医療機関と連携し、訓練や意味で、検疫所や医療機関と連携し、訓練や意味で、検疫所や医療機関と連携し、訓練や意味で、検疫所や医療機関と連携し、訓練や

市市市市民に対する啓蒙の必要があると思いますが、民に対する啓蒙の必要があると思いますが、民に対する啓蒙の必要があると思いますが、民に対する啓蒙の必要があると思いますが、

市長の見解をお伺いし、この場からの質問を市長の見解をお伺いし、この場からの質問を市長の見解をお伺いし、この場からの質問を市長の見解をお伺いし、この場からの質問を

終わります。終わります。終わります。終わります。    

●●●●議長長岡正勝君議長長岡正勝君議長長岡正勝君議長長岡正勝君    市長。市長。市長。市長。    

●市長桜井道夫君（登壇）●市長桜井道夫君（登壇）●市長桜井道夫君（登壇）●市長桜井道夫君（登壇）    谷村議員の質問谷村議員の質問谷村議員の質問谷村議員の質問

にお答えします。にお答えします。にお答えします。にお答えします。    

    初めに、平成初めに、平成初めに、平成初めに、平成 19191919 年度予算編成について、予年度予算編成について、予年度予算編成について、予年度予算編成について、予

算編成に当たっての私の思いについてであり算編成に当たっての私の思いについてであり算編成に当たっての私の思いについてであり算編成に当たっての私の思いについてであり

ますが、国においては地方自治体の財政健全ますが、国においては地方自治体の財政健全ますが、国においては地方自治体の財政健全ますが、国においては地方自治体の財政健全

化に向けた再生法制の整備や新型交付税の導化に向けた再生法制の整備や新型交付税の導化に向けた再生法制の整備や新型交付税の導化に向けた再生法制の整備や新型交付税の導

入など、地方に対しても一層の行財政改革を入など、地方に対しても一層の行財政改革を入など、地方に対しても一層の行財政改革を入など、地方に対しても一層の行財政改革を

強く求めてくる中、本市においてはこれまで強く求めてくる中、本市においてはこれまで強く求めてくる中、本市においてはこれまで強く求めてくる中、本市においてはこれまで

経験したことのない財政危機の状況に至って経験したことのない財政危機の状況に至って経験したことのない財政危機の状況に至って経験したことのない財政危機の状況に至って

おります。おります。おります。おります。    

    このことから、自立とこのことから、自立とこのことから、自立とこのことから、自立と協働協働協働協働の推進、重点施の推進、重点施の推進、重点施の推進、重点施

策の推進、単年度収支の黒字化の実現など、策の推進、単年度収支の黒字化の実現など、策の推進、単年度収支の黒字化の実現など、策の推進、単年度収支の黒字化の実現など、

基本的な考え方として予算編成に当たってま基本的な考え方として予算編成に当たってま基本的な考え方として予算編成に当たってま基本的な考え方として予算編成に当たってま

いりました。いりました。いりました。いりました。    

    今日、本市を取り巻く財政環境が目まぐる今日、本市を取り巻く財政環境が目まぐる今日、本市を取り巻く財政環境が目まぐる今日、本市を取り巻く財政環境が目まぐる

しく変化する中、市民への説明責任を果たし、しく変化する中、市民への説明責任を果たし、しく変化する中、市民への説明責任を果たし、しく変化する中、市民への説明責任を果たし、

市民との協働により、自立の道を歩んでいく市民との協働により、自立の道を歩んでいく市民との協働により、自立の道を歩んでいく市民との協働により、自立の道を歩んでいく

ことのできる地域社会ことのできる地域社会ことのできる地域社会ことのできる地域社会づくづくづくづくりを進めるとともりを進めるとともりを進めるとともりを進めるととも

に、一般会計はもとより、市立病院をはじめ、に、一般会計はもとより、市立病院をはじめ、に、一般会計はもとより、市立病院をはじめ、に、一般会計はもとより、市立病院をはじめ、

各会計を含めた健全化に取り組み、持続可能各会計を含めた健全化に取り組み、持続可能各会計を含めた健全化に取り組み、持続可能各会計を含めた健全化に取り組み、持続可能

な自治体経営に向けて全力を挙げて取り組んな自治体経営に向けて全力を挙げて取り組んな自治体経営に向けて全力を挙げて取り組んな自治体経営に向けて全力を挙げて取り組ん

でまいります。でまいります。でまいります。でまいります。    

    次に、交付税の増額要因についてでありま次に、交付税の増額要因についてでありま次に、交付税の増額要因についてでありま次に、交付税の増額要因についてでありま

すが、平成すが、平成すが、平成すが、平成 19191919 年度地方交付税総額は年度地方交付税総額は年度地方交付税総額は年度地方交付税総額は 15151515 兆兆兆兆

2,0002,0002,0002,000 億円、前年度対比億円、前年度対比億円、前年度対比億円、前年度対比 4.44.44.44.4％減と％減と％減と％減となりましたなりましたなりましたなりました

が、本市におきましては市税収入の伸びが全が、本市におきましては市税収入の伸びが全が、本市におきましては市税収入の伸びが全が、本市におきましては市税収入の伸びが全

国平均よりも低いこと、また、公債費にかか国平均よりも低いこと、また、公債費にかか国平均よりも低いこと、また、公債費にかか国平均よりも低いこと、また、公債費にかか

る交付税る交付税る交付税る交付税算算算算入が増加することなどの理由から、入が増加することなどの理由から、入が増加することなどの理由から、入が増加することなどの理由から、

前年度対比前年度対比前年度対比前年度対比 0.30.30.30.3％、％、％、％、2,3002,3002,3002,300 万円増とし、予算計万円増とし、予算計万円増とし、予算計万円増とし、予算計

上したところでございます。上したところでございます。上したところでございます。上したところでございます。    

    次に、地方交付税の上乗せ指標と該当施策次に、地方交付税の上乗せ指標と該当施策次に、地方交付税の上乗せ指標と該当施策次に、地方交付税の上乗せ指標と該当施策

についてでありますが、地方独自のプログラについてでありますが、地方独自のプログラについてでありますが、地方独自のプログラについてでありますが、地方独自のプログラ

ムをみずから考え、前向きに取り組む地方自ムをみずから考え、前向きに取り組む地方自ムをみずから考え、前向きに取り組む地方自ムをみずから考え、前向きに取り組む地方自

治体に対し、全国で治体に対し、全国で治体に対し、全国で治体に対し、全国で 3,0003,0003,0003,000 億円程度の地方交億円程度の地方交億円程度の地方交億円程度の地方交

付税措置を講じるものであり、具体的には各付税措置を講じるものであり、具体的には各付税措置を講じるものであり、具体的には各付税措置を講じるものであり、具体的には各

地方公共団体がプロジェクトを作成し、住民地方公共団体がプロジェクトを作成し、住民地方公共団体がプロジェクトを作成し、住民地方公共団体がプロジェクトを作成し、住民

に公表することとし、プロジェクトに取り組に公表することとし、プロジェクトに取り組に公表することとし、プロジェクトに取り組に公表することとし、プロジェクトに取り組

むための経費をむための経費をむための経費をむための経費を支援支援支援支援すすすするほか、成果指標をもるほか、成果指標をもるほか、成果指標をもるほか、成果指標をも

とに交付税の算定にとに交付税の算定にとに交付税の算定にとに交付税の算定に反映反映反映反映されることとなってされることとなってされることとなってされることとなって

おります。おります。おります。おります。    

    なお、成果指標としては、行政改革指標、なお、成果指標としては、行政改革指標、なお、成果指標としては、行政改革指標、なお、成果指標としては、行政改革指標、

農業産出額農業産出額農業産出額農業産出額、、、、製造品出荷額製造品出荷額製造品出荷額製造品出荷額、、、、事業所数事業所数事業所数事業所数、、、、出生出生出生出生

率率率率、転入、転入、転入、転入者人口者人口者人口者人口、、、、小売業年間商品販売額小売業年間商品販売額小売業年間商品販売額小売業年間商品販売額、、、、若若若若

年者年者年者年者就業就業就業就業率率率率、、、、ごみ処理用ごみ処理用ごみ処理用ごみ処理用量量量量の９項目が例示さの９項目が例示さの９項目が例示さの９項目が例示さ

れており、本市においてどのような指標が該れており、本市においてどのような指標が該れており、本市においてどのような指標が該れており、本市においてどのような指標が該

当し得るか、今後検討してまいりたいと考え当し得るか、今後検討してまいりたいと考え当し得るか、今後検討してまいりたいと考え当し得るか、今後検討してまいりたいと考え

ております。ております。ております。ております。    

    次に、鳥インフルエンザについて、宮島沼次に、鳥インフルエンザについて、宮島沼次に、鳥インフルエンザについて、宮島沼次に、鳥インフルエンザについて、宮島沼

水鳥・湿地センターでのモニタリング調査に水鳥・湿地センターでのモニタリング調査に水鳥・湿地センターでのモニタリング調査に水鳥・湿地センターでのモニタリング調査に
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ついてでありますが、今春オープンする水ついてでありますが、今春オープンする水ついてでありますが、今春オープンする水ついてでありますが、今春オープンする水

鳥・湿地センターでの事業計画の中で、水鳥鳥・湿地センターでの事業計画の中で、水鳥鳥・湿地センターでの事業計画の中で、水鳥鳥・湿地センターでの事業計画の中で、水鳥

の飛行ルートや行動習性など、の飛行ルートや行動習性など、の飛行ルートや行動習性など、の飛行ルートや行動習性など、飛来する水鳥飛来する水鳥飛来する水鳥飛来する水鳥

や野生生物のモニタリング調査を予定しておや野生生物のモニタリング調査を予定しておや野生生物のモニタリング調査を予定しておや野生生物のモニタリング調査を予定してお

り、宮島沼とその周辺における環境保全を目り、宮島沼とその周辺における環境保全を目り、宮島沼とその周辺における環境保全を目り、宮島沼とその周辺における環境保全を目

的として、継続的に実施してまいりたいと考的として、継続的に実施してまいりたいと考的として、継続的に実施してまいりたいと考的として、継続的に実施してまいりたいと考

えております。えております。えております。えております。    

    なお、鳥インフルエンザにつきましては、なお、鳥インフルエンザにつきましては、なお、鳥インフルエンザにつきましては、なお、鳥インフルエンザにつきましては、

モニタリングの調査項目に分けておりませんモニタリングの調査項目に分けておりませんモニタリングの調査項目に分けておりませんモニタリングの調査項目に分けておりません

が、専門的な調査につきましては、今後必要が、専門的な調査につきましては、今後必要が、専門的な調査につきましては、今後必要が、専門的な調査につきましては、今後必要

に応じ、国において行われるものと認識してに応じ、国において行われるものと認識してに応じ、国において行われるものと認識してに応じ、国において行われるものと認識して

おります。おります。おります。おります。    

    次に、新型インフルエンザへの対応につい次に、新型インフルエンザへの対応につい次に、新型インフルエンザへの対応につい次に、新型インフルエンザへの対応につい

てでありますが、平成てでありますが、平成てでありますが、平成てでありますが、平成 17171717 年度に国や道が対策年度に国や道が対策年度に国や道が対策年度に国や道が対策

マニュアルを作成し、さらに本年１月には国マニュアルを作成し、さらに本年１月には国マニュアルを作成し、さらに本年１月には国マニュアルを作成し、さらに本年１月には国

から、から、から、から、「「「「新型インフルエンザ発症初期における新型インフルエンザ発症初期における新型インフルエンザ発症初期における新型インフルエンザ発症初期における

早期対応戦略ガイドライン早期対応戦略ガイドライン早期対応戦略ガイドライン早期対応戦略ガイドライン」」」」のののの案が示された案が示された案が示された案が示された

ところであります。ところであります。ところであります。ところであります。    

    その中では役割として、国は対策の実施にその中では役割として、国は対策の実施にその中では役割として、国は対策の実施にその中では役割として、国は対策の実施に

関して支援すること、道は保健所において新関して支援すること、道は保健所において新関して支援すること、道は保健所において新関して支援すること、道は保健所において新

型インフルエンザにかかわる相談・啓発や、型インフルエンザにかかわる相談・啓発や、型インフルエンザにかかわる相談・啓発や、型インフルエンザにかかわる相談・啓発や、

市町村への指導監督を行うこととなっており、市町村への指導監督を行うこととなっており、市町村への指導監督を行うこととなっており、市町村への指導監督を行うこととなっており、

市町村においては保健所の指導のもとに対応市町村においては保健所の指導のもとに対応市町村においては保健所の指導のもとに対応市町村においては保健所の指導のもとに対応

することになります。することになります。することになります。することになります。    

    また、医療体制につきましては、新型インまた、医療体制につきましては、新型インまた、医療体制につきましては、新型インまた、医療体制につきましては、新型イン

フルエンザが感染症であることから、道におフルエンザが感染症であることから、道におフルエンザが感染症であることから、道におフルエンザが感染症であることから、道にお

いて指定医療機関を広域的に整備しているといて指定医療機関を広域的に整備しているといて指定医療機関を広域的に整備しているといて指定医療機関を広域的に整備していると

ころでございます。ころでございます。ころでございます。ころでございます。    

    いずれにいたしましても、新型インフルエいずれにいたしましても、新型インフルエいずれにいたしましても、新型インフルエいずれにいたしましても、新型インフルエ

ンザにつきましては、国や道の指導監督のもンザにつきましては、国や道の指導監督のもンザにつきましては、国や道の指導監督のもンザにつきましては、国や道の指導監督のも

と、市民周知など必要な対応に努めてまと、市民周知など必要な対応に努めてまと、市民周知など必要な対応に努めてまと、市民周知など必要な対応に努めてまいりいりいりいり

たいと考えております。たいと考えております。たいと考えております。たいと考えております。    

    なお、所得税率、住民税率の変更について、なお、所得税率、住民税率の変更について、なお、所得税率、住民税率の変更について、なお、所得税率、住民税率の変更について、

定率減税廃止に伴う市民定率減税廃止に伴う市民定率減税廃止に伴う市民定率減税廃止に伴う市民 1111 人当たりの増税額人当たりの増税額人当たりの増税額人当たりの増税額

については、市民部長から答弁をさせていたについては、市民部長から答弁をさせていたについては、市民部長から答弁をさせていたについては、市民部長から答弁をさせていた

だきます。だきます。だきます。だきます。    

●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君    市民部長。市民部長。市民部長。市民部長。    

●市民部長吉田●市民部長吉田●市民部長吉田●市民部長吉田    譲君譲君譲君譲君    所得税等の税率の変所得税等の税率の変所得税等の税率の変所得税等の税率の変

更及び定率減税廃止に伴う影響額につきまし更及び定率減税廃止に伴う影響額につきまし更及び定率減税廃止に伴う影響額につきまし更及び定率減税廃止に伴う影響額につきまし

ては、私からご答弁をさせていただきます。ては、私からご答弁をさせていただきます。ては、私からご答弁をさせていただきます。ては、私からご答弁をさせていただきます。    

    所得税率、住民税率の変更についてであり所得税率、住民税率の変更についてであり所得税率、住民税率の変更についてであり所得税率、住民税率の変更についてであり

ますが、三位一体ますが、三位一体ますが、三位一体ますが、三位一体改革改革改革改革の一環として、国の所の一環として、国の所の一環として、国の所の一環として、国の所

得税から地方の住民税へ３兆円の得税から地方の住民税へ３兆円の得税から地方の住民税へ３兆円の得税から地方の住民税へ３兆円の税源移譲が税源移譲が税源移譲が税源移譲が

実施されることとなり、これに伴い税率構造実施されることとなり、これに伴い税率構造実施されることとなり、これに伴い税率構造実施されることとなり、これに伴い税率構造

も見直しがされました。も見直しがされました。も見直しがされました。も見直しがされました。    

    変更内容を申変更内容を申変更内容を申変更内容を申し上げますと、所得税についし上げますと、所得税についし上げますと、所得税についし上げますと、所得税につい

ては、課税所得に応じ、税率ては、課税所得に応じ、税率ては、課税所得に応じ、税率ては、課税所得に応じ、税率 10101010％から％から％から％から 37373737％の％の％の％の

４段階であったものが、５％から４段階であったものが、５％から４段階であったものが、５％から４段階であったものが、５％から 40404040％の６段％の６段％の６段％の６段

階に細分化され、住民税については道民税が階に細分化され、住民税については道民税が階に細分化され、住民税については道民税が階に細分化され、住民税については道民税が

２％と３％の２段階から４％へ、市民税が２％と３％の２段階から４％へ、市民税が２％と３％の２段階から４％へ、市民税が２％と３％の２段階から４％へ、市民税が

３％から３％から３％から３％から 10101010％の３段階であったものが６％％の３段階であったものが６％％の３段階であったものが６％％の３段階であったものが６％

へ、市民税と道民税をあわせて一律へ、市民税と道民税をあわせて一律へ、市民税と道民税をあわせて一律へ、市民税と道民税をあわせて一律 10101010％の税％の税％の税％の税

率構造に変わりました。率構造に変わりました。率構造に変わりました。率構造に変わりました。    

    この結果、ほとんどの方は本年１月分からこの結果、ほとんどの方は本年１月分からこの結果、ほとんどの方は本年１月分からこの結果、ほとんどの方は本年１月分から

所得税が減り、その分本年６月から住民税が所得税が減り、その分本年６月から住民税が所得税が減り、その分本年６月から住民税が所得税が減り、その分本年６月から住民税が

ふえることになりますが、税源の移し替えなふえることになりますが、税源の移し替えなふえることになりますが、税源の移し替えなふえることになりますが、税源の移し替えな

ので基本的には所得税と住民税の合計負担額ので基本的には所得税と住民税の合計負担額ので基本的には所得税と住民税の合計負担額ので基本的には所得税と住民税の合計負担額

には変化はないこととなります。には変化はないこととなります。には変化はないこととなります。には変化はないこととなります。    

    なお、この改正による影なお、この改正による影なお、この改正による影なお、この改正による影響額は、市民税が響額は、市民税が響額は、市民税が響額は、市民税が

約１億約１億約１億約１億 8,7008,7008,7008,700 万円の増となる一方、所得万円の増となる一方、所得万円の増となる一方、所得万円の増となる一方、所得譲与譲与譲与譲与

税税税税では約１億では約１億では約１億では約１億 9,9009,9009,9009,900 万円の減となる見込であ万円の減となる見込であ万円の減となる見込であ万円の減となる見込であ

ります。ります。ります。ります。    

    次に、定率減税廃止に伴う市民次に、定率減税廃止に伴う市民次に、定率減税廃止に伴う市民次に、定率減税廃止に伴う市民 1111 人当たり人当たり人当たり人当たり

の影響額についてでありますが、平成の影響額についてでありますが、平成の影響額についてでありますが、平成の影響額についてでありますが、平成 11111111 年度年度年度年度

から景気対策のために暫定的な税負担の軽減から景気対策のために暫定的な税負担の軽減から景気対策のために暫定的な税負担の軽減から景気対策のために暫定的な税負担の軽減

措置として導入された定率減税が、最近の経措置として導入された定率減税が、最近の経措置として導入された定率減税が、最近の経措置として導入された定率減税が、最近の経

済状況を踏まえ、所得税は平成済状況を踏まえ、所得税は平成済状況を踏まえ、所得税は平成済状況を踏まえ、所得税は平成 19191919 年１月分か年１月分か年１月分か年１月分か

らすでに廃止され、住民税は平成らすでに廃止され、住民税は平成らすでに廃止され、住民税は平成らすでに廃止され、住民税は平成 19191919 年６月分年６月分年６月分年６月分
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から廃止されます。から廃止されます。から廃止されます。から廃止されます。    

    この改正による影響額は、平成この改正による影響額は、平成この改正による影響額は、平成この改正による影響額は、平成 18181818 年度と比年度と比年度と比年度と比

較しますと、市民税で約較しますと、市民税で約較しますと、市民税で約較しますと、市民税で約 3,8923,8923,8923,892 万円の増とな万円の増とな万円の増とな万円の増とな

る見込であり、その主な内訳としては給与所る見込であり、その主な内訳としては給与所る見込であり、その主な内訳としては給与所る見込であり、その主な内訳としては給与所

得者で得者で得者で得者では１人当たりは１人当たりは１人当たりは１人当たり 4,3004,3004,3004,300 円程度、年金所得円程度、年金所得円程度、年金所得円程度、年金所得

者では１人当たり者では１人当たり者では１人当たり者では１人当たり 1,7001,7001,7001,700 円程度の負担増につ円程度の負担増につ円程度の負担増につ円程度の負担増につ

ながるものと積算しております。ながるものと積算しております。ながるものと積算しております。ながるものと積算しております。    

●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君    13131313 番谷村孝一議員。番谷村孝一議員。番谷村孝一議員。番谷村孝一議員。    

●●●●13131313 番谷村孝一議員番谷村孝一議員番谷村孝一議員番谷村孝一議員    この場から１点だけこの場から１点だけこの場から１点だけこの場から１点だけ

再質問させていただきます。再質問させていただきます。再質問させていただきます。再質問させていただきます。    

    先ほどのいわゆる先ほどのいわゆる先ほどのいわゆる先ほどのいわゆる「「「「頑張る地方の応援プロ頑張る地方の応援プロ頑張る地方の応援プロ頑張る地方の応援プロ

グラムグラムグラムグラム」」」」の中で、全国での中で、全国での中で、全国での中で、全国で 3,0003,0003,0003,000 億円の地方交億円の地方交億円の地方交億円の地方交

付税に上乗せする施策が出されております。付税に上乗せする施策が出されております。付税に上乗せする施策が出されております。付税に上乗せする施策が出されております。    

    これは、先ほど答弁の中でありました９つこれは、先ほど答弁の中でありました９つこれは、先ほど答弁の中でありました９つこれは、先ほど答弁の中でありました９つ

のののの指標指標指標指標に基づいて、成果が上がったものに対に基づいて、成果が上がったものに対に基づいて、成果が上がったものに対に基づいて、成果が上がったものに対

して上乗せをすると、こういうことでございして上乗せをすると、こういうことでございして上乗せをすると、こういうことでございして上乗せをすると、こういうことでござい

ましたけれども、本来この交付税に抱き合わましたけれども、本来この交付税に抱き合わましたけれども、本来この交付税に抱き合わましたけれども、本来この交付税に抱き合わ

せでせでせでせでこういう施策が出ること自体が、私自身こういう施策が出ること自体が、私自身こういう施策が出ること自体が、私自身こういう施策が出ること自体が、私自身

認識不足なのかもしれませんが、地方交付税認識不足なのかもしれませんが、地方交付税認識不足なのかもしれませんが、地方交付税認識不足なのかもしれませんが、地方交付税

の理念からかなり離れてきているなというふの理念からかなり離れてきているなというふの理念からかなり離れてきているなというふの理念からかなり離れてきているなというふ

うに感じるわけです。うに感じるわけです。うに感じるわけです。うに感じるわけです。    

    どうも、三位一体改革のあたりから、このどうも、三位一体改革のあたりから、このどうも、三位一体改革のあたりから、このどうも、三位一体改革のあたりから、この

地方交付税が地方交付税が地方交付税が地方交付税がなしなしなしなし崩し崩し崩し崩しになってきている。そになってきている。そになってきている。そになってきている。そ

れがいれがいれがいれがいえば、今回抱き合わせでこの施策が出えば、今回抱き合わせでこの施策が出えば、今回抱き合わせでこの施策が出えば、今回抱き合わせでこの施策が出

たということは、激変緩和的な感たということは、激変緩和的な感たということは、激変緩和的な感たということは、激変緩和的な感があるのかがあるのかがあるのかがあるのか

なという気もいたしております。なという気もいたしております。なという気もいたしております。なという気もいたしております。    

    いずれにいたしましても、こういう施策がいずれにいたしましても、こういう施策がいずれにいたしましても、こういう施策がいずれにいたしましても、こういう施策が

上乗せで出たわけですから、今後本市の施策上乗せで出たわけですから、今後本市の施策上乗せで出たわけですから、今後本市の施策上乗せで出たわけですから、今後本市の施策

の中で、積極的にこれらを取り入れていく必の中で、積極的にこれらを取り入れていく必の中で、積極的にこれらを取り入れていく必の中で、積極的にこれらを取り入れていく必

要があると思います。１つには財源不足を補要があると思います。１つには財源不足を補要があると思います。１つには財源不足を補要があると思います。１つには財源不足を補

うということ、そういううということ、そういううということ、そういううということ、そういう意味もあるでしょう意味もあるでしょう意味もあるでしょう意味もあるでしょう

し、もう１つは、その９つの事業をやることし、もう１つは、その９つの事業をやることし、もう１つは、その９つの事業をやることし、もう１つは、その９つの事業をやること

によって、美唄市のまちの活性化にもつながによって、美唄市のまちの活性化にもつながによって、美唄市のまちの活性化にもつながによって、美唄市のまちの活性化にもつなが

る、こういう観点から大いに施策に反映させる、こういう観点から大いに施策に反映させる、こういう観点から大いに施策に反映させる、こういう観点から大いに施策に反映させ

るべきだと思いますが、いま一度市長の意気るべきだと思いますが、いま一度市長の意気るべきだと思いますが、いま一度市長の意気るべきだと思いますが、いま一度市長の意気

込みをお伺いいたしたいと思います。込みをお伺いいたしたいと思います。込みをお伺いいたしたいと思います。込みをお伺いいたしたいと思います。    

●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君    市長。市長。市長。市長。    

●市長桜井道夫君●市長桜井道夫君●市長桜井道夫君●市長桜井道夫君    谷村議員の質問にお答え谷村議員の質問にお答え谷村議員の質問にお答え谷村議員の質問にお答え

します。します。します。します。    

    頑張る地方応援プログラムについてであり頑張る地方応援プログラムについてであり頑張る地方応援プログラムについてであり頑張る地方応援プログラムについてであり

ますが、地方が持つ多様性や創造性をいかすますが、地方が持つ多様性や創造性をいかすますが、地方が持つ多様性や創造性をいかすますが、地方が持つ多様性や創造性をいかす

ことが、ことが、ことが、ことが、真真真真の地方分権につながるものであり、の地方分権につながるものであり、の地方分権につながるものであり、の地方分権につながるものであり、

本市のさまざまな可能性に果敢に挑戦し、地本市のさまざまな可能性に果敢に挑戦し、地本市のさまざまな可能性に果敢に挑戦し、地本市のさまざまな可能性に果敢に挑戦し、地

域の自立に向けた取り組みを進めることが極域の自立に向けた取り組みを進めることが極域の自立に向けた取り組みを進めることが極域の自立に向けた取り組みを進めることが極

めて重要であると考えめて重要であると考えめて重要であると考えめて重要であると考えております。ております。ております。ております。    

    このため、制度の詳細の把握に努めながら、このため、制度の詳細の把握に努めながら、このため、制度の詳細の把握に努めながら、このため、制度の詳細の把握に努めながら、

子育て支援や介護予防あるいは交流の推進な子育て支援や介護予防あるいは交流の推進な子育て支援や介護予防あるいは交流の推進な子育て支援や介護予防あるいは交流の推進な

ど、福祉・環境・交流・経済振興などを中心ど、福祉・環境・交流・経済振興などを中心ど、福祉・環境・交流・経済振興などを中心ど、福祉・環境・交流・経済振興などを中心

に施策に該当するものについては取り組みにに施策に該当するものについては取り組みにに施策に該当するものについては取り組みにに施策に該当するものについては取り組みに

向向向向け検討してまいりたいと考えております。け検討してまいりたいと考えております。け検討してまいりたいと考えております。け検討してまいりたいと考えております。    

●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君    次に移ります。次に移ります。次に移ります。次に移ります。    

    10101010 番米田良克議員。番米田良克議員。番米田良克議員。番米田良克議員。    

●●●●10101010 番米田良克議員（登壇）番米田良克議員（登壇）番米田良克議員（登壇）番米田良克議員（登壇）    2007200720072007 年度第１年度第１年度第１年度第１

回定例会に当たり、大綱４点について市長並回定例会に当たり、大綱４点について市長並回定例会に当たり、大綱４点について市長並回定例会に当たり、大綱４点について市長並

びに教育長に質問をいたします。びに教育長に質問をいたします。びに教育長に質問をいたします。びに教育長に質問をいたします。    

    １点目は国民保護計画についてであります。１点目は国民保護計画についてであります。１点目は国民保護計画についてであります。１点目は国民保護計画についてであります。

本定例会の初日に、国民保護計画本定例会の初日に、国民保護計画本定例会の初日に、国民保護計画本定例会の初日に、国民保護計画のののの報告があ報告があ報告があ報告があ

りました。これを読ませていただいて、りました。これを読ませていただいて、りました。これを読ませていただいて、りました。これを読ませていただいて、いくいくいくいく

つかお尋ねをしたいというふうに思います。つかお尋ねをしたいというふうに思います。つかお尋ねをしたいというふうに思います。つかお尋ねをしたいというふうに思います。    

    まず１つ目は、市長の基本的な考え方につまず１つ目は、市長の基本的な考え方につまず１つ目は、市長の基本的な考え方につまず１つ目は、市長の基本的な考え方につ

いてでありますが、先に素案を公表して、市いてでありますが、先に素案を公表して、市いてでありますが、先に素案を公表して、市いてでありますが、先に素案を公表して、市

民の意見を求められた。それで、寄せられた民の意見を求められた。それで、寄せられた民の意見を求められた。それで、寄せられた民の意見を求められた。それで、寄せられた

市民意見によって前文のはじめに世界の平和市民意見によって前文のはじめに世界の平和市民意見によって前文のはじめに世界の平和市民意見によって前文のはじめに世界の平和

と安定の維持、国が平和主義と国際協調の考と安定の維持、国が平和主義と国際協調の考と安定の維持、国が平和主義と国際協調の考と安定の維持、国が平和主義と国際協調の考

え方で外交努力の必要性があると、これを加え方で外交努力の必要性があると、これを加え方で外交努力の必要性があると、これを加え方で外交努力の必要性があると、これを加

えたことは適切な判断だったというふうに思えたことは適切な判断だったというふうに思えたことは適切な判断だったというふうに思えたことは適切な判断だったというふうに思

います。このことは憲法の柱の１つである平います。このことは憲法の柱の１つである平います。このことは憲法の柱の１つである平います。このことは憲法の柱の１つである平

和主義を忘れないためにも大事な和主義を忘れないためにも大事な和主義を忘れないためにも大事な和主義を忘れないためにも大事な指摘指摘指摘指摘だっただっただっただった
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というふうに思うわけです。というふうに思うわけです。というふうに思うわけです。というふうに思うわけです。    

    この国民保護計画をつくるに当たって、つこの国民保護計画をつくるに当たって、つこの国民保護計画をつくるに当たって、つこの国民保護計画をつくるに当たって、つ

くらなければならない市長として、ことにくらなければならない市長として、ことにくらなければならない市長として、ことにくらなければならない市長として、ことに当当当当

たる基本的な考え方をお伺いをしたいと思いたる基本的な考え方をお伺いをしたいと思いたる基本的な考え方をお伺いをしたいと思いたる基本的な考え方をお伺いをしたいと思い

ます。ます。ます。ます。    

    ２つ目は、２つ目は、２つ目は、２つ目は、この計画の具体化に向けての庁この計画の具体化に向けての庁この計画の具体化に向けての庁この計画の具体化に向けての庁

内協議について内協議について内協議について内協議について伺いますが、大変分厚い計画伺いますが、大変分厚い計画伺いますが、大変分厚い計画伺いますが、大変分厚い計画

でありまして、資料部分を除いてもでありまして、資料部分を除いてもでありまして、資料部分を除いてもでありまして、資料部分を除いても 92929292 ページページページページ

にも渡る膨大な内容です。にも渡る膨大な内容です。にも渡る膨大な内容です。にも渡る膨大な内容です。    

    この内容をどのように具体化していくか、この内容をどのように具体化していくか、この内容をどのように具体化していくか、この内容をどのように具体化していくか、

市の職員の方にすれば日常業務とはかなりか市の職員の方にすれば日常業務とはかなりか市の職員の方にすれば日常業務とはかなりか市の職員の方にすれば日常業務とはかなりか

け離れた内容も少なくないと思うんですが、け離れた内容も少なくないと思うんですが、け離れた内容も少なくないと思うんですが、け離れた内容も少なくないと思うんですが、

具体化するための庁内体制をどのようにつく具体化するための庁内体制をどのようにつく具体化するための庁内体制をどのようにつく具体化するための庁内体制をどのようにつく

るか伺います。るか伺います。るか伺います。るか伺います。    

    ３つ目として、３つ目として、３つ目として、３つ目として、準備に要する経費について準備に要する経費について準備に要する経費について準備に要する経費について

でありますが、計画のでありますが、計画のでありますが、計画のでありますが、計画の 90909090 ページには国民保護ページには国民保護ページには国民保護ページには国民保護

措置の実施に要した費用は国が負担するとい措置の実施に要した費用は国が負担するとい措置の実施に要した費用は国が負担するとい措置の実施に要した費用は国が負担するとい

うふうに述べられうふうに述べられうふうに述べられうふうに述べられておりますけれども、これておりますけれども、これておりますけれども、これておりますけれども、これ

は準備の部分も含めてのものであるのかどうは準備の部分も含めてのものであるのかどうは準備の部分も含めてのものであるのかどうは準備の部分も含めてのものであるのかどう

か。経費の調達をどのように考えておられるか。経費の調達をどのように考えておられるか。経費の調達をどのように考えておられるか。経費の調達をどのように考えておられる

か伺います。か伺います。か伺います。か伺います。    

    ４点目は、４点目は、４点目は、４点目は、職員の研修と訓練について職員の研修と訓練について職員の研修と訓練について職員の研修と訓練についてですですですです

が、計画書のが、計画書のが、計画書のが、計画書の 23232323 ページ、ページ、ページ、ページ、24242424 ページには職員ページには職員ページには職員ページには職員

の研修と訓練について書かれておりますが、の研修と訓練について書かれておりますが、の研修と訓練について書かれておりますが、の研修と訓練について書かれておりますが、

どのような研修や訓練を考えておられるのか。どのような研修や訓練を考えておられるのか。どのような研修や訓練を考えておられるのか。どのような研修や訓練を考えておられるのか。

計画ができたばかりということもあって、十計画ができたばかりということもあって、十計画ができたばかりということもあって、十計画ができたばかりということもあって、十

分な準備ではないのかもしれませんが、現時分な準備ではないのかもしれませんが、現時分な準備ではないのかもしれませんが、現時分な準備ではないのかもしれませんが、現時

点でお答えいただける分について答弁をいた点でお答えいただける分について答弁をいた点でお答えいただける分について答弁をいた点でお答えいただける分について答弁をいた

だきたいというふうに思います。だきたいというふうに思います。だきたいというふうに思います。だきたいというふうに思います。    

    大綱の２点目は、大綱の２点目は、大綱の２点目は、大綱の２点目は、卒業式・入学式における卒業式・入学式における卒業式・入学式における卒業式・入学式における

「君が代」の実施について「君が代」の実施について「君が代」の実施について「君が代」の実施についてであります。であります。であります。であります。昨昨昨昨年年年年

のののの３３３３月の卒業式です。ことしと同じく第１回月の卒業式です。ことしと同じく第１回月の卒業式です。ことしと同じく第１回月の卒業式です。ことしと同じく第１回

定例会の期間中に当たります、定例会の期間中に当たります、定例会の期間中に当たります、定例会の期間中に当たります、ちょうどちょうどちょうどちょうど。そ。そ。そ。そ

してしてしてして、４月、４月、４月、４月になって入学式ということで運ばになって入学式ということで運ばになって入学式ということで運ばになって入学式ということで運ば

れたわけですが、これたわけですが、これたわけですが、これたわけですが、この反省を生かしたの反省を生かしたの反省を生かしたの反省を生かしたことしことしことしことし

の卒業式・入学式に向けての考え方を伺いたの卒業式・入学式に向けての考え方を伺いたの卒業式・入学式に向けての考え方を伺いたの卒業式・入学式に向けての考え方を伺いた

いということです。いということです。いということです。いということです。    

    昨年の卒業式・入学式では、過去に私とし昨年の卒業式・入学式では、過去に私とし昨年の卒業式・入学式では、過去に私とし昨年の卒業式・入学式では、過去に私とし

ては経験のない事態が起きました。およそ小ては経験のない事態が起きました。およそ小ては経験のない事態が起きました。およそ小ては経験のない事態が起きました。およそ小

中学校の卒業式・入学式としては考えられな中学校の卒業式・入学式としては考えられな中学校の卒業式・入学式としては考えられな中学校の卒業式・入学式としては考えられな

い中身であります。これは、小中学校ばかりい中身であります。これは、小中学校ばかりい中身であります。これは、小中学校ばかりい中身であります。これは、小中学校ばかり

ではなくて、高等学校にしても同じことではではなくて、高等学校にしても同じことではではなくて、高等学校にしても同じことではではなくて、高等学校にしても同じことでは

ないかなというふうに思います。ないかなというふうに思います。ないかなというふうに思います。ないかなというふうに思います。    

    卒業式・入学式のことになると、すぐ東京卒業式・入学式のことになると、すぐ東京卒業式・入学式のことになると、すぐ東京卒業式・入学式のことになると、すぐ東京

都のことが思い浮か都のことが思い浮か都のことが思い浮か都のことが思い浮かぶわけでありますけれどぶわけでありますけれどぶわけでありますけれどぶわけでありますけれど

も、昨年の美唄の状況というのは、東京都でも、昨年の美唄の状況というのは、東京都でも、昨年の美唄の状況というのは、東京都でも、昨年の美唄の状況というのは、東京都で

もやっていない、そういう内容であったといもやっていない、そういう内容であったといもやっていない、そういう内容であったといもやっていない、そういう内容であったとい

うことです。うことです。うことです。うことです。    

    それで、それで、それで、それで、今年今年今年今年も卒業式目前でありますけれも卒業式目前でありますけれも卒業式目前でありますけれも卒業式目前でありますけれ

ども、昨年の事態を反省しての考え方で行わども、昨年の事態を反省しての考え方で行わども、昨年の事態を反省しての考え方で行わども、昨年の事態を反省しての考え方で行わ

れるものと私は考えるわけですけれども、それるものと私は考えるわけですけれども、それるものと私は考えるわけですけれども、それるものと私は考えるわけですけれども、そ

の考え方をお伺いしたいというふうに思いまの考え方をお伺いしたいというふうに思いまの考え方をお伺いしたいというふうに思いまの考え方をお伺いしたいというふうに思いま

す。す。す。す。    

    それとあわせて、この問題ではそれとあわせて、この問題ではそれとあわせて、この問題ではそれとあわせて、この問題では 12121212 月の４定月の４定月の４定月の４定

でも質問をさせていただいたんですが、考えでも質問をさせていただいたんですが、考えでも質問をさせていただいたんですが、考えでも質問をさせていただいたんですが、考え

方に変わらないという教育長の答弁だったで方に変わらないという教育長の答弁だったで方に変わらないという教育長の答弁だったで方に変わらないという教育長の答弁だったで

す。そして私が質問した翌日の北海道新聞はす。そして私が質問した翌日の北海道新聞はす。そして私が質問した翌日の北海道新聞はす。そして私が質問した翌日の北海道新聞は

このことを取り上げていました。なぜか教育このことを取り上げていました。なぜか教育このことを取り上げていました。なぜか教育このことを取り上げていました。なぜか教育

長の答弁だけが報道されまして長の答弁だけが報道されまして長の答弁だけが報道されまして長の答弁だけが報道されまして、私が質問し、私が質問し、私が質問し、私が質問し

た内容は全然取り上げられていない、これはた内容は全然取り上げられていない、これはた内容は全然取り上げられていない、これはた内容は全然取り上げられていない、これは

教育長の決意表明みたいなそういう中身だっ教育長の決意表明みたいなそういう中身だっ教育長の決意表明みたいなそういう中身だっ教育長の決意表明みたいなそういう中身だっ

たなというふうに、極めたなというふうに、極めたなというふうに、極めたなというふうに、極めてててて私としては私としては私としては私としては不本意不本意不本意不本意

な報道だったというふうに思うわけです。そな報道だったというふうに思うわけです。そな報道だったというふうに思うわけです。そな報道だったというふうに思うわけです。そ

ういうことのないような答弁をういうことのないような答弁をういうことのないような答弁をういうことのないような答弁をぜひぜひぜひぜひいただきいただきいただきいただき

たいというふうに思っております。たいというふうに思っております。たいというふうに思っております。たいというふうに思っております。    

    次に、このことにかかわってですが、次に、このことにかかわってですが、次に、このことにかかわってですが、次に、このことにかかわってですが、昨年昨年昨年昨年

の９月の東京地裁判決、の９月の東京地裁判決、の９月の東京地裁判決、の９月の東京地裁判決、10101010 月の道人事委員会月の道人事委員会月の道人事委員会月の道人事委員会

裁決裁決裁決裁決というものがあったわけですけれども、というものがあったわけですけれども、というものがあったわけですけれども、というものがあったわけですけれども、
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当然これ当然これ当然これ当然これを踏まえた実施を踏まえた実施を踏まえた実施を踏まえた実施になるかというふうになるかというふうになるかというふうになるかというふう

に思いまして、そのことについてお尋ねをしに思いまして、そのことについてお尋ねをしに思いまして、そのことについてお尋ねをしに思いまして、そのことについてお尋ねをし

ます。ます。ます。ます。    

    東京地裁の予防訴訟判決は、憲法東京地裁の予防訴訟判決は、憲法東京地裁の予防訴訟判決は、憲法東京地裁の予防訴訟判決は、憲法 19191919 条の思条の思条の思条の思

想良心の自由の想良心の自由の想良心の自由の想良心の自由の視点から教師の思想良心を尊視点から教師の思想良心を尊視点から教師の思想良心を尊視点から教師の思想良心を尊

重されるべきという当然の判断がなされたわ重されるべきという当然の判断がなされたわ重されるべきという当然の判断がなされたわ重されるべきという当然の判断がなされたわ

けです。起立けです。起立けです。起立けです。起立・・・・斉唱斉唱斉唱斉唱・・・・伴奏などの強制はでき伴奏などの強制はでき伴奏などの強制はでき伴奏などの強制はでき

ないと明確に判断をし、東京都教員の処分をないと明確に判断をし、東京都教員の処分をないと明確に判断をし、東京都教員の処分をないと明確に判断をし、東京都教員の処分を

振りかざしての強権行政の誤りを指摘し、原振りかざしての強権行政の誤りを指摘し、原振りかざしての強権行政の誤りを指摘し、原振りかざしての強権行政の誤りを指摘し、原

告への損害賠償支払いまで命じております。告への損害賠償支払いまで命じております。告への損害賠償支払いまで命じております。告への損害賠償支払いまで命じております。

そして、過去に例のない予防訴訟としての判そして、過去に例のない予防訴訟としての判そして、過去に例のない予防訴訟としての判そして、過去に例のない予防訴訟としての判

断を裁判所が下したわけです。断を裁判所が下したわけです。断を裁判所が下したわけです。断を裁判所が下したわけです。    

    一方、北海道人事委員会の一方、北海道人事委員会の一方、北海道人事委員会の一方、北海道人事委員会の裁裁裁裁決は、卒業式・決は、卒業式・決は、卒業式・決は、卒業式・

入学式の具体的な内容は、学習指導要領の大入学式の具体的な内容は、学習指導要領の大入学式の具体的な内容は、学習指導要領の大入学式の具体的な内容は、学習指導要領の大

綱的基準に該当しないということを判断し、綱的基準に該当しないということを判断し、綱的基準に該当しないということを判断し、綱的基準に該当しないということを判断し、

卒業式・入学式については教職員間で十分に卒業式・入学式については教職員間で十分に卒業式・入学式については教職員間で十分に卒業式・入学式については教職員間で十分に

協議して決めるものとの判断をしております。協議して決めるものとの判断をしております。協議して決めるものとの判断をしております。協議して決めるものとの判断をしております。    

    これらのこれらのこれらのこれらの判決、採決の内容を吟味すれば、判決、採決の内容を吟味すれば、判決、採決の内容を吟味すれば、判決、採決の内容を吟味すれば、

地方教育委員会が何をすべきか、何をすべき地方教育委員会が何をすべきか、何をすべき地方教育委員会が何をすべきか、何をすべき地方教育委員会が何をすべきか、何をすべき

でないか、校長はどう考えることが本来なのでないか、校長はどう考えることが本来なのでないか、校長はどう考えることが本来なのでないか、校長はどう考えることが本来なの

か、私は明白だと思います。ことしの卒業式・か、私は明白だと思います。ことしの卒業式・か、私は明白だと思います。ことしの卒業式・か、私は明白だと思います。ことしの卒業式・

入学式の実施について、これらの観点、これ入学式の実施について、これらの観点、これ入学式の実施について、これらの観点、これ入学式の実施について、これらの観点、これ

らを踏まえた観点からどうお考えになるかおらを踏まえた観点からどうお考えになるかおらを踏まえた観点からどうお考えになるかおらを踏まえた観点からどうお考えになるかお

伺い伺い伺い伺いします。します。します。します。    

    ３つ目は、３つ目は、３つ目は、３つ目は、卒業式・入学式の主人公につい卒業式・入学式の主人公につい卒業式・入学式の主人公につい卒業式・入学式の主人公につい

ててててお尋ねをします。お尋ねをします。お尋ねをします。お尋ねをします。卒業式・入学式卒業式・入学式卒業式・入学式卒業式・入学式の主人公の主人公の主人公の主人公

は当然子どもたちだというふうに思うわけでは当然子どもたちだというふうに思うわけでは当然子どもたちだというふうに思うわけでは当然子どもたちだというふうに思うわけで

す。しかし、昨年の卒業式、あるいはす。しかし、昨年の卒業式、あるいはす。しかし、昨年の卒業式、あるいはす。しかし、昨年の卒業式、あるいは入学式入学式入学式入学式

の姿というものは、子どもたちのことを忘れの姿というものは、子どもたちのことを忘れの姿というものは、子どもたちのことを忘れの姿というものは、子どもたちのことを忘れ

てしまっての事態だと思います。てしまっての事態だと思います。てしまっての事態だと思います。てしまっての事態だと思います。    

    校長の中には、式辞やあるいは式後校長の中には、式辞やあるいは式後校長の中には、式辞やあるいは式後校長の中には、式辞やあるいは式後の挨拶の挨拶の挨拶の挨拶

で参列の父母にお詫びを述べた人もいたそうで参列の父母にお詫びを述べた人もいたそうで参列の父母にお詫びを述べた人もいたそうで参列の父母にお詫びを述べた人もいたそう

です。しかもその挨拶の中では、起立しないです。しかもその挨拶の中では、起立しないです。しかもその挨拶の中では、起立しないです。しかもその挨拶の中では、起立しない

教職員が悪いということまで述べております。教職員が悪いということまで述べております。教職員が悪いということまで述べております。教職員が悪いということまで述べております。

子どもたちの子どもたちの子どもたちの子どもたちの置置置置かれた状態や、子どもたちのかれた状態や、子どもたちのかれた状態や、子どもたちのかれた状態や、子どもたちの

気持ちなどをまったく、そういうもの頭にな気持ちなどをまったく、そういうもの頭にな気持ちなどをまったく、そういうもの頭にな気持ちなどをまったく、そういうもの頭にな

いといといといと言言言言わざるを得ません。わざるを得ません。わざるを得ません。わざるを得ません。    

    子どもたちの卒業を心から祝い、次のステ子どもたちの卒業を心から祝い、次のステ子どもたちの卒業を心から祝い、次のステ子どもたちの卒業を心から祝い、次のステ

ップへの旅立ちを祝福するという本来の意義ップへの旅立ちを祝福するという本来の意義ップへの旅立ちを祝福するという本来の意義ップへの旅立ちを祝福するという本来の意義

を忘れてしまっているのではないか、このこを忘れてしまっているのではないか、このこを忘れてしまっているのではないか、このこを忘れてしまっているのではないか、このこ

とをことしはどのようにして本来の姿にするとをことしはどのようにして本来の姿にするとをことしはどのようにして本来の姿にするとをことしはどのようにして本来の姿にする

のかお伺いをいたします。のかお伺いをいたします。のかお伺いをいたします。のかお伺いをいたします。    

    次４番目として、次４番目として、次４番目として、次４番目として、教育基本法の改正による教育基本法の改正による教育基本法の改正による教育基本法の改正による

内容の変更について内容の変更について内容の変更について内容の変更について伺います。昨年伺います。昨年伺います。昨年伺います。昨年 12121212 月に教月に教月に教月に教

育基本法は育基本法は育基本法は育基本法は強引な手法で単独採決という、教強引な手法で単独採決という、教強引な手法で単独採決という、教強引な手法で単独採決という、教

育の憲法といわれる法律の改正におよそ相応育の憲法といわれる法律の改正におよそ相応育の憲法といわれる法律の改正におよそ相応育の憲法といわれる法律の改正におよそ相応

しくないやり方で、慎重審議を望む多くの国しくないやり方で、慎重審議を望む多くの国しくないやり方で、慎重審議を望む多くの国しくないやり方で、慎重審議を望む多くの国

民の気持ちを踏みにじって改正されました。民の気持ちを踏みにじって改正されました。民の気持ちを踏みにじって改正されました。民の気持ちを踏みにじって改正されました。

私はまさに改悪だというふうに思います。私はまさに改悪だというふうに思います。私はまさに改悪だというふうに思います。私はまさに改悪だというふうに思います。    

    この改正教育基本法の成立が、ことしのこの改正教育基本法の成立が、ことしのこの改正教育基本法の成立が、ことしのこの改正教育基本法の成立が、ことしの卒卒卒卒

業式・入学式業式・入学式業式・入学式業式・入学式にどんな影響を与えるのかお伺にどんな影響を与えるのかお伺にどんな影響を与えるのかお伺にどんな影響を与えるのかお伺

いをいたします。いをいたします。いをいたします。いをいたします。    

    次に、次に、次に、次に、卒業式・入学式卒業式・入学式卒業式・入学式卒業式・入学式に参加する人たちに参加する人たちに参加する人たちに参加する人たちのののの

思想・信条の保障について思想・信条の保障について思想・信条の保障について思想・信条の保障について伺います。伺います。伺います。伺います。    

    卒業式・入学式卒業式・入学式卒業式・入学式卒業式・入学式には、子どもたち、教職員には、子どもたち、教職員には、子どもたち、教職員には、子どもたち、教職員

のほかにも参加される方々がいます。特に子のほかにも参加される方々がいます。特に子のほかにも参加される方々がいます。特に子のほかにも参加される方々がいます。特に子

どもたちの父母の方々が参加されます。これどもたちの父母の方々が参加されます。これどもたちの父母の方々が参加されます。これどもたちの父母の方々が参加されます。これ

らの方々の思想・信条の自由、らの方々の思想・信条の自由、らの方々の思想・信条の自由、らの方々の思想・信条の自由、思想・良心の思想・良心の思想・良心の思想・良心の

自由が保障されることは当然のことだと思い自由が保障されることは当然のことだと思い自由が保障されることは当然のことだと思い自由が保障されることは当然のことだと思い

ます。ます。ます。ます。    

    少し前までは、美唄の少し前までは、美唄の少し前までは、美唄の少し前までは、美唄の卒業式・入学式卒業式・入学式卒業式・入学式卒業式・入学式でもでもでもでも

国歌斉唱となったときに、ご賛同いただける国歌斉唱となったときに、ご賛同いただける国歌斉唱となったときに、ご賛同いただける国歌斉唱となったときに、ご賛同いただける

方はご起立下さいと、そういう断りがあった方はご起立下さいと、そういう断りがあった方はご起立下さいと、そういう断りがあった方はご起立下さいと、そういう断りがあった

んです。これは当然のことだというふうに思んです。これは当然のことだというふうに思んです。これは当然のことだというふうに思んです。これは当然のことだというふうに思

うわけですけれど、いまはありません。参加うわけですけれど、いまはありません。参加うわけですけれど、いまはありません。参加うわけですけれど、いまはありません。参加

者の、思想・信条の自由が保障されるための者の、思想・信条の自由が保障されるための者の、思想・信条の自由が保障されるための者の、思想・信条の自由が保障されるための

手立てをどのようにとられるのかお伺いをい手立てをどのようにとられるのかお伺いをい手立てをどのようにとられるのかお伺いをい手立てをどのようにとられるのかお伺いをい

たします。たします。たします。たします。    
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    最後に、２月最後に、２月最後に、２月最後に、２月 27272727 日の日の日の日の最高裁判決の影響につ最高裁判決の影響につ最高裁判決の影響につ最高裁判決の影響につ

いていていていて伺います。もうほんの少し前です。２月伺います。もうほんの少し前です。２月伺います。もうほんの少し前です。２月伺います。もうほんの少し前です。２月

27272727 日に最高裁は、東京都の小学校教委が訴え日に最高裁は、東京都の小学校教委が訴え日に最高裁は、東京都の小学校教委が訴え日に最高裁は、東京都の小学校教委が訴え

ていた、戒告処分取消し訴訟について、ていた、戒告処分取消し訴訟について、ていた、戒告処分取消し訴訟について、ていた、戒告処分取消し訴訟について、上告上告上告上告

棄却の判決を出し、原告の敗訴が確定しまし棄却の判決を出し、原告の敗訴が確定しまし棄却の判決を出し、原告の敗訴が確定しまし棄却の判決を出し、原告の敗訴が確定しまし

た。この裁判結果は、ことしのた。この裁判結果は、ことしのた。この裁判結果は、ことしのた。この裁判結果は、ことしの卒業式・入学卒業式・入学卒業式・入学卒業式・入学

式式式式にどんな影響を与えるのかお伺いをいたしにどんな影響を与えるのかお伺いをいたしにどんな影響を与えるのかお伺いをいたしにどんな影響を与えるのかお伺いをいたし

ます。ます。ます。ます。    

    次、大綱の３点目は、次、大綱の３点目は、次、大綱の３点目は、次、大綱の３点目は、改正教育基本法につ改正教育基本法につ改正教育基本法につ改正教育基本法につ

いていていていて伺います。伺います。伺います。伺います。    

    先ほども述べましたが、先ほども述べましたが、先ほども述べましたが、先ほども述べましたが、12121212 月の教育基本法月の教育基本法月の教育基本法月の教育基本法

「改正」「改正」「改正」「改正」がなされました。こがなされました。こがなされました。こがなされました。こののののことについてことについてことについてことについて

のののの認識と評価について認識と評価について認識と評価について認識と評価についてお伺いをしたいと思いお伺いをしたいと思いお伺いをしたいと思いお伺いをしたいと思い

ます。ます。ます。ます。    

    いまも触れました、この改正について、どいまも触れました、この改正について、どいまも触れました、この改正について、どいまも触れました、この改正について、ど

んな認識を持たれ、どんな評価をされるかおんな認識を持たれ、どんな評価をされるかおんな認識を持たれ、どんな評価をされるかおんな認識を持たれ、どんな評価をされるかお

伺いをしたいと思うんです。伺いをしたいと思うんです。伺いをしたいと思うんです。伺いをしたいと思うんです。    

    初日の教育行政執行方針の中で、教育をめ初日の教育行政執行方針の中で、教育をめ初日の教育行政執行方針の中で、教育をめ初日の教育行政執行方針の中で、教育をめ

ぐる状況の大きな変化に伴い生じたさまざまぐる状況の大きな変化に伴い生じたさまざまぐる状況の大きな変化に伴い生じたさまざまぐる状況の大きな変化に伴い生じたさまざま

な課題な課題な課題な課題に対応するため、約半世紀ぶりに対応するため、約半世紀ぶりに対応するため、約半世紀ぶりに対応するため、約半世紀ぶりに教育に教育に教育に教育

基本法が改正され、私たち１人ひとりがこれ基本法が改正され、私たち１人ひとりがこれ基本法が改正され、私たち１人ひとりがこれ基本法が改正され、私たち１人ひとりがこれ

からの新しい時代からの新しい時代からの新しい時代からの新しい時代に相応しい教育のあり方をに相応しい教育のあり方をに相応しい教育のあり方をに相応しい教育のあり方を

真剣に考えて行かなければならないものと考真剣に考えて行かなければならないものと考真剣に考えて行かなければならないものと考真剣に考えて行かなければならないものと考

えておりますとあります。えておりますとあります。えておりますとあります。えておりますとあります。    

    この文章からいきますと、さまざまな課題この文章からいきますと、さまざまな課題この文章からいきますと、さまざまな課題この文章からいきますと、さまざまな課題

に対応するための改正と受け止めておられるに対応するための改正と受け止めておられるに対応するための改正と受け止めておられるに対応するための改正と受け止めておられる

ようですけれども、本当にそうでしょうか。ようですけれども、本当にそうでしょうか。ようですけれども、本当にそうでしょうか。ようですけれども、本当にそうでしょうか。

単独採決とか、強行採決とか言われる国会の単独採決とか、強行採決とか言われる国会の単独採決とか、強行採決とか言われる国会の単独採決とか、強行採決とか言われる国会の

状況は、先ほども言いましたが教育の憲法と状況は、先ほども言いましたが教育の憲法と状況は、先ほども言いましたが教育の憲法と状況は、先ほども言いましたが教育の憲法と

いわれる法律の改正に、およそ相応しくないいわれる法律の改正に、およそ相応しくないいわれる法律の改正に、およそ相応しくないいわれる法律の改正に、およそ相応しくない

やり方だと思います。やり方だと思います。やり方だと思います。やり方だと思います。    

    タウンミーティングでのやらせ質問、いわタウンミーティングでのやらせ質問、いわタウンミーティングでのやらせ質問、いわタウンミーティングでのやらせ質問、いわ

ば八百長質問や、それから出席者ば八百長質問や、それから出席者ば八百長質問や、それから出席者ば八百長質問や、それから出席者の制限。自の制限。自の制限。自の制限。自

由に出ることができないとか、それから由に出ることができないとか、それから由に出ることができないとか、それから由に出ることができないとか、それから 12121212

月の場合は札幌での公聴会が開かれましたけ月の場合は札幌での公聴会が開かれましたけ月の場合は札幌での公聴会が開かれましたけ月の場合は札幌での公聴会が開かれましたけ

れども、次の日には特別委員会の採決、そうれども、次の日には特別委員会の採決、そうれども、次の日には特別委員会の採決、そうれども、次の日には特別委員会の採決、そう

いう日程です。ということは、公聴会は単ないう日程です。ということは、公聴会は単ないう日程です。ということは、公聴会は単ないう日程です。ということは、公聴会は単な

るアリバイで、国民の意見を聞きましたよとるアリバイで、国民の意見を聞きましたよとるアリバイで、国民の意見を聞きましたよとるアリバイで、国民の意見を聞きましたよと

いう形をつくいう形をつくいう形をつくいう形をつくるるるるだけで、実は国民の意見を聞だけで、実は国民の意見を聞だけで、実は国民の意見を聞だけで、実は国民の意見を聞

く考えなどまるで初めからないということがく考えなどまるで初めからないということがく考えなどまるで初めからないということがく考えなどまるで初めからないということが

言えるかと思います。言えるかと思います。言えるかと思います。言えるかと思います。    

    このような国会審議が教育の基本法を決めこのような国会審議が教育の基本法を決めこのような国会審議が教育の基本法を決めこのような国会審議が教育の基本法を決め

るに相応しい進め方とはいえないと思いまするに相応しい進め方とはいえないと思いまするに相応しい進め方とはいえないと思いまするに相応しい進め方とはいえないと思います

けれども、そのことはいかがでしょうか。けれども、そのことはいかがでしょうか。けれども、そのことはいかがでしょうか。けれども、そのことはいかがでしょうか。    

    それでも、国会審議としての形式は整ってそれでも、国会審議としての形式は整ってそれでも、国会審議としての形式は整ってそれでも、国会審議としての形式は整って

いるから、改正されたと考えるのが正しいといるから、改正されたと考えるのが正しいといるから、改正されたと考えるのが正しいといるから、改正されたと考えるのが正しいと

言言言言えるのか、このことの認識をお伺いをいたえるのか、このことの認識をお伺いをいたえるのか、このことの認識をお伺いをいたえるのか、このことの認識をお伺いをいた

します。します。します。します。    

    また、改正案の内容について、高められるまた、改正案の内容について、高められるまた、改正案の内容について、高められるまた、改正案の内容について、高められる

条文の内容変更について高められるような議条文の内容変更について高められるような議条文の内容変更について高められるような議条文の内容変更について高められるような議

論は論は論は論は余り余り余り余りされていません。衆議院は特にこのされていません。衆議院は特にこのされていません。衆議院は特にこのされていません。衆議院は特にこの

点ではひどかったと思います。思い出してい点ではひどかったと思います。思い出してい点ではひどかったと思います。思い出してい点ではひどかったと思います。思い出してい

ただければわかりますが、高校の単位未履修ただければわかりますが、高校の単位未履修ただければわかりますが、高校の単位未履修ただければわかりますが、高校の単位未履修

問題、それからいじめ問題問題、それからいじめ問題問題、それからいじめ問題問題、それからいじめ問題、やらせ、やらせ、やらせ、やらせタウンミタウンミタウンミタウンミ

ーティングなどの問題に、ほとんどの時間がーティングなどの問題に、ほとんどの時間がーティングなどの問題に、ほとんどの時間がーティングなどの問題に、ほとんどの時間が

費やされました。参議院での審議でも、あの費やされました。参議院での審議でも、あの費やされました。参議院での審議でも、あの費やされました。参議院での審議でも、あの

国会審議からどれだけの国民が改正の問題点国会審議からどれだけの国民が改正の問題点国会審議からどれだけの国民が改正の問題点国会審議からどれだけの国民が改正の問題点

と議論の内容を理解したでしょうか。と議論の内容を理解したでしょうか。と議論の内容を理解したでしょうか。と議論の内容を理解したでしょうか。    

    美唄市教育委員会として、執行方針のよう美唄市教育委員会として、執行方針のよう美唄市教育委員会として、執行方針のよう美唄市教育委員会として、執行方針のよう

に教育長が述べられた教育行に教育長が述べられた教育行に教育長が述べられた教育行に教育長が述べられた教育行政執行方針のよ政執行方針のよ政執行方針のよ政執行方針のよ

うに淡々と受け止めていいのだろうかといううに淡々と受け止めていいのだろうかといううに淡々と受け止めていいのだろうかといううに淡々と受け止めていいのだろうかという

点で、私は大いに疑問があります。このこと点で、私は大いに疑問があります。このこと点で、私は大いに疑問があります。このこと点で、私は大いに疑問があります。このこと

について、考え方をお伺いをいたします。について、考え方をお伺いをいたします。について、考え方をお伺いをいたします。について、考え方をお伺いをいたします。    

    それからもう１点です。それからもう１点です。それからもう１点です。それからもう１点です。過去の議会答弁の過去の議会答弁の過去の議会答弁の過去の議会答弁の

考え方について考え方について考え方について考え方についてです。私は教育基本法の問題です。私は教育基本法の問題です。私は教育基本法の問題です。私は教育基本法の問題

は何度か取り上げまして、改正されてしまっは何度か取り上げまして、改正されてしまっは何度か取り上げまして、改正されてしまっは何度か取り上げまして、改正されてしまっ

た、改正前は教育基本法について、教育長のた、改正前は教育基本法について、教育長のた、改正前は教育基本法について、教育長のた、改正前は教育基本法について、教育長の

評価をお伺いをしております。評価をお伺いをしております。評価をお伺いをしております。評価をお伺いをしております。    
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    高い評価をされていたというふうに記憶を高い評価をされていたというふうに記憶を高い評価をされていたというふうに記憶を高い評価をされていたというふうに記憶を

しておりますが、このことについての考え方、しておりますが、このことについての考え方、しておりますが、このことについての考え方、しておりますが、このことについての考え方、

現在どのようにお考えになるのか、あわせて現在どのようにお考えになるのか、あわせて現在どのようにお考えになるのか、あわせて現在どのようにお考えになるのか、あわせて

お伺いをいたします。お伺いをいたします。お伺いをいたします。お伺いをいたします。    

    大綱の４点目は、大綱の４点目は、大綱の４点目は、大綱の４点目は、学校教育について学校教育について学校教育について学校教育について伺いま伺いま伺いま伺いま

す。す。す。す。    

    その１つ目は、学その１つ目は、学その１つ目は、学その１つ目は、学校統合の進捗状況につい校統合の進捗状況につい校統合の進捗状況につい校統合の進捗状況につい

てててて伺うということで、実は質問をお出しした伺うということで、実は質問をお出しした伺うということで、実は質問をお出しした伺うということで、実は質問をお出しした

んですが、きょうの最初の五十嵐議員の質問んですが、きょうの最初の五十嵐議員の質問んですが、きょうの最初の五十嵐議員の質問んですが、きょうの最初の五十嵐議員の質問

で、教育長の答弁をで、教育長の答弁をで、教育長の答弁をで、教育長の答弁をいただいただいただいただきました。状況はきました。状況はきました。状況はきました。状況は

理解いたしました。理解いたしました。理解いたしました。理解いたしました。    

    それで、そのことを踏まえたそれで、そのことを踏まえたそれで、そのことを踏まえたそれで、そのことを踏まえた上上上上で少しお尋で少しお尋で少しお尋で少しお尋

ねをしたいんですが、私も地域の父母の方々ねをしたいんですが、私も地域の父母の方々ねをしたいんですが、私も地域の父母の方々ねをしたいんですが、私も地域の父母の方々

が、来年４月スタートについてかなりが、来年４月スタートについてかなりが、来年４月スタートについてかなりが、来年４月スタートについてかなり危惧を危惧を危惧を危惧を

持っているという話を聞いております。とい持っているという話を聞いております。とい持っているという話を聞いております。とい持っているという話を聞いております。とい

うことは、今日に至るまで、具体的な方向性うことは、今日に至るまで、具体的な方向性うことは、今日に至るまで、具体的な方向性うことは、今日に至るまで、具体的な方向性

が明確になって、もういま３月ですけれど、が明確になって、もういま３月ですけれど、が明確になって、もういま３月ですけれど、が明確になって、もういま３月ですけれど、

４月からは平成４月からは平成４月からは平成４月からは平成 19191919 年度に入るわけです。とい年度に入るわけです。とい年度に入るわけです。とい年度に入るわけです。とい

うことは、うことは、うことは、うことは、20202020 年４月スタートということはも年４月スタートということはも年４月スタートということはも年４月スタートということはも

うううう 19191919 年４月からは準備の年に具体的に入る年４月からは準備の年に具体的に入る年４月からは準備の年に具体的に入る年４月からは準備の年に具体的に入る

わけです。わけです。わけです。わけです。    

    そういう段階にきているにもかかわらず、そういう段階にきているにもかかわらず、そういう段階にきているにもかかわらず、そういう段階にきているにもかかわらず、

そのことが行えるんだろうかという危惧の念そのことが行えるんだろうかという危惧の念そのことが行えるんだろうかという危惧の念そのことが行えるんだろうかという危惧の念

を、地域の方々が持っていらっしゃるというを、地域の方々が持っていらっしゃるというを、地域の方々が持っていらっしゃるというを、地域の方々が持っていらっしゃるという

ことをお聞きしております。その点は、大丈ことをお聞きしております。その点は、大丈ことをお聞きしております。その点は、大丈ことをお聞きしております。その点は、大丈

夫なのかどうかということをお尋ねをしたい。夫なのかどうかということをお尋ねをしたい。夫なのかどうかということをお尋ねをしたい。夫なのかどうかということをお尋ねをしたい。    

    あわせて教育行政執行方針の中で、幼稚園あわせて教育行政執行方針の中で、幼稚園あわせて教育行政執行方針の中で、幼稚園あわせて教育行政執行方針の中で、幼稚園

や小学校の統合についても言及しておられまや小学校の統合についても言及しておられまや小学校の統合についても言及しておられまや小学校の統合についても言及しておられま

す。特に小学校の部分について、時期的なもす。特に小学校の部分について、時期的なもす。特に小学校の部分について、時期的なもす。特に小学校の部分について、時期的なも

のをお考えになっておられるのかどうか。現のをお考えになっておられるのかどうか。現のをお考えになっておられるのかどうか。現のをお考えになっておられるのかどうか。現

段階で。そのことをお尋ねしたいと思います。段階で。そのことをお尋ねしたいと思います。段階で。そのことをお尋ねしたいと思います。段階で。そのことをお尋ねしたいと思います。    

    ２つ目は、２つ目は、２つ目は、２つ目は、確確確確かかかかな学力の向上についてな学力の向上についてな学力の向上についてな学力の向上について。ち。ち。ち。ち

ょっとこの項目はわょっとこの項目はわょっとこの項目はわょっとこの項目はわかりづらいんですが、教かりづらいんですが、教かりづらいんですが、教かりづらいんですが、教

育行政執行方針の中の、学校教育の中で、育行政執行方針の中の、学校教育の中で、育行政執行方針の中の、学校教育の中で、育行政執行方針の中の、学校教育の中で、確確確確

かかかかな学力の向上についてというくだりがござな学力の向上についてというくだりがござな学力の向上についてというくだりがござな学力の向上についてというくだりがござ

います。います。います。います。    

    これは、１つは、標準学力検査を本年度市これは、１つは、標準学力検査を本年度市これは、１つは、標準学力検査を本年度市これは、１つは、標準学力検査を本年度市

教委が予算を組んで教委が予算を組んで教委が予算を組んで教委が予算を組んで全全全全市の学校でやられたわ市の学校でやられたわ市の学校でやられたわ市の学校でやられたわ

けです。これは当然その狙い・目的を持ってけです。これは当然その狙い・目的を持ってけです。これは当然その狙い・目的を持ってけです。これは当然その狙い・目的を持って

なされたわけですけれども、そのことの活用なされたわけですけれども、そのことの活用なされたわけですけれども、そのことの活用なされたわけですけれども、そのことの活用

状況、これはきのうから、同僚議員の質問の状況、これはきのうから、同僚議員の質問の状況、これはきのうから、同僚議員の質問の状況、これはきのうから、同僚議員の質問の

中でも取り上げられておりましたが、教育的中でも取り上げられておりましたが、教育的中でも取り上げられておりましたが、教育的中でも取り上げられておりましたが、教育的

な活用のために、当然なされるわけですけれな活用のために、当然なされるわけですけれな活用のために、当然なされるわけですけれな活用のために、当然なされるわけですけれ

ども、それが余り教育的ではない、それは活ども、それが余り教育的ではない、それは活ども、それが余り教育的ではない、それは活ども、それが余り教育的ではない、それは活

用と言いません、利用と言いますか、そうい用と言いません、利用と言いますか、そうい用と言いません、利用と言いますか、そうい用と言いません、利用と言いますか、そうい

う動きになることを心配するので、こういうう動きになることを心配するので、こういうう動きになることを心配するので、こういうう動きになることを心配するので、こういう

質問をするわけですが、そういう心配はない質問をするわけですが、そういう心配はない質問をするわけですが、そういう心配はない質問をするわけですが、そういう心配はない

ぞということであれば、そのことをご答弁いぞということであれば、そのことをご答弁いぞということであれば、そのことをご答弁いぞということであれば、そのことをご答弁い

ただければというふうに思うわけです。ただければというふうに思うわけです。ただければというふうに思うわけです。ただければというふうに思うわけです。    

    それからもう１つは、習熟度別指導についそれからもう１つは、習熟度別指導についそれからもう１つは、習熟度別指導についそれからもう１つは、習熟度別指導につい

て、これは毎年触れられておりますけれども、て、これは毎年触れられておりますけれども、て、これは毎年触れられておりますけれども、て、これは毎年触れられておりますけれども、

もう何年かなります、この言葉が執行方針にもう何年かなります、この言葉が執行方針にもう何年かなります、この言葉が執行方針にもう何年かなります、この言葉が執行方針に

載載載載るようになりましてから。私はもう３年ぐるようになりましてから。私はもう３年ぐるようになりましてから。私はもう３年ぐるようになりましてから。私はもう３年ぐ

らいになりますでしょうか、前に習熟度別指らいになりますでしょうか、前に習熟度別指らいになりますでしょうか、前に習熟度別指らいになりますでしょうか、前に習熟度別指

導の問題点について取り上げさせていただい導の問題点について取り上げさせていただい導の問題点について取り上げさせていただい導の問題点について取り上げさせていただい

たことがあります。たことがあります。たことがあります。たことがあります。    

    この習熟度別指導がなされている状況、そこの習熟度別指導がなされている状況、そこの習熟度別指導がなされている状況、そこの習熟度別指導がなされている状況、そ

してそこでは当然成果があるということになしてそこでは当然成果があるということになしてそこでは当然成果があるということになしてそこでは当然成果があるということにな

ると思うんですが、成果、あるいはもしあれると思うんですが、成果、あるいはもしあれると思うんですが、成果、あるいはもしあれると思うんですが、成果、あるいはもしあれ

ば問題点とかば問題点とかば問題点とかば問題点とかそれらをお伺いしたいというふそれらをお伺いしたいというふそれらをお伺いしたいというふそれらをお伺いしたいというふ

うに思います。うに思います。うに思います。うに思います。    

    それから３つ目としては、地域の信頼にこそれから３つ目としては、地域の信頼にこそれから３つ目としては、地域の信頼にこそれから３つ目としては、地域の信頼にこ

たえる学校づくりについて伺います。たえる学校づくりについて伺います。たえる学校づくりについて伺います。たえる学校づくりについて伺います。    

    これも執行方針の中で述べられておりますこれも執行方針の中で述べられておりますこれも執行方針の中で述べられておりますこれも執行方針の中で述べられております

が、開かれた学校という考えに、まったく意が、開かれた学校という考えに、まったく意が、開かれた学校という考えに、まったく意が、開かれた学校という考えに、まったく意

義はありません。ただ、その中で、学校が自義はありません。ただ、その中で、学校が自義はありません。ただ、その中で、学校が自義はありません。ただ、その中で、学校が自

己評価や外部評価の公開などということを行己評価や外部評価の公開などということを行己評価や外部評価の公開などということを行己評価や外部評価の公開などということを行

うということを述べておられます。うということを述べておられます。うということを述べておられます。うということを述べておられます。    
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    これらの目的とか、期待する効果というもこれらの目的とか、期待する効果というもこれらの目的とか、期待する効果というもこれらの目的とか、期待する効果というも

のについて、私は疑問を持っている部分もあのについて、私は疑問を持っている部分もあのについて、私は疑問を持っている部分もあのについて、私は疑問を持っている部分もあ

ります。と言いますのは、ります。と言いますのは、ります。と言いますのは、ります。と言いますのは、学校は計画を立て学校は計画を立て学校は計画を立て学校は計画を立て

て、１年間実践をして、そしてその１年間のて、１年間実践をして、そしてその１年間のて、１年間実践をして、そしてその１年間のて、１年間実践をして、そしてその１年間の

活動についてきちっと反省をして、そして活動についてきちっと反省をして、そして活動についてきちっと反省をして、そして活動についてきちっと反省をして、そして翌翌翌翌

年の計画を立てるということの繰り返しであ年の計画を立てるということの繰り返しであ年の計画を立てるということの繰り返しであ年の計画を立てるということの繰り返しであ

ります。ります。ります。ります。    

    そのことでは自己評価というのは当然のこそのことでは自己評価というのは当然のこそのことでは自己評価というのは当然のこそのことでは自己評価というのは当然のこ

とだと思います。ただ、それは自分たちの教とだと思います。ただ、それは自分たちの教とだと思います。ただ、それは自分たちの教とだと思います。ただ、それは自分たちの教

育実践をより良いものにするためにみずから育実践をより良いものにするためにみずから育実践をより良いものにするためにみずから育実践をより良いものにするためにみずから

振り返って反省をする。そして新しい計画を振り返って反省をする。そして新しい計画を振り返って反省をする。そして新しい計画を振り返って反省をする。そして新しい計画を

組み立てるということになるわけでありまし組み立てるということになるわけでありまし組み立てるということになるわけでありまし組み立てるということになるわけでありまし

て、自己評価というのはこういうものですとて、自己評価というのはこういうものですとて、自己評価というのはこういうものですとて、自己評価というのはこういうものですと

いうものが、どこかからやってきて、それをいうものが、どこかからやってきて、それをいうものが、どこかからやってきて、それをいうものが、どこかからやってきて、それを

学校の中でやらねばならないという形になっ学校の中でやらねばならないという形になっ学校の中でやらねばならないという形になっ学校の中でやらねばならないという形になっ

たのでは本来でないと思います。たのでは本来でないと思います。たのでは本来でないと思います。たのでは本来でないと思います。    

    外部評価というものも、詳しく中身は外部評価というものも、詳しく中身は外部評価というものも、詳しく中身は外部評価というものも、詳しく中身は押さ押さ押さ押さ

えておりませんけれども、そのためのものとえておりませんけれども、そのためのものとえておりませんけれども、そのためのものとえておりませんけれども、そのためのものと

いうことでなされるのでは、本いうことでなされるのでは、本いうことでなされるのでは、本いうことでなされるのでは、本来ではないの来ではないの来ではないの来ではないの

ではないか。ということは、評価を受けてよではないか。ということは、評価を受けてよではないか。ということは、評価を受けてよではないか。ということは、評価を受けてよ

い結果を出したいと思うのは当然であります。い結果を出したいと思うのは当然であります。い結果を出したいと思うのは当然であります。い結果を出したいと思うのは当然であります。

そのために、悩みあるいは時間を割くというそのために、悩みあるいは時間を割くというそのために、悩みあるいは時間を割くというそのために、悩みあるいは時間を割くという

ことになったのでは、ただでも多忙な教職員ことになったのでは、ただでも多忙な教職員ことになったのでは、ただでも多忙な教職員ことになったのでは、ただでも多忙な教職員

の勤務というものが、益々その多忙さを増しの勤務というものが、益々その多忙さを増しの勤務というものが、益々その多忙さを増しの勤務というものが、益々その多忙さを増し

ていくということになる。ていくということになる。ていくということになる。ていくということになる。    

    多忙を増す、教職員が多忙であるというこ多忙を増す、教職員が多忙であるというこ多忙を増す、教職員が多忙であるというこ多忙を増す、教職員が多忙であるというこ

とは何を生むかというと、子どもたちの指導とは何を生むかというと、子どもたちの指導とは何を生むかというと、子どもたちの指導とは何を生むかというと、子どもたちの指導

という、本来業務にかける時間がどんどん削という、本来業務にかける時間がどんどん削という、本来業務にかける時間がどんどん削という、本来業務にかける時間がどんどん削

られていくことになるわけです。ですから、られていくことになるわけです。ですから、られていくことになるわけです。ですから、られていくことになるわけです。ですから、

そのようなそのようなそのようなそのようなおそれおそれおそれおそれはないのだということを説はないのだということを説はないのだということを説はないのだということを説

明いただければというふうに思うわけですけ明いただければというふうに思うわけですけ明いただければというふうに思うわけですけ明いただければというふうに思うわけですけ

れども、いかがでしょうか。れども、いかがでしょうか。れども、いかがでしょうか。れども、いかがでしょうか。    

    昨昨昨昨年から大きく問題になっておりますいじ年から大きく問題になっておりますいじ年から大きく問題になっておりますいじ年から大きく問題になっておりますいじ

め問題にしても、つい日曜日だったでしょうめ問題にしても、つい日曜日だったでしょうめ問題にしても、つい日曜日だったでしょうめ問題にしても、つい日曜日だったでしょう

か、さきのＮＨＫで夜の７時半からか、さきのＮＨＫで夜の７時半からか、さきのＮＨＫで夜の７時半からか、さきのＮＨＫで夜の７時半から 10101010 時ぐら時ぐら時ぐら時ぐら

いまで多くの方が参加しての番組を、いじめいまで多くの方が参加しての番組を、いじめいまで多くの方が参加しての番組を、いじめいまで多くの方が参加しての番組を、いじめ

問題でやっていました。いろんな立場の人が問題でやっていました。いろんな立場の人が問題でやっていました。いろんな立場の人が問題でやっていました。いろんな立場の人が

参加しておりましたけれども、立場の違いは参加しておりましたけれども、立場の違いは参加しておりましたけれども、立場の違いは参加しておりましたけれども、立場の違いは

当然としても、同じ立場の人であっても意見当然としても、同じ立場の人であっても意見当然としても、同じ立場の人であっても意見当然としても、同じ立場の人であっても意見

は随分違う。は随分違う。は随分違う。は随分違う。100100100100 人いたら人いたら人いたら人いたら 100100100100 とおりとおりとおりとおりの意見の意見の意見の意見

があるというぐらいさまざまな考え方がそのがあるというぐらいさまざまな考え方がそのがあるというぐらいさまざまな考え方がそのがあるというぐらいさまざまな考え方がその

中では述べられていました。中では述べられていました。中では述べられていました。中では述べられていました。    

    しかし、結局は教師と児童生徒の触れ合うしかし、結局は教師と児童生徒の触れ合うしかし、結局は教師と児童生徒の触れ合うしかし、結局は教師と児童生徒の触れ合う

時間が十分にあって、教師の目が子どもたち時間が十分にあって、教師の目が子どもたち時間が十分にあって、教師の目が子どもたち時間が十分にあって、教師の目が子どもたち

に十分行き届くということについてはほとんに十分行き届くということについてはほとんに十分行き届くということについてはほとんに十分行き届くということについてはほとん

どどどどの人の意見はの人の意見はの人の意見はの人の意見は異議異議異議異議がないんです。ですから、がないんです。ですから、がないんです。ですから、がないんです。ですから、

教師を多忙な状態に置くということは、学校教師を多忙な状態に置くということは、学校教師を多忙な状態に置くということは、学校教師を多忙な状態に置くということは、学校

にとってプラスはひとつもないんです。そうにとってプラスはひとつもないんです。そうにとってプラスはひとつもないんです。そうにとってプラスはひとつもないんです。そう

いう意味で、ぜひ外向けの見た目を気にするいう意味で、ぜひ外向けの見た目を気にするいう意味で、ぜひ外向けの見た目を気にするいう意味で、ぜひ外向けの見た目を気にする

ようなことで大切なことを見失うというようようなことで大切なことを見失うというようようなことで大切なことを見失うというようようなことで大切なことを見失うというよう

なことにならないかどうか、その心配をするなことにならないかどうか、その心配をするなことにならないかどうか、その心配をするなことにならないかどうか、その心配をする

わけですが、お伺いをいたします。わけですが、お伺いをいたします。わけですが、お伺いをいたします。わけですが、お伺いをいたします。    

    それから、学期制の見直しが、その学校改それから、学期制の見直しが、その学校改それから、学期制の見直しが、その学校改それから、学期制の見直しが、その学校改

善につながるというのは、どんな理屈なのか善につながるというのは、どんな理屈なのか善につながるというのは、どんな理屈なのか善につながるというのは、どんな理屈なのか

伺います。伺います。伺います。伺います。    

    それから、地域ぐるみの危機管理体制の確それから、地域ぐるみの危機管理体制の確それから、地域ぐるみの危機管理体制の確それから、地域ぐるみの危機管理体制の確

立ということも述べられています。これまで立ということも述べられています。これまで立ということも述べられています。これまで立ということも述べられています。これまで

子どもが安全に通学できるというのは極めて子どもが安全に通学できるというのは極めて子どもが安全に通学できるというのは極めて子どもが安全に通学できるというのは極めて

大事なことです。大事なことです。大事なことです。大事なことです。    

    幸いに幸いに幸いに幸いにして美唄市内で子どもが犠牲になるして美唄市内で子どもが犠牲になるして美唄市内で子どもが犠牲になるして美唄市内で子どもが犠牲になる

というような事件が起きたという話は聞きまというような事件が起きたという話は聞きまというような事件が起きたという話は聞きまというような事件が起きたという話は聞きま

せんから、これは大変喜ばしいことだというせんから、これは大変喜ばしいことだというせんから、これは大変喜ばしいことだというせんから、これは大変喜ばしいことだという

ふうに思うんですけれども、しかし、危ないふうに思うんですけれども、しかし、危ないふうに思うんですけれども、しかし、危ないふうに思うんですけれども、しかし、危ない

目にあわないように、事前に目にあわないように、事前に目にあわないように、事前に目にあわないように、事前に手立て手立て手立て手立てを尽くすを尽くすを尽くすを尽くす

ということも大切なことだと思うんです。でということも大切なことだと思うんです。でということも大切なことだと思うんです。でということも大切なことだと思うんです。で

すから、危機管理体制の確立というのも、重すから、危機管理体制の確立というのも、重すから、危機管理体制の確立というのも、重すから、危機管理体制の確立というのも、重

要なことだと思います。要なことだと思います。要なことだと思います。要なことだと思います。    

    ただこれも、学校が中心になって進めるとただこれも、学校が中心になって進めるとただこれも、学校が中心になって進めるとただこれも、学校が中心になって進めると
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いう考え方にもし立つならば、これも多忙化いう考え方にもし立つならば、これも多忙化いう考え方にもし立つならば、これも多忙化いう考え方にもし立つならば、これも多忙化

に拍車をかけることになるに拍車をかけることになるに拍車をかけることになるに拍車をかけることになる。ですからそうい。ですからそうい。ですからそうい。ですからそうい

う部分はぜひ十分に考えていただいて、そうう部分はぜひ十分に考えていただいて、そうう部分はぜひ十分に考えていただいて、そうう部分はぜひ十分に考えていただいて、そう

いうことに教職員がならないように、ご配慮いうことに教職員がならないように、ご配慮いうことに教職員がならないように、ご配慮いうことに教職員がならないように、ご配慮

いただきたいと思いただきたいと思いただきたいと思いただきたいと思うんでうんでうんでうんですすすすけれどもいかがでけれどもいかがでけれどもいかがでけれどもいかがで

しょうか。しょうか。しょうか。しょうか。    

    最後に、最後に、最後に、最後に、教職員研修について教職員研修について教職員研修について教職員研修について伺います。伺います。伺います。伺います。空空空空

知教育局の知教育局の知教育局の知教育局の実践推進校事業。それから美唄の実践推進校事業。それから美唄の実践推進校事業。それから美唄の実践推進校事業。それから美唄の

公開研究指定事業、これを両方あわせて年間公開研究指定事業、これを両方あわせて年間公開研究指定事業、これを両方あわせて年間公開研究指定事業、これを両方あわせて年間

の公開研究とか公開事業とかは何個ぐらいにの公開研究とか公開事業とかは何個ぐらいにの公開研究とか公開事業とかは何個ぐらいにの公開研究とか公開事業とかは何個ぐらいに

なるのでしょうか。なるのでしょうか。なるのでしょうか。なるのでしょうか。    

    これも、空知の教育局の実践推進校事業とこれも、空知の教育局の実践推進校事業とこれも、空知の教育局の実践推進校事業とこれも、空知の教育局の実践推進校事業と

いうのは、前にもちょっと聞いたことがありいうのは、前にもちょっと聞いたことがありいうのは、前にもちょっと聞いたことがありいうのは、前にもちょっと聞いたことがあり

ますが、３年間で全部の学校が一回り、美唄ますが、３年間で全部の学校が一回り、美唄ますが、３年間で全部の学校が一回り、美唄ますが、３年間で全部の学校が一回り、美唄

市内の学校全部が３年間で指定を受けるとい市内の学校全部が３年間で指定を受けるとい市内の学校全部が３年間で指定を受けるとい市内の学校全部が３年間で指定を受けるとい

う仕組みだというふうに伺っています。そうう仕組みだというふうに伺っています。そうう仕組みだというふうに伺っています。そうう仕組みだというふうに伺っています。そう

すると、単純に言えば３分の１ずつの学校がすると、単純に言えば３分の１ずつの学校がすると、単純に言えば３分の１ずつの学校がすると、単純に言えば３分の１ずつの学校が

このことに取り組まなければならないんです。このことに取り組まなければならないんです。このことに取り組まなければならないんです。このことに取り組まなければならないんです。    

    これも、やこれも、やこれも、やこれも、やはり外向けをもし意識するといはり外向けをもし意識するといはり外向けをもし意識するといはり外向けをもし意識するとい

うことになれば、多忙化につながるというこうことになれば、多忙化につながるというこうことになれば、多忙化につながるというこうことになれば、多忙化につながるというこ

とで、心配をするところであります。とで、心配をするところであります。とで、心配をするところであります。とで、心配をするところであります。    

    それから、ふるさとを意識した指導というそれから、ふるさとを意識した指導というそれから、ふるさとを意識した指導というそれから、ふるさとを意識した指導という

言葉がありますけれども、どういう内容を想言葉がありますけれども、どういう内容を想言葉がありますけれども、どういう内容を想言葉がありますけれども、どういう内容を想

定されているのかお伺いをいたします。定されているのかお伺いをいたします。定されているのかお伺いをいたします。定されているのかお伺いをいたします。    

●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君    市長。市長。市長。市長。    

●市長桜井道夫君（登壇）●市長桜井道夫君（登壇）●市長桜井道夫君（登壇）●市長桜井道夫君（登壇）    米田議員のご質米田議員のご質米田議員のご質米田議員のご質

問にお答えします。問にお答えします。問にお答えします。問にお答えします。    

    初めに、国民保護計画に対する基本的な考初めに、国民保護計画に対する基本的な考初めに、国民保護計画に対する基本的な考初めに、国民保護計画に対する基本的な考

え方でありますが、国民保護法は日本が武力え方でありますが、国民保護法は日本が武力え方でありますが、国民保護法は日本が武力え方でありますが、国民保護法は日本が武力

攻撃や大規模テロを受けた場合、これらの事攻撃や大規模テロを受けた場合、これらの事攻撃や大規模テロを受けた場合、これらの事攻撃や大規模テロを受けた場合、これらの事

態から国民の生命、身体、財産を保護するこ態から国民の生命、身体、財産を保護するこ態から国民の生命、身体、財産を保護するこ態から国民の生命、身体、財産を保護するこ

とを目的として制定されたものでありますが、とを目的として制定されたものでありますが、とを目的として制定されたものでありますが、とを目的として制定されたものでありますが、

ここここうした事態とならないよう、我が国は平和うした事態とならないよう、我が国は平和うした事態とならないよう、我が国は平和うした事態とならないよう、我が国は平和

主義と国際協調のもとに主義と国際協調のもとに主義と国際協調のもとに主義と国際協調のもとに、世界の平和と安全、世界の平和と安全、世界の平和と安全、世界の平和と安全

のための努力を続けていくことが最も重要でのための努力を続けていくことが最も重要でのための努力を続けていくことが最も重要でのための努力を続けていくことが最も重要で

あると考えております。あると考えております。あると考えております。あると考えております。    

    しかし、万が一我が国の平和と安全を脅かしかし、万が一我が国の平和と安全を脅かしかし、万が一我が国の平和と安全を脅かしかし、万が一我が国の平和と安全を脅か

す事態が発生した場合に、各関係機関と連携す事態が発生した場合に、各関係機関と連携す事態が発生した場合に、各関係機関と連携す事態が発生した場合に、各関係機関と連携

してしてしてして避避避避難や救援等、国民の保護に関する措置難や救援等、国民の保護に関する措置難や救援等、国民の保護に関する措置難や救援等、国民の保護に関する措置

を的確かつ迅速に実施できるよう、国民保護を的確かつ迅速に実施できるよう、国民保護を的確かつ迅速に実施できるよう、国民保護を的確かつ迅速に実施できるよう、国民保護

法に基づき、国民保護計画を策定したもので法に基づき、国民保護計画を策定したもので法に基づき、国民保護計画を策定したもので法に基づき、国民保護計画を策定したもので

あります。あります。あります。あります。    

    次に、この計画の具体化に向けての庁内協次に、この計画の具体化に向けての庁内協次に、この計画の具体化に向けての庁内協次に、この計画の具体化に向けての庁内協

議についてでありますが、国民保護計画の実議についてでありますが、国民保護計画の実議についてでありますが、国民保護計画の実議についてでありますが、国民保護計画の実

施を具体化するための庁内体制につきまして施を具体化するための庁内体制につきまして施を具体化するための庁内体制につきまして施を具体化するための庁内体制につきまして

は、計画の中で市対策本部の組織体制や、は、計画の中で市対策本部の組織体制や、は、計画の中で市対策本部の組織体制や、は、計画の中で市対策本部の組織体制や、避避避避

難や救援に対する市役所各部署の主な役割、難や救援に対する市役所各部署の主な役割、難や救援に対する市役所各部署の主な役割、難や救援に対する市役所各部署の主な役割、

関係機関との相互の連携などを定めておりま関係機関との相互の連携などを定めておりま関係機関との相互の連携などを定めておりま関係機関との相互の連携などを定めておりま

す。す。す。す。    

    計画の迅速な実行性を高めるためには、市計画の迅速な実行性を高めるためには、市計画の迅速な実行性を高めるためには、市計画の迅速な実行性を高めるためには、市

職員等がこの計画について熟知していること職員等がこの計画について熟知していること職員等がこの計画について熟知していること職員等がこの計画について熟知していること

が大変重要なことと考えることから、職員説が大変重要なことと考えることから、職員説が大変重要なことと考えることから、職員説が大変重要なことと考えることから、職員説

明会や各関係機関との協議の場を設けるなど、明会や各関係機関との協議の場を設けるなど、明会や各関係機関との協議の場を設けるなど、明会や各関係機関との協議の場を設けるなど、

必要な対応に努めてまいりたいと考えており必要な対応に努めてまいりたいと考えており必要な対応に努めてまいりたいと考えており必要な対応に努めてまいりたいと考えており

ます。ます。ます。ます。    

    次に、準備に要する経費についてでありま次に、準備に要する経費についてでありま次に、準備に要する経費についてでありま次に、準備に要する経費についてでありま

すが、平成すが、平成すが、平成すが、平成 18181818 年度におきましては、国民保護年度におきましては、国民保護年度におきましては、国民保護年度におきましては、国民保護

計画策定に係る経費、国民保護協議会の設計画策定に係る経費、国民保護協議会の設計画策定に係る経費、国民保護協議会の設計画策定に係る経費、国民保護協議会の設

立立立立・・・・運営経費、消防団運営経費、消防団運営経費、消防団運営経費、消防団・・・・自主防災組織との意自主防災組織との意自主防災組織との意自主防災組織との意

見交換会などの経費について、普通交付税に見交換会などの経費について、普通交付税に見交換会などの経費について、普通交付税に見交換会などの経費について、普通交付税に

より措置されてより措置されてより措置されてより措置されております。おります。おります。おります。    

    平成平成平成平成 19191919 年度以降の平時における準備に年度以降の平時における準備に年度以降の平時における準備に年度以降の平時における準備にかかかか

かかかかる経費については、どのような財源措置とる経費については、どのような財源措置とる経費については、どのような財源措置とる経費については、どのような財源措置と

なるか、現在具体的に示されておりませんが、なるか、現在具体的に示されておりませんが、なるか、現在具体的に示されておりませんが、なるか、現在具体的に示されておりませんが、

国民保護に関する訓練経費については、国と国民保護に関する訓練経費については、国と国民保護に関する訓練経費については、国と国民保護に関する訓練経費については、国と

共同して行う場合のみ、国民保護訓練費負担共同して行う場合のみ、国民保護訓練費負担共同して行う場合のみ、国民保護訓練費負担共同して行う場合のみ、国民保護訓練費負担

金として措置されることとなっております。金として措置されることとなっております。金として措置されることとなっております。金として措置されることとなっております。    

    次に、職員の研修と訓練についてでありま次に、職員の研修と訓練についてでありま次に、職員の研修と訓練についてでありま次に、職員の研修と訓練についてでありま
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すが、研修につきましては、国民保護法の目すが、研修につきましては、国民保護法の目すが、研修につきましては、国民保護法の目すが、研修につきましては、国民保護法の目

的である職員１人ひとりが市民の生命、身体的である職員１人ひとりが市民の生命、身体的である職員１人ひとりが市民の生命、身体的である職員１人ひとりが市民の生命、身体

及び財産を守るという意識と心構えを平素か及び財産を守るという意識と心構えを平素か及び財産を守るという意識と心構えを平素か及び財産を守るという意識と心構えを平素か

ら持つことが重要と考えることから、計画のら持つことが重要と考えることから、計画のら持つことが重要と考えることから、計画のら持つことが重要と考えることから、計画の

趣旨や内容などについて職員説明会を開催す趣旨や内容などについて職員説明会を開催す趣旨や内容などについて職員説明会を開催す趣旨や内容などについて職員説明会を開催す

るなど、周知を図るなど、周知を図るなど、周知を図るなど、周知を図ってまいりたいと考えておってまいりたいと考えておってまいりたいと考えておってまいりたいと考えてお

ります。ります。ります。ります。    

    また、訓練につきましては、地域住民の避また、訓練につきましては、地域住民の避また、訓練につきましては、地域住民の避また、訓練につきましては、地域住民の避

難誘導、救援援助、応急措置などをいかに迅難誘導、救援援助、応急措置などをいかに迅難誘導、救援援助、応急措置などをいかに迅難誘導、救援援助、応急措置などをいかに迅

速に行うかという点において、自然災害を想速に行うかという点において、自然災害を想速に行うかという点において、自然災害を想速に行うかという点において、自然災害を想

定した防災訓練と共通する部分があることか定した防災訓練と共通する部分があることか定した防災訓練と共通する部分があることか定した防災訓練と共通する部分があることか

ら、防災訓練と連携した訓練の実施に努めてら、防災訓練と連携した訓練の実施に努めてら、防災訓練と連携した訓練の実施に努めてら、防災訓練と連携した訓練の実施に努めて

まいりたいと考えております。まいりたいと考えております。まいりたいと考えております。まいりたいと考えております。    

●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君    教育長。教育長。教育長。教育長。    

●教育長村上忠雄君（登壇）●教育長村上忠雄君（登壇）●教育長村上忠雄君（登壇）●教育長村上忠雄君（登壇）    米田議員のご米田議員のご米田議員のご米田議員のご

質問にお答えを申し上げます。質問にお答えを申し上げます。質問にお答えを申し上げます。質問にお答えを申し上げます。    

    初めに、卒業式及び入学式における国旗初めに、卒業式及び入学式における国旗初めに、卒業式及び入学式における国旗初めに、卒業式及び入学式における国旗・・・・

国歌の実施についてでありますが、教育委員国歌の実施についてでありますが、教育委員国歌の実施についてでありますが、教育委員国歌の実施についてでありますが、教育委員

会といたしましては、これまでも児童生徒に会といたしましては、これまでも児童生徒に会といたしましては、これまでも児童生徒に会といたしましては、これまでも児童生徒に

国旗及び国歌の意義を理解させ、国旗及び国歌の意義を理解させ、国旗及び国歌の意義を理解させ、国旗及び国歌の意義を理解させ、それらを尊それらを尊それらを尊それらを尊

重する態度を育てる観点から、各学校におい重する態度を育てる観点から、各学校におい重する態度を育てる観点から、各学校におい重する態度を育てる観点から、各学校におい

て学習指導要領に基づき卒業式や入学式が適て学習指導要領に基づき卒業式や入学式が適て学習指導要領に基づき卒業式や入学式が適て学習指導要領に基づき卒業式や入学式が適

切に実施されるよう、繰り返し指導を行って切に実施されるよう、繰り返し指導を行って切に実施されるよう、繰り返し指導を行って切に実施されるよう、繰り返し指導を行って

きているところでございます。きているところでございます。きているところでございます。きているところでございます。    

    昨年度の卒業式・入学式では、教職員の望昨年度の卒業式・入学式では、教職員の望昨年度の卒業式・入学式では、教職員の望昨年度の卒業式・入学式では、教職員の望

ましい態度について、ましい態度について、ましい態度について、ましい態度について、「「「「職務命令をもってして職務命令をもってして職務命令をもってして職務命令をもってして

もももも」」」」という強い指導を行ったところですが、という強い指導を行ったところですが、という強い指導を行ったところですが、という強い指導を行ったところですが、

一部の学校においては適切に実施されない状一部の学校においては適切に実施されない状一部の学校においては適切に実施されない状一部の学校においては適切に実施されない状

況もあり、今年度につきましても引き続き適況もあり、今年度につきましても引き続き適況もあり、今年度につきましても引き続き適況もあり、今年度につきましても引き続き適

切に実施されるよう指導してまいりたいと考切に実施されるよう指導してまいりたいと考切に実施されるよう指導してまいりたいと考切に実施されるよう指導してまいりたいと考

えているところでございます。えているところでございます。えているところでございます。えているところでございます。    

    次に、昨年９月の東京地裁判決及び次に、昨年９月の東京地裁判決及び次に、昨年９月の東京地裁判決及び次に、昨年９月の東京地裁判決及び 10101010 月の月の月の月の

道人事委員会道人事委員会道人事委員会道人事委員会採決についてでありますが、採決についてでありますが、採決についてでありますが、採決についてでありますが、いいいい

ずれも現段階では上告及び再審請求が行われずれも現段階では上告及び再審請求が行われずれも現段階では上告及び再審請求が行われずれも現段階では上告及び再審請求が行われ

ているところであり、これについて直接言及ているところであり、これについて直接言及ているところであり、これについて直接言及ているところであり、これについて直接言及

する立場にはないと考えているところではあする立場にはないと考えているところではあする立場にはないと考えているところではあする立場にはないと考えているところではあ

りますが、国旗りますが、国旗りますが、国旗りますが、国旗・・・・国歌につきましては、校長国歌につきましては、校長国歌につきましては、校長国歌につきましては、校長

は日頃から教職員間の意思疎通、共通理解をは日頃から教職員間の意思疎通、共通理解をは日頃から教職員間の意思疎通、共通理解をは日頃から教職員間の意思疎通、共通理解を

図るよう努め、卒図るよう努め、卒図るよう努め、卒図るよう努め、卒・・・・入学式の実施に当たって入学式の実施に当たって入学式の実施に当たって入学式の実施に当たって

は、国旗は、国旗は、国旗は、国旗・・・・国歌の実施の意思を明確に示し、国歌の実施の意思を明確に示し、国歌の実施の意思を明確に示し、国歌の実施の意思を明確に示し、

全教職員の協力のもと、厳粛かつ清新な雰囲全教職員の協力のもと、厳粛かつ清新な雰囲全教職員の協力のもと、厳粛かつ清新な雰囲全教職員の協力のもと、厳粛かつ清新な雰囲

気の中で適切に実施することが重要であると気の中で適切に実施することが重要であると気の中で適切に実施することが重要であると気の中で適切に実施することが重要であると

考えているところでございます。考えているところでございます。考えているところでございます。考えているところでございます。    

    次に、卒次に、卒次に、卒次に、卒・・・・入学式の主人公についてであり入学式の主人公についてであり入学式の主人公についてであり入学式の主人公についてであり

ますが、学校教育は人格の完成と社会の形成ますが、学校教育は人格の完成と社会の形成ますが、学校教育は人格の完成と社会の形成ますが、学校教育は人格の完成と社会の形成

者としての資質を育成することを目的とし者としての資質を育成することを目的とし者としての資質を育成することを目的とし者としての資質を育成することを目的としてててて

おりますことから、卒おりますことから、卒おりますことから、卒おりますことから、卒・・・・入学式の主人公はあ入学式の主人公はあ入学式の主人公はあ入学式の主人公はあ

くまでも卒業生及び入学生を中心とする児童くまでも卒業生及び入学生を中心とする児童くまでも卒業生及び入学生を中心とする児童くまでも卒業生及び入学生を中心とする児童

生徒であると考えております。生徒であると考えております。生徒であると考えております。生徒であると考えております。    

    そのような意味からも、学校行事の儀式的そのような意味からも、学校行事の儀式的そのような意味からも、学校行事の儀式的そのような意味からも、学校行事の儀式的

行事である卒行事である卒行事である卒行事である卒・・・・入学式は、学校生活に有意義入学式は、学校生活に有意義入学式は、学校生活に有意義入学式は、学校生活に有意義

な変化や折り目をつけ、厳粛で清新な雰囲気な変化や折り目をつけ、厳粛で清新な雰囲気な変化や折り目をつけ、厳粛で清新な雰囲気な変化や折り目をつけ、厳粛で清新な雰囲気

の中で児童生徒１人ひとりが新しい生活に向の中で児童生徒１人ひとりが新しい生活に向の中で児童生徒１人ひとりが新しい生活に向の中で児童生徒１人ひとりが新しい生活に向

けて、集団への所属けて、集団への所属けて、集団への所属けて、集団への所属感感感感あるいは連帯感を深めあるいは連帯感を深めあるいは連帯感を深めあるいは連帯感を深め

る機会となるよう、児童生徒、教職員及び保る機会となるよう、児童生徒、教職員及び保る機会となるよう、児童生徒、教職員及び保る機会となるよう、児童生徒、教職員及び保

護者が心をひとつにして実施されることが重護者が心をひとつにして実施されることが重護者が心をひとつにして実施されることが重護者が心をひとつにして実施されることが重

要であると考えているところでございます。要であると考えているところでございます。要であると考えているところでございます。要であると考えているところでございます。    

    次に、教育基本法改正との関係についてで次に、教育基本法改正との関係についてで次に、教育基本法改正との関係についてで次に、教育基本法改正との関係についてで

ありますが、ありますが、ありますが、ありますが、学校の教育活動は教育の機会学校の教育活動は教育の機会学校の教育活動は教育の機会学校の教育活動は教育の機会均均均均

等の確保と全国的な一定水準の維持を目的と等の確保と全国的な一定水準の維持を目的と等の確保と全国的な一定水準の維持を目的と等の確保と全国的な一定水準の維持を目的と

した、学習指導要領を基準として校長が教育した、学習指導要領を基準として校長が教育した、学習指導要領を基準として校長が教育した、学習指導要領を基準として校長が教育

課程を編成し、これに基づいて行われている課程を編成し、これに基づいて行われている課程を編成し、これに基づいて行われている課程を編成し、これに基づいて行われている

ものであります。このことから、日常的な教ものであります。このことから、日常的な教ものであります。このことから、日常的な教ものであります。このことから、日常的な教

育活動は、憲法及び教育基本法の理念のもと育活動は、憲法及び教育基本法の理念のもと育活動は、憲法及び教育基本法の理念のもと育活動は、憲法及び教育基本法の理念のもと

に行われているものと考えております。に行われているものと考えております。に行われているものと考えております。に行われているものと考えております。    

    次に、参加者の思想次に、参加者の思想次に、参加者の思想次に、参加者の思想・・・・信条の保障について信条の保障について信条の保障について信条の保障について

でありますが、国旗の掲揚及び国歌斉唱の適でありますが、国旗の掲揚及び国歌斉唱の適でありますが、国旗の掲揚及び国歌斉唱の適でありますが、国旗の掲揚及び国歌斉唱の適

切な実施は、あくまでも公教育としての指導切な実施は、あくまでも公教育としての指導切な実施は、あくまでも公教育としての指導切な実施は、あくまでも公教育としての指導
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上の課題であり、児童生徒及び参加者の思想上の課題であり、児童生徒及び参加者の思想上の課題であり、児童生徒及び参加者の思想上の課題であり、児童生徒及び参加者の思想

及び良心の自由を侵害するものではないと考及び良心の自由を侵害するものではないと考及び良心の自由を侵害するものではないと考及び良心の自由を侵害するものではないと考

えているところでございます。えているところでございます。えているところでございます。えているところでございます。    

    次に、２月次に、２月次に、２月次に、２月 27272727 日に確定した日に確定した日に確定した日に確定した「「「「君が代ピアノ君が代ピアノ君が代ピアノ君が代ピアノ

伴奏拒否戒告処分取消請求事件伴奏拒否戒告処分取消請求事件伴奏拒否戒告処分取消請求事件伴奏拒否戒告処分取消請求事件」」」」最高裁判決最高裁判決最高裁判決最高裁判決

との関連についてでありますが、最高裁の判との関連についてでありますが、最高裁の判との関連についてでありますが、最高裁の判との関連についてでありますが、最高裁の判

決として持つ意味は大きいところと考えると決として持つ意味は大きいところと考えると決として持つ意味は大きいところと考えると決として持つ意味は大きいところと考えると

ころですが、これまでも卒ころですが、これまでも卒ころですが、これまでも卒ころですが、これまでも卒・・・・入学式の国旗入学式の国旗入学式の国旗入学式の国旗・・・・

国歌につきましては、学習指導要領に基づき国歌につきましては、学習指導要領に基づき国歌につきましては、学習指導要領に基づき国歌につきましては、学習指導要領に基づき

適切に実施するよう指導してきており、引き適切に実施するよう指導してきており、引き適切に実施するよう指導してきており、引き適切に実施するよう指導してきており、引き

続き継続した指導を行ってまいります。続き継続した指導を行ってまいります。続き継続した指導を行ってまいります。続き継続した指導を行ってまいります。    

    次に、改正教育基本法についてであります次に、改正教育基本法についてであります次に、改正教育基本法についてであります次に、改正教育基本法についてであります

が、この改正は教育の機会均等など、これまが、この改正は教育の機会均等など、これまが、この改正は教育の機会均等など、これまが、この改正は教育の機会均等など、これま

で掲げてきた教育の根本を定めるで掲げてきた教育の根本を定めるで掲げてきた教育の根本を定めるで掲げてきた教育の根本を定める基本法の基本法の基本法の基本法の普普普普

遍遍遍遍的な理念を継承しつつ、時代の変化に対応的な理念を継承しつつ、時代の変化に対応的な理念を継承しつつ、時代の変化に対応的な理念を継承しつつ、時代の変化に対応

した新しい時代に相応しい教育の基本理念をした新しい時代に相応しい教育の基本理念をした新しい時代に相応しい教育の基本理念をした新しい時代に相応しい教育の基本理念を

明示明示明示明示したものであると受け止めておりしたものであると受け止めておりしたものであると受け止めておりしたものであると受け止めております。ます。ます。ます。

今後、この新しい教育理念が、学校今後、この新しい教育理念が、学校今後、この新しい教育理念が、学校今後、この新しい教育理念が、学校・・・・家庭家庭家庭家庭・・・・

地域社会など、広く国民の間に浸透すること地域社会など、広く国民の間に浸透すること地域社会など、広く国民の間に浸透すること地域社会など、広く国民の間に浸透すること

により、教育の一層の充実により、教育の一層の充実により、教育の一層の充実により、教育の一層の充実・・・・発展が期待され発展が期待され発展が期待され発展が期待され

るものであると考えております。るものであると考えております。るものであると考えております。るものであると考えております。    

    また、改正前の教育基本法は、これまでもまた、改正前の教育基本法は、これまでもまた、改正前の教育基本法は、これまでもまた、改正前の教育基本法は、これまでも

申し上げてきたとおり、国民の教育水準を向申し上げてきたとおり、国民の教育水準を向申し上げてきたとおり、国民の教育水準を向申し上げてきたとおり、国民の教育水準を向

上させ、豊かな社会や安心な生活を実現する上させ、豊かな社会や安心な生活を実現する上させ、豊かな社会や安心な生活を実現する上させ、豊かな社会や安心な生活を実現する

原動力となるなど、多くの成果を挙げてきた原動力となるなど、多くの成果を挙げてきた原動力となるなど、多くの成果を挙げてきた原動力となるなど、多くの成果を挙げてきた

と認識をしております。と認識をしております。と認識をしております。と認識をしております。    

    次に、学校統合の進捗状況についてであり次に、学校統合の進捗状況についてであり次に、学校統合の進捗状況についてであり次に、学校統合の進捗状況についてであり

ますが、教育委員会では、少人数化が進む茶ますが、教育委員会では、少人数化が進む茶ますが、教育委員会では、少人数化が進む茶ますが、教育委員会では、少人数化が進む茶

志内中学校、西美唄中学校の教育環境を整え志内中学校、西美唄中学校の教育環境を整え志内中学校、西美唄中学校の教育環境を整え志内中学校、西美唄中学校の教育環境を整え

る観点から、平成る観点から、平成る観点から、平成る観点から、平成 20202020 年４月に美唄中学校の通年４月に美唄中学校の通年４月に美唄中学校の通年４月に美唄中学校の通

学区域に学区域に学区域に学区域に編入することとし、保護者や地域の編入することとし、保護者や地域の編入することとし、保護者や地域の編入することとし、保護者や地域の

方々とこれまで話し合いをしてまいりました。方々とこれまで話し合いをしてまいりました。方々とこれまで話し合いをしてまいりました。方々とこれまで話し合いをしてまいりました。    

    その話し合いの中では、学校が変わることその話し合いの中では、学校が変わることその話し合いの中では、学校が変わることその話し合いの中では、学校が変わること

により、環境の変化に対する不安、通学に要により、環境の変化に対する不安、通学に要により、環境の変化に対する不安、通学に要により、環境の変化に対する不安、通学に要

する時間の影響など、さまざまなご意見をする時間の影響など、さまざまなご意見をする時間の影響など、さまざまなご意見をする時間の影響など、さまざまなご意見をいいいい

ただただただただいたところでございます。こういったこいたところでございます。こういったこいたところでございます。こういったこいたところでございます。こういったこ

とに対しまして、私どもとしては３学校の教とに対しまして、私どもとしては３学校の教とに対しまして、私どもとしては３学校の教とに対しまして、私どもとしては３学校の教

職員と、教育委員会事務局による職員と、教育委員会事務局による職員と、教育委員会事務局による職員と、教育委員会事務局による「「「「統合準備統合準備統合準備統合準備

委員会委員会委員会委員会」」」」、あるいは、あるいは、あるいは、あるいは「「「「庁内検討委員会庁内検討委員会庁内検討委員会庁内検討委員会」」」」を設立を設立を設立を設立

して、その不安の解消等に努めてきたところして、その不安の解消等に努めてきたところして、その不安の解消等に努めてきたところして、その不安の解消等に努めてきたところ

でございます。でございます。でございます。でございます。    

    学校におきましても、学校におきましても、学校におきましても、学校におきましても、19191919 年度の、いま事業年度の、いま事業年度の、いま事業年度の、いま事業

編成等行っておりますけれども、その中で具編成等行っておりますけれども、その中で具編成等行っておりますけれども、その中で具編成等行っておりますけれども、その中で具

体的に事業交流で体的に事業交流で体的に事業交流で体的に事業交流であるとか、宿泊研修等行わあるとか、宿泊研修等行わあるとか、宿泊研修等行わあるとか、宿泊研修等行わ

れるように、いま学校内部でれるように、いま学校内部でれるように、いま学校内部でれるように、いま学校内部でももももって検討してって検討してって検討してって検討して

いただいているところでございます。来週いただいているところでございます。来週いただいているところでございます。来週いただいているところでございます。来週 15151515

日は美唄中学校において初めての事業交流あ日は美唄中学校において初めての事業交流あ日は美唄中学校において初めての事業交流あ日は美唄中学校において初めての事業交流あ

りますけれども、西美唄それに茶志内の方かりますけれども、西美唄それに茶志内の方かりますけれども、西美唄それに茶志内の方かりますけれども、西美唄それに茶志内の方か

ら保護者の方がいらっしゃるということ、計ら保護者の方がいらっしゃるということ、計ら保護者の方がいらっしゃるということ、計ら保護者の方がいらっしゃるということ、計

画されておりますけれども、できるものから画されておりますけれども、できるものから画されておりますけれども、できるものから画されておりますけれども、できるものから

順じ実施をいたしまして、保護者の方の不安順じ実施をいたしまして、保護者の方の不安順じ実施をいたしまして、保護者の方の不安順じ実施をいたしまして、保護者の方の不安

を取り除くように最善の努力を図ってまいりを取り除くように最善の努力を図ってまいりを取り除くように最善の努力を図ってまいりを取り除くように最善の努力を図ってまいり

たい、このように考えているところでございたい、このように考えているところでございたい、このように考えているところでございたい、このように考えているところでござい

ます。ます。ます。ます。    

    それと、小学校のことでございますけれどそれと、小学校のことでございますけれどそれと、小学校のことでございますけれどそれと、小学校のことでございますけれど

も、小学校につきましては、非常に小さくなも、小学校につきましては、非常に小さくなも、小学校につきましては、非常に小さくなも、小学校につきましては、非常に小さくな

ってきているってきているってきているってきている学校学校学校学校がございますけれども、がございますけれども、がございますけれども、がございますけれども、私私私私

小学校につきましては、できるだけ地域の中小学校につきましては、できるだけ地域の中小学校につきましては、できるだけ地域の中小学校につきましては、できるだけ地域の中

で学ぶことが大切であると、そういうふうにで学ぶことが大切であると、そういうふうにで学ぶことが大切であると、そういうふうにで学ぶことが大切であると、そういうふうに

考えてきているところでございます。考えてきているところでございます。考えてきているところでございます。考えてきているところでございます。    

    ただ、やっぱりただ、やっぱりただ、やっぱりただ、やっぱり余り余り余り余りにもこう小さくなってにもこう小さくなってにもこう小さくなってにもこう小さくなって

まいりますと、やはりまいりますと、やはりまいりますと、やはりまいりますと、やはり子子子子どもたちがどもたちがどもたちがどもたちが学学学学びあうびあうびあうびあう

環境とい環境とい環境とい環境というものうものうものうものがどうなるかということもごがどうなるかということもごがどうなるかということもごがどうなるかということもご

ざいますので、このことにつきましては、本ざいますので、このことにつきましては、本ざいますので、このことにつきましては、本ざいますので、このことにつきましては、本

当に小さくなってきた学校について、いろい当に小さくなってきた学校について、いろい当に小さくなってきた学校について、いろい当に小さくなってきた学校について、いろい

ろお話を進めてまいりたい、このように考えろお話を進めてまいりたい、このように考えろお話を進めてまいりたい、このように考えろお話を進めてまいりたい、このように考え

ているところでございます。ているところでございます。ているところでございます。ているところでございます。    

    いずれにいたしましても、教育委員会といいずれにいたしましても、教育委員会といいずれにいたしましても、教育委員会といいずれにいたしましても、教育委員会とい
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たしましては、平成たしましては、平成たしましては、平成たしましては、平成 20202020 年４月の配置見直しに年４月の配置見直しに年４月の配置見直しに年４月の配置見直しに

向けて、学校、保護者、地域の方々と連携を向けて、学校、保護者、地域の方々と連携を向けて、学校、保護者、地域の方々と連携を向けて、学校、保護者、地域の方々と連携を

図り図り図り図りながら、子どもたちにとってより良い教ながら、子どもたちにとってより良い教ながら、子どもたちにとってより良い教ながら、子どもたちにとってより良い教

育環境になるように進めてまいります。育環境になるように進めてまいります。育環境になるように進めてまいります。育環境になるように進めてまいります。    

    次に、次に、次に、次に、確確確確かかかかな学力の向上についてでありまな学力の向上についてでありまな学力の向上についてでありまな学力の向上についてでありま

すが、すが、すが、すが、確確確確かかかかな学力を育成するためには、まずな学力を育成するためには、まずな学力を育成するためには、まずな学力を育成するためには、まず

子どもたちの到達度子どもたちの到達度子どもたちの到達度子どもたちの到達度・・・・理解度を的確に把握す理解度を的確に把握す理解度を的確に把握す理解度を的確に把握す

ることが極めて重要であります。ることが極めて重要であります。ることが極めて重要であります。ることが極めて重要であります。    

    客観的なデータを分析することにより、指客観的なデータを分析することにより、指客観的なデータを分析することにより、指客観的なデータを分析することにより、指

導方法の工夫改善に向けた手がかりを得るこ導方法の工夫改善に向けた手がかりを得るこ導方法の工夫改善に向けた手がかりを得るこ導方法の工夫改善に向けた手がかりを得るこ

とが可能となり、子どもたちの学習に還元でとが可能となり、子どもたちの学習に還元でとが可能となり、子どもたちの学習に還元でとが可能となり、子どもたちの学習に還元で

きると考え、今年度市内小学２年生、５年生きると考え、今年度市内小学２年生、５年生きると考え、今年度市内小学２年生、５年生きると考え、今年度市内小学２年生、５年生

及び中学２年生を対象に、学習状況調査を実及び中学２年生を対象に、学習状況調査を実及び中学２年生を対象に、学習状況調査を実及び中学２年生を対象に、学習状況調査を実

施したものであります。各学校におきまして施したものであります。各学校におきまして施したものであります。各学校におきまして施したものであります。各学校におきまして

は、全市結果表と学校個票を活用いたしましは、全市結果表と学校個票を活用いたしましは、全市結果表と学校個票を活用いたしましは、全市結果表と学校個票を活用いたしまし

て、そて、そて、そて、その学校ごとに現状分析及びそれに対応の学校ごとに現状分析及びそれに対応の学校ごとに現状分析及びそれに対応の学校ごとに現状分析及びそれに対応

した取り組みを精力的に推進しております。した取り組みを精力的に推進しております。した取り組みを精力的に推進しております。した取り組みを精力的に推進しております。    

    教育委員会といたしましては、学校と連携教育委員会といたしましては、学校と連携教育委員会といたしましては、学校と連携教育委員会といたしましては、学校と連携

をををを図図図図り、次年度以降もより効果的な調査となり、次年度以降もより効果的な調査となり、次年度以降もより効果的な調査となり、次年度以降もより効果的な調査とな

るよう、また、本市の児童生徒にるよう、また、本市の児童生徒にるよう、また、本市の児童生徒にるよう、また、本市の児童生徒に確確確確かかかかな学力な学力な学力な学力

が育成されるよう継続していきたいと考えてが育成されるよう継続していきたいと考えてが育成されるよう継続していきたいと考えてが育成されるよう継続していきたいと考えて

おります。おります。おります。おります。    

    次に、習熟度別指導についてでありますが、次に、習熟度別指導についてでありますが、次に、習熟度別指導についてでありますが、次に、習熟度別指導についてでありますが、

これは子どもの学習意欲を高めるとともに、これは子どもの学習意欲を高めるとともに、これは子どもの学習意欲を高めるとともに、これは子どもの学習意欲を高めるとともに、

基礎・基礎・基礎・基礎・基本の確実な定着を図るための指導形基本の確実な定着を図るための指導形基本の確実な定着を図るための指導形基本の確実な定着を図るための指導形

態のひとつであります。態のひとつであります。態のひとつであります。態のひとつであります。    

    平成平成平成平成 18181818 年度本市では、小学校２校年度本市では、小学校２校年度本市では、小学校２校年度本市では、小学校２校・・・・中学校中学校中学校中学校

４校の計６校で実施しているとの報告があり、４校の計６校で実施しているとの報告があり、４校の計６校で実施しているとの報告があり、４校の計６校で実施しているとの報告があり、

補充的な学習を中心とした、個に応じ補充的な学習を中心とした、個に応じ補充的な学習を中心とした、個に応じ補充的な学習を中心とした、個に応じたきめたきめたきめたきめ

細かな指導が行われているところでございま細かな指導が行われているところでございま細かな指導が行われているところでございま細かな指導が行われているところでございま

す。実施校におきましては、児童生徒が差別す。実施校におきましては、児童生徒が差別す。実施校におきましては、児童生徒が差別す。実施校におきましては、児童生徒が差別

意識などを抱くことがないよう、意識などを抱くことがないよう、意識などを抱くことがないよう、意識などを抱くことがないよう、集団集団集団集団を弾力を弾力を弾力を弾力

的に入れ替えたり、的に入れ替えたり、的に入れ替えたり、的に入れ替えたり、希望選択を取り入れるな希望選択を取り入れるな希望選択を取り入れるな希望選択を取り入れるな

どの配慮を行い実施しているところでございどの配慮を行い実施しているところでございどの配慮を行い実施しているところでございどの配慮を行い実施しているところでござい

ます。ます。ます。ます。    

    いずれにいたしましても、この習熟度別指いずれにいたしましても、この習熟度別指いずれにいたしましても、この習熟度別指いずれにいたしましても、この習熟度別指

導は、競争をあおる目的での活用ではなく、導は、競争をあおる目的での活用ではなく、導は、競争をあおる目的での活用ではなく、導は、競争をあおる目的での活用ではなく、

あくまでも子どもの学習意欲に視点をあてたあくまでも子どもの学習意欲に視点をあてたあくまでも子どもの学習意欲に視点をあてたあくまでも子どもの学習意欲に視点をあてた

指導形態として活用していくことが望ましい指導形態として活用していくことが望ましい指導形態として活用していくことが望ましい指導形態として活用していくことが望ましい

と考えているところでございます。と考えているところでございます。と考えているところでございます。と考えているところでございます。    

    次に、地域の信頼に応える学校づくりにつ次に、地域の信頼に応える学校づくりにつ次に、地域の信頼に応える学校づくりにつ次に、地域の信頼に応える学校づくりにつ

いてでありますが、学校教育においては児童いてでありますが、学校教育においては児童いてでありますが、学校教育においては児童いてでありますが、学校教育においては児童

生徒や地域の実状に応じた生徒や地域の実状に応じた生徒や地域の実状に応じた生徒や地域の実状に応じた創意工夫ある教育創意工夫ある教育創意工夫ある教育創意工夫ある教育

活動を展開することが必要であり、保護者や活動を展開することが必要であり、保護者や活動を展開することが必要であり、保護者や活動を展開することが必要であり、保護者や

地域社会とともに教育を進めることが求めら地域社会とともに教育を進めることが求めら地域社会とともに教育を進めることが求めら地域社会とともに教育を進めることが求めら

れております。れております。れております。れております。    

    このため、学校はこのため、学校はこのため、学校はこのため、学校は自校自校自校自校の教育活動の状況にの教育活動の状況にの教育活動の状況にの教育活動の状況に

ついて、自己評価を計画的に行い、また、そついて、自己評価を計画的に行い、また、そついて、自己評価を計画的に行い、また、そついて、自己評価を計画的に行い、また、そ

の結果と外部評価の結果を合わせることによの結果と外部評価の結果を合わせることによの結果と外部評価の結果を合わせることによの結果と外部評価の結果を合わせることによ

り、自己評価の客観性、信頼性を高めることり、自己評価の客観性、信頼性を高めることり、自己評価の客観性、信頼性を高めることり、自己評価の客観性、信頼性を高めること

ができ、今後の教育活動を改善するための課ができ、今後の教育活動を改善するための課ができ、今後の教育活動を改善するための課ができ、今後の教育活動を改善するための課

題が明確になってくるものと考えております。題が明確になってくるものと考えております。題が明確になってくるものと考えております。題が明確になってくるものと考えております。    

    外部評価の実施はあくまでも学校改善に向外部評価の実施はあくまでも学校改善に向外部評価の実施はあくまでも学校改善に向外部評価の実施はあくまでも学校改善に向

けた、学校の積極的な取り組みのひとつとしけた、学校の積極的な取り組みのひとつとしけた、学校の積極的な取り組みのひとつとしけた、学校の積極的な取り組みのひとつとし

て活用されることが望ましいものと受け止めて活用されることが望ましいものと受け止めて活用されることが望ましいものと受け止めて活用されることが望ましいものと受け止め

ております。また、一部の学校で、きめております。また、一部の学校で、きめております。また、一部の学校で、きめております。また、一部の学校で、きめ細か細か細か細か

な学習指導を充実し、教員と児童生徒のふれな学習指導を充実し、教員と児童生徒のふれな学習指導を充実し、教員と児童生徒のふれな学習指導を充実し、教員と児童生徒のふれ

あいの時間をより確保できる２学期制についあいの時間をより確保できる２学期制についあいの時間をより確保できる２学期制についあいの時間をより確保できる２学期制につい

て議論がなされておりますことから、教育委て議論がなされておりますことから、教育委て議論がなされておりますことから、教育委て議論がなされておりますことから、教育委

員会といたしましては、導入に向けた検討を員会といたしましては、導入に向けた検討を員会といたしましては、導入に向けた検討を員会といたしましては、導入に向けた検討を

行ってまいりたいと考えております。行ってまいりたいと考えております。行ってまいりたいと考えております。行ってまいりたいと考えております。    

    また、地域と連携した危機管理の意識のまた、地域と連携した危機管理の意識のまた、地域と連携した危機管理の意識のまた、地域と連携した危機管理の意識の確確確確

立立立立につきましては、まず、学校と地域がそれにつきましては、まず、学校と地域がそれにつきましては、まず、学校と地域がそれにつきましては、まず、学校と地域がそれ

ぞれの日常的な活動の中で、ネットワークづぞれの日常的な活動の中で、ネットワークづぞれの日常的な活動の中で、ネットワークづぞれの日常的な活動の中で、ネットワークづ

くりを進めることが大切になることと考えてくりを進めることが大切になることと考えてくりを進めることが大切になることと考えてくりを進めることが大切になることと考えて

おり、このことが児童生徒を地域で守るといおり、このことが児童生徒を地域で守るといおり、このことが児童生徒を地域で守るといおり、このことが児童生徒を地域で守るとい

う意識のう意識のう意識のう意識の醸成醸成醸成醸成につながってくるものと考えてにつながってくるものと考えてにつながってくるものと考えてにつながってくるものと考えて

おります。おります。おります。おります。    
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    いずれにいたしましても、教育は教師と児いずれにいたしましても、教育は教師と児いずれにいたしましても、教育は教師と児いずれにいたしましても、教育は教師と児

童生徒の人間的なかか童生徒の人間的なかか童生徒の人間的なかか童生徒の人間的なかかわりを通した営みであわりを通した営みであわりを通した営みであわりを通した営みであ

りますことから、いじめ問題やりますことから、いじめ問題やりますことから、いじめ問題やりますことから、いじめ問題や安全指導など安全指導など安全指導など安全指導など

に対応するためにも、教師と児童とのふれあに対応するためにも、教師と児童とのふれあに対応するためにも、教師と児童とのふれあに対応するためにも、教師と児童とのふれあ

いを大切にした指導が行われるように努めていを大切にした指導が行われるように努めていを大切にした指導が行われるように努めていを大切にした指導が行われるように努めて

まいります。まいります。まいります。まいります。    

    次に、教職員研修についてでありますが、次に、教職員研修についてでありますが、次に、教職員研修についてでありますが、次に、教職員研修についてでありますが、

美唄市公開研究指定校事業につきましては、美唄市公開研究指定校事業につきましては、美唄市公開研究指定校事業につきましては、美唄市公開研究指定校事業につきましては、

平成平成平成平成 19191919 年度指定校２校分の予算を確保して年度指定校２校分の予算を確保して年度指定校２校分の予算を確保して年度指定校２校分の予算を確保して

いるところでございます。また、空知教育局いるところでございます。また、空知教育局いるところでございます。また、空知教育局いるところでございます。また、空知教育局

による実践推進校事業につきましては、年度による実践推進校事業につきましては、年度による実践推進校事業につきましては、年度による実践推進校事業につきましては、年度

登録している学校に対して公開研究会を義務登録している学校に対して公開研究会を義務登録している学校に対して公開研究会を義務登録している学校に対して公開研究会を義務

付けるものではなく、あくまでも学校の主体付けるものではなく、あくまでも学校の主体付けるものではなく、あくまでも学校の主体付けるものではなく、あくまでも学校の主体

的な判断によるものと公布されております。的な判断によるものと公布されております。的な判断によるものと公布されております。的な判断によるものと公布されております。    

    次に、次に、次に、次に、「「「「ふるさとを意識した指導ふるさとを意識した指導ふるさとを意識した指導ふるさとを意識した指導」」」」にににについてついてついてついて

でありますが、児童生徒にとって、人格形成でありますが、児童生徒にとって、人格形成でありますが、児童生徒にとって、人格形成でありますが、児童生徒にとって、人格形成

上大変大きな影響を及ぼすのが生まれ育った上大変大きな影響を及ぼすのが生まれ育った上大変大きな影響を及ぼすのが生まれ育った上大変大きな影響を及ぼすのが生まれ育った

ふるさとでありますことから、地域社会に対ふるさとでありますことから、地域社会に対ふるさとでありますことから、地域社会に対ふるさとでありますことから、地域社会に対

する誇りと愛情を育て、社会の一員としてのする誇りと愛情を育て、社会の一員としてのする誇りと愛情を育て、社会の一員としてのする誇りと愛情を育て、社会の一員としての

自覚を促すために、地域の歴史や文化自覚を促すために、地域の歴史や文化自覚を促すために、地域の歴史や文化自覚を促すために、地域の歴史や文化・・・・伝統伝統伝統伝統

などを学ぶことは非常に大切なことと考えてなどを学ぶことは非常に大切なことと考えてなどを学ぶことは非常に大切なことと考えてなどを学ぶことは非常に大切なことと考えて

いるところでございます。いるところでございます。いるところでございます。いるところでございます。    

●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君    10101010 番米田良克議員。番米田良克議員。番米田良克議員。番米田良克議員。    

●●●●10101010 番米田良克議員番米田良克議員番米田良克議員番米田良克議員    再質問再質問再質問再質問をさせていたをさせていたをさせていたをさせていた

だきます。だきます。だきます。だきます。    

    最初に、国民保護計画についてであります最初に、国民保護計画についてであります最初に、国民保護計画についてであります最初に、国民保護計画についてであります

が、が、が、が、市長の考え方はわかりました。いま答弁市長の考え方はわかりました。いま答弁市長の考え方はわかりました。いま答弁市長の考え方はわかりました。いま答弁

をお聞きして、最初に思いましたことは、私をお聞きして、最初に思いましたことは、私をお聞きして、最初に思いましたことは、私をお聞きして、最初に思いましたことは、私

が質問したのは失敗だったかなが質問したのは失敗だったかなが質問したのは失敗だったかなが質問したのは失敗だったかなということでということでということでということで

す。す。す。す。ちょうどちょうどちょうどちょうど１１１１年前の年前の年前の年前の、昨年の第１回定例会、昨年の第１回定例会、昨年の第１回定例会、昨年の第１回定例会

で関係条例を精査しまして、私は２本の条例で関係条例を精査しまして、私は２本の条例で関係条例を精査しまして、私は２本の条例で関係条例を精査しまして、私は２本の条例

に反対する討論をやりました。こういう計画に反対する討論をやりました。こういう計画に反対する討論をやりました。こういう計画に反対する討論をやりました。こういう計画

はいらないという考え方に立っているわけではいらないという考え方に立っているわけではいらないという考え方に立っているわけではいらないという考え方に立っているわけで

す。す。す。す。    

    しかし、計画ができましたから、さっとこしかし、計画ができましたから、さっとこしかし、計画ができましたから、さっとこしかし、計画ができましたから、さっとこ

う見て自分なりに持った疑問についてお尋ねう見て自分なりに持った疑問についてお尋ねう見て自分なりに持った疑問についてお尋ねう見て自分なりに持った疑問についてお尋ね

をしたわけですけれども、お尋ねをすることをしたわけですけれども、お尋ねをすることをしたわけですけれども、お尋ねをすることをしたわけですけれども、お尋ねをすること

によって、この平和について、憲法が言うとによって、この平和について、憲法が言うとによって、この平和について、憲法が言うとによって、この平和について、憲法が言うと

ころの平和主義、あるいは国際協調、これがころの平和主義、あるいは国際協調、これがころの平和主義、あるいは国際協調、これがころの平和主義、あるいは国際協調、これが

大事だという視点は、常にこれは大事にして大事だという視点は、常にこれは大事にして大事だという視点は、常にこれは大事にして大事だという視点は、常にこれは大事にして

いかなければならないという点で、まったくいかなければならないという点で、まったくいかなければならないという点で、まったくいかなければならないという点で、まったく

市長の考え方を指示していきたいというふう市長の考え方を指示していきたいというふう市長の考え方を指示していきたいというふう市長の考え方を指示していきたいというふう

に思うんです。に思うんです。に思うんです。に思うんです。あと、準備体制がどうかといあと、準備体制がどうかといあと、準備体制がどうかといあと、準備体制がどうかとい

うことにしたのは失敗だったかなというふううことにしたのは失敗だったかなというふううことにしたのは失敗だったかなというふううことにしたのは失敗だったかなというふう

に思うんです。に思うんです。に思うんです。に思うんです。    

    私は、いま美唄が置かれている状況に大変私は、いま美唄が置かれている状況に大変私は、いま美唄が置かれている状況に大変私は、いま美唄が置かれている状況に大変

さは、前のこれまで質問された同僚議員のさは、前のこれまで質問された同僚議員のさは、前のこれまで質問された同僚議員のさは、前のこれまで質問された同僚議員の

方々の幾つもの質問の中で、これはことに明方々の幾つもの質問の中で、これはことに明方々の幾つもの質問の中で、これはことに明方々の幾つもの質問の中で、これはことに明

らかになっていることでありまして、職員のらかになっていることでありまして、職員のらかになっていることでありまして、職員のらかになっていることでありまして、職員の

皆さんも大変多忙な日々を過ごしておられる皆さんも大変多忙な日々を過ごしておられる皆さんも大変多忙な日々を過ごしておられる皆さんも大変多忙な日々を過ごしておられる

わけです。これに、新たな業務が上乗せされわけです。これに、新たな業務が上乗せされわけです。これに、新たな業務が上乗せされわけです。これに、新たな業務が上乗せされ

るというのは、大変なことだなというふうにるというのは、大変なことだなというふうにるというのは、大変なことだなというふうにるというのは、大変なことだなというふうに

思うんです。そういうちょっと率直な感じが思うんです。そういうちょっと率直な感じが思うんです。そういうちょっと率直な感じが思うんです。そういうちょっと率直な感じが

あって、聞いたら市長は答弁しなければならあって、聞いたら市長は答弁しなければならあって、聞いたら市長は答弁しなければならあって、聞いたら市長は答弁しなければなら

ないわけです。ないわけです。ないわけです。ないわけです。    

    だから、答弁したら前に答えたぞと、だから、答弁したら前に答えたぞと、だから、答弁したら前に答えたぞと、だから、答弁したら前に答えたぞと、言っ言っ言っ言っ

たじたじたじたじゃないかとかゃないかとかゃないかとかゃないかとかそういうことを言うつもりそういうことを言うつもりそういうことを言うつもりそういうことを言うつもり

で聞いたわけでは全然ないわけです。できるで聞いたわけでは全然ないわけです。できるで聞いたわけでは全然ないわけです。できるで聞いたわけでは全然ないわけです。できる

ことなら、本来業務に専念をしていただくとことなら、本来業務に専念をしていただくとことなら、本来業務に専念をしていただくとことなら、本来業務に専念をしていただくと

いうことが、いま美唄市にとってはより重要いうことが、いま美唄市にとってはより重要いうことが、いま美唄市にとってはより重要いうことが、いま美唄市にとってはより重要

なことではないかということで、いつ起こるなことではないかということで、いつ起こるなことではないかということで、いつ起こるなことではないかということで、いつ起こる

かわからない戦争のための準備を、熱心にすかわからない戦争のための準備を、熱心にすかわからない戦争のための準備を、熱心にすかわからない戦争のための準備を、熱心にす

る必要はないと私は考えています。そういうる必要はないと私は考えています。そういうる必要はないと私は考えています。そういうる必要はないと私は考えています。そういう

点で、余りいまの答弁にこだわりを持たない点で、余りいまの答弁にこだわりを持たない点で、余りいまの答弁にこだわりを持たない点で、余りいまの答弁にこだわりを持たない

でいただくほうがよろしいかなというふうにでいただくほうがよろしいかなというふうにでいただくほうがよろしいかなというふうにでいただくほうがよろしいかなというふうに

思うんです。思うんです。思うんです。思うんです。    

    ただ、ただ、ただ、ただ、何かこの計画を見ますと、すごいこ何かこの計画を見ますと、すごいこ何かこの計画を見ますと、すごいこ何かこの計画を見ますと、すごいこ

とととと書書書書いてあるんです。武力攻撃事態というのいてあるんです。武力攻撃事態というのいてあるんです。武力攻撃事態というのいてあるんです。武力攻撃事態というの
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はこういうのだといって、例えば核ミサイルはこういうのだといって、例えば核ミサイルはこういうのだといって、例えば核ミサイルはこういうのだといって、例えば核ミサイル

が飛んでくる、それからＢＣ兵器、生が飛んでくる、それからＢＣ兵器、生が飛んでくる、それからＢＣ兵器、生が飛んでくる、それからＢＣ兵器、生物化学物化学物化学物化学

兵器による攻撃があるとか、ゲリラの攻撃が兵器による攻撃があるとか、ゲリラの攻撃が兵器による攻撃があるとか、ゲリラの攻撃が兵器による攻撃があるとか、ゲリラの攻撃が

あるとかということがあったり、それから準あるとかということがあったり、それから準あるとかということがあったり、それから準あるとかということがあったり、それから準

備するものもなかなか大変です。これ見たら。備するものもなかなか大変です。これ見たら。備するものもなかなか大変です。これ見たら。備するものもなかなか大変です。これ見たら。

いかに市民にさまざまなことを知らせるか、いかに市民にさまざまなことを知らせるか、いかに市民にさまざまなことを知らせるか、いかに市民にさまざまなことを知らせるか、

あるいは上の方に知らせるための手立てを全あるいは上の方に知らせるための手立てを全あるいは上の方に知らせるための手立てを全あるいは上の方に知らせるための手立てを全

部必要があるとか。びっくりしたのは、被災部必要があるとか。びっくりしたのは、被災部必要があるとか。びっくりしたのは、被災部必要があるとか。びっくりしたのは、被災

現場の状況をヘリコプターテレビ伝送システ現場の状況をヘリコプターテレビ伝送システ現場の状況をヘリコプターテレビ伝送システ現場の状況をヘリコプターテレビ伝送システ

ム等に収集し、道対策本部ム等に収集し、道対策本部ム等に収集し、道対策本部ム等に収集し、道対策本部等等等等に伝送する画像に伝送する画像に伝送する画像に伝送する画像

伝送無線システムの構築に努めるとこうある伝送無線システムの構築に努めるとこうある伝送無線システムの構築に努めるとこうある伝送無線システムの構築に努めるとこうある

んです。こんなもの、幾らかかるんだろうとんです。こんなもの、幾らかかるんだろうとんです。こんなもの、幾らかかるんだろうとんです。こんなもの、幾らかかるんだろうと

いう心配などもしました。いう心配などもしました。いう心配などもしました。いう心配などもしました。    

    計画をつくらなければならないということ計画をつくらなければならないということ計画をつくらなければならないということ計画をつくらなければならないということ

だからつくるというのはわかります。ただだからつくるというのはわかります。ただだからつくるというのはわかります。ただだからつくるというのはわかります。ただ、、、、

やはり日常の市民生活最優先でぜひとも業務やはり日常の市民生活最優先でぜひとも業務やはり日常の市民生活最優先でぜひとも業務やはり日常の市民生活最優先でぜひとも業務

推進に当たっていただきたいなということを推進に当たっていただきたいなということを推進に当たっていただきたいなということを推進に当たっていただきたいなということを

ちょっと申し上げたかったんです。これはだちょっと申し上げたかったんです。これはだちょっと申し上げたかったんです。これはだちょっと申し上げたかったんです。これはだ

から、私の要望として申し上げます。から、私の要望として申し上げます。から、私の要望として申し上げます。から、私の要望として申し上げます。    

    教育問題ですが、卒業式教育問題ですが、卒業式教育問題ですが、卒業式教育問題ですが、卒業式・・・・入学式の問題で入学式の問題で入学式の問題で入学式の問題で

す。いま教育長から答弁をいただきましたけす。いま教育長から答弁をいただきましたけす。いま教育長から答弁をいただきましたけす。いま教育長から答弁をいただきましたけ

れども、昨年の混乱状況についてれども、昨年の混乱状況についてれども、昨年の混乱状況についてれども、昨年の混乱状況について、、、、適切な実適切な実適切な実適切な実

施という言葉を使っておられますけれども、施という言葉を使っておられますけれども、施という言葉を使っておられますけれども、施という言葉を使っておられますけれども、

これはこれはこれはこれは誤った誤った誤った誤った適切な実施だというふうに私は適切な実施だというふうに私は適切な実施だというふうに私は適切な実施だというふうに私は

思います。思います。思います。思います。    

    学習指導要領では決して求めてはいないん学習指導要領では決して求めてはいないん学習指導要領では決して求めてはいないん学習指導要領では決して求めてはいないん

です。起立、それから教職員の望ましい態度、です。起立、それから教職員の望ましい態度、です。起立、それから教職員の望ましい態度、です。起立、それから教職員の望ましい態度、

これは君が代斉唱時の起立のことを意味しまこれは君が代斉唱時の起立のことを意味しまこれは君が代斉唱時の起立のことを意味しまこれは君が代斉唱時の起立のことを意味しま

すけれども、そういうすけれども、そういうすけれども、そういうすけれども、そういうことばかりにかたくなことばかりにかたくなことばかりにかたくなことばかりにかたくな

にこだわる。そしてにこだわる。そしてにこだわる。そしてにこだわる。そして発するべきでない場面で発するべきでない場面で発するべきでない場面で発するべきでない場面で

職務命令を出すとか、教育委員会の、憲法や職務命令を出すとか、教育委員会の、憲法や職務命令を出すとか、教育委員会の、憲法や職務命令を出すとか、教育委員会の、憲法や

教育基本法を無視した、無視していないのか教育基本法を無視した、無視していないのか教育基本法を無視した、無視していないのか教育基本法を無視した、無視していないのか

もしれません、でもこれらの行動は、憲法やもしれません、でもこれらの行動は、憲法やもしれません、でもこれらの行動は、憲法やもしれません、でもこれらの行動は、憲法や

教育基本を無視しているというふうに私には教育基本を無視しているというふうに私には教育基本を無視しているというふうに私には教育基本を無視しているというふうに私には

うつうつうつうつるわけです。そういう学校への指導が原るわけです。そういう学校への指導が原るわけです。そういう学校への指導が原るわけです。そういう学校への指導が原

因で混乱が起きたということを目を向けて因で混乱が起きたということを目を向けて因で混乱が起きたということを目を向けて因で混乱が起きたということを目を向けてほほほほ

しいんですが、そういうふうには目を向けなしいんですが、そういうふうには目を向けなしいんですが、そういうふうには目を向けなしいんですが、そういうふうには目を向けな

いで、同じ過ちを繰り返そうとしている答弁いで、同じ過ちを繰り返そうとしている答弁いで、同じ過ちを繰り返そうとしている答弁いで、同じ過ちを繰り返そうとしている答弁

だというふうに聞きました。だというふうに聞きました。だというふうに聞きました。だというふうに聞きました。    

    職務命令など、まったく馴染まないという職務命令など、まったく馴染まないという職務命令など、まったく馴染まないという職務命令など、まったく馴染まないという

ことに、どうしてお気が付かれないか。憲法ことに、どうしてお気が付かれないか。憲法ことに、どうしてお気が付かれないか。憲法ことに、どうしてお気が付かれないか。憲法・・・・

教育基本法をいま一度読教育基本法をいま一度読教育基本法をいま一度読教育基本法をいま一度読み直していただいて、み直していただいて、み直していただいて、み直していただいて、

本来のあるべき卒業式・入学式を思い出して本来のあるべき卒業式・入学式を思い出して本来のあるべき卒業式・入学式を思い出して本来のあるべき卒業式・入学式を思い出して

いただくように。厳しい反省を求めて、よくいただくように。厳しい反省を求めて、よくいただくように。厳しい反省を求めて、よくいただくように。厳しい反省を求めて、よく

考えてもう１回答弁をいただければというふ考えてもう１回答弁をいただければというふ考えてもう１回答弁をいただければというふ考えてもう１回答弁をいただければというふ

うに思うわけです。うに思うわけです。うに思うわけです。うに思うわけです。    

    それから、２点目の東京地裁判決のことでそれから、２点目の東京地裁判決のことでそれから、２点目の東京地裁判決のことでそれから、２点目の東京地裁判決のことで

す。これは、前にもちょっと申し上げたかもす。これは、前にもちょっと申し上げたかもす。これは、前にもちょっと申し上げたかもす。これは、前にもちょっと申し上げたかも

しれませんが、東京地方裁判所は詳細な事実しれませんが、東京地方裁判所は詳細な事実しれませんが、東京地方裁判所は詳細な事実しれませんが、東京地方裁判所は詳細な事実

の検討をしています。そして丁寧に論理を積の検討をしています。そして丁寧に論理を積の検討をしています。そして丁寧に論理を積の検討をしています。そして丁寧に論理を積

み重ねて、結論を出しています。私としてはみ重ねて、結論を出しています。私としてはみ重ねて、結論を出しています。私としてはみ重ねて、結論を出しています。私としては

非常に立派な判決だというふうに思います。非常に立派な判決だというふうに思います。非常に立派な判決だというふうに思います。非常に立派な判決だというふうに思います。

その判決全文をよく読んでいただいて、そのその判決全文をよく読んでいただいて、そのその判決全文をよく読んでいただいて、そのその判決全文をよく読んでいただいて、その

上でお考えになっての答弁だったのか、ちょ上でお考えになっての答弁だったのか、ちょ上でお考えになっての答弁だったのか、ちょ上でお考えになっての答弁だったのか、ちょ

っと疑問だなというふうに思いますっと疑問だなというふうに思いますっと疑問だなというふうに思いますっと疑問だなというふうに思います。。。。    

    日本は三権分立という考え方をとっており日本は三権分立という考え方をとっており日本は三権分立という考え方をとっており日本は三権分立という考え方をとっており

ますが、司法は行政の行うことをチェックすますが、司法は行政の行うことをチェックすますが、司法は行政の行うことをチェックすますが、司法は行政の行うことをチェックす

るというのが仕事です。ですから、東京都並るというのが仕事です。ですから、東京都並るというのが仕事です。ですから、東京都並るというのが仕事です。ですから、東京都並

びに東京都教育委員会は高裁に対して控訴しびに東京都教育委員会は高裁に対して控訴しびに東京都教育委員会は高裁に対して控訴しびに東京都教育委員会は高裁に対して控訴し

ていますけれども、国家機関のひとつとしてていますけれども、国家機関のひとつとしてていますけれども、国家機関のひとつとしてていますけれども、国家機関のひとつとして

の司法が判断をしているわけです。それも過の司法が判断をしているわけです。それも過の司法が判断をしているわけです。それも過の司法が判断をしているわけです。それも過

去にない判断です。しかもその判断を出すに去にない判断です。しかもその判断を出すに去にない判断です。しかもその判断を出すに去にない判断です。しかもその判断を出すに

至った経過というのは、いま申し上げたよう至った経過というのは、いま申し上げたよう至った経過というのは、いま申し上げたよう至った経過というのは、いま申し上げたよう

な中身です。な中身です。な中身です。な中身です。    

    それで、控訴はしているとしても、それで、控訴はしているとしても、それで、控訴はしているとしても、それで、控訴はしているとしても、一審一審一審一審のののの

判決を無視していいという考え方にはならな判決を無視していいという考え方にはならな判決を無視していいという考え方にはならな判決を無視していいという考え方にはならな

いというふうに思います。確定判決ではないいというふうに思います。確定判決ではないいというふうに思います。確定判決ではないいというふうに思います。確定判決ではない

よとよとよとよと言言言言っている間に、次々と子どもは学校へっている間に、次々と子どもは学校へっている間に、次々と子どもは学校へっている間に、次々と子どもは学校へ
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入ってきて卒業入ってきて卒業入ってきて卒業入ってきて卒業していくわけです。このことしていくわけです。このことしていくわけです。このことしていくわけです。このこと

をぜひ考えていただきたいんです。をぜひ考えていただきたいんです。をぜひ考えていただきたいんです。をぜひ考えていただきたいんです。    

    この、子どもが受ける被害。これを誰がどこの、子どもが受ける被害。これを誰がどこの、子どもが受ける被害。これを誰がどこの、子どもが受ける被害。これを誰がど

のようにのようにのようにのように補償補償補償補償するんでしょうか。到底するんでしょうか。到底するんでしょうか。到底するんでしょうか。到底補償で補償で補償で補償で

きるような内容ではないと思います。きるような内容ではないと思います。きるような内容ではないと思います。きるような内容ではないと思います。    

    そして、今回裁判所が予防訴訟として判決そして、今回裁判所が予防訴訟として判決そして、今回裁判所が予防訴訟として判決そして、今回裁判所が予防訴訟として判決

を出したということは、これは学校の先生にを出したということは、これは学校の先生にを出したということは、これは学校の先生にを出したということは、これは学校の先生に

対するものです。誤った職務命令で被害を受対するものです。誤った職務命令で被害を受対するものです。誤った職務命令で被害を受対するものです。誤った職務命令で被害を受

ける教師に対して、補償の方法がないというける教師に対して、補償の方法がないというける教師に対して、補償の方法がないというける教師に対して、補償の方法がないという

判断を裁判所はしているわけです。それは、判断を裁判所はしているわけです。それは、判断を裁判所はしているわけです。それは、判断を裁判所はしているわけです。それは、

心の問題だからです。思想良心の自由を侵す、心の問題だからです。思想良心の自由を侵す、心の問題だからです。思想良心の自由を侵す、心の問題だからです。思想良心の自由を侵す、

職務命令だというふうに断定しています。そ職務命令だというふうに断定しています。そ職務命令だというふうに断定しています。そ職務命令だというふうに断定しています。そ

うすると、処分だけの問題であれば処分を受うすると、処分だけの問題であれば処分を受うすると、処分だけの問題であれば処分を受うすると、処分だけの問題であれば処分を受

けたことについけたことについけたことについけたことについては裁判をやって、あとで勝ては裁判をやって、あとで勝ては裁判をやって、あとで勝ては裁判をやって、あとで勝

てば処分は取り消されるとか、受けた経済的てば処分は取り消されるとか、受けた経済的てば処分は取り消されるとか、受けた経済的てば処分は取り消されるとか、受けた経済的

損失は使用者側が補償するとか、そういう補損失は使用者側が補償するとか、そういう補損失は使用者側が補償するとか、そういう補損失は使用者側が補償するとか、そういう補

償の仕方があるわけです。ところが、侵害さ償の仕方があるわけです。ところが、侵害さ償の仕方があるわけです。ところが、侵害さ償の仕方があるわけです。ところが、侵害さ

れた思想良心の自由とれた思想良心の自由とれた思想良心の自由とれた思想良心の自由といいいいうものは、補償の方うものは、補償の方うものは、補償の方うものは、補償の方

法はないということを法はないということを法はないということを法はないということを東京地裁は判断をして東京地裁は判断をして東京地裁は判断をして東京地裁は判断をして

います。います。います。います。    

    私は、まったくこのことは子どもたちにも私は、まったくこのことは子どもたちにも私は、まったくこのことは子どもたちにも私は、まったくこのことは子どもたちにも

当てはまることだと思うんです。確定判決で当てはまることだと思うんです。確定判決で当てはまることだと思うんです。確定判決で当てはまることだと思うんです。確定判決で

はありませんと教育委員会が言って、同じこはありませんと教育委員会が言って、同じこはありませんと教育委員会が言って、同じこはありませんと教育委員会が言って、同じこ

とを繰り返していく、その間に入学とを繰り返していく、その間に入学とを繰り返していく、その間に入学とを繰り返していく、その間に入学、、、、卒業し卒業し卒業し卒業し

ていく子どもたち、学校を通っていく子どもていく子どもたち、学校を通っていく子どもていく子どもたち、学校を通っていく子どもていく子どもたち、学校を通っていく子ども

たちが受けた損害というものは、補償のしよたちが受けた損害というものは、補償のしよたちが受けた損害というものは、補償のしよたちが受けた損害というものは、補償のしよ

うはないというふうに思うわけです。うはないというふうに思うわけです。うはないというふうに思うわけです。うはないというふうに思うわけです。    

    北海道人事委員会が出した採決についても、北海道人事委員会が出した採決についても、北海道人事委員会が出した採決についても、北海道人事委員会が出した採決についても、

再審請求を北海道教育委員会はしているんで再審請求を北海道教育委員会はしているんで再審請求を北海道教育委員会はしているんで再審請求を北海道教育委員会はしているんで

す。でも、同じ機関に対して、再審請求を求す。でも、同じ機関に対して、再審請求を求す。でも、同じ機関に対して、再審請求を求す。でも、同じ機関に対して、再審請求を求

めているわけです。これは通常は、明らかなめているわけです。これは通常は、明らかなめているわけです。これは通常は、明らかなめているわけです。これは通常は、明らかな

事実誤認があるというような場合を除いて、事実誤認があるというような場合を除いて、事実誤認があるというような場合を除いて、事実誤認があるというような場合を除いて、

再審請求はできないんです。裁判の三審制と再審請求はできないんです。裁判の三審制と再審請求はできないんです。裁判の三審制と再審請求はできないんです。裁判の三審制と

は違いますから、これは。は違いますから、これは。は違いますから、これは。は違いますから、これは。    

    これは、聞くところによれば、自民党の圧これは、聞くところによれば、自民党の圧これは、聞くところによれば、自民党の圧これは、聞くところによれば、自民党の圧

力に屈した道教委の無理な判断によって再審力に屈した道教委の無理な判断によって再審力に屈した道教委の無理な判断によって再審力に屈した道教委の無理な判断によって再審

請求がなされているというふうに聞いていま請求がなされているというふうに聞いていま請求がなされているというふうに聞いていま請求がなされているというふうに聞いていま

す。す。す。す。    

    子どもたちのことを真剣に考えていただけ子どもたちのことを真剣に考えていただけ子どもたちのことを真剣に考えていただけ子どもたちのことを真剣に考えていただけ

たら、直接言及する立場にはないというようたら、直接言及する立場にはないというようたら、直接言及する立場にはないというようたら、直接言及する立場にはないというよう

な言葉で済ませていられる場合ではないとな言葉で済ませていられる場合ではないとな言葉で済ませていられる場合ではないとな言葉で済ませていられる場合ではないと思思思思

います。いまの日本の状態を考えてみてくだいます。いまの日本の状態を考えてみてくだいます。いまの日本の状態を考えてみてくだいます。いまの日本の状態を考えてみてくだ

さい。厳しい右傾化、衆議院の圧倒的多数をさい。厳しい右傾化、衆議院の圧倒的多数をさい。厳しい右傾化、衆議院の圧倒的多数をさい。厳しい右傾化、衆議院の圧倒的多数を

握る与党。握る与党。握る与党。握る与党。安倍安倍安倍安倍政権の構成メンバーのほとん政権の構成メンバーのほとん政権の構成メンバーのほとん政権の構成メンバーのほとん

どが自虐どが自虐どが自虐どが自虐史観史観史観史観推進組織に属しているんです。推進組織に属しているんです。推進組織に属しているんです。推進組織に属しているんです。    

    いま、従軍慰安婦の問題が北海道でも盛んいま、従軍慰安婦の問題が北海道でも盛んいま、従軍慰安婦の問題が北海道でも盛んいま、従軍慰安婦の問題が北海道でも盛ん

に取り上げられています。これ、に取り上げられています。これ、に取り上げられています。これ、に取り上げられています。これ、安倍安倍安倍安倍総理の総理の総理の総理の

姿勢姿勢姿勢姿勢の問題です。かつて日本がアジアの国々の問題です。かつて日本がアジアの国々の問題です。かつて日本がアジアの国々の問題です。かつて日本がアジアの国々

を侵略し、大きな被害を与えたことの誤りをを侵略し、大きな被害を与えたことの誤りをを侵略し、大きな被害を与えたことの誤りをを侵略し、大きな被害を与えたことの誤りを

認めない考えかたです。歴史を歴史の事実と認めない考えかたです。歴史を歴史の事実と認めない考えかたです。歴史を歴史の事実と認めない考えかたです。歴史を歴史の事実と

して認めない考え方ですから。こういう人が、して認めない考え方ですから。こういう人が、して認めない考え方ですから。こういう人が、して認めない考え方ですから。こういう人が、

いまの内閣の構成メンバーのほとんどです。いまの内閣の構成メンバーのほとんどです。いまの内閣の構成メンバーのほとんどです。いまの内閣の構成メンバーのほとんどです。    

    こういう状況にあって、いま申し上げたよこういう状況にあって、いま申し上げたよこういう状況にあって、いま申し上げたよこういう状況にあって、いま申し上げたよ

うな地裁の判決を出すとかうな地裁の判決を出すとかうな地裁の判決を出すとかうな地裁の判決を出すとか、人事委員会の採、人事委員会の採、人事委員会の採、人事委員会の採

決を出すとか、これは当事者にすれば、担当決を出すとか、これは当事者にすれば、担当決を出すとか、これは当事者にすれば、担当決を出すとか、これは当事者にすれば、担当

判事や担当の委員の皆さんにすれば大変な勇判事や担当の委員の皆さんにすれば大変な勇判事や担当の委員の皆さんにすれば大変な勇判事や担当の委員の皆さんにすれば大変な勇

気がいることです。もしかしたら闇討ちにあ気がいることです。もしかしたら闇討ちにあ気がいることです。もしかしたら闇討ちにあ気がいることです。もしかしたら闇討ちにあ

うかもしれないんです。うかもしれないんです。うかもしれないんです。うかもしれないんです。    

    日の丸君が代問題ではないですけれども、日の丸君が代問題ではないですけれども、日の丸君が代問題ではないですけれども、日の丸君が代問題ではないですけれども、

住基ネット裁判では、大阪高裁住基ネット裁判では、大阪高裁住基ネット裁判では、大阪高裁住基ネット裁判では、大阪高裁のののの判事が判決判事が判決判事が判決判事が判決

を出しました。原告の要求を認める判決を出を出しました。原告の要求を認める判決を出を出しました。原告の要求を認める判決を出を出しました。原告の要求を認める判決を出

した。判決出した次の日にした。判決出した次の日にした。判決出した次の日にした。判決出した次の日に亡亡亡亡くなくなくなくなりましたりましたりましたりました。。。。

これは何があったのかはまったく明らかになこれは何があったのかはまったく明らかになこれは何があったのかはまったく明らかになこれは何があったのかはまったく明らかにな

っていません。謎です。っていません。謎です。っていません。謎です。っていません。謎です。    

    札幌地裁で、長沼ミサイル訴訟で憲法違反札幌地裁で、長沼ミサイル訴訟で憲法違反札幌地裁で、長沼ミサイル訴訟で憲法違反札幌地裁で、長沼ミサイル訴訟で憲法違反

判決を出した福島さんという裁判官は、まだ判決を出した福島さんという裁判官は、まだ判決を出した福島さんという裁判官は、まだ判決を出した福島さんという裁判官は、まだ

やってらっしゃると思うんですけれども、もやってらっしゃると思うんですけれども、もやってらっしゃると思うんですけれども、もやってらっしゃると思うんですけれども、も

う辞めたう辞めたう辞めたう辞めたかもしれませんが、ずっと札幌地裁かもしれませんが、ずっと札幌地裁かもしれませんが、ずっと札幌地裁かもしれませんが、ずっと札幌地裁
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の判事だったですけれども、後は家庭裁判所の判事だったですけれども、後は家庭裁判所の判事だったですけれども、後は家庭裁判所の判事だったですけれども、後は家庭裁判所

とか簡易裁判所の地方周りで終始しました。とか簡易裁判所の地方周りで終始しました。とか簡易裁判所の地方周りで終始しました。とか簡易裁判所の地方周りで終始しました。

そういうことを国家権力はやるんです。そういうことを国家権力はやるんです。そういうことを国家権力はやるんです。そういうことを国家権力はやるんです。    

    そのことは十分承知しながら今回の判決をそのことは十分承知しながら今回の判決をそのことは十分承知しながら今回の判決をそのことは十分承知しながら今回の判決を

出しているということになる。出しているということになる。出しているということになる。出しているということになる。    

    それは、判決の内容に確信を持っているとそれは、判決の内容に確信を持っているとそれは、判決の内容に確信を持っているとそれは、判決の内容に確信を持っていると

いうことだと思います。そして、この東京地いうことだと思います。そして、この東京地いうことだと思います。そして、この東京地いうことだと思います。そして、この東京地

裁判決は、多くの法律家が裁判決は、多くの法律家が裁判決は、多くの法律家が裁判決は、多くの法律家が支持支持支持支持をしています。をしています。をしています。をしています。

これは東京の問題ですから、東京弁護士会とこれは東京の問題ですから、東京弁護士会とこれは東京の問題ですから、東京弁護士会とこれは東京の問題ですから、東京弁護士会と

東京には第二弁護士会というのがあるんです。東京には第二弁護士会というのがあるんです。東京には第二弁護士会というのがあるんです。東京には第二弁護士会というのがあるんです。

その２つともこの地裁判決を支持する声明を、その２つともこの地裁判決を支持する声明を、その２つともこの地裁判決を支持する声明を、その２つともこの地裁判決を支持する声明を、

すぐ出しております。すぐ出しております。すぐ出しております。すぐ出しております。    

    これは、こういう状況をこれは、こういう状況をこれは、こういう状況をこれは、こういう状況をお考えいただいたお考えいただいたお考えいただいたお考えいただいた

ら、直接言及する立場にはないというようなら、直接言及する立場にはないというようなら、直接言及する立場にはないというようなら、直接言及する立場にはないというような

ことで、済ませる問題ではないと私は思うわことで、済ませる問題ではないと私は思うわことで、済ませる問題ではないと私は思うわことで、済ませる問題ではないと私は思うわ

けです。けです。けです。けです。    

    あと、校長は日頃から、教職員と十分意思あと、校長は日頃から、教職員と十分意思あと、校長は日頃から、教職員と十分意思あと、校長は日頃から、教職員と十分意思

の疎通を図って、そしてことにあたるべきだの疎通を図って、そしてことにあたるべきだの疎通を図って、そしてことにあたるべきだの疎通を図って、そしてことにあたるべきだ

という答弁がありました。まったくそのとおという答弁がありました。まったくそのとおという答弁がありました。まったくそのとおという答弁がありました。まったくそのとお

りです。異存はありません。りです。異存はありません。りです。異存はありません。りです。異存はありません。    

    ただ、話し合いはしたが、合意に達しない、ただ、話し合いはしたが、合意に達しない、ただ、話し合いはしたが、合意に達しない、ただ、話し合いはしたが、合意に達しない、

こういうような場合にどんなふうに処理をすこういうような場合にどんなふうに処理をすこういうような場合にどんなふうに処理をすこういうような場合にどんなふうに処理をす

るかというるかというるかというるかというところところところところが、本当に賢明な判断が求が、本当に賢明な判断が求が、本当に賢明な判断が求が、本当に賢明な判断が求

められるところかなというふうに思うわけでめられるところかなというふうに思うわけでめられるところかなというふうに思うわけでめられるところかなというふうに思うわけで

す。ですから、私はこの問題については、ひす。ですから、私はこの問題については、ひす。ですから、私はこの問題については、ひす。ですから、私はこの問題については、ひ

とつ十分判決と採決の内容を押とつ十分判決と採決の内容を押とつ十分判決と採決の内容を押とつ十分判決と採決の内容を押ささささえていただえていただえていただえていただ

いて、ぜひ再考いいて、ぜひ再考いいて、ぜひ再考いいて、ぜひ再考いただければというふうに思ただければというふうに思ただければというふうに思ただければというふうに思

うわけです。うわけです。うわけです。うわけです。    

    それから、次の卒業式・入学式の主人公のそれから、次の卒業式・入学式の主人公のそれから、次の卒業式・入学式の主人公のそれから、次の卒業式・入学式の主人公の

問題ですが、これは子どもであるということ問題ですが、これは子どもであるということ問題ですが、これは子どもであるということ問題ですが、これは子どもであるということ

でまったくそうですけれども、前も申し上げでまったくそうですけれども、前も申し上げでまったくそうですけれども、前も申し上げでまったくそうですけれども、前も申し上げ

ましたが、答弁の最後で児童生徒、教職員及ましたが、答弁の最後で児童生徒、教職員及ましたが、答弁の最後で児童生徒、教職員及ましたが、答弁の最後で児童生徒、教職員及

び保護者が心をひとつにして実施されることび保護者が心をひとつにして実施されることび保護者が心をひとつにして実施されることび保護者が心をひとつにして実施されること

が重要だというふうにお考えになった。が重要だというふうにお考えになった。が重要だというふうにお考えになった。が重要だというふうにお考えになった。    

    これは子どもたちを祝福するとか、子どもこれは子どもたちを祝福するとか、子どもこれは子どもたちを祝福するとか、子どもこれは子どもたちを祝福するとか、子ども

は喜びを持って卒業していくあるいは入学しは喜びを持って卒業していくあるいは入学しは喜びを持って卒業していくあるいは入学しは喜びを持って卒業していくあるいは入学し

てくるという部分で心をひとつにするというてくるという部分で心をひとつにするというてくるという部分で心をひとつにするというてくるという部分で心をひとつにするという

のは、何の異議もありません。ただ、君が代のは、何の異議もありません。ただ、君が代のは、何の異議もありません。ただ、君が代のは、何の異議もありません。ただ、君が代

を歌うことで心をひとつにするということをを歌うことで心をひとつにするということをを歌うことで心をひとつにするということをを歌うことで心をひとつにするということを

意味するのなら、これは意味するのなら、これは意味するのなら、これは意味するのなら、これはやっぱりやっぱりやっぱりやっぱりはっきはっきはっきはっきり言り言り言り言

って誤っていると言わざるを得ません。って誤っていると言わざるを得ません。って誤っていると言わざるを得ません。って誤っていると言わざるを得ません。    

    君が代については、あるいは日の丸につい君が代については、あるいは日の丸につい君が代については、あるいは日の丸につい君が代については、あるいは日の丸につい

ても、そのても、そのても、そのても、その人人人人その人のいろいろな考え方があその人のいろいろな考え方があその人のいろいろな考え方があその人のいろいろな考え方があ

っていいわけです。それを、心をひとつに、っていいわけです。それを、心をひとつに、っていいわけです。それを、心をひとつに、っていいわけです。それを、心をひとつに、

態度をひとつにというふうになれば、これは態度をひとつにというふうになれば、これは態度をひとつにというふうになれば、これは態度をひとつにというふうになれば、これは

どういっても強制になるわけです。しかも、どういっても強制になるわけです。しかも、どういっても強制になるわけです。しかも、どういっても強制になるわけです。しかも、

職務命令を出してということになれば。私は職務命令を出してということになれば。私は職務命令を出してということになれば。私は職務命令を出してということになれば。私は

規律することに職務命令というのは絶対に馴規律することに職務命令というのは絶対に馴規律することに職務命令というのは絶対に馴規律することに職務命令というのは絶対に馴

染まないと思うんです。歌を歌う職務命令と染まないと思うんです。歌を歌う職務命令と染まないと思うんです。歌を歌う職務命令と染まないと思うんです。歌を歌う職務命令と

か。か。か。か。    

    東京は出しています。これはだからおかし東京は出しています。これはだからおかし東京は出しています。これはだからおかし東京は出しています。これはだからおかし

いということを言われているわけです。だかいということを言われているわけです。だかいということを言われているわけです。だかいということを言われているわけです。だか

ら裁判所はそれは変だと、間違っているといら裁判所はそれは変だと、間違っているといら裁判所はそれは変だと、間違っているといら裁判所はそれは変だと、間違っているとい

う判断をしたんです。う判断をしたんです。う判断をしたんです。う判断をしたんです。    

    この点は、心をひとつにというのは、あくこの点は、心をひとつにというのは、あくこの点は、心をひとつにというのは、あくこの点は、心をひとつにというのは、あく

までも卒業式を祝ってあげようというところまでも卒業式を祝ってあげようというところまでも卒業式を祝ってあげようというところまでも卒業式を祝ってあげようというところ

でひとつだという意味で受け止めでひとつだという意味で受け止めでひとつだという意味で受け止めでひとつだという意味で受け止めるるるるならば、ならば、ならば、ならば、

受け止めていただけるのなら、まったく受け止めていただけるのなら、まったく受け止めていただけるのなら、まったく受け止めていただけるのなら、まったく同感同感同感同感

だということで申し上げてだということで申し上げてだということで申し上げてだということで申し上げて。。。。    

    それから、改正教育基本法との関係の問題それから、改正教育基本法との関係の問題それから、改正教育基本法との関係の問題それから、改正教育基本法との関係の問題

ですが、これは憲法及び教育基本法の理念のですが、これは憲法及び教育基本法の理念のですが、これは憲法及び教育基本法の理念のですが、これは憲法及び教育基本法の理念の

もとに行われているという考え方です。これもとに行われているという考え方です。これもとに行われているという考え方です。これもとに行われているという考え方です。これ

は、は、は、は、まったく問題はないと思います。特に、まったく問題はないと思います。特に、まったく問題はないと思います。特に、まったく問題はないと思います。特に、

直接的にかかわってはこないのかなというふ直接的にかかわってはこないのかなというふ直接的にかかわってはこないのかなというふ直接的にかかわってはこないのかなというふ

うに受け止めました。うに受け止めました。うに受け止めました。うに受け止めました。    

    あと、参加者の思想信条の保障の問題は、あと、参加者の思想信条の保障の問題は、あと、参加者の思想信条の保障の問題は、あと、参加者の思想信条の保障の問題は、

やはり私は以前のような手立てが報じられるやはり私は以前のような手立てが報じられるやはり私は以前のような手立てが報じられるやはり私は以前のような手立てが報じられる

という、そういう措置が当という、そういう措置が当という、そういう措置が当という、そういう措置が当然ではないかなと然ではないかなと然ではないかなと然ではないかなと
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いうふうに思っています。いうふうに思っています。いうふうに思っています。いうふうに思っています。    

    思想及び良心の自由を侵害しませんとこう思想及び良心の自由を侵害しませんとこう思想及び良心の自由を侵害しませんとこう思想及び良心の自由を侵害しませんとこう

いうふうに言っていても、そうではありませいうふうに言っていても、そうではありませいうふうに言っていても、そうではありませいうふうに言っていても、そうではありませ

んということを言ったのが東京地裁の判決でんということを言ったのが東京地裁の判決でんということを言ったのが東京地裁の判決でんということを言ったのが東京地裁の判決で

す。心の問題と、外にす。心の問題と、外にす。心の問題と、外にす。心の問題と、外にあらわすあらわすあらわすあらわす形とは別だと形とは別だと形とは別だと形とは別だと

いうのが従来の裁判の判決です。でも、そういうのが従来の裁判の判決です。でも、そういうのが従来の裁判の判決です。でも、そういうのが従来の裁判の判決です。でも、そう

ではありません。心の問題がおもてに出るとではありません。心の問題がおもてに出るとではありません。心の問題がおもてに出るとではありません。心の問題がおもてに出ると

いうことです。いうことです。いうことです。いうことです。    

    これはだから、教師である人も、教師でなこれはだから、教師である人も、教師でなこれはだから、教師である人も、教師でなこれはだから、教師である人も、教師でな

い人も同じですということ。それは、人の心い人も同じですということ。それは、人の心い人も同じですということ。それは、人の心い人も同じですということ。それは、人の心

というのはその気持ちがそこへあらわれるもというのはその気持ちがそこへあらわれるもというのはその気持ちがそこへあらわれるもというのはその気持ちがそこへあらわれるも

のですよということを言っているんです。のですよということを言っているんです。のですよということを言っているんです。のですよということを言っているんです。    

    それから、最高裁判決の問題です。持つ意それから、最高裁判決の問題です。持つ意それから、最高裁判決の問題です。持つ意それから、最高裁判決の問題です。持つ意

味は大きいとい味は大きいとい味は大きいとい味は大きいというふうに教育長は答弁されまうふうに教育長は答弁されまうふうに教育長は答弁されまうふうに教育長は答弁されま

した。した。した。した。    

    確確確確かかかかにこれは、確定判決です。最高裁ですにこれは、確定判決です。最高裁ですにこれは、確定判決です。最高裁ですにこれは、確定判決です。最高裁です

から。東京の小学校の先生が、ピアノ伴奏をから。東京の小学校の先生が、ピアノ伴奏をから。東京の小学校の先生が、ピアノ伴奏をから。東京の小学校の先生が、ピアノ伴奏を

できないというふうに学校長に申し出たんでできないというふうに学校長に申し出たんでできないというふうに学校長に申し出たんでできないというふうに学校長に申し出たんで

す。す。す。す。それは卒業式の前の日に申し入れた。そそれは卒業式の前の日に申し入れた。そそれは卒業式の前の日に申し入れた。そそれは卒業式の前の日に申し入れた。そ

れでもやれという職務命令が出て、それでピれでもやれという職務命令が出て、それでピれでもやれという職務命令が出て、それでピれでもやれという職務命令が出て、それでピ

アノ弾かなかったら戒告処分を受けたという、アノ弾かなかったら戒告処分を受けたという、アノ弾かなかったら戒告処分を受けたという、アノ弾かなかったら戒告処分を受けたという、

そういうことでおかしいということでご本人そういうことでおかしいということでご本人そういうことでおかしいということでご本人そういうことでおかしいということでご本人

が訴えたという裁判です。これが、地裁、高が訴えたという裁判です。これが、地裁、高が訴えたという裁判です。これが、地裁、高が訴えたという裁判です。これが、地裁、高

裁とも原告の言い分を認めていないんです。裁とも原告の言い分を認めていないんです。裁とも原告の言い分を認めていないんです。裁とも原告の言い分を認めていないんです。

処分は正しいという判断です。それが、最高処分は正しいという判断です。それが、最高処分は正しいという判断です。それが、最高処分は正しいという判断です。それが、最高

裁で地裁、高裁の判断を追認したわけです。裁で地裁、高裁の判断を追認したわけです。裁で地裁、高裁の判断を追認したわけです。裁で地裁、高裁の判断を追認したわけです。

だからいまは、確定判決です。だからいまは、確定判決です。だからいまは、確定判決です。だからいまは、確定判決です。    

    このこのこのこのことが、いま、東京をはじめ全国で随ことが、いま、東京をはじめ全国で随ことが、いま、東京をはじめ全国で随ことが、いま、東京をはじめ全国で随

分たくさんの人たちが、この問題で裁判を起分たくさんの人たちが、この問題で裁判を起分たくさんの人たちが、この問題で裁判を起分たくさんの人たちが、この問題で裁判を起

こしています。このことに与える影響が大きこしています。このことに与える影響が大きこしています。このことに与える影響が大きこしています。このことに与える影響が大き

いかなという気もするんですけれども、そういかなという気もするんですけれども、そういかなという気もするんですけれども、そういかなという気もするんですけれども、そう

でもないという意見もあるようです。これにでもないという意見もあるようです。これにでもないという意見もあるようです。これにでもないという意見もあるようです。これに

ついて。ついて。ついて。ついて。    

    これはこれはこれはこれは 28282828 日の北海道新聞でも書いていま日の北海道新聞でも書いていま日の北海道新聞でも書いていま日の北海道新聞でも書いていま

す。ちょっと、ポイントだけ申し上げますが、す。ちょっと、ポイントだけ申し上げますが、す。ちょっと、ポイントだけ申し上げますが、す。ちょっと、ポイントだけ申し上げますが、

これは道新の場合は１面のこれは道新の場合は１面のこれは道新の場合は１面のこれは道新の場合は１面のちょうどちょうどちょうどちょうど真ん中の真ん中の真ん中の真ん中の

１番上に記事が載りました。「君が代伴奏命令１番上に記事が載りました。「君が代伴奏命令１番上に記事が載りました。「君が代伴奏命令１番上に記事が載りました。「君が代伴奏命令

は合憲」というふうにして。教諭の思想侵害は合憲」というふうにして。教諭の思想侵害は合憲」というふうにして。教諭の思想侵害は合憲」というふうにして。教諭の思想侵害

せず、という。社説は、「軽視された内心の自せず、という。社説は、「軽視された内心の自せず、という。社説は、「軽視された内心の自せず、という。社説は、「軽視された内心の自

由」という見出しで書いています。だから、由」という見出しで書いています。だから、由」という見出しで書いています。だから、由」という見出しで書いています。だから、

信念に反することを強要信念に反することを強要信念に反することを強要信念に反することを強要される良心の痛みをされる良心の痛みをされる良心の痛みをされる良心の痛みを

理解していないのではないか。そして、少数理解していないのではないか。そして、少数理解していないのではないか。そして、少数理解していないのではないか。そして、少数

意見に触れています。５人の裁判官のうち、意見に触れています。５人の裁判官のうち、意見に触れています。５人の裁判官のうち、意見に触れています。５人の裁判官のうち、

お１人は反対されたんです。少数意見があっお１人は反対されたんです。少数意見があっお１人は反対されたんです。少数意見があっお１人は反対されたんです。少数意見があっ

たわけです。それはこういう判決はおかしいたわけです。それはこういう判決はおかしいたわけです。それはこういう判決はおかしいたわけです。それはこういう判決はおかしい

という意見を言った裁判官がいたということという意見を言った裁判官がいたということという意見を言った裁判官がいたということという意見を言った裁判官がいたということ

です。です。です。です。    

    そのことは、これ毎日新聞です。毎日新聞そのことは、これ毎日新聞です。毎日新聞そのことは、これ毎日新聞です。毎日新聞そのことは、これ毎日新聞です。毎日新聞

の、これは１面トップです。ここに毎日新聞の、これは１面トップです。ここに毎日新聞の、これは１面トップです。ここに毎日新聞の、これは１面トップです。ここに毎日新聞

と題字が入る横に載りました。「君が代伴奏命と題字が入る横に載りました。「君が代伴奏命と題字が入る横に載りました。「君が代伴奏命と題字が入る横に載りました。「君が代伴奏命

令に合憲」「思想の自由を令に合憲」「思想の自由を令に合憲」「思想の自由を令に合憲」「思想の自由を侵侵侵侵さん」というふうさん」というふうさん」というふうさん」というふう

になっています。ただ、これでは社会面のとになっています。ただ、これでは社会面のとになっています。ただ、これでは社会面のとになっています。ただ、これでは社会面のと

ころに訴えた先生の言葉が載っているんです。ころに訴えた先生の言葉が載っているんです。ころに訴えた先生の言葉が載っているんです。ころに訴えた先生の言葉が載っているんです。

「最高裁に上告してよかった。」とご本人は「最高裁に上告してよかった。」とご本人は「最高裁に上告してよかった。」とご本人は「最高裁に上告してよかった。」とご本人は言言言言

っている。それは、っている。それは、っている。それは、っている。それは、少数意見の裁判官がいる少数意見の裁判官がいる少数意見の裁判官がいる少数意見の裁判官がいる

ということがはっきりしたということです。ということがはっきりしたということです。ということがはっきりしたということです。ということがはっきりしたということです。

だから、自分の主張を認める裁判官が、最高だから、自分の主張を認める裁判官が、最高だから、自分の主張を認める裁判官が、最高だから、自分の主張を認める裁判官が、最高

裁にいるということが明らかになった分だけ、裁にいるということが明らかになった分だけ、裁にいるということが明らかになった分だけ、裁にいるということが明らかになった分だけ、

最高裁まできてよかったというのが、訴えた最高裁まできてよかったというのが、訴えた最高裁まできてよかったというのが、訴えた最高裁まできてよかったというのが、訴えた

ご本人の言葉として載っています。そして、ご本人の言葉として載っています。そして、ご本人の言葉として載っています。そして、ご本人の言葉として載っています。そして、

支援した弁護士はこう言っています。「憲法論支援した弁護士はこう言っています。「憲法論支援した弁護士はこう言っています。「憲法論支援した弁護士はこう言っています。「憲法論

にならない空虚な主張を繰り返している。」にならない空虚な主張を繰り返している。」にならない空虚な主張を繰り返している。」にならない空虚な主張を繰り返している。」

「判決は論理性がなく先例性は持たない。」と「判決は論理性がなく先例性は持たない。」と「判決は論理性がなく先例性は持たない。」と「判決は論理性がなく先例性は持たない。」と

こういう批判をしています。ですから、先例こういう批判をしています。ですから、先例こういう批判をしています。ですから、先例こういう批判をしています。ですから、先例

になるなというふうに、強く心配するというになるなというふうに、強く心配するというになるなというふうに、強く心配するというになるなというふうに、強く心配するという

意見では必ずしもない。そして、毎日の社説意見では必ずしもない。そして、毎日の社説意見では必ずしもない。そして、毎日の社説意見では必ずしもない。そして、毎日の社説

は、「お墨付きにしてはいは、「お墨付きにしてはいは、「お墨付きにしてはいは、「お墨付きにしてはいけない。」と書いてけない。」と書いてけない。」と書いてけない。」と書いて

いる。見出しです。いる。見出しです。いる。見出しです。いる。見出しです。    
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    それから朝日は、強制の追認にならないかそれから朝日は、強制の追認にならないかそれから朝日は、強制の追認にならないかそれから朝日は、強制の追認にならないか

というふうに社説では述べています。というふうに社説では述べています。というふうに社説では述べています。というふうに社説では述べています。    

    ですから、この最高裁の小法廷判決には、ですから、この最高裁の小法廷判決には、ですから、この最高裁の小法廷判決には、ですから、この最高裁の小法廷判決には、

少なくとも道新、毎日、朝日の３紙について少なくとも道新、毎日、朝日の３紙について少なくとも道新、毎日、朝日の３紙について少なくとも道新、毎日、朝日の３紙について

は批判的な論調だということです。ですから、は批判的な論調だということです。ですから、は批判的な論調だということです。ですから、は批判的な論調だということです。ですから、

最高裁判決があるぞというふうに余り言って最高裁判決があるぞというふうに余り言って最高裁判決があるぞというふうに余り言って最高裁判決があるぞというふうに余り言って

ほほほほしくない。正直なところです。しくない。正直なところです。しくない。正直なところです。しくない。正直なところです。    

    それから、あと改正教育基本法の問題です。それから、あと改正教育基本法の問題です。それから、あと改正教育基本法の問題です。それから、あと改正教育基本法の問題です。

これは、新しい時代に相応しい教育の理念をこれは、新しい時代に相応しい教育の理念をこれは、新しい時代に相応しい教育の理念をこれは、新しい時代に相応しい教育の理念を

明示したものだということで、これは一定の明示したものだということで、これは一定の明示したものだということで、これは一定の明示したものだということで、これは一定の

評価です。そして、今後この新しい教育理念評価です。そして、今後この新しい教育理念評価です。そして、今後この新しい教育理念評価です。そして、今後この新しい教育理念

が学校、家庭、地域社会など、広く国民の間が学校、家庭、地域社会など、広く国民の間が学校、家庭、地域社会など、広く国民の間が学校、家庭、地域社会など、広く国民の間

にににに浸透することにより、教育の一層の充実、浸透することにより、教育の一層の充実、浸透することにより、教育の一層の充実、浸透することにより、教育の一層の充実、

発展が期待されるものだと考えているという発展が期待されるものだと考えているという発展が期待されるものだと考えているという発展が期待されるものだと考えているという

ふうに述べられました。最後に、これまでのふうに述べられました。最後に、これまでのふうに述べられました。最後に、これまでのふうに述べられました。最後に、これまでの

教育基本法の果たした役割についての評価を教育基本法の果たした役割についての評価を教育基本法の果たした役割についての評価を教育基本法の果たした役割についての評価を

話されました。話されました。話されました。話されました。    

    そこの部分に何の異議もありませんが、こそこの部分に何の異議もありませんが、こそこの部分に何の異議もありませんが、こそこの部分に何の異議もありませんが、こ

ののののいまいまいまいま先に述べた部分、時代の変化に対応し先に述べた部分、時代の変化に対応し先に述べた部分、時代の変化に対応し先に述べた部分、時代の変化に対応し

た新しい時代に相応しい教育の基本理念だとた新しい時代に相応しい教育の基本理念だとた新しい時代に相応しい教育の基本理念だとた新しい時代に相応しい教育の基本理念だと

いうこととか、これが浸透すれば教育の一層いうこととか、これが浸透すれば教育の一層いうこととか、これが浸透すれば教育の一層いうこととか、これが浸透すれば教育の一層

の充実発展が期待できるとか、これはまの充実発展が期待できるとか、これはまの充実発展が期待できるとか、これはまの充実発展が期待できるとか、これはまっっっったたたた

く違うと思います。賛同できない。く違うと思います。賛同できない。く違うと思います。賛同できない。く違うと思います。賛同できない。    

    本当にそうお思いになっているとしたら、本当にそうお思いになっているとしたら、本当にそうお思いになっているとしたら、本当にそうお思いになっているとしたら、

私はちょっと心配です。教育委員会としてそ私はちょっと心配です。教育委員会としてそ私はちょっと心配です。教育委員会としてそ私はちょっと心配です。教育委員会としてそ

ういう考え方にういう考え方にういう考え方にういう考え方に立立立立たれるとたれるとたれるとたれるということになるということになるということになるということになると

すると、これは心配です。すると、これは心配です。すると、これは心配です。すると、これは心配です。    

    まず、前文の中で教育基本法は、憲法の理まず、前文の中で教育基本法は、憲法の理まず、前文の中で教育基本法は、憲法の理まず、前文の中で教育基本法は、憲法の理

想の実現は教育の力に想の実現は教育の力に想の実現は教育の力に想の実現は教育の力にまつものだというのがまつものだというのがまつものだというのがまつものだというのが

まず書かれていました。それが、改正教育基まず書かれていました。それが、改正教育基まず書かれていました。それが、改正教育基まず書かれていました。それが、改正教育基

本法ではなくなっているんです。憲法の理想本法ではなくなっているんです。憲法の理想本法ではなくなっているんです。憲法の理想本法ではなくなっているんです。憲法の理想

の実現は、教育によってなされるとは書いての実現は、教育によってなされるとは書いての実現は、教育によってなされるとは書いての実現は、教育によってなされるとは書いて

いないんです。まずその基本的なスタンスがいないんです。まずその基本的なスタンスがいないんです。まずその基本的なスタンスがいないんです。まずその基本的なスタンスが

違うんです。そして、何が入っているかとい違うんです。そして、何が入っているかとい違うんです。そして、何が入っているかとい違うんです。そして、何が入っているかとい

うと、公共の精神を尊び、伝統を継承し新しうと、公共の精神を尊び、伝統を継承し新しうと、公共の精神を尊び、伝統を継承し新しうと、公共の精神を尊び、伝統を継承し新し

い文化の創造だというふうに書いているわけい文化の創造だというふうに書いているわけい文化の創造だというふうに書いているわけい文化の創造だというふうに書いているわけ

です。この前文のこのくだりでかなり違いがです。この前文のこのくだりでかなり違いがです。この前文のこのくだりでかなり違いがです。この前文のこのくだりでかなり違いが

はっきりとしています。はっきりとしています。はっきりとしています。はっきりとしています。    

    そして、教育基本法第１条の目的では、こそして、教育基本法第１条の目的では、こそして、教育基本法第１条の目的では、こそして、教育基本法第１条の目的では、こ

れも何れも何れも何れも何回か申し上げましたけれども、「回か申し上げましたけれども、「回か申し上げましたけれども、「回か申し上げましたけれども、「教育は、教育は、教育は、教育は、

人格の完成をめざし、平和的な国家及び社会人格の完成をめざし、平和的な国家及び社会人格の完成をめざし、平和的な国家及び社会人格の完成をめざし、平和的な国家及び社会

の形成者として、真理と正義を愛し、個人のの形成者として、真理と正義を愛し、個人のの形成者として、真理と正義を愛し、個人のの形成者として、真理と正義を愛し、個人の

価値をたつとび、勤労と責任を重んじ、自主価値をたつとび、勤労と責任を重んじ、自主価値をたつとび、勤労と責任を重んじ、自主価値をたつとび、勤労と責任を重んじ、自主

的精神に充ちた心身ともに健康な国民の育成的精神に充ちた心身ともに健康な国民の育成的精神に充ちた心身ともに健康な国民の育成的精神に充ちた心身ともに健康な国民の育成

を期して行われなければならない。を期して行われなければならない。を期して行われなければならない。を期して行われなければならない。」」」」    

    私は格調高い文章だと思うんですけれど、私は格調高い文章だと思うんですけれど、私は格調高い文章だと思うんですけれど、私は格調高い文章だと思うんですけれど、

改正法は、「改正法は、「改正法は、「改正法は、「教育は、人格の完成を教育は、人格の完成を教育は、人格の完成を教育は、人格の完成をめざめざめざめざし、平し、平し、平し、平

和で民主的な国家および社会の形成者として和で民主的な国家および社会の形成者として和で民主的な国家および社会の形成者として和で民主的な国家および社会の形成者として

必要な資質を備え必要な資質を備え必要な資質を備え必要な資質を備えた、心身ともに健康な国民た、心身ともに健康な国民た、心身ともに健康な国民た、心身ともに健康な国民

の育成を期して行われなければならないの育成を期して行われなければならないの育成を期して行われなければならないの育成を期して行われなければならない。。。。」と」と」と」と

いうふうになっているんです。ちょっと短いいうふうになっているんです。ちょっと短いいうふうになっているんです。ちょっと短いいうふうになっているんです。ちょっと短い

んです。何が消えたかというと、んです。何が消えたかというと、んです。何が消えたかというと、んです。何が消えたかというと、「「「「真真真真理と正義理と正義理と正義理と正義

を愛し、個人の価値をたつとび、勤労と責任を愛し、個人の価値をたつとび、勤労と責任を愛し、個人の価値をたつとび、勤労と責任を愛し、個人の価値をたつとび、勤労と責任

を重んじ、自主的精神に充ちたを重んじ、自主的精神に充ちたを重んじ、自主的精神に充ちたを重んじ、自主的精神に充ちた」」」」という部分という部分という部分という部分

が消えたんです。が消えたんです。が消えたんです。が消えたんです。    

    これは、前にもちょっと申し上げたことあこれは、前にもちょっと申し上げたことあこれは、前にもちょっと申し上げたことあこれは、前にもちょっと申し上げたことあ

りますけれども、でも真理と正義はあとで言りますけれども、でも真理と正義はあとで言りますけれども、でも真理と正義はあとで言りますけれども、でも真理と正義はあとで言

葉出てくるんです。別なところで。でも、個葉出てくるんです。別なところで。でも、個葉出てくるんです。別なところで。でも、個葉出てくるんです。別なところで。でも、個

人の価値を人の価値を人の価値を人の価値をたつとびたつとびたつとびたつとびとか、あるいは自主的精とか、あるいは自主的精とか、あるいは自主的精とか、あるいは自主的精

神に充ちたとか、こういうものは消されたま神に充ちたとか、こういうものは消されたま神に充ちたとか、こういうものは消されたま神に充ちたとか、こういうものは消されたま

まです。ここにも大きく第１条の目的ですかまです。ここにも大きく第１条の目的ですかまです。ここにも大きく第１条の目的ですかまです。ここにも大きく第１条の目的ですか

ら、大きく考え方が違うということがわかるら、大きく考え方が違うということがわかるら、大きく考え方が違うということがわかるら、大きく考え方が違うということがわかる

というふうに思います。というふうに思います。というふうに思います。というふうに思います。    

    新しく加えられた言葉は新しく加えられた言葉は新しく加えられた言葉は新しく加えられた言葉は「「「「必要な資質を備必要な資質を備必要な資質を備必要な資質を備

ええええた」、必要な資質とは何かということになりた」、必要な資質とは何かということになりた」、必要な資質とは何かということになりた」、必要な資質とは何かということになり

ます。これが、改正教ます。これが、改正教ます。これが、改正教ます。これが、改正教育基本法第２条目標。育基本法第２条目標。育基本法第２条目標。育基本法第２条目標。

元の教育基本法には第２条目標っていうのは元の教育基本法には第２条目標っていうのは元の教育基本法には第２条目標っていうのは元の教育基本法には第２条目標っていうのは

ないんです。第２条目標というのができて、ないんです。第２条目標というのができて、ないんです。第２条目標というのができて、ないんです。第２条目標というのができて、
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そこに５項目あるんです。１そこに５項目あるんです。１そこに５項目あるんです。１そこに５項目あるんです。１道徳心を培う道徳心を培う道徳心を培う道徳心を培う、、、、

３３３３公共の精神に基づき公共の精神に基づき公共の精神に基づき公共の精神に基づき、５伝統と文化を尊重、５伝統と文化を尊重、５伝統と文化を尊重、５伝統と文化を尊重

し、我が国と郷土を愛する。こういう言葉がし、我が国と郷土を愛する。こういう言葉がし、我が国と郷土を愛する。こういう言葉がし、我が国と郷土を愛する。こういう言葉が

次々と出てくるんです。ですから、必要な資次々と出てくるんです。ですから、必要な資次々と出てくるんです。ですから、必要な資次々と出てくるんです。ですから、必要な資

質の具体的な中身は、第２条の５つの項目の質の具体的な中身は、第２条の５つの項目の質の具体的な中身は、第２条の５つの項目の質の具体的な中身は、第２条の５つの項目の

中にずっと乗せられているわけです。中にずっと乗せられているわけです。中にずっと乗せられているわけです。中にずっと乗せられているわけです。    

    そこで求められるものは、大きく言えば道そこで求められるものは、大きく言えば道そこで求められるものは、大きく言えば道そこで求められるものは、大きく言えば道

徳心を徳心を徳心を徳心を持持持持った、そして公共の精神をしっかりった、そして公共の精神をしっかりった、そして公共の精神をしっかりった、そして公共の精神をしっかり

持っている、それから伝統と文化を尊重し、持っている、それから伝統と文化を尊重し、持っている、それから伝統と文化を尊重し、持っている、それから伝統と文化を尊重し、

我が国と郷土を愛する。いわゆる我が国と郷土を愛する。いわゆる我が国と郷土を愛する。いわゆる我が国と郷土を愛する。いわゆる一番一番一番一番問題に問題に問題に問題に

なった愛国心の部なった愛国心の部なった愛国心の部なった愛国心の部分が５項目目に入っている分が５項目目に入っている分が５項目目に入っている分が５項目目に入っている

わけです。わけです。わけです。わけです。    

    だから、これは例えば伝統と文化を尊重すだから、これは例えば伝統と文化を尊重すだから、これは例えば伝統と文化を尊重すだから、これは例えば伝統と文化を尊重す

るのは何で悪いんだという話になるんですけるのは何で悪いんだという話になるんですけるのは何で悪いんだという話になるんですけるのは何で悪いんだという話になるんですけ

れども、この言葉だけでいうと何の問題もなれども、この言葉だけでいうと何の問題もなれども、この言葉だけでいうと何の問題もなれども、この言葉だけでいうと何の問題もな

いんです。いんです。いんです。いんです。    

    例えば、君が代を大事にすると、君が代を例えば、君が代を大事にすると、君が代を例えば、君が代を大事にすると、君が代を例えば、君が代を大事にすると、君が代を

歌うときに立たないとはけしからん，とんで歌うときに立たないとはけしからん，とんで歌うときに立たないとはけしからん，とんで歌うときに立たないとはけしからん，とんで

もないという考え方がもし伝統だとしたら。もないという考え方がもし伝統だとしたら。もないという考え方がもし伝統だとしたら。もないという考え方がもし伝統だとしたら。

これは見事に教育基本法にありますよというこれは見事に教育基本法にありますよというこれは見事に教育基本法にありますよというこれは見事に教育基本法にありますよという

ことになるんです。そういうふうに、改正教ことになるんです。そういうふうに、改正教ことになるんです。そういうふうに、改正教ことになるんです。そういうふうに、改正教

育基本法は使われることになるわけです。育基本法は使われることになるわけです。育基本法は使われることになるわけです。育基本法は使われることになるわけです。    

    公共の精神というのは、思い出してくださ公共の精神というのは、思い出してくださ公共の精神というのは、思い出してくださ公共の精神というのは、思い出してくださ

い、お国のために命を投げい、お国のために命を投げい、お国のために命を投げい、お国のために命を投げだだだだすということをすということをすということをすということを

別な表現にすると、別な表現にすると、別な表現にすると、別な表現にすると、こういこういこういこういうふうになるんでうふうになるんでうふうになるんでうふうになるんで

す。極端に言えば。だから、そういう言葉はす。極端に言えば。だから、そういう言葉はす。極端に言えば。だから、そういう言葉はす。極端に言えば。だから、そういう言葉は

いままでになかったんです。いままでになかったんです。いままでになかったんです。いままでになかったんです。教育基本法教育基本法教育基本法教育基本法のののの中中中中

には。には。には。には。    

    これは、最後だから言ってしまいますが、これは、最後だから言ってしまいますが、これは、最後だから言ってしまいますが、これは、最後だから言ってしまいますが、

自民党が憲法改正草案を発表しています。こ自民党が憲法改正草案を発表しています。こ自民党が憲法改正草案を発表しています。こ自民党が憲法改正草案を発表しています。こ

の自民党の憲法改正草案のポイントは、やっの自民党の憲法改正草案のポイントは、やっの自民党の憲法改正草案のポイントは、やっの自民党の憲法改正草案のポイントは、やっ

ぱり公共心というものです。公共の福祉といぱり公共心というものです。公共の福祉といぱり公共心というものです。公共の福祉といぱり公共心というものです。公共の福祉とい

う言葉を消してしまいますから、自民党の憲う言葉を消してしまいますから、自民党の憲う言葉を消してしまいますから、自民党の憲う言葉を消してしまいますから、自民党の憲

法案。そこへつながってくるんです。法案。そこへつながってくるんです。法案。そこへつながってくるんです。法案。そこへつながってくるんです。    

    ですから、前文の最後に、日本国憲法の精ですから、前文の最後に、日本国憲法の精ですから、前文の最後に、日本国憲法の精ですから、前文の最後に、日本国憲法の精

神に則る規定、改正法も前の基本法も書いて神に則る規定、改正法も前の基本法も書いて神に則る規定、改正法も前の基本法も書いて神に則る規定、改正法も前の基本法も書いて

あります。ただ、そこで言う日本国憲法といあります。ただ、そこで言う日本国憲法といあります。ただ、そこで言う日本国憲法といあります。ただ、そこで言う日本国憲法とい

うのは、頭に描いているものが違うんです。うのは、頭に描いているものが違うんです。うのは、頭に描いているものが違うんです。うのは、頭に描いているものが違うんです。

だから、前のだから、前のだから、前のだから、前の教育基本法で言っている日本国教育基本法で言っている日本国教育基本法で言っている日本国教育基本法で言っている日本国

憲法の精神に則りというのは、現行日本国憲憲法の精神に則りというのは、現行日本国憲憲法の精神に則りというのは、現行日本国憲憲法の精神に則りというのは、現行日本国憲

法です。まさに。法です。まさに。法です。まさに。法です。まさに。    

    ところが、改正教育基本法で思い描いていところが、改正教育基本法で思い描いていところが、改正教育基本法で思い描いていところが、改正教育基本法で思い描いてい

る憲法というのは、いまる憲法というのは、いまる憲法というのは、いまる憲法というのは、いま安倍安倍安倍安倍首相が最大目標首相が最大目標首相が最大目標首相が最大目標

にしている改正憲法、これを思い描いて、もにしている改正憲法、これを思い描いて、もにしている改正憲法、これを思い描いて、もにしている改正憲法、これを思い描いて、も

う教育基本法先に変えてしまった。そういうう教育基本法先に変えてしまった。そういうう教育基本法先に変えてしまった。そういうう教育基本法先に変えてしまった。そういう

考え方です。考え方です。考え方です。考え方です。    

    ですから、さっきちょっと述べましたけれですから、さっきちょっと述べましたけれですから、さっきちょっと述べましたけれですから、さっきちょっと述べましたけれ

ども、教育長の答弁にあったような、時代のども、教育長の答弁にあったような、時代のども、教育長の答弁にあったような、時代のども、教育長の答弁にあったような、時代の

変化に対応した新しい時代に相応しい教育の変化に対応した新しい時代に相応しい教育の変化に対応した新しい時代に相応しい教育の変化に対応した新しい時代に相応しい教育の

基本理念を明示したとか、その新しい教育理基本理念を明示したとか、その新しい教育理基本理念を明示したとか、その新しい教育理基本理念を明示したとか、その新しい教育理

念が学校、家庭、地域社会など広く国民の間念が学校、家庭、地域社会など広く国民の間念が学校、家庭、地域社会など広く国民の間念が学校、家庭、地域社会など広く国民の間

に浸透するということが期待されるんだとに浸透するということが期待されるんだとに浸透するということが期待されるんだとに浸透するということが期待されるんだといいいい

ううううようようようような、教な、教な、教な、教育の一層の充実発展が期待され育の一層の充実発展が期待され育の一層の充実発展が期待され育の一層の充実発展が期待され

るというふうなことを、この改正教育基本法るというふうなことを、この改正教育基本法るというふうなことを、この改正教育基本法るというふうなことを、この改正教育基本法

に期待するのは、私は大きな誤りだというふに期待するのは、私は大きな誤りだというふに期待するのは、私は大きな誤りだというふに期待するのは、私は大きな誤りだというふ

うに思います。ほかの部分が、まだ幾つも言うに思います。ほかの部分が、まだ幾つも言うに思います。ほかの部分が、まだ幾つも言うに思います。ほかの部分が、まだ幾つも言

いたいんですけれど、やめます。いたいんですけれど、やめます。いたいんですけれど、やめます。いたいんですけれど、やめます。    

    この基本的な部分で違いが大きくありますこの基本的な部分で違いが大きくありますこの基本的な部分で違いが大きくありますこの基本的な部分で違いが大きくあります

よということを指摘して、改めて考え方はどよということを指摘して、改めて考え方はどよということを指摘して、改めて考え方はどよということを指摘して、改めて考え方はど

うでしょうかということをお尋ねをしたいとうでしょうかということをお尋ねをしたいとうでしょうかということをお尋ねをしたいとうでしょうかということをお尋ねをしたいと

いうことです。いうことです。いうことです。いうことです。    

    学校教育についてわかりました。特に申し学校教育についてわかりました。特に申し学校教育についてわかりました。特に申し学校教育についてわかりました。特に申し

上げたいのは、地域の信頼に応える学校づく上げたいのは、地域の信頼に応える学校づく上げたいのは、地域の信頼に応える学校づく上げたいのは、地域の信頼に応える学校づく

りの問題と、それから教職員研修の問題とありの問題と、それから教職員研修の問題とありの問題と、それから教職員研修の問題とありの問題と、それから教職員研修の問題とあ

わせて申し上げますが、先ほど質問のわせて申し上げますが、先ほど質問のわせて申し上げますが、先ほど質問のわせて申し上げますが、先ほど質問のときときときときにににに

申し上げたように、学校が学校としてう申し上げたように、学校が学校としてう申し上げたように、学校が学校としてう申し上げたように、学校が学校としてうまくまくまくまく

機能していくためには、教育長も言っていま機能していくためには、教育長も言っていま機能していくためには、教育長も言っていま機能していくためには、教育長も言っていま

した。児童生徒と教師のふれあい、信頼関係した。児童生徒と教師のふれあい、信頼関係した。児童生徒と教師のふれあい、信頼関係した。児童生徒と教師のふれあい、信頼関係
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が何より大事だということです。だから、触が何より大事だということです。だから、触が何より大事だということです。だから、触が何より大事だということです。だから、触

れ合う時間や信頼関係をれ合う時間や信頼関係をれ合う時間や信頼関係をれ合う時間や信頼関係をつくつくつくつくり上げる時間がり上げる時間がり上げる時間がり上げる時間が

なければ、それは学校は学校として機能してなければ、それは学校は学校として機能してなければ、それは学校は学校として機能してなければ、それは学校は学校として機能して

いかないんです。そしていじめ問題も決していかないんです。そしていじめ問題も決していかないんです。そしていじめ問題も決していかないんです。そしていじめ問題も決して

なくなりはしない。なくなりはしない。なくなりはしない。なくなりはしない。    

    ですから、そのことをぜひポイントにおいですから、そのことをぜひポイントにおいですから、そのことをぜひポイントにおいですから、そのことをぜひポイントにおい

て、これもいい、これもいいというふうに、て、これもいい、これもいいというふうに、て、これもいい、これもいいというふうに、て、これもいい、これもいいというふうに、

いいことはどんどんやってもらうんだといういいことはどんどんやってもらうんだといういいことはどんどんやってもらうんだといういいことはどんどんやってもらうんだという

考え方では、学校はパンクしてしまいます。考え方では、学校はパンクしてしまいます。考え方では、学校はパンクしてしまいます。考え方では、学校はパンクしてしまいます。

ですから、いいことはみんなやってもらうとですから、いいことはみんなやってもらうとですから、いいことはみんなやってもらうとですから、いいことはみんなやってもらうと

いう考えではなくて、やはりきっちり選んで、いう考えではなくて、やはりきっちり選んで、いう考えではなくて、やはりきっちり選んで、いう考えではなくて、やはりきっちり選んで、

そしてそしてそしてそしてこれとこれはやってもらわなくてはなこれとこれはやってもらわなくてはなこれとこれはやってもらわなくてはなこれとこれはやってもらわなくてはな

らない、これだけはぜひ、そのためには何よらない、これだけはぜひ、そのためには何よらない、これだけはぜひ、そのためには何よらない、これだけはぜひ、そのためには何よ

り学校の意見をよく聞いてもらいたいわけでり学校の意見をよく聞いてもらいたいわけでり学校の意見をよく聞いてもらいたいわけでり学校の意見をよく聞いてもらいたいわけで

す。す。す。す。    

    その上で、学校と協議をして、これはやはその上で、学校と協議をして、これはやはその上で、学校と協議をして、これはやはその上で、学校と協議をして、これはやは

り必要だからり必要だからり必要だからり必要だから議題としてもやっていこうと、議題としてもやっていこうと、議題としてもやっていこうと、議題としてもやっていこうと、

そういうものに取り組んで、子どもたちが生そういうものに取り組んで、子どもたちが生そういうものに取り組んで、子どもたちが生そういうものに取り組んで、子どもたちが生

活して、心地よい学校をぜひつくり上げてほ活して、心地よい学校をぜひつくり上げてほ活して、心地よい学校をぜひつくり上げてほ活して、心地よい学校をぜひつくり上げてほ

しいわけです。しいわけです。しいわけです。しいわけです。    

    そのことを申し上げて、お尋ねした分につそのことを申し上げて、お尋ねした分につそのことを申し上げて、お尋ねした分につそのことを申し上げて、お尋ねした分につ

いてお答えをいただければ大変ありがたい。いてお答えをいただければ大変ありがたい。いてお答えをいただければ大変ありがたい。いてお答えをいただければ大変ありがたい。    

●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君    教育長。教育長。教育長。教育長。    

●教育長村上忠雄君●教育長村上忠雄君●教育長村上忠雄君●教育長村上忠雄君    米田議員のご質問にお米田議員のご質問にお米田議員のご質問にお米田議員のご質問にお

答えを申し上げます。答えを申し上げます。答えを申し上げます。答えを申し上げます。    

    初めに、卒業式・入学式における国旗初めに、卒業式・入学式における国旗初めに、卒業式・入学式における国旗初めに、卒業式・入学式における国旗・・・・国国国国

歌の歌の歌の歌の自粛についてでありますけれども、教育自粛についてでありますけれども、教育自粛についてでありますけれども、教育自粛についてでありますけれども、教育

委員会といたしましては、従来から一貫して委員会といたしましては、従来から一貫して委員会といたしましては、従来から一貫して委員会といたしましては、従来から一貫して

申し上げておりますとおり、我が国の国旗申し上げておりますとおり、我が国の国旗申し上げておりますとおり、我が国の国旗申し上げておりますとおり、我が国の国旗・・・・

国歌の意義、これを理解し尊重する態度を育国歌の意義、これを理解し尊重する態度を育国歌の意義、これを理解し尊重する態度を育国歌の意義、これを理解し尊重する態度を育

成すること。同時に諸外国の国旗成すること。同時に諸外国の国旗成すること。同時に諸外国の国旗成すること。同時に諸外国の国旗・・・・国歌につ国歌につ国歌につ国歌につ

きましても同様にこれをきましても同様にこれをきましても同様にこれをきましても同様にこれを尊重する尊重する尊重する尊重する態度を育成態度を育成態度を育成態度を育成

すること。国際社会に生きる日本人としてのすること。国際社会に生きる日本人としてのすること。国際社会に生きる日本人としてのすること。国際社会に生きる日本人としての

自覚、資質を育成することなどを重視して、自覚、資質を育成することなどを重視して、自覚、資質を育成することなどを重視して、自覚、資質を育成することなどを重視して、

学習指導要領に基づきまして入学式や卒業式学習指導要領に基づきまして入学式や卒業式学習指導要領に基づきまして入学式や卒業式学習指導要領に基づきまして入学式や卒業式

における国旗における国旗における国旗における国旗・・・・国歌が適切に実施されるよう国歌が適切に実施されるよう国歌が適切に実施されるよう国歌が適切に実施されるよう

に指導してきたところでございます。に指導してきたところでございます。に指導してきたところでございます。に指導してきたところでございます。    

    また、国歌斉唱時には児童生徒を指導するまた、国歌斉唱時には児童生徒を指導するまた、国歌斉唱時には児童生徒を指導するまた、国歌斉唱時には児童生徒を指導する

立場にある教職員については、立場にある教職員については、立場にある教職員については、立場にある教職員については、起立起立起立起立することすることすることすること

が望ましいということから、その指導の徹底が望ましいということから、その指導の徹底が望ましいということから、その指導の徹底が望ましいということから、その指導の徹底

に努めてきたところでございます。に努めてきたところでございます。に努めてきたところでございます。に努めてきたところでございます。    

    教育は根本的に、教職員と児童生徒の愛情教育は根本的に、教職員と児童生徒の愛情教育は根本的に、教職員と児童生徒の愛情教育は根本的に、教職員と児童生徒の愛情

と信頼によって成り立つものでありまして、と信頼によって成り立つものでありまして、と信頼によって成り立つものでありまして、と信頼によって成り立つものでありまして、

その基盤になるのは教職員相互の信頼関係でその基盤になるのは教職員相互の信頼関係でその基盤になるのは教職員相互の信頼関係でその基盤になるのは教職員相互の信頼関係で

あると考えております。今後とも、各学校にあると考えております。今後とも、各学校にあると考えております。今後とも、各学校にあると考えております。今後とも、各学校に

おいて教職員間の意思疎通やおいて教職員間の意思疎通やおいて教職員間の意思疎通やおいて教職員間の意思疎通や共通理解が図ら共通理解が図ら共通理解が図ら共通理解が図ら

れ、国旗れ、国旗れ、国旗れ、国旗・・・・国歌が適切に実施されるように努国歌が適切に実施されるように努国歌が適切に実施されるように努国歌が適切に実施されるように努

めてまいります。めてまいります。めてまいります。めてまいります。    

    今後とも、こうした考え方に立ち、国旗今後とも、こうした考え方に立ち、国旗今後とも、こうした考え方に立ち、国旗今後とも、こうした考え方に立ち、国旗・・・・

国歌が適切に指導され、卒業式や入学式が厳国歌が適切に指導され、卒業式や入学式が厳国歌が適切に指導され、卒業式や入学式が厳国歌が適切に指導され、卒業式や入学式が厳

粛かつ清新な雰囲気の中で行われるように取粛かつ清新な雰囲気の中で行われるように取粛かつ清新な雰囲気の中で行われるように取粛かつ清新な雰囲気の中で行われるように取

り組んでまり組んでまり組んでまり組んでまいいいいります。ります。ります。ります。    

    それから次に、教育基本法の関係でござそれから次に、教育基本法の関係でござそれから次に、教育基本法の関係でござそれから次に、教育基本法の関係でございいいい

ますけれども、教育基本法につきましては、ますけれども、教育基本法につきましては、ますけれども、教育基本法につきましては、ますけれども、教育基本法につきましては、

民主主義民主主義民主主義民主主義・・・・平和主義を基本原則とする憲法の平和主義を基本原則とする憲法の平和主義を基本原則とする憲法の平和主義を基本原則とする憲法の

精神に則り、教育理念と教育制度の基本を精神に則り、教育理念と教育制度の基本を精神に則り、教育理念と教育制度の基本を精神に則り、教育理念と教育制度の基本を明明明明

示示示示した教育諸法の総則的な位置付けを持つ重した教育諸法の総則的な位置付けを持つ重した教育諸法の総則的な位置付けを持つ重した教育諸法の総則的な位置付けを持つ重

要な法律であり、この重要性は法律改正によ要な法律であり、この重要性は法律改正によ要な法律であり、この重要性は法律改正によ要な法律であり、この重要性は法律改正によ

っても何ら変わるものはない、このように考っても何ら変わるものはない、このように考っても何ら変わるものはない、このように考っても何ら変わるものはない、このように考

えております。えております。えております。えております。    

    平成平成平成平成 19191919 年度の教育行政執行方針について年度の教育行政執行方針について年度の教育行政執行方針について年度の教育行政執行方針について

でありますけれども、これは教育基本法が改でありますけれども、これは教育基本法が改でありますけれども、これは教育基本法が改でありますけれども、これは教育基本法が改

正されたことに対する認識を持ちながら、正されたことに対する認識を持ちながら、正されたことに対する認識を持ちながら、正されたことに対する認識を持ちながら、

個々個々個々個々の具体的な内容につきましてはこれまでの具体的な内容につきましてはこれまでの具体的な内容につきましてはこれまでの具体的な内容につきましてはこれまで

と変と変と変と変わわわわらず、地域の特性を生かした継続性のらず、地域の特性を生かした継続性のらず、地域の特性を生かした継続性のらず、地域の特性を生かした継続性の

ある教育行政に取り組むことを基本としていある教育行政に取り組むことを基本としていある教育行政に取り組むことを基本としていある教育行政に取り組むことを基本としてい

るものでございまるものでございまるものでございまるものでございます。す。す。す。    

    それと、最後にございました、先生の時間それと、最後にございました、先生の時間それと、最後にございました、先生の時間それと、最後にございました、先生の時間
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の関係でございますけれども、の関係でございますけれども、の関係でございますけれども、の関係でございますけれども、たしかたしかたしかたしかにこうにこうにこうにこう

言う状況の中で、先生方の負担も大変大きく言う状況の中で、先生方の負担も大変大きく言う状況の中で、先生方の負担も大変大きく言う状況の中で、先生方の負担も大変大きく

なってきていると、私どもこのように承知をなってきていると、私どもこのように承知をなってきていると、私どもこのように承知をなってきていると、私どもこのように承知を

しております。しております。しております。しております。    

    やはりそういった中で、先生方がどのようやはりそういった中で、先生方がどのようやはりそういった中で、先生方がどのようやはりそういった中で、先生方がどのよう

にににに変化変化変化変化に対応していけるか、私どもとしてもに対応していけるか、私どもとしてもに対応していけるか、私どもとしてもに対応していけるか、私どもとしても

いろいろ声をかけながらいろいろ声をかけながらいろいろ声をかけながらいろいろ声をかけながら指導して指導して指導して指導してまいりたいまいりたいまいりたいまいりたい

とこのように考えてとこのように考えてとこのように考えてとこのように考えているところでございます。いるところでございます。いるところでございます。いるところでございます。    

●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君    お諮りいたします。お諮りいたします。お諮りいたします。お諮りいたします。    

    本日の会議時間は議事の都合によりあらか本日の会議時間は議事の都合によりあらか本日の会議時間は議事の都合によりあらか本日の会議時間は議事の都合によりあらか

じめこれを延長いたしたいと思います。じめこれを延長いたしたいと思います。じめこれを延長いたしたいと思います。じめこれを延長いたしたいと思います。    

    これにご異議ありませんか。これにご異議ありませんか。これにご異議ありませんか。これにご異議ありませんか。    

［「異議なし」と呼ぶ［「異議なし」と呼ぶ［「異議なし」と呼ぶ［「異議なし」と呼ぶ者あり］者あり］者あり］者あり］    

    ご異議ご異議ご異議ご異議ありませんので、本日の会議時間はありませんので、本日の会議時間はありませんので、本日の会議時間はありませんので、本日の会議時間は

延長することに決定いたしました。延長することに決定いたしました。延長することに決定いたしました。延長することに決定いたしました。    

    10101010 番米田良克議員。番米田良克議員。番米田良克議員。番米田良克議員。    

●●●●10101010 番米田良克議員番米田良克議員番米田良克議員番米田良克議員    ３回目としてではな３回目としてではな３回目としてではな３回目としてではな

くて、いまの教育長の答弁には、先ほど私がくて、いまの教育長の答弁には、先ほど私がくて、いまの教育長の答弁には、先ほど私がくて、いまの教育長の答弁には、先ほど私が

お尋ねしたうちの、東京地裁判決お尋ねしたうちの、東京地裁判決お尋ねしたうちの、東京地裁判決お尋ねしたうちの、東京地裁判決はははは道人事委道人事委道人事委道人事委

員会の員会の員会の員会の採決にかかわる見解をぜひ改めてほし採決にかかわる見解をぜひ改めてほし採決にかかわる見解をぜひ改めてほし採決にかかわる見解をぜひ改めてほし

いという部分があったんですけれど、その部いという部分があったんですけれど、その部いという部分があったんですけれど、その部いという部分があったんですけれど、その部

分の答弁がありませんでした。分の答弁がありませんでした。分の答弁がありませんでした。分の答弁がありませんでした。    

    よろしくよろしくよろしくよろしくお取り扱いお取り扱いお取り扱いお取り扱いをいただきたいと思いをいただきたいと思いをいただきたいと思いをいただきたいと思い

ます。ます。ます。ます。    

●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君    教育長。教育長。教育長。教育長。    

●教育長村上忠雄君●教育長村上忠雄君●教育長村上忠雄君●教育長村上忠雄君    昨年９月の東京地裁判昨年９月の東京地裁判昨年９月の東京地裁判昨年９月の東京地裁判

決、それから道の人事委員会の採決について決、それから道の人事委員会の採決について決、それから道の人事委員会の採決について決、それから道の人事委員会の採決について

でありますけれどもでありますけれどもでありますけれどもでありますけれども、これは先ほど申し上げ、これは先ほど申し上げ、これは先ほど申し上げ、これは先ほど申し上げ

たとおりに、再審請求行われているところでたとおりに、再審請求行われているところでたとおりに、再審請求行われているところでたとおりに、再審請求行われているところで

ございますし、特にこれに対して私どもは直ございますし、特にこれに対して私どもは直ございますし、特にこれに対して私どもは直ございますし、特にこれに対して私どもは直

接言及する接言及する接言及する接言及する立場に立場に立場に立場にもありませんけれども、もありませんけれども、もありませんけれども、もありませんけれども、私私私私

ども行政を執行する上におきまして、いろいども行政を執行する上におきまして、いろいども行政を執行する上におきまして、いろいども行政を執行する上におきまして、いろい

ろな判例、判決というものがありまして、そろな判例、判決というものがありまして、そろな判例、判決というものがありまして、そろな判例、判決というものがありまして、そ

ういったものを参考にしなければならないもういったものを参考にしなければならないもういったものを参考にしなければならないもういったものを参考にしなければならないも

のでありますけれども、いずれにしましても、のでありますけれども、いずれにしましても、のでありますけれども、いずれにしましても、のでありますけれども、いずれにしましても、

この国旗この国旗この国旗この国旗・・・・国歌につきましては、校長国歌につきましては、校長国歌につきましては、校長国歌につきましては、校長・・・・教員教員教員教員、、、、

日頃からの意思の疎通、共通理解を図るよう日頃からの意思の疎通、共通理解を図るよう日頃からの意思の疎通、共通理解を図るよう日頃からの意思の疎通、共通理解を図るよう

に努めて、全教職員の協力のもとに、儀式的に努めて、全教職員の協力のもとに、儀式的に努めて、全教職員の協力のもとに、儀式的に努めて、全教職員の協力のもとに、儀式的

な行事も含めて厳粛かつ清新な雰囲気の中でな行事も含めて厳粛かつ清新な雰囲気の中でな行事も含めて厳粛かつ清新な雰囲気の中でな行事も含めて厳粛かつ清新な雰囲気の中で

適切に実施されるように、努めてまいりたい適切に実施されるように、努めてまいりたい適切に実施されるように、努めてまいりたい適切に実施されるように、努めてまいりたい

とこのとこのとこのとこのように考えてございます。ように考えてございます。ように考えてございます。ように考えてございます。    

●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君    10101010 番米田良克議員。番米田良克議員。番米田良克議員。番米田良克議員。    

●●●●10101010 番米田良克議員番米田良克議員番米田良克議員番米田良克議員    もう１度お尋ねさせもう１度お尋ねさせもう１度お尋ねさせもう１度お尋ねさせ

ていただきます。ていただきます。ていただきます。ていただきます。    

    １つは、君が代の問題です。いま最後に、１つは、君が代の問題です。いま最後に、１つは、君が代の問題です。いま最後に、１つは、君が代の問題です。いま最後に、

東京地裁の問題と、道人事委員会の問題と答東京地裁の問題と、道人事委員会の問題と答東京地裁の問題と、道人事委員会の問題と答東京地裁の問題と、道人事委員会の問題と答

弁をいただきましたけれども、私は弁をいただきましたけれども、私は弁をいただきましたけれども、私は弁をいただきましたけれども、私は司法司法司法司法の問の問の問の問

題の専門家でも何でもありません。ただ、１題の専門家でも何でもありません。ただ、１題の専門家でも何でもありません。ただ、１題の専門家でも何でもありません。ただ、１

人の市民として、あるいは１人の国民として、人の市民として、あるいは１人の国民として、人の市民として、あるいは１人の国民として、人の市民として、あるいは１人の国民として、

あるいはいまは議会の一員として、そういうあるいはいまは議会の一員として、そういうあるいはいまは議会の一員として、そういうあるいはいまは議会の一員として、そういう

立場でものを考えて判断すると、これはどな立場でものを考えて判断すると、これはどな立場でものを考えて判断すると、これはどな立場でものを考えて判断すると、これはどな

たでも、どんな立場にある人でも、法律の問たでも、どんな立場にある人でも、法律の問たでも、どんな立場にある人でも、法律の問たでも、どんな立場にある人でも、法律の問

題について自分なりの判断を題について自分なりの判断を題について自分なりの判断を題について自分なりの判断を持持持持つというのは、つというのは、つというのは、つというのは、

誰にも遠慮の誰にも遠慮の誰にも遠慮の誰にも遠慮のいいいいらないことらないことらないことらないことだというふうに思だというふうに思だというふうに思だというふうに思

うわけです。うわけです。うわけです。うわけです。    

    とりわけ、教育委員会は、美唄市の子どもとりわけ、教育委員会は、美唄市の子どもとりわけ、教育委員会は、美唄市の子どもとりわけ、教育委員会は、美唄市の子ども

たちの教育について、大きな責任を背負ってたちの教育について、大きな責任を背負ってたちの教育について、大きな責任を背負ってたちの教育について、大きな責任を背負って

いらっしゃるわけでして、この教育問題にかいらっしゃるわけでして、この教育問題にかいらっしゃるわけでして、この教育問題にかいらっしゃるわけでして、この教育問題にか

かわる司法の判断が出たときに、あるいは人かわる司法の判断が出たときに、あるいは人かわる司法の判断が出たときに、あるいは人かわる司法の判断が出たときに、あるいは人

事委員会の判断が出たときに、それを十分に事委員会の判断が出たときに、それを十分に事委員会の判断が出たときに、それを十分に事委員会の判断が出たときに、それを十分に

吟味してみるというのは、これは当然のこと吟味してみるというのは、これは当然のこと吟味してみるというのは、これは当然のこと吟味してみるというのは、これは当然のこと

で、たぶんなされているんだというふうに思で、たぶんなされているんだというふうに思で、たぶんなされているんだというふうに思で、たぶんなされているんだというふうに思

うんです。ただ、そのときに、中身を吟味しうんです。ただ、そのときに、中身を吟味しうんです。ただ、そのときに、中身を吟味しうんです。ただ、そのときに、中身を吟味し

て、そして新たな判断をするて、そして新たな判断をするて、そして新たな判断をするて、そして新たな判断をするかかかかどうかというどうかというどうかというどうかという

ところだと思うんです。ところだと思うんです。ところだと思うんです。ところだと思うんです。    

    私は何の立場の人間であれば、自分の判断私は何の立場の人間であれば、自分の判断私は何の立場の人間であれば、自分の判断私は何の立場の人間であれば、自分の判断

をどこででも好きなように言えるという部分をどこででも好きなように言えるという部分をどこででも好きなように言えるという部分をどこででも好きなように言えるという部分

はあると思うんですはあると思うんですはあると思うんですはあると思うんです。立場のある人は、その。立場のある人は、その。立場のある人は、その。立場のある人は、その
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立場、自分の置かれている立場というのも考立場、自分の置かれている立場というのも考立場、自分の置かれている立場というのも考立場、自分の置かれている立場というのも考

えながら発言しなければならない。発表しなえながら発言しなければならない。発表しなえながら発言しなければならない。発表しなえながら発言しなければならない。発表しな

ければならない、あるいはしてはならないとければならない、あるいはしてはならないとければならない、あるいはしてはならないとければならない、あるいはしてはならないと

いう、こういう考え方をそれぞれお持ちにないう、こういう考え方をそれぞれお持ちにないう、こういう考え方をそれぞれお持ちにないう、こういう考え方をそれぞれお持ちにな

るんだと思うんです。るんだと思うんです。るんだと思うんです。るんだと思うんです。    

    ただ、子どもたちの教育に責任を負う立場ただ、子どもたちの教育に責任を負う立場ただ、子どもたちの教育に責任を負う立場ただ、子どもたちの教育に責任を負う立場

にあるということの重要性、そのことを常々にあるということの重要性、そのことを常々にあるということの重要性、そのことを常々にあるということの重要性、そのことを常々

お考えになっていらっしゃると思うんです。お考えになっていらっしゃると思うんです。お考えになっていらっしゃると思うんです。お考えになっていらっしゃると思うんです。

それは大変やっぱりそれは大変やっぱりそれは大変やっぱりそれは大変やっぱり重重重重い責任を負っておられい責任を負っておられい責任を負っておられい責任を負っておられ

るということだと思います。るということだと思います。るということだと思います。るということだと思います。    

    子どもたちが学校で過ごす時間の大切さ、子どもたちが学校で過ごす時間の大切さ、子どもたちが学校で過ごす時間の大切さ、子どもたちが学校で過ごす時間の大切さ、

その子、その子の人生にとって持つ意味。こその子、その子の人生にとって持つ意味。こその子、その子の人生にとって持つ意味。こその子、その子の人生にとって持つ意味。こ

れはれはれはれは 12121212 月議会だったでしょうか、教育長の月議会だったでしょうか、教育長の月議会だったでしょうか、教育長の月議会だったでしょうか、教育長のおおおお

考えが考えが考えが考えが譲られたこともございました。ご自分譲られたこともございました。ご自分譲られたこともございました。ご自分譲られたこともございました。ご自分

の学校生活を振り返られての答弁をいただきの学校生活を振り返られての答弁をいただきの学校生活を振り返られての答弁をいただきの学校生活を振り返られての答弁をいただき

ましたけれども、大変やっぱり大事なものだましたけれども、大変やっぱり大事なものだましたけれども、大変やっぱり大事なものだましたけれども、大変やっぱり大事なものだ

と思います。ですから、国が、地方自治体がと思います。ですから、国が、地方自治体がと思います。ですから、国が、地方自治体がと思います。ですから、国が、地方自治体が

しっかり手立てをとって学校をつくっていくしっかり手立てをとって学校をつくっていくしっかり手立てをとって学校をつくっていくしっかり手立てをとって学校をつくっていく

という、で子どもたちがそこへ通うというこという、で子どもたちがそこへ通うというこという、で子どもたちがそこへ通うというこという、で子どもたちがそこへ通うというこ

とになっているわけです。とになっているわけです。とになっているわけです。とになっているわけです。    

    それであるからこそまた、こういうふうにそれであるからこそまた、こういうふうにそれであるからこそまた、こういうふうにそれであるからこそまた、こういうふうに

意見の分かれる問題が出てきたときに、どう意見の分かれる問題が出てきたときに、どう意見の分かれる問題が出てきたときに、どう意見の分かれる問題が出てきたときに、どう

いう判断をされるかというのは、これまたいう判断をされるかというのは、これまたいう判断をされるかというのは、これまたいう判断をされるかというのは、これまた、、、、

ただただ、例えば文部科学省の見解というもただただ、例えば文部科学省の見解というもただただ、例えば文部科学省の見解というもただただ、例えば文部科学省の見解というも

のによるのがすべてだというふうに、私は考のによるのがすべてだというふうに、私は考のによるのがすべてだというふうに、私は考のによるのがすべてだというふうに、私は考

えるべきではないのではないかということをえるべきではないのではないかということをえるべきではないのではないかということをえるべきではないのではないかということを

考え考え考え考えます。過去に何度も申し上げていますが、ます。過去に何度も申し上げていますが、ます。過去に何度も申し上げていますが、ます。過去に何度も申し上げていますが、

美唄市教育委員会としての判断をぜひお聞か美唄市教育委員会としての判断をぜひお聞か美唄市教育委員会としての判断をぜひお聞か美唄市教育委員会としての判断をぜひお聞か

せいただきたいということを申し上げてきてせいただきたいということを申し上げてきてせいただきたいということを申し上げてきてせいただきたいということを申し上げてきて

いるんです。いるんです。いるんです。いるんです。    

    それは、もともと学校というものは地域のそれは、もともと学校というものは地域のそれは、もともと学校というものは地域のそれは、もともと学校というものは地域の

ものだ。最初から国が、日本の場合は明治にものだ。最初から国が、日本の場合は明治にものだ。最初から国が、日本の場合は明治にものだ。最初から国が、日本の場合は明治に

なって、そして学校制度をつくって、国がおなって、そして学校制度をつくって、国がおなって、そして学校制度をつくって、国がおなって、そして学校制度をつくって、国がお

金を出して学校をつくるという仕組みが大き金を出して学校をつくるという仕組みが大き金を出して学校をつくるという仕組みが大き金を出して学校をつくるという仕組みが大き

かったかもしれない。その果たした役割です。かったかもしれない。その果たした役割です。かったかもしれない。その果たした役割です。かったかもしれない。その果たした役割です。    

    ただ、それが余りに強かったために、学校ただ、それが余りに強かったために、学校ただ、それが余りに強かったために、学校ただ、それが余りに強かったために、学校

は子どもの学校ではなくて、国の学校になっは子どもの学校ではなくて、国の学校になっは子どもの学校ではなくて、国の学校になっは子どもの学校ではなくて、国の学校になっ

ててててしまった。ですから、国家政策の推進のたしまった。ですから、国家政策の推進のたしまった。ですから、国家政策の推進のたしまった。ですから、国家政策の推進のた

めに、子どもを育てる。男であれば立派な兵めに、子どもを育てる。男であれば立派な兵めに、子どもを育てる。男であれば立派な兵めに、子どもを育てる。男であれば立派な兵

士になることが目士になることが目士になることが目士になることが目的だ。女の子であれば、し的だ。女の子であれば、し的だ。女の子であれば、し的だ。女の子であれば、し

っかり家庭を守って子どもを育てるのがそのっかり家庭を守って子どもを育てるのがそのっかり家庭を守って子どもを育てるのがそのっかり家庭を守って子どもを育てるのがその

役割だという教育を徹底したわけです。役割だという教育を徹底したわけです。役割だという教育を徹底したわけです。役割だという教育を徹底したわけです。    

    そのことがどんな結果を生んだかというのそのことがどんな結果を生んだかというのそのことがどんな結果を生んだかというのそのことがどんな結果を生んだかというの

はよくご存知のとおりです。その反省にたっはよくご存知のとおりです。その反省にたっはよくご存知のとおりです。その反省にたっはよくご存知のとおりです。その反省にたっ

て、いまは変えられてしまった教育基本法がて、いまは変えられてしまった教育基本法がて、いまは変えられてしまった教育基本法がて、いまは変えられてしまった教育基本法が

でき上がったわけです。教育勅語をなくする。でき上がったわけです。教育勅語をなくする。でき上がったわけです。教育勅語をなくする。でき上がったわけです。教育勅語をなくする。

それに当たって、では教育は何をよりどころそれに当たって、では教育は何をよりどころそれに当たって、では教育は何をよりどころそれに当たって、では教育は何をよりどころ

にするか。そこでつくられたのが教育基本法にするか。そこでつくられたのが教育基本法にするか。そこでつくられたのが教育基本法にするか。そこでつくられたのが教育基本法

です。です。です。です。    

    だからそのことは、当時の日本人にすれば、だからそのことは、当時の日本人にすれば、だからそのことは、当時の日本人にすれば、だからそのことは、当時の日本人にすれば、

戦争への反省というものは強烈に私はあった戦争への反省というものは強烈に私はあった戦争への反省というものは強烈に私はあった戦争への反省というものは強烈に私はあった

と思います。そして、国家体制教育というもと思います。そして、国家体制教育というもと思います。そして、国家体制教育というもと思います。そして、国家体制教育というも

のの恐ろしさというものが身にしみているのの恐ろしさというものが身にしみているのの恐ろしさというものが身にしみているのの恐ろしさというものが身にしみているわわわわ

けです。けです。けです。けです。    

    やっぱり学校は、地域の学校であるべきでやっぱり学校は、地域の学校であるべきでやっぱり学校は、地域の学校であるべきでやっぱり学校は、地域の学校であるべきで

す。近代的に。ですからいま分権が進められす。近代的に。ですからいま分権が進められす。近代的に。ですからいま分権が進められす。近代的に。ですからいま分権が進められ

ようとしています。教育についても同様です。ようとしています。教育についても同様です。ようとしています。教育についても同様です。ようとしています。教育についても同様です。

ただあくまでも文部科学省が地方の教育委員ただあくまでも文部科学省が地方の教育委員ただあくまでも文部科学省が地方の教育委員ただあくまでも文部科学省が地方の教育委員

会や学校を会や学校を会や学校を会や学校を支配下支配下支配下支配下に置こうとする考え方をに置こうとする考え方をに置こうとする考え方をに置こうとする考え方を持持持持

つというのは、これは誤りです。やっぱり、つというのは、これは誤りです。やっぱり、つというのは、これは誤りです。やっぱり、つというのは、これは誤りです。やっぱり、

進むべき方向は決まっていると思います。進むべき方向は決まっていると思います。進むべき方向は決まっていると思います。進むべき方向は決まっていると思います。    

    そういう意味では、地方が地方の判断をすそういう意味では、地方が地方の判断をすそういう意味では、地方が地方の判断をすそういう意味では、地方が地方の判断をす

るということは、極めて重要なことではないるということは、極めて重要なことではないるということは、極めて重要なことではないるということは、極めて重要なことではない

か。文部科学省の考え方を変えるためにも、か。文部科学省の考え方を変えるためにも、か。文部科学省の考え方を変えるためにも、か。文部科学省の考え方を変えるためにも、

地方がどんどん地方の考え方を出すべきだと地方がどんどん地方の考え方を出すべきだと地方がどんどん地方の考え方を出すべきだと地方がどんどん地方の考え方を出すべきだと

思います。思います。思います。思います。    

    その点、司法の世界は、地方裁判所から変その点、司法の世界は、地方裁判所から変その点、司法の世界は、地方裁判所から変その点、司法の世界は、地方裁判所から変

わってわってわってわってきます。あちこちの地方裁判所が判断きます。あちこちの地方裁判所が判断きます。あちこちの地方裁判所が判断きます。あちこちの地方裁判所が判断
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を出してというものが最高裁を変えるというを出してというものが最高裁を変えるというを出してというものが最高裁を変えるというを出してというものが最高裁を変えるという

部分がある。教育の世界は、上の言いなりで部分がある。教育の世界は、上の言いなりで部分がある。教育の世界は、上の言いなりで部分がある。教育の世界は、上の言いなりで

す。上の言いなりをす。上の言いなりをす。上の言いなりをす。上の言いなりをとおりとおりとおりとおり越して、東京みた越して、東京みた越して、東京みた越して、東京みた

いないないないな例がありました。例がありました。例がありました。例がありました。    

    先ほどちょっと触れました、先月先ほどちょっと触れました、先月先ほどちょっと触れました、先月先ほどちょっと触れました、先月 27272727 日に出日に出日に出日に出

たたたた最最最最高裁判決の女の先生は、ピアノ伴奏がで高裁判決の女の先生は、ピアノ伴奏がで高裁判決の女の先生は、ピアノ伴奏がで高裁判決の女の先生は、ピアノ伴奏がで

きないということを言っただけで戒告です。きないということを言っただけで戒告です。きないということを言っただけで戒告です。きないということを言っただけで戒告です。

きのうか、新聞に載っていました。九州のいきのうか、新聞に載っていました。九州のいきのうか、新聞に載っていました。九州のいきのうか、新聞に載っていました。九州のい

じめ事件、学校の先生の処分が出たというのじめ事件、学校の先生の処分が出たというのじめ事件、学校の先生の処分が出たというのじめ事件、学校の先生の処分が出たというの

が載っています。減給１カ月ですか、校長とが載っています。減給１カ月ですか、校長とが載っています。減給１カ月ですか、校長とが載っています。減給１カ月ですか、校長と

ともに。そういう処分です。ともに。そういう処分です。ともに。そういう処分です。ともに。そういう処分です。    

    ところが、先ほど言った９月の東京地裁判ところが、先ほど言った９月の東京地裁判ところが、先ほど言った９月の東京地裁判ところが、先ほど言った９月の東京地裁判

決の場合、あれいろいろな人決の場合、あれいろいろな人決の場合、あれいろいろな人決の場合、あれいろいろな人がいます、がいます、がいます、がいます、400400400400

人から原告がいますから、いろいろいますけ人から原告がいますから、いろいろいますけ人から原告がいますから、いろいろいますけ人から原告がいますから、いろいろいますけ

れども、東京の場合は１回立たないと戒告でれども、東京の場合は１回立たないと戒告でれども、東京の場合は１回立たないと戒告でれども、東京の場合は１回立たないと戒告で

す。２回立たなかったら減給１カ月。３回立す。２回立たなかったら減給１カ月。３回立す。２回立たなかったら減給１カ月。３回立す。２回立たなかったら減給１カ月。３回立

たないと減給６カ月。４回立たないと停職１たないと減給６カ月。４回立たないと停職１たないと減給６カ月。４回立たないと停職１たないと減給６カ月。４回立たないと停職１

カ月が来るんです。５回目で停職３カ月。立カ月が来るんです。５回目で停職３カ月。立カ月が来るんです。５回目で停職３カ月。立カ月が来るんです。５回目で停職３カ月。立

たないだけでです。君が代の演奏たないだけでです。君が代の演奏たないだけでです。君が代の演奏たないだけでです。君が代の演奏 40404040 秒の間立秒の間立秒の間立秒の間立

たないだけでそういう処分です。ものすごいたないだけでそういう処分です。ものすごいたないだけでそういう処分です。ものすごいたないだけでそういう処分です。ものすごい

苛烈な処分です。苛烈な処分です。苛烈な処分です。苛烈な処分です。    

    そして、それだけでないです。処分を受けそして、それだけでないです。処分を受けそして、それだけでないです。処分を受けそして、それだけでないです。処分を受け

た人を集めて講習会をやるんです。それも出た人を集めて講習会をやるんです。それも出た人を集めて講習会をやるんです。それも出た人を集めて講習会をやるんです。それも出

なかったらまた処分です。そういうことを東なかったらまた処分です。そういうことを東なかったらまた処分です。そういうことを東なかったらまた処分です。そういうことを東

京はやっている。そして石原知事は、いま首京はやっている。そして石原知事は、いま首京はやっている。そして石原知事は、いま首京はやっている。そして石原知事は、いま首

を縮めてみているほかのを縮めてみているほかのを縮めてみているほかのを縮めてみているほかの県県県県は、５年後しは、５年後しは、５年後しは、５年後したらたらたらたら

全東京に習うぞ、ほら見ていけとこう言って全東京に習うぞ、ほら見ていけとこう言って全東京に習うぞ、ほら見ていけとこう言って全東京に習うぞ、ほら見ていけとこう言って

いるわけです。うそぶいているいるわけです。うそぶいているいるわけです。うそぶいているいるわけです。うそぶいているののののです。東京です。東京です。東京です。東京

から日本を変えてやるというのが石原知事のから日本を変えてやるというのが石原知事のから日本を変えてやるというのが石原知事のから日本を変えてやるというのが石原知事の

考えです。考えです。考えです。考えです。    

    停職３カ月の次に何が来るか、まだ誰も経停職３カ月の次に何が来るか、まだ誰も経停職３カ月の次に何が来るか、まだ誰も経停職３カ月の次に何が来るか、まだ誰も経

験していないんです。それだけでないです。験していないんです。それだけでないです。験していないんです。それだけでないです。験していないんです。それだけでないです。

60606060 歳になって、定年になって再任用というの歳になって、定年になって再任用というの歳になって、定年になって再任用というの歳になって、定年になって再任用というの

があります。再任用決まっている人が立たながあります。再任用決まっている人が立たながあります。再任用決まっている人が立たながあります。再任用決まっている人が立たな

かっただけで取り消しですから。職を奪われかっただけで取り消しですから。職を奪われかっただけで取り消しですから。職を奪われかっただけで取り消しですから。職を奪われ

るわけです。これ１回です。それから再任用るわけです。これ１回です。それから再任用るわけです。これ１回です。それから再任用るわけです。これ１回です。それから再任用

にすでになっている人が、継続をしたいにすでになっている人が、継続をしたいにすでになっている人が、継続をしたいにすでになっている人が、継続をしたいとととといいいい

ううううことで出したら、それもばつってことで出したら、それもばつってことで出したら、それもばつってことで出したら、それもばつって切るんで切るんで切るんで切るんで

す。立たないだけで。それがいま東京で行わす。立たないだけで。それがいま東京で行わす。立たないだけで。それがいま東京で行わす。立たないだけで。それがいま東京で行わ

れているというれているというれているというれているということです。ことです。ことです。ことです。    

    それは、やはり心の事は考えないで、命令それは、やはり心の事は考えないで、命令それは、やはり心の事は考えないで、命令それは、やはり心の事は考えないで、命令

に従えという考え方だからです。これが他のに従えという考え方だからです。これが他のに従えという考え方だからです。これが他のに従えという考え方だからです。これが他の

地域に広がりだしたら、辞められる人はもう地域に広がりだしたら、辞められる人はもう地域に広がりだしたら、辞められる人はもう地域に広がりだしたら、辞められる人はもう

辞めたいと、辞めていく人どんどんいるわけ辞めたいと、辞めていく人どんどんいるわけ辞めたいと、辞めていく人どんどんいるわけ辞めたいと、辞めていく人どんどんいるわけ

です。それから、精神的にまいってしまって、です。それから、精神的にまいってしまって、です。それから、精神的にまいってしまって、です。それから、精神的にまいってしまって、

今回の今回の今回の今回の 401401401401 人の原告の中でも、病院通いして人の原告の中でも、病院通いして人の原告の中でも、病院通いして人の原告の中でも、病院通いして

いるとか、結局病気で休んでしまっている人いるとか、結局病気で休んでしまっている人いるとか、結局病気で休んでしまっている人いるとか、結局病気で休んでしまっている人

たちがたくさんいるわけです。気持ちが耐えたちがたくさんいるわけです。気持ちが耐えたちがたくさんいるわけです。気持ちが耐えたちがたくさんいるわけです。気持ちが耐え

られないんです。そういう状況になっている。られないんです。そういう状況になっている。られないんです。そういう状況になっている。られないんです。そういう状況になっている。

だから、東京地裁の判断というものは、人間だから、東京地裁の判断というものは、人間だから、東京地裁の判断というものは、人間だから、東京地裁の判断というものは、人間

を人間としてみて、憲法に照らして東京のやを人間としてみて、憲法に照らして東京のやを人間としてみて、憲法に照らして東京のやを人間としてみて、憲法に照らして東京のや

っていることは違うということを言ったわけっていることは違うということを言ったわけっていることは違うということを言ったわけっていることは違うということを言ったわけ

です。言い切っです。言い切っです。言い切っです。言い切ったんです。教育基本法たんです。教育基本法たんです。教育基本法たんです。教育基本法 10101010 条に条に条に条に

違反している二重の罰です、あれ。違反している二重の罰です、あれ。違反している二重の罰です、あれ。違反している二重の罰です、あれ。    

    そのことを、私はぜひ考えて、地方が声をそのことを、私はぜひ考えて、地方が声をそのことを、私はぜひ考えて、地方が声をそのことを、私はぜひ考えて、地方が声を

上げていかなかったら、いまの政府は変わら上げていかなかったら、いまの政府は変わら上げていかなかったら、いまの政府は変わら上げていかなかったら、いまの政府は変わら

ないです。これ、政権交代をしない限り変わないです。これ、政権交代をしない限り変わないです。これ、政権交代をしない限り変わないです。これ、政権交代をしない限り変わ

らない。ですから、そこのところをよく考えらない。ですから、そこのところをよく考えらない。ですから、そこのところをよく考えらない。ですから、そこのところをよく考え

ていただいて、やはり私は美唄が変わってていただいて、やはり私は美唄が変わってていただいて、やはり私は美唄が変わってていただいて、やはり私は美唄が変わってほほほほ

しいしいしいしいわけ。ぜひ美唄が変わってほしいというわけ。ぜひ美唄が変わってほしいというわけ。ぜひ美唄が変わってほしいというわけ。ぜひ美唄が変わってほしいという

ふうに思います。そこのことをいっぺんでおふうに思います。そこのことをいっぺんでおふうに思います。そこのことをいっぺんでおふうに思います。そこのことをいっぺんでお

尋ねしたい。尋ねしたい。尋ねしたい。尋ねしたい。    

●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君    教育長。教育長。教育長。教育長。    

●教育長村上忠雄君●教育長村上忠雄君●教育長村上忠雄君●教育長村上忠雄君    卒業式・入学式、国旗卒業式・入学式、国旗卒業式・入学式、国旗卒業式・入学式、国旗・・・・

国歌の件でございますけれども、これまでも国歌の件でございますけれども、これまでも国歌の件でございますけれども、これまでも国歌の件でございますけれども、これまでも

児童生徒に国旗児童生徒に国旗児童生徒に国旗児童生徒に国旗・・・・国歌の意義を理解させ、そ国歌の意義を理解させ、そ国歌の意義を理解させ、そ国歌の意義を理解させ、そ

れを尊れを尊れを尊れを尊重する態度を育てるべき観点から、各重する態度を育てるべき観点から、各重する態度を育てるべき観点から、各重する態度を育てるべき観点から、各

学校で学習指導要領に基づきまして、卒業学校で学習指導要領に基づきまして、卒業学校で学習指導要領に基づきまして、卒業学校で学習指導要領に基づきまして、卒業
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式・入学式が適切に実施されるように、繰り式・入学式が適切に実施されるように、繰り式・入学式が適切に実施されるように、繰り式・入学式が適切に実施されるように、繰り

返し指導を行ってきたところでございます。返し指導を行ってきたところでございます。返し指導を行ってきたところでございます。返し指導を行ってきたところでございます。    

    これは我が国の国旗これは我が国の国旗これは我が国の国旗これは我が国の国旗・・・・国歌国歌国歌国歌のののの意義を理解す意義を理解す意義を理解す意義を理解す

るというるというるというるということはことはことはことは当然ですけれども、諸外国の当然ですけれども、諸外国の当然ですけれども、諸外国の当然ですけれども、諸外国の

国旗国旗国旗国旗・・・・国歌についても同様にこれを尊重する国歌についても同様にこれを尊重する国歌についても同様にこれを尊重する国歌についても同様にこれを尊重する

態度を育成する、そういったことを重視して、態度を育成する、そういったことを重視して、態度を育成する、そういったことを重視して、態度を育成する、そういったことを重視して、

指導してきたところでございます。指導してきたところでございます。指導してきたところでございます。指導してきたところでございます。    

    今後につきましても引き続き、適切な実施今後につきましても引き続き、適切な実施今後につきましても引き続き、適切な実施今後につきましても引き続き、適切な実施

に向けて指導してまいりたいと、このようにに向けて指導してまいりたいと、このようにに向けて指導してまいりたいと、このようにに向けて指導してまいりたいと、このように

考えております。考えております。考えております。考えております。    

    また、職務命令の関係でございますけれどまた、職務命令の関係でございますけれどまた、職務命令の関係でございますけれどまた、職務命令の関係でございますけれど

も、これはあくまでも基本も、これはあくまでも基本も、これはあくまでも基本も、これはあくまでも基本は校長、教諭の話は校長、教諭の話は校長、教諭の話は校長、教諭の話

しあいということが基本でございまして、昨しあいということが基本でございまして、昨しあいということが基本でございまして、昨しあいということが基本でございまして、昨

年は職務命令を発することもやむを得ないと年は職務命令を発することもやむを得ないと年は職務命令を発することもやむを得ないと年は職務命令を発することもやむを得ないと

いうスタンスで３月、４月の卒業式・入学式いうスタンスで３月、４月の卒業式・入学式いうスタンスで３月、４月の卒業式・入学式いうスタンスで３月、４月の卒業式・入学式

に臨んできたわけでございます。に臨んできたわけでございます。に臨んできたわけでございます。に臨んできたわけでございます。    

    その意味から、職務命令ありその意味から、職務命令ありその意味から、職務命令ありその意味から、職務命令ありききききだとか、処だとか、処だとか、処だとか、処

分ありきというそういう姿勢で臨んできたわ分ありきというそういう姿勢で臨んできたわ分ありきというそういう姿勢で臨んできたわ分ありきというそういう姿勢で臨んできたわ

けでございませんし、私どももそういったこけでございませんし、私どももそういったこけでございませんし、私どももそういったこけでございませんし、私どももそういったこ

とを望んでいるわけではございません。やはとを望んでいるわけではございません。やはとを望んでいるわけではございません。やはとを望んでいるわけではございません。やは

り基本は先生方がよく話をして、共通の理解り基本は先生方がよく話をして、共通の理解り基本は先生方がよく話をして、共通の理解り基本は先生方がよく話をして、共通の理解

にたった中で、儀式的行事も組織として行っにたった中で、儀式的行事も組織として行っにたった中で、儀式的行事も組織として行っにたった中で、儀式的行事も組織として行っ

ていきたいと考えているところでございます。ていきたいと考えているところでございます。ていきたいと考えているところでございます。ていきたいと考えているところでございます。    

●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君    米田議員の本件に関する米田議員の本件に関する米田議員の本件に関する米田議員の本件に関する

発言はすでに３回に及発言はすでに３回に及発言はすでに３回に及発言はすでに３回に及びましたが、会議規則びましたが、会議規則びましたが、会議規則びましたが、会議規則

第第第第 56565656 条ただし書きの規定により、特に発言を条ただし書きの規定により、特に発言を条ただし書きの規定により、特に発言を条ただし書きの規定により、特に発言を

許します。許します。許します。許します。    

    10101010 番米田良克議員。番米田良克議員。番米田良克議員。番米田良克議員。    

●●●●10101010 番米田良克議員番米田良克議員番米田良克議員番米田良克議員    いま３回目まで質問いま３回目まで質問いま３回目まで質問いま３回目まで質問

をさせていただきました。をさせていただきました。をさせていただきました。をさせていただきました。    

    これは、私としてはいろいろ申し上げるここれは、私としてはいろいろ申し上げるここれは、私としてはいろいろ申し上げるここれは、私としてはいろいろ申し上げるこ

とで、教育委員会の考え方が変わることを期とで、教育委員会の考え方が変わることを期とで、教育委員会の考え方が変わることを期とで、教育委員会の考え方が変わることを期

待して申し上げているわけです。待して申し上げているわけです。待して申し上げているわけです。待して申し上げているわけです。    

    教育というのは、変わることを信じてやら教育というのは、変わることを信じてやら教育というのは、変わることを信じてやら教育というのは、変わることを信じてやら

れるものです。幾ら難しい場面に直面しても、れるものです。幾ら難しい場面に直面しても、れるものです。幾ら難しい場面に直面しても、れるものです。幾ら難しい場面に直面しても、

頭首があきらめたのではだめなわけです。そ頭首があきらめたのではだめなわけです。そ頭首があきらめたのではだめなわけです。そ頭首があきらめたのではだめなわけです。そ

の子供のことを本当に考えて、一生懸命当たの子供のことを本当に考えて、一生懸命当たの子供のことを本当に考えて、一生懸命当たの子供のことを本当に考えて、一生懸命当た

るということが、いずれ心が通じ合うというるということが、いずれ心が通じ合うというるということが、いずれ心が通じ合うというるということが、いずれ心が通じ合うという

関係ができ関係ができ関係ができ関係ができるるるる。１度言ってだめだとか。１度言ってだめだとか。１度言ってだめだとか。１度言ってだめだとか、３回、３回、３回、３回

言ったからだめだ、５回でだめだからだめだ言ったからだめだ、５回でだめだからだめだ言ったからだめだ、５回でだめだからだめだ言ったからだめだ、５回でだめだからだめだ

なんていうふうに考えていたのでは、それはなんていうふうに考えていたのでは、それはなんていうふうに考えていたのでは、それはなんていうふうに考えていたのでは、それは

だめです。ですから、あくまでも私は、教育だめです。ですから、あくまでも私は、教育だめです。ですから、あくまでも私は、教育だめです。ですから、あくまでも私は、教育

長の考え方が卒業式・入学式本来のものにな長の考え方が卒業式・入学式本来のものにな長の考え方が卒業式・入学式本来のものにな長の考え方が卒業式・入学式本来のものにな

るべきだという考え方になることを期待したるべきだという考え方になることを期待したるべきだという考え方になることを期待したるべきだという考え方になることを期待した

い。い。い。い。    

    もう一辺答弁しろともう一辺答弁しろともう一辺答弁しろともう一辺答弁しろと言言言言うつもりはありませうつもりはありませうつもりはありませうつもりはありませ

ん。期待しているということを、この熱い気ん。期待しているということを、この熱い気ん。期待しているということを、この熱い気ん。期待しているということを、この熱い気

持ちを伝えて終わります。持ちを伝えて終わります。持ちを伝えて終わります。持ちを伝えて終わります。    

    

●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君    お諮りいたします。お諮りいたします。お諮りいたします。お諮りいたします。    

    本日の会議はこの程度にとどめ、延会本日の会議はこの程度にとどめ、延会本日の会議はこの程度にとどめ、延会本日の会議はこの程度にとどめ、延会いたいたいたいた

したいと思います。したいと思います。したいと思います。したいと思います。    

    これにご異議ありませんか。これにご異議ありませんか。これにご異議ありませんか。これにご異議ありませんか。    

［［［［「「「「異議異議異議異議なし」と呼ぶ者あり］なし」と呼ぶ者あり］なし」と呼ぶ者あり］なし」と呼ぶ者あり］    

    ご異議ご異議ご異議ご異議なしと認め、さよう決定いなしと認め、さよう決定いなしと認め、さよう決定いなしと認め、さよう決定いたします。たします。たします。たします。    

    本日はこれをもって本日はこれをもって本日はこれをもって本日はこれをもって延会延会延会延会いたします。いたします。いたします。いたします。    

    

午後午後午後午後４４４４時時時時０５０５０５０５分分分分    延会延会延会延会    


